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  災害科学国際研究所での 2 年目の活動について 
 
 東北大学では、東日本大震災直後の 2011 年 4 月に総長を機構長とした全学組
織「東北大学災害復興新生研究機構」を設置し、日本復興の先導をめざし、研究・
教育・社会貢献に取り組んでいます。その第一の柱が、「災害科学国際研究プロ


















































































  平成 24（2012 年）4 月 研究所設置（7 部門 36 分野） 
       災 害リスク 研究部門（7 分野） 
       人間・社会対応研究部門（7 分野） 
       地域・都市再生研究部門（5 分野） 
       災 害 理 学 研 究 部 門（7 分野） 
       災 害 医 学 研 究 部 門（7 分野） 
       情報管理・社会連携部門（3 分野） 










































































定し、教授会や全体会議で周知するという仕組みを確立した（3 章 E 研究所内会議・委員会構成を参照）。 














活動等）についてはウェブページを通じて発信している（平成 25 年度はトピックス 175 件、報道 322 件
を掲載）。さらに、本研究所の設立理念やミッションを広く伝えるためのパンフレットの制作（平成 25
年度日本語版、英語版を発行）、東日本大震災への復興の貢献や教員の取り組み・研究成果を広く発信す
るためのニューズレター:IRIDeS Quarterly（日本語版年 4 回、英語版年 2 回）の刊行、本研究所の PR 誌























部門、という 7 つの研究部門で構成される（各部門の活動については部門概要を参照のこと）。2014 年
3 月 31 日現在、計 74 名の専任教員がそれぞれの問題意識と使命の元に専門研究に取り組むとともに、
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本研究所兼任教員や国内外の研究機関の研究者や様々な組織の実務家とともに共同研究を実施してい
る。平成 25 年度の成果としては、約 580 編の学術論文、著書 54 冊（単著、共著、分担執筆含む）、総
説解説 79 編、学会における基調講演・招待講演 132 件、通常講演 796 件、市民向け講演 250 件という
特筆すべき内容・数の発表を果たすことができた。また、学会における受賞件数は 16 件となっている。
特に、国際誌（Marine Geology、Sedimentary Geology、Coastal Engineering Journal）において、最多被引
用論文、最多アクセス論文などにもランクされている。 
また、論文の公表だけでなく、緊急解析・調査実施を実施した。たとえば、2013 年 11 月の台風 30
号（ハイエン台風）災害の解析・現地調査、2014 年 4 月チリ北部で発生した地震津波の解析を行い、解
析結果や現地調査結果の報告を発信した。 
競争的研究資金については、平成 25 年度の科研費の代表者としての取得は 42 件、その他受託研究等




究者が参加できる文理融合研究を開始した。平成 25 年度は、拠点研究として研究種目 A（13 件）、B(24






















握）と連携を強化した。さらに、平成 25 年 7 月には、APPU（環太平洋大学協会）においてマルチハザ
ードプログラムを立ち上げ、災害研究の推進、国際社会・政策への貢献、キャンパス安全の点検、サマ




















表１ 災害科学国際研究所の研究成果（平成 25 年度）の概要 
 
単著・筆頭論文 168 編 
共著論文 411 編 
著書 54 冊 
 単著・筆頭著 24 冊 
 共編著 30 冊 




 単独・筆頭発表 192 件 
 共同発表 472 件 
一般向け講演 250 件 
総説・解説 79 編 
特許（実用新案出願） 4 件 
受賞 16 件 
科研費（代表） 42 件 
競争的資金 44 件 
 
主催・運営 51 件 
 学会・学術シンポジウム・大会 17 





主催・共催（学外社会活動） 192 件 
 講演・セミナー 45 
 展示会 10 









表２ 平成 25 年度 研究成果への受賞リスト（16 件） 
 （受賞者名は研究所所属教員のみ記載） 
受   賞   名 受 賞 者 授与日 
こども環境学会賞 活動奨励賞「みんなでつくるん台」（グループ） 平野 勝也 2013/4/13 
第 9 回 GIS コミュニティフォーラム • マップギャラリー第 1 位「福島県
相馬市の復興まちづくりに対する Geodesign 手法の適用」（グループ） 
花岡 和聖 2013/5/31 
Outstanding presentation by the awarding committee of the 6th Conference of the 
Asia Pacific Association of Hydrology and Water Resources (APHW)（個人） 
呉 修一 2013/8/21 
Distinguished Poster Award（MedInfo2013）（個人） 中山 雅晴 2013/8/24 
Hazard2000 国際賞「Damage and reconstruction after the 2004 Indian Ocean 







平成 25 年防災功労者防災担当大臣表彰（個人） 今村 文彦 2013/9/3 
日本地質学会仙台大会優秀ポスター賞「紀伊半島北西部における微小地
震クラスターの分布に対する地質構造との関係」（グループ） 
遠田 晋次 2013/9/14 
9th APRU Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim、The 








Jason Morgan Early Career Award（American Geophysics Union）（個人） 和田 育子 2013/12/11
情報処理学会山下記念研究賞（個人） 天野 真志 2014/3/11 
第 65 回 NHK 放送文化賞受賞（個人） 今村 文彦 2014/3/14 
平成 25 年度日本地震学会論文賞（グループ） 飯沼 卓史 2014/3/20 
東北大学工学研究科長特別教育賞受賞「GRANDE プロジェクトチーム」
（グループ） 





































践的防災学 I〜VIII」をはじめとする 11 科目を担当することに加え、より実践的な研修プログラムであ
る Convergence Lab．の安全工学フロンティア研修の 3 テーマを担当している。本プログラムのために、
特任准教授・講師を 2 名、特任助教を 2 名雇用するなど、強力に推進している。なお、本教育プログラ








の成果を報告し、討論している。平成 25 年度は 9 回開催した。また金曜フォーラムの特別セッション
として「平成 24 年度特定プロジェクト研究成果報告会」（平成 25 年 7 月 28 日）を開催し、昨年度の研













































































 災害・認知・脳科学研究会（計 3 回） 
 「津波災害の記憶を巡る」シンポジウム 
 レジリエンスワークショップ 2013～震災からの復興を加速するレジリエントな社会を目指して 
 「生きる力」市民運動化プロジェクト in 関西 
 Symposium on Spatial Planning Following Disasters 









（2015 年 3 月）に仙台市で開催される国連防災世界会議である。この会議には、企画段階から外務省、
仙台市と協力し、本研究所の研究成果を世界発信する予定である。平成 25 年度には、国連防災世界会




























含めた 7 研究部門 36 研究分野が構築され、教員の公募がさらに進められた結果、平成 25 年度末までに












































ドンや APRU（環太平洋大学協会）、HeKKSaGOn（日独 6 大学コンソーシアム）などの協定を通じて、
国際会議やセッションを企画・運営した。 
平成 27 年 3 月には仙台にて第 3 回国連防災世界会議が開催される。それに向けた国際的な活動も広
く、かつ積極的に実施した。具体的には、APDR3（アジア太平洋減災・回復力ネットワーク）への参画、
IRDR（International Research on Disaster Reduction）分科会での「災害リスクの統合的な研究の推進」活
動、ESCAP（International Strategy for Disaster Reduction）、グローバル・プラットフォーム会合、世界経済
フォーラム グローバル・アジェンダ・カウンシル、ワールドアライアンスフォーラム 2013 東京円卓


































的に発信する体制を築いた。また平成 26 年度からの広報室設置に向けた準備に取り組んだ。 





ね順調に進んでいるといえよう。たとえば、平成 26 年 3 月には東日本大震災 3 周年シンポジウムを仙
台市のホテルで一般に公開して行った。その他に、レジリエンス・ワークショップ 2013（平成 25 年 10
月）、21 世紀文明シンポジウム（平成 25 年 11 月）、震災復興支援・災害科学研究推進室 第 2 回シンポ
ジウム（平成 25 年 11 月）、災害実践学復興シンポジウム（平成 26 年 1 月）、防災シンポジウム・第 9 回





















平成 24 年 5 月の開所式以来、数多くのセミナー・シンポジウム等を通じて、研究所の研究活動と成
果を被災地の自治体や住民等に向けて広報するとともに、研究者・実務家・市民の双方向の交流を通じ
て、被災地の現状と課題の理解を進めてきた。その結果として、前述した自治体と連携・協力に関する
協定を結んできた。とくに気仙沼市には、研究所の分室を平成 25 年 10 月に開設した。そこでは、定期
的に防災文化講演会を実施し、地域社会に根ざした防災的な広報を行っている。平成 26 年 3 月には「か
たりつぎ 朗読と音楽の夕べ」を実施し、東日本大震災被災地の方々の思いを社会に発信した。また秋





























催し、平成 25 年 4 月から APRU（環太平洋大学連合）のマルチハザードプログラムをホストしている。










































2014 年 3 月 31 日現在 
災害リスク研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
地域地震災害研究分野 教 授 源栄 正人 
准 教 授 大野 晋 
助 教 王 欣 
特 別 教 育 研 究 教 員 TSAMBA TSOGGEREL 
技 術 補 佐 員 舩木 ひとみ 
津波工学研究分野 教 授 今村 文彦 
助 教 今井 健太郎 
助 手 保田 真理 
産 学 官 連 携 研 究 員 MUHARI, Abdul 
技 術 補 佐 員 佐藤 雅美 
技 術 補 佐 員 芳賀 弥生 
技 術 補 佐 員 鈴木 修 
技 術 補 佐 員 榮 恵梨佳 
技 術 補 佐 員 橋本 茜 
災害ポテンシャル研究分野 教 授 真野 明 
准 教 授 有働 恵子 
准 教 授 坂巻 隆史 
助 教 呉 修一 
特 別 教 育 研 究 教 員 武田 百合子 
技 術 補 佐 員 前橋 祐子 
技 術 補 佐 員 橋本 あつ子 
技 術 補 佐 員 金沢 明子 
研 究 支 援 者 鈴木 祥平 
広域被害把握研究分野 教 授 越村 俊一 
教 授 佐藤 源之（兼任） 
助 教 MAS, Erick 
研 究 支 援 者 豊田 和可子 
最適減災技術研究分野 教 授 五十子 幸樹 
助 教 鈴木 裕介 
派 遣 職 員 石野 友恵 
低頻度リスク評価研究分野 教 授 石渡 明（兼任） 
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准 教 授 後藤 和久 
助 教 菅原 大助 
国際災害リスク研究分野 准 教 授 BRICKER, Jeremy David 
助 教 ROEBER, Volker 
技 術 補 佐 員 齋藤 緑 
 
人間・社会対応研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
災害情報認知研究分野 教 授 邑本 俊亮 
准 教 授 杉浦 元亮（兼任） 
助 教 野内 類 
被災地支援研究分野 教 授 奥村 誠 
助 教 金 進英 
事 務 補 佐 員 平山 塔子 
歴史資料保存研究分野 教 授 平川 新 
准 教 授 佐藤 大介 
助 教 蝦名 裕一 
助 教 天野 真志 
特 別 教 育 研 究 教 員 安田 容子 
防災社会システム研究分野 教 授 丸谷 浩明 
教 授 増田 聡（兼任） 
教 授 吉田 浩（兼任） 
准 教 授 馬奈木 俊介（兼任） 
防災法制度研究分野 教 授 島田 明夫（兼任） 
災害文化研究分野 教 授 川島 秀一 
技 術 補 佐 員 今野 由美 
防災社会国際比較研究分野 准 教 授 井内 加奈子 
技 術 補 佐 員 今野 由美 
 
地域・都市再生研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
都市再生計画技術分野 
 
教 授 石坂 公一 
准 教 授 姥浦 道生（兼任） 
助 教 花岡 和聖 
事 務 補 佐 員 須藤 靖子 
除染科学研究分野 教 授 石井 慶造（兼任） 
教 授 高橋 信（兼任） 
地域安全工学研究分野 教 授 寺田 賢二郎 
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 准 教 授 森口 周二 
助 教 加藤 準治 
特 別 教 育研 究 教 員 高瀬 慎介 
事 務 補 佐 員 早坂 理恵 
災害対応ロボティクス 
研究分野 
教 授 田所 諭（兼任） 
助 教 竹内 栄二朗 
国際防災戦略研究分野 教 授 村尾 修 
助 教 YI, Carine Joungyeon 
技 術 補 佐 員 加藤 園子 
技 術 補 佐 員 及川 由佳 
研 究 支 援 者 坂場 寛子 
 
災害理学研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
海底地殻変動研究分野 
 
教 授 日野 亮太 
准 教 授 木戸 元之 
助 教 飯沼 卓史 
助 教 和田 育子 
助 教 東 龍介 
産 学 官 連携 研 究 員 長田 幸仁 
産 学 官 連携 研 究 員 藤本 博己 
地震ハザード研究分野 教 授 趙 大鵬（兼任） 
准 教 授 岡田 知己（兼任） 
助 教 内田 直希（兼任） 
火山ハザード研究分野 教 授 三浦 哲（兼任） 
助 教 豊国 源知（兼任） 
助 教 市來 雅啓（兼任） 
地盤災害研究分野 教 授 今泉 俊文（兼任） 
准 教 授 中村 教博（兼任） 
助 教 岡田 真介 
気象・海洋災害研究分野 教 授 岩崎 俊樹（兼任） 
准 教 授 山崎 剛（兼任） 
准 教 授 岩渕 弘信（兼任） 
宙空災害研究分野 教 授 小原 隆博（兼任） 
准 教 授 三澤 浩昭（兼任） 
助 教 土屋 史紀（兼任） 
国際巨大災害研究分野 教 授 遠田 晋次 
助 教 丹羽 雄一 




分 野 名 職 名 氏    名 
災害医療国際協力学分野 教 授 江川 新一 
助 教 佐々木 宏之 
事 務 補 佐 員 寺川 ひろえ 
研 究 支 援 者 川村 佳子 
技 術 補 佐 員 佐藤 真理 
技 術 補 佐 員 小野 順子 
災害感染症学分野 教 授 服部 俊夫 
准 教 授 芦野 有悟（兼任） 
助 教 浩 日勒 
産 学 官 連 携 研 究 員 臼澤 基紀 
研 究 支 援 者 白鳥 ベアタ 
派 遣 職 員 岩崎 紘子 
派 遣 職 員 千田 蓉 
災害放射線医学分野 教 授 千田 浩一 
教 授 細井 義夫（兼任） 
助 手 稲葉 洋平 
事 務 補 佐 員 鹿野 美紀 
災害精神医学分野 教 授 富田 博秋 
助 教 兪 志前 
助 教 笠原 好之 
特 別 教 育 研 究 教 員 小野 千晶 
事 務 補 佐 員 服部 琴美 
技 術 補 佐 員 笘居 文葉 
技 術 補 佐 員 菊地 淑恵 
技 術 補 佐 員 根本 晴美 
災害産婦人科学分野 教 授 伊藤 潔 
講 師 三木 康宏 
助 教 齋藤 昌利（兼任） 
技 術 補 佐 員 笛 美崎 
災害公衆衛生学分野 教 授 栗山 進一 
技 術 補 佐 員 佐々木 佳奈 
厚 生 科 研 費 研 究 員 松原 博子 
事 務 補 佐 員 松岡 孝子 
特 別 教 育 研 究 教 員 都田 桂子 
技 術 補 佐 員 長谷川 紀子 
災害医療情報学分野 教 授 中山 雅晴 
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技 術 補 佐 員 小林 幸恵 
事 務 補 佐 員 大柳 元 
事 務 補 佐 員 伏間 智史 
事 務 補 佐 員 芳賀 俊和 
事 務 補 佐 員 中田 宏伸 
災害口腔科学分野 教 授 小坂 健（兼任） 
助 教 鈴木 敏彦（兼任） 
 
情報管理・社会連携部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
災害アーカイブ研究分野 教 授 今村 文彦（兼務） 
准 教 授 柴山 明寛 
助 教 佐藤 翔輔 
事 務 補 佐 員 小野 円 
技 術 補 佐 員 小野 和香子 
技 術 補 佐 員 佐々木 加代子 
技 術 補 佐 員 網田 早苗 
技 術 補 佐 員 後藤 さつき 
災害復興実践学分野 教 授 佐藤 健 
教 授 小野田 泰明（兼任） 
准 教 授 平野 勝也 
准 教 授 本江 正茂（兼任） 
助 手 小林 徹平 
特 別 教 育 研 究 教 員 松田 達生 
技 術 補 佐 員 笹木 和紀 
技 術 補 佐 員 德山 英理子 
研 究 支 援 者 山口 寿美恵 
社会連携オフィス 教 授 小野 裕一 
特 任 准 教 授 泉 貴子 
助 教 池田 菜穂 
技 術 補 佐 員 山口 章子 
技 術 補 佐 員 阿部 智子 
技 術 補 佐 員 瀬戸 康子 
技 術 補 佐 員 佐藤 結子 
技 術 補 佐 員 鈴木 通江 
 
寄附研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 




准 教 授 SUPPASRI, Anawat 
助 手 安倍 祥 
助 手 福谷 陽 
助 手 保田 真理（兼務） 
 
リーディング大学院  
 職 名 氏    名 
グローバル安全学トップリーダ
ー育成プログラム 
准 教 授 松本 行真 
講 師 久利 美和 
助 教 杉安 和也 




係 名 職 名 氏    名 
事 務 長 阿部 昭 
総務係 係 長 菊地 綾子 
事 務 補 佐 員 此原 奈緒 
事 務 補 佐 員 千葉 智子 
経理係 係 長 岡 裕一郎 
事 務 補 佐 員 木村 瑞希 
事 務 補 佐 員 井上 蓉子 
用度係 用 度 係 長 鈴木 祐利 
事 務 補 佐 員 玉手 理絵 
事 務 補 佐 員 菅原 優 
事 務 補 佐 員 高橋 義子 
 専 門 職 員 滝沢 光拓 
事 務 補 佐 員 國分 美奈 
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B 専任教員の年齢, 勤続年数, 博士号取得状況（平成 26 年 3月 31 日現在） 
 
平均年齢 
 教授   ５３歳 
 准教授  ４０歳 
 助教   ３６歳 
 助手   ３４歳 
 
平均勤続年数 
 教授   １４年 
 准教授   ５年 
 助教    ２年 
 助手    ３年 
 
博士号取得状況 
 教授   ２２人／２４人 
 准教授  １４人／１４人 
 講師    ２人／ ２人 
 助教   ２８人／２８人 




東北大学   ：２８人 
 他大学（国内）：３８人 



















    低頻度リスク評価研究分野 
 
人間・社会対応研究部門 
    災害情報認知研究分野 
    防災社会システム研究分野 
    防災法制度研究分野 
 
地域・都市再生研究部門 
    都市再生計画技術分野 
    除染科学研究分野 
    災害対応ロボティクス研究分野 
 
災害理学研究部門 
    地震ハザード研究分野 
    火山ハザード研究分野 
    地盤災害研究分野 
    気象・海洋災害研究分野 
    宙空災害研究分野 
 
災害医学研究部門 
    災害感染症学分野 
    災害放射線医学分野 
    災害産婦人科学分野 
    災害口腔科学分野 
 
情報管理・社会連携部門 



























委  員  会  名 所  掌  内  容 
予 算 委 員 会 研究所予算関係 
研 究 企 画 委 員 会 研究企画, 国際連携, 社会連携, 研究者倫理 
教 務 委 員 会 研究科･学部との教育関係, 災害研入居学生等の管理等 
施 設 ･ 環 境 委 員 会 建物, 環境関係 
ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 委 員 会 ハラスメント関係 
総 務 委 員 会 研究所総務関係 
広 報 ・ 出 版 ･ 図 書 委 員 会 広報，出版物の企画・編集, 図書，ネットワーク 
リーディング大学院（グローバル安全学） リーディング大学院関係 
国 内 ・ 地 域 連 携 委 員 会 産官学連携、自治体連携、巡検ガイドブック作成等 
国 際 連 携 委 員 会 国際連携、APRU 等 
片 平 祭 り 実 行 委 員 会 片平祭り関係 
東日本大震災３周年シンポジウム WG 東日本大震災シンポジウム関係 
 
会 議 名 構   成   員 審  議  事  項 
教 授 会 専任教授 人事・予算 
拡 大 教 授 会 専任の教授・准教授 研究所に関する情報伝達と情報交換 









  所 長     平川 新  教授 
  副所長      今村 文彦 教授 
  (研究戦略担当) 
  評議員      源栄 正人 教授 
  所長補佐      奥村 誠  教授 
  (総務・財務担当) 
  所長補佐      越村 俊一 教授 
  (広報・情報担当) 
  部門長 
   災害リスク研究部門  源栄 正人 教授 
   人間・社会対応研究部門  邑本 俊亮 教授 
   地域・都市再生研究部門  石坂 公一 教授 
   災害理学研究部門   遠田 晋次 教授 
   災害医学研究部門   伊藤 潔  教授 
   情報管理・社会連携部門  佐藤 健  教授 
  オブザーバー            小野 裕一 教授 
 
２．各種委員会委員長 
（１）研究企画委員会委員長     今村 文彦 教授（副所長 研究戦略担当） 
（２）教務委員会委員長     奥村 誠  教授（所長補佐（総務・財務担当）） 
（３）施設・環境委員会委員長     奥村 誠  教授（  〃  ） 
（４）ハラスメント防止対策委員会委員長   奥村 誠  教授（  〃  ） 
（５）広報・出版・図書委員会委員長    越村 俊一 教授（所長補佐（広報・情報担当）） 
（６）予算委員会委員長           平川 新  教授（所長） 
（７）リーディング大学院（グローバル安全学）遠田 晋次 教授 
（８）国内・地域連携委員会委員長      小野 裕一 教授 
（９）国際連携委員会委員長         小野 裕一 教授 
（10）総務委員会委員長           奥村 誠  教授（所長補佐（総務・財務担当）） 
（11）片平祭り実行委員会委員長       小野 裕一 教授 








































































































































































































A 平成２５年度 災害科学国際研究所歳出決算 
  （単位：百万円）
区分 決算額 備考 
運営費交付金 401   
   教員人件費 340   
   教育研究費 44   
   一般管理費 17 ・非常勤職員人件費含む 
運営費交付金（特別） 711
・平成 24 年度繰越分含む 
・人件費含む 
間接経費 25 ・総長裁量経費措置分含む 
外部資金 540   
   寄附金 57 ・寄附講座含む 
   受託研究費 315   
   共同研究費 30   
   受託事業費 5   
   科学研究費補助金 126 ・厚労科研費含む 
   その他補助金 7   












運営費交付金 33,944 70 485
運営費交付金（特別） 251,214 70 3,589
受託研究費等 357,057 70 5,101 受託研究費、共同研究費、受託事業費、その他補助金を含む。
科学研究費補助金 125,600 70 1,794 文科省科研費、厚労省科研費を含む。





番号 研究種目 課題番号 研究課題名 直接経費（円） 間接経費（円） 合　　計 部　　門　　名 分　　野　　名 職名 氏　　名 備　　考




































4,000,000 1,200,000 5,200,000 人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野 教授 奥村　誠 H24-H28








1,900,000 570,000 2,470,000 地域・都市再生研究部門 国際防災戦略研究分野 教授 村尾　修 H23-H27












1,500,000 450,000 1,950,000 情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野 教授 佐藤　健 H24-H26








































1,500,000 450,000 1,950,000 災害リスク研究部門 低頻度リスク評価研究分野 助教 菅原　大助 H25-H26




























900,000 270,000 1,170,000 人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野 教授 奥村　誠 H24-H26






















1,000,000 0 1,000,000 災害科学国際研究所 ＤＣ１ 郷右近　英臣
H24-H26
担当教員：越村教授
43 特別研究員奨励費 25・6600 読みにおける潜在的音韻処理過程の検討 900,000 0 900,000 災害科学国際研究所 ＤＣ１ 新国　佳祐
H25-H27
担当教員：邑本教授






































区　分 研究課題名称 研究代表者 直接経費 間接経費 合計 備　　考
精神神経疾患のバイオマーカーの探索と臨床対応に関する研究 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 富田　博秋 1,400 0 1,400
地震・津波の予測精度の高度化に関する研究 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 今村　文彦 17,678 1,768 19,446
ペルーにおける津波予測と被害軽減 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 越村　俊一 3,315 995 4,310
気候変動と社会環境変化に対する水資源管理適応策の総合影響評価 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 奥村　誠 1,600 480 2,080
多賀城市震災経験・記録伝承に関する研究 平成25年5月15日 ～ 平成26年3月31日 柴山　明寛 3,829 1,148 4,977
津波痕跡データベースの高度化－確率論的津波ハザード評価に係る
痕跡記録の調査及び波原モデルのデータベースス化-
平成25年5月31日 ～ 平成26年3月31日 今村　文彦 23,485 1,508 24,993
海底地殻変動観測技術の高度化 平成25年5月15日 ～ 平成26年3月31日 木戸　元之 181,818 18,182 200,000
東北地方太平洋沖で発生する地震・津波の調査観測 平成25年5月15日 ～ 平成26年3月31日 日野　亮太 2,455 245 2,700
セグメント継手部付近の鋼材腐食シミュレーションに関する研究 平成25年7月19日 ～ 平成26年3月20日 寺田　賢二郎 385 115 500
緑茶の摂取量・飲み方と循環器疾患リスクファクターに関する横断
研究及び追跡調査
平成25年6月25日 ～ 平成26年3月24日 栗山　進一 11,054 946 12,000
構造物への作用波力評価手法の整備 平成25年9月2日 ～ 平成26年3月31日 越村　俊一 27,983 1,748 29,731
災害時等における医用X線写真撮影用のX線発生システムの開発 平成25年8月1日 ～ 平成26年3月31日 千田　浩一 2,308 692 3,000
南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト 平成25年8月1日 ～ 平成26年3月31日 今村　文彦 16,092 1,609 17,701
津波堆積物データベースの整備－津波堆積物に係るデータの調査及
びデータベースの構築－
平成25年9月20日 ～ 平成26年3月20日 後藤　和久 18,442 1,550 19,992
環境研究総合推進費　温暖化影響評価・適応政策に関する総合研究 平成24年4月2日 ～ 平成26年3月29日 有働　恵子 2,963 0 2,963
314,807 30,986 345,793
津波避難へ活用するための津波遡上の可視化 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 今村　文彦 1,450 180 1,630
人獣共通感染症リサーチセンターにおける共同研究の推進 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 服部　俊夫 15,000 0 15,000
海底地殻変動観測技術の高度化に関する研究 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 日野　亮太 0 0 0 研究費を伴わない契約
津波時での避難行動に関する解析手法の開発 平成25年6月15日 ～ 平成26年3月31日 今村　文彦 550 90 640
津波・地殻変動観測ブイシステムの開発 平成24年11月5日 ～ 平成28年3月31日 木戸　元之 0 0 0 研究費を伴わない契約
カーナビゲーションの高度化のための３次元地図を用いたマルチ
GNSSによる位置推定と地図修正
平成25年5月10日 ～ 平成26年3月31日 竹内　栄二朗 2,864 286 3,150
次世代への津波シミュレーション高度化技術に関する研究開発 平成24年1月31日 ～ 平成25年9月30日 今村　文彦 0 0 0 研究費を伴わない契約
環境省・子どもの健康環境に関する全国調査における血中アミノ酸
測定とその解析
平成23年9月1日 ～ 平成27年3月31日 栗山　進一 455 45 500
Wills Tsunami Risk Modelling 平成22年10月1日 ～ 平成26年9月30日 今村　文彦 6,113 638 6,751
Mg合金の双晶／転位相互作用の研究 平成23年3月1日 ～ 平成26年3月31日 寺田　賢二郎 3,272 328 3,600
29,704 1,567 31,271
ことば・心・コミュニケーション 平成25年6月3日 ～ 平成26年3月31日 邑本　俊亮 389 43 432
平成２５年論文博士号取得者に対する支援事業 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 越村　俊一 1,540 0 1,540
東日本大震災アーカイブ（みちのく震録伝）を利活用した防災・減
災に係る社会技術開発
平成25年8月1日 ～ 平成26年8月31日 佐藤　翔輔 1,500 0 1,500






平成26年2月28日 ～ 平成26年3月31日 石坂　公一 599 0 599
5,338 174 5,512
先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発プログラム） 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 坂巻　隆史 5,208 1,562 6,770
科学字術戦略推進費補助金（女性研究者支援システム改革）杜の都
ジャンプアップ事業
平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日 有働　恵子 1,000 0 1,000
科学字術戦略推進費補助金（女性研究者支援システム改革）杜の都
ジャンプアップ事業














                　合　　　　　計
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（単位:円）
No. 助成金名称 受入教員 寄附金額 備　考
1 放射線検査学研究助成金 千田　浩一 100,000
2 災害科学国際研究所研究助成金 所　　　長 200,000
3 WFSBP2013KYOTO　シンポジスト招聘費用補助 富田　博秋 200,000
3件 500,000
4 都市再生研究助成金 村尾　修 1,325,000
5 平成２５年度笹川研究助成 丹羽　雄一 650,000
6 CAEに関する研究助成金 寺田　賢二郎 500,000
7 アレルギー感染病態研究助成金 服部　俊夫 100,000
8 ストレスホルモンと癌研究 三木　康宏 600,000
9 計算力学に関する研究助成金 森口　周二 300,000
6件 3,475,000
10 津波工学研究分野研究助成金 今村　文彦 500,000
11 平成２５年度笹川科学研究助成金 鈴木　裕介 850,000
2件 1,350,000
12 APRU-IRIDeSマルチハザードプログラム活動のための寄附金 泉　　貴子 582,540
13 計算力学に関する研究助成金 森口　周二 300,000
2件 882,540
14 災害アーカイブ研究助成金 柴山　明寛 968,700
1件 968,700
15 津波工学研究分野研究助成金 今村　文彦 1,000,000
1件 1,000,000
16 CAEに関する研究助成金 寺田　賢二郎 1,000,000
17 応用水理学に関する研究助成金 真野　明 500,000
18 放射線検査学研究助成金 千田　浩一 100,000













No. 助成金名称 受入教員 寄附金額 備　考
20 津波工学研究分野研究助成金 今村　文彦 5,000,000
21 津波工学研究分野研究助成金 今村　文彦 50,000
22 放射線検査学研究助成金 千田　浩一 100,000
3件 5,150,000
23 津波工学研究分野研究助成金 今村　文彦 300,000
24 東北大学でのアーカイブ構築支援 今村　文彦 200,000
2件 500,000
25 津波工学研究分野研究助成金 今村　文彦 750,000
1件 750,000
26 津波工学研究分野研究助成金 今村　文彦 6,000,000
27 東北大学でのアーカイブ構築支援 今村　文彦 300,000
28 東北大学でのアーカイブ構築支援 今村　文彦 3,000,000
29 エストロゲン環境に関する研究 三木　康宏 1,000,000




No. 助成金名称 件数 寄附金額 備　考







































取り組んでおり，2014 年 4 月に発生したチリ北部地震津波に関する緊急記者発表を行った。 
 災害ポテンシャル研究分野では、国内外で発生した水害に関する調査研究として、2013 年７月に山形で発生
した集中豪雨、８月の秋田・岩手における集中豪雨、同年 11 月のフィリピンレイテ島を中心に大規模な高潮
災害、2014 年 1 月のインドネシアの首都ジャカルタにおける大規模な浸水被害に関する調査を行った。また、
５つの中大型プロジェクトと３つの災害研特定プロジェクトを推進した。これらの研究の成果をもとに 18 編











































































































































































































































































目標に、減災教育出前授業の実施を試みた．国内では 9 カ所の小中学校、海外ではハワイ州の 2 小学校で実施






















 これらの研究の成果をもとに、2013 年には 18 編の査読付き論文を公表した。また、ICS2013（国際海岸シン
ポジウム、Plymouth）、AOGS2013（アジアオセアニア地球科学連合、Brisbane）、APRU－MH2013（環太平洋大
学連合マルチハザードシンポジウム、Taipei）、EGU2013（欧州地球科学連合、Vienna）等で、大学院生を中心
































































 石渡教授は、2013 年 6 月に刊行された「東日本大震災を分析する（１）地震・津波のメカニズムと被害の実
態（平川新・今村文彦・本研究所編著）」に、共著で仙台付近の墓石に関する地震・津波被害の調査報告を載せ
た。同じく 2013 年 6 月に統合国際深海掘削計画中央管理組織（IODP-MI）の理事会が仙台で開催され、菅原
助教と共にその参加者約 20 名を引率して宮城県内の津波被災地域の日帰り巡検を行い、英文の巡検案内書を
作成・配布した。2013 年 8 月の日本地質学会ニュースとメルマガに「東海道 53 次と地震・津波・噴火」を発
表した。2013 年 9 月に日本地質学会会長として津波堆積物巡検などを含む同学会仙台大会を統括し成功させ



















2013 年、インドネシア・ジャカルタの放水路堤防が決壊したため 40 人が死亡し、甚大な被害を及ぼした。堤
防決壊原因を解明するために現地調査を行い、地質・地形・放水路設計・流量データを取得、データを用いて
1 次元河川モデルを構築し決壊原因が越流によるものであることを明らかにした。また、水位が危険な状態ま
で溢れてきた理由は、下流部の瓦礫等の堆積が主因であることを明らかにした。Bricker, Tsubaki, Muhari, Kure 
(2014) Causes of the January 2013 canal embankment failure and urban flood in Jakarta, Indonesia. Journal of Japan 




加え、捨石マウンドの洗掘や地盤支持力の低下も決壊の原因であることが分かった。Bricker, Takagi, Mitsui 
(2013) Turbulence model effects on VOF analysis of breakwater overtopping during the 2011 Great East Japan Tsunami. 





and Nakayama. A. Contribution of Trapped Air, Deck Superelevation, and Nearby Structures to Bridge Deck Failure 
During a Tsunami. Journal of Hydraulic Engineering (ASCE). 10.1061/(ASCE)HY.1943-7900.0000855 , 05014002. Feb 
12, 2014. 
 




確認する事ができた。この研究成果は「Variation in Roughness Coefficients used in the Tsunami and River En
gineering Communities in the US and Japan: Outcome of the International Workshop on the Application of Flui




































































































体制： 2013 年度後半より専任教員も着任し、3 名の兼務教員とともに 4 名の教員が当分野に所属している。 








らに、東北大学の BCP の策定について研究に着手した。 














































































社会活動として、「第 4 回宮城震災技術展」、IRIDeS 金曜フォーラム、及び、企業でのミニフォーラム等での講
演や、国際協力事業団による来日研修員の受け入れ、ならびにフィリピン国 Office of the Presidential Assistant 





























協働を柱とした主体の総合性の欠如、の 4 点が挙げられた。 
 
３ 台風ハイエンの被害状況調査 

















































レジリエンスワークショップ 2013 の開催 
災害後の迅速な回復・復旧・復興が可能なレジリエントな社会・都市の実現を目的としてワークショップを















































































































2013 年 1 月以後浅部長周期地震が断続的に発生している蔵王山の周辺に臨時地震観測点の展開・既設観測点
の増強を行った。この結果、御釜直下に存在する亀裂状構造(破砕帯)における熱水活動によって生じている











長白山火山の起源 (Zhao & Tian, 2013 GJI). Large deep earthquakes occur frequently in the subducting Pacific slab 
under the East Asian margin where the Changbai intraplate volcano is located. At least some of the large deep events are 
caused by reactivation of faults in the subducting slab. Fluids preserved in the slab may be released to the overlying mantle 
wedge through the large deep earthquakes, producing more magmas for the Changbai volcano, making it the largest and 
most active intraplate volcano in East Asia. It is the first time to find that there is a link between deep earthquakes and 
intraplate volcanism. 
 
西南日本下のフィリピン海スラブの深い沈み込み  (Huang & Zhao et al., 2013 JAES). We determined high-
resolution 3-D P-wave tomography down to 700 km depth under SW Japan and South Korea, which shows that the 
Philippine Sea (PHS) plate has subducted aseismically down to ~460 km depth under the Japan Sea, Tsushima Strait and 
East China Sea, though earthquakes in the PHS slab occur only down to ~180 km depth. In addition, a slab window is 
revealed in the aseismic PHS slab, which may be caused by the subducted Kyushu-Palau Ridge and Kinan Seamount Chain 
where the PHS slab may be segmented. These novel findings shed new light on the subduction history of the PHS plate 
and the dynamic evolution of the Japan subduction zone. 
 
発表した主要論文 
Zhao, D., Y. Tian (2013) Changbai intraplate volcanism and deep earthquakes in East Asia: A possible link? Geophys. J. 
Int. 195, 706-724. 
Zhao, D., Y. Yamamoto, T. Yanada (2013) Global mantle heterogeneity and its influence on teleseismic regional 
tomography. Gondwana Res. 23, 595-616. 
Huang, Z., D. Zhao, A. Hasegawa, N. Umino, J. Park, I. Kang (2013) Aseismic deep subduction of the Philippine Sea plate 
and slab window. J. Asian Earth Sci. 75, 82-94. 
Toyokuni, G., M. Kanao, Y. Tono, T. Himeno, S. Tsuboi, D. Childs, K. Anderson, H. Takenaka (2014) Monitoring of the 
Greenland ice sheet using a broadband seismometer network: the GLISN project. Antarctic Record 58, 1-18. 
豊国源知・竹中博士・趙大鵬・石原吉明 (2013) 月と火星の全球地震波伝播シミュレーション, SENAC, 46(3), 1-
12. 
Huang, Z., D. Zhao (2013) Mapping P-wave azimuthal anisotropy in the crust and upper mantle beneath the United States. 
Phys. Earth Planet. Inter. 225, 28-40. 
Tian, Y., D. Zhao (2013) Reactivation and mantle dynamics of North China Craton: Insight from P-wave anisotropy 
tomography. Geophys. J. Int. 195, 1796-1810. 
Wang, J., D. Zhao (2013) P-wave tomography for 3-D radial and azimuthal anisotropy of Tohoku and Kyushu subduction 
zones. Geophys. J. Int. 193, 1166-1181. 
Liu, X., D. Zhao, S. Li (2013) Seismic imaging of the Southwest Japan arc from the Nankai trough to the Japan Sea. Phys. 
Earth Planet. Inter. 216, 59-73. 
Liu, X., D. Zhao, S. Li (2013) Seismic heterogeneity and anisotropy of the southern Kuril arc: Insight into megathrust 































Sato, T., Nakamura,N., K. Goto, Y. Kumagai, H. Nagahama and K. Minoura, (accepted), Paleomagnetism reveals 
emplacement age of tsunamigenic coral boulders in Ishigaki Island, Japan, Geology (査読有) 
岡田真介・山口和雄・横倉隆伸, 2013, 石狩低地東縁断層帯における反射法地震探査–厚真測線およびむかわ測




















て考察したほか、衛星データの複合利用による解析技術開発を行った。2013 年 7 月に発生した山形豪雨、2013
年 8 月に発生した秋田・岩手豪雨の事例を取り上げ、数値シミュレーションによる再現を実施し、2 事例とも
に積算降水量が多く観測された地域付近にピークを持つ降水分布が再現された。大雨をもたらす水蒸気の流れ
はほぼ再現されているが、雲の高さが低く計算された領域に地上降水が少なく再現されていることがわかった。










究を進めた。以下の４点が、平成 25 年度の成果である。 






れ、蓄積されているが、公開用として 30 秒値の CDF 形式データを作成し、メタデータとともに公開する






COPUOS 傘下の宇宙天気専門家会合に共同議長として参加し、参加 27 ヶ国と協議の上、ガイドライン












過去１万年間には顕著な上下変動がなく全般的に安定傾向であることがわかった．過去数 10 万年間 0.4mm/年
の長期的な隆起がみられる宮古以北とは変動様式が異なる．２）については，福島県浜通りの地震（2011 年４
月 11 日，M7.0）を引き起こした井戸沢断層でボーリング調査を実施し，過去数万年間に複数回の動きを検出





























平成 25 年度の研究テーマ 
災害時の緊急対応に関する実践的研究 











 リーディング大学院、Human Security コースでの大学院生教育 
 指導医養成を通した災害に強い地域医療ネットワークの構築 









インドネシアの修士学生の二人は Human security course にてレプトスピローシスの遺伝子診断とバイオ
マーカーの病態解析研究を行い、卒業した。 
研究活動  
① デング熱・デング出血熱患者における急性期の病態を反映するマーカーとしての Galcetin-9 の研究
を発表した（J Clin Virol, 2013; 58(4): 635–640）。本成果により２０１４年より基盤研究Ａ（海外）熱
帯・災害感染症におけるマトリセルラー蛋白の臨床的意義に関する研究申請が採択された。 
② 洪水関連感染症の診断及び病態解析（国際レプトスピローシス学会及び第６回 Asian Congress of 





日本大使館、San Lazaro Hospital も訪問し、災害対応や、復興にむけての取り組みなどについての調査を
遂行した。 
海外連携研究 
ハワイ大学を訪問し、マヌア校とシンポジウムを共催した。ハワイ大学医学部 Dr. Lishomwa との共同研
究の論文を発表した（J Clin Virol, 2013; 58(4): 635–640）。 
自然災害と感染症のリスク認知度調査を実施した。その結果、それらの認知はローカルな災害の体験の
影響を受けることが示唆された。災害に対する主観的なリスクと、現実の災害発生状況との比較により


















定量による被曝ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ法）等を、さらに JST A-STEP の課題として｢災害時 X 線撮影ｼｽﾃﾑの開発｣を行ってい
る。医療被曝分野として、科研費｢基盤 B｣、｢挑戦的萌芽｣、｢基盤 C｣等を行っている。以上の成果として、当
該年度は計５編（英文 1、和文 4）の論文（査読有）が採択された。 
 
国際交流等：北米放射線学会（RSNA、放射線医学領域の最大の国際学会）で関連演題を多数発表し、2012 年
度には RSNA Exhibit Award "CERTIFICATE of MERIT"を受賞することができた。 
 
教育：医学部講義（主に放射線技師育成）を通年週 3 ｺﾏ、学生実験（週 2 回）担当。他学科分担講義や全学教
育における集中講義等を多数担当。保健学専攻大学院講義（含む医学物理士育成）を通年週 3 ｺﾏ、その他集中
講義等を多数担当。以上は当分野の人材養成の基盤になる。当該年度は当分野に、院生 10 名（博士課程 5 名、























者全数約 2700 名を対象に訪問による第 3 回目の問診票健康調査を行った。また、協力の得られた約 50 名を対








これらの研究成果をもとに 2 件の国際学会シンポジウムでの発表、2 件の国際学会での一般演題発表、3 件の
国内学会一般演題での発表、国内学会 7 件、・研究会 7 件での招待講演を行い、また、19 件の市民向けセミナ
ーでの講演、2 件のラジオ出演を行った。更に 1 編の原著論文、2 編の総説、2 編の著作を行った。また、ボス
トン大学、マウントサイナイ大学、エーテボリ大学、ウプサラ大学から研究者を招いてセミナー3 回を開催し、
包括型脳科学研究推進支援ネットワーク精神疾患拠点チュートリアル脳実習コースを開催した。以上の取り組

















































ヶ月）児健診を受けた子どものデータを収集した。宮城県の 17 自治体から 2,643 人、岩手県の 29 自治体から
































・ 心電図情報をＱＲコードで表現し、災害時にも活用できるプログラムを作成した。その内容を昨年 8 月





















歯科的身元確認に関する ISO 規格策定への参画 
・ International Organization for Standardization (ISO) に定められている歯科に関する規格検討の年次会議





2013 年 12 月 26・27 日に開かれた Scientific Conference on the 9th Anniversary of Tsunami Incident 
in Thailand において、東日本大震災における歯科医師の医療支援活動や、宮城県における歯科的情報 
に基づいた身元確認の具体的状況についての発表を行った。 
・ 中国での災害歯科学シンポジウムでの発表  











佐 6 名，アルバイトスタッフ 4 名で震災記録の収集，整理，権利処理，電子化，システム開発，システム構築
などを実施した． 
 本年度の震災記録の収集活動としては，宮城県沿岸部を中心に復旧・復興活動等の写真について約 4 万〜5
万点の収集を行い，これまでの合計で約 35 万点の震災記録が収集された．これらの震災記録の利活用促進の
ために，震災前後の写真を地図上で閲覧する「復興へ カワル・みちのく風景」や津波浸水深を GoogleEarth 上
で表現した「ヒトの目に映る 3.11 津波浸水」について試験公開を行った． 
 被災地支援及び外部連携としては，宮城県多賀城市の震災アーカイブの構築の支援を行い，本年度末に「た
がじょう見聞憶」の HP に約 3 万点の震災記録を公開した．また，昨年度に引き続き，河北新報社等とのシス
テムの技術協力，及び仙台市七郷市民センターへの震災記録の収集支援など行った． 
 国際連携としては，ハーバード大学エドウィン・O・ライシャワー日本研究所の JDArchive との共同研究を



































































東北大学災害科学国際研究所 特定プロジェクト研究成果報告書 調査票B-1 凡例 
 
１ 研究成果の公表 
 ◇学術論文 著者名／表題／雑誌名／巻号／発行年／頁／査読の有無 
 ◇著書   著者名／書名／総頁数／出版社／発行年／単著・共著の別 
 ◇学会発表 発表者氏名／発表題目名（原語）／学会・会議の名称／開催年月日（西暦）／開催都市・会場名 
 ◇総説・解説記事 
  著者名／表題／雑誌名／巻号／頁／発行年 
 ◇特許・実用新案・その他の産業財産権 
   A 出願  区分／名称／発明者／権利者／種類・番号／出願年月日／国内外の別 
   B 取得   区分／名称／発明者／権利者／種類・番号／出願年月日／国内外の別 
 ◇学術関係受賞 






  表者の氏名／発表題目名（原語）／講演会・市民講座などの名称／開催年月日（西暦）／開催都市・会場名 
 ◇学外での社会活動 
  活動の名称（行事名、講演会の主催機関など）／活動の内容／活動期間 （西暦年月日）／参加者数 





  本年度のプロジェクト研究に関連して実施した、海外の研究機関との交流実績 
   国名／機関名／期間（西暦年月日）／具体的な内容・目的（講演、会議、共同研究、学術交流協定、その
他） 
 ◇国外の研究者の参加 
  本年度のプロジェクト研究への国外の研究者の参加について以下の項目を記入してく  ださい。 
  国名／機関名／期間（西暦年月日）／参加の内容（講演、会議、共同研究、学術交流協定、その他） 
 ◇学術交流協定の活用 
  学術交流協定校名／協定の区分（部局間・大学間・その他）／西暦年月日／交流の内容 
４ 教育上の効果 
 ◇学生の参加による教育上の効果  
  参加学生の所属 
  学生による成果発表 





   部局名と連携の内容（協定の締結、学会・会議などの主催運営、共同研究・調査、その他 
 ◇東北大学他部局に所属する研究者の参加 
   部局名と連携の内容（研究組織への参加、関連する成果の発表、研究補助、その他） 
６ 国内研究機関との連携 
 （１）国内の研究機関との連携・協力 
   組織機関名と連携・協力の内容（協定の締結、学会・会議などの主催運営、共同研究・調査、その他） 
 （２）国内の研究機関に所属する研究者の参加 
   組織・部局名と参加の内容（研究組織への参加、関連する成果の発表、研究補助、その他） 
   
＊各項目について実績事項のない場合は、紙幅の関係で項目ごと削除している。 
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氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担  
※源栄 正人 
 
 大野 晋 
 






























































 合計   ８ 名  




























































◇学術論文   
合計（ ２ ）編  
1) Tsoggerel Tsamba and Masato Motosaka, Long-period motion characterization by cross wavelet transform, Proc. the 
world congress on Advance in Structural Engineering and Mechanics, 2013, 607-612,査読なし 
2）Miao CAO, Masato MOTOSAKA, Tsoggerel TSAMBA, Kazushi YOSHIDA, MITSUJI Kazuya, SIMULATION 











合計（  9  ）件 
○通常講演  （  6 ）件 
1) Tsamba, T. and Motosaka M.／Development and Extension of Real-time Earthquake Information System for Earthquake 
Early Warning and Structural Health Monitoring, EEW Meeting／ 2013.11／ Kyoto, Japan 
2)磯部亮太、源栄正人、大野晋／構造ヘルスモニタリングと緊急地震速報の連動による早期地震警報システムの
展開―その１システムの地域展開、平成 25 年度東北地域災害研究集会／平成 26 年 1 月／秋田 
3）YinCheng Yang, Masato Motosaka,The Extension of Real-time Earthquake Information System for Earthquake Early 
Warning and Structural Health Monitoring, Part 2 Automatic Trigger implementation for Regional EEWS, 平成 25 年
度東北地域災害研究集会／平成 26 年 1 月／秋田 
4) 館林大輔、源栄正人、ツァンバ・ツォグゲレル、構造ヘルスモニタリングと緊急地震速報の連動による早期
地震警報システムの展開―その３ 観測点間の地震動伝達特性の研究／平成 26 年 1 月／秋田 
5）久多良晃平、源栄正人、ツァンバ・ツォグゲレル、構造ヘルスモニタリングと緊急地震速報の連動による早
期地震警報システムの展開―その４観測建物の振動特性の長期モニタリング／平成 26 年 1 月／秋田 
6）Tsoggerel Tsamba, Masato Motosaka, Susumu Ohno, he Extension of Real-time Earthquake Information System for 
Earthquake Early Warning and Structural Health Monitoring-Part 5 Extension of the system in Ulaanbaartar／平成 26
年 1 月／秋田 
 
○基調講演・招待講演 （  3 ）件 
1) Masato Motosaka, Site specific ground motion characteristics and building damage in Sendai area during  the 2011 
Tohoku earthquake, 10 th Internatinal Workshop on Seismic Microzoning and Risk Reduction, September 25, 2013, 
Tokyo 
2) Masato Motosaka, Building Damage during the 2011 Tohoku Earthquake and Earthquake Early Warning System in Japan, 
UK-Japan  Disaster Risk Reduction Workshop, November 22, 2013, UCL, London 
3) Masato Motosaka, Earthquake Damage during the 2011 Tohoku Earthquake and Earthquake Early Warning System in 





て、日本地震工学会誌、第 20 号、2013 年 10 月、24-282、査読有（依頼原稿） 
2. 源栄正人、学校教育現場における緊急地震速報、日本建築学会東北支部２０１１年東日本大震災災害調査報





合計（ 13 ）件 参加者合計（ 1000 ）名 
1) 源栄正人、福島県教育委員会防災講演会、2013 年 6 月 14 日、福島市中町会館 
2）源栄正人、青葉工業会招待講演、2013 年 6 月 22 日、札幌市・ロイトン札幌 
3) 源栄正人、世銀セミナー、2013 年 6 月 26 日、片平さくらホール 
4）源栄正人、社会主事講習会、2013 年 7 月 23 日、仙台市・東北大学教育学部 
5）源栄正人、ＡＰＲＵサマースクール、2013 年 7 月 23 日、仙台市・片平 
6) 源栄正人、福島県南地区防災講演会、2013 年 8 月 27 日、福島県白河市 
7）源栄正人、防災士養成研修会講演、2013 年 10 月 6 日、盛岡 
8）源栄正人、学校安全教育指導者研修会講演、2013 年 10 月 22 日、栗原合同庁舎 
9）源栄正人、学校安全教育指導者研修会講演、2013 年 10 月 28 日、大崎市沼部公民館 
10)源栄正人、防災士養成研修会講演、2013 年 11 月 6 日、仙台市・フォーレスト仙台 
11）源栄正人、国際地震工学センター研修講義、2013 年 11 月 8 日、仙台市・東北大学 
12) 源栄正人、中学校理科教員研修会講演、2013 年 12 月 7 日、仙台市・南吉成中学校 
13）源栄正人、防災士養成研修会講演、2013 年 3 月 22 日、仙台市・建設産業会館 
 
◇学外での社会活動 
合計（ 3 ）件  
 ・小中高との連携  （ 3 ）件  参加者合計（ 300 ）名 
1) 源栄正人、古川黎明高校防災講義、2013 年 6 月 27 日 片平 
2）源栄正人、仙台三桜高校防災講演会、2013 年 9 月 24 日、仙台三桜高 
3）源栄正人、古川黎明高校防災講義、2013 年 10 月 15 日、片平 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（   8 ）件 
1) 源栄正人、防災の日特別番組（出演）、ラジオ福島、2013 年 9 月 1 日 
2) 源栄正人、 緊急地震速報の誤報について（出演）、日本テレビ「スッキリ」、2013 年 8 月 9 日  
3) 源栄正人、サイエンス ZERO（出演）、NHK 教育テレビ、2013 年 6 月 16 日  
4) 源栄正人、短周期でも警戒を（執筆）、 河北新報新聞、2013 年  
5) 源栄正人、NHK スペシャル「メガクエイク 3」（出演）NHK 総合テレビ(2013 年 4 月 14 日)  
6) 源栄正人、先達に学び伝える耐震哲学・防災哲学（執筆）、仙台ロータリークラブ会誌(2013 年) 
7) 源栄正人、（随筆）細分化社会を襲った巨大地震（執筆）、日本コンクリート工学会紙、2013 年 7 月号 
8) 源栄正人、「揺れる大都市〜巨大地震を生き抜く〜」（出演）関西テレビ(2014 年 1 月 13 日) 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
モンゴル科学アカデミー惑星地球物理研究所（ＲＣＡＧ）と共同でモンゴルにおけるリアルタイム地震観測装
置の展開を行っている。2013 年 8 月に最重要施設であるウランバートル市庁舎に観測装置を設置するとともに、
今後展開する観測点（3ch５測点と 9ch1 測点）に関する協議や早期地震警報システムに関する技術支援を行っ
た。 
 また、カリフォルニア大学バークレー校の Richard Allen 教授が 2013 年 5 月来室し、早期地震警報システムに関
する技術交流を行った。 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
・モンゴル／モンゴル科学アカデミーRCAG／共同研究／大学間協定／Demblel、Batulga 




















展開―その１システムの地域展開、平成 25 年度東北地域災害研究集会／平成 26 年 1 月／秋田 
2）YinCheng Yang, Masato Motosaka,The Extension of Real-time Earthquake Information System for Earthquake Early 
Warning and Structural Health Monitoring, Part 2 Automatic Trigger implementation for Regional EEWS, 平成 25 年度
東北地域災害研究集会／平成 26 年 1 月／秋田 
3) 館林大輔、源栄正人、ツァンバ・ツォグゲレル、構造ヘルスモニタリングと緊急地震速報の連動による早期地
震警報システムの展開―その３ 観測点間の地震動伝達特性の研究／平成 26 年 1 月／秋田 
4）久多良晃平、源栄正人、ツァンバ・ツォグゲレル、構造ヘルスモニタリングと緊急地震速報の連動による早期
地震警報システムの展開―その４観測建物の振動特性の長期モニタリング／平成 26 年 1 月／秋田 
 
◇ポストドクターの活用（ 有 ） 
〈活用形態〉 








◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 





















































図２ EEW/SHM システムの展開 
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氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担  
※今村 文彦 
 




 菅原 大助 
 















































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 









 合計    8 名  
研究経費  総額 4,250 千円 
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研究目的 ◇何をどこまで明らかにしようとしたのか 






















できる痕跡点は 12 点（田老の 21 m を含まず）から 24 点に増えた．そのうち，本プロジェクトで実
施した痕跡点は 11 点（新規評価点は 8 点）となった． 
 松川浦では，慶長津波の年代に相当する堆積物は確認できなかった．2011 年の津波の影響により，
堆積物が浸食された可能性が考えられる．一方，約 3,000 年前と 4,000 年前の砂層が見つかり，過去
の巨大津波との関連を検討する上で重要な情報である．また，青森県大沼でも，慶長津波の可能性が
ある砂層は発見されなかったものの，約 2,600 年前以降，300～800 年間隔で堆積した 9 層のイベン
ト性の砂層を確認でき，今後，過去の津波との関連を明らかにするうえで重要な知見を得ることがで
きた． 
 追加された津波痕跡に関する情報を用いて波源推定を行った．波源としては，幾何標準偏差 κ と c-
AIC が最適となる仙台湾の逆断層と岩手県沖の海講軸付近の正断層によるものが津波痕跡を説明す


















 東日本大震災での津波痕跡データを HP で公開した．これにより，沿岸部の自治体に提供し，防災
計画や避難計画などに反映されると期待できる．特に，津波高さを鳥瞰的・虫瞰的に可視化する「ヒ






◇学術論文   
合計（  ４）編  
1. 今井健太郎・堀内滋人・今村文彦，波源推定における津波痕跡高分布の依存性に関する検討，土木学会論文
集 B2（海岸工学），69-2，431-435，2013.11. 
2. 蝦名裕一「慶長奥州地震津波とビスカイノ報告」『地理月報』536 号（二宮書店）平成 25 年 11 月 
3. 蝦名裕一「慶長奥州地震津波について―400 年前の大震災の実相」平川新・今村文彦編著『東日本大震災を
分析する２ 震災と人間・まち・記録』（明石書店）平成 25 年６月 
4. 蝦名裕一「慶長奥州地震津波の歴史学的分析」『宮城考古学』15 号（宮城県考古学会）平成 25 年５月 
 
◇学会発表  
合計（   ５）件 
○通常講演  （   ５）件 
1. 蝦名裕一「ビスカイノ報告における慶長奥州地震津波の記述について」第 30 回歴史地震研究会（秋田大
会）2013 年９月 14 日―16 日、於秋田大学 




























2014.01.14 河北新報，朝刊（16），社会面，復興への歩み 定点観測 東北大災害研 写真収録サイト公開 
2014.01.07 四国新聞，朝刊（3），定点観測写真で復興状況を確認 東北大、サイト公開 
2014.01.07 長崎新聞，朝刊（3），復興状況 サイトで確認／東北大 被災地の定点写真公開 
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2014.01.07 東京新聞，夕刊（2），復興の歩みネットで公開 東北大、２０６カ所の定点写真収録 
2014.01.07 下野新聞，朝刊（2），社会面，震災復興の歩み 写真に／東北大定点観測サイトで公開 
2014.01.07 東奥日報，朝刊（14），復興状況 サイトで確認 東北大 定点観測写真を公開 
2014.01.07 信濃毎日新聞，朝刊（29），宮城の復興 定点観測写真で確認 東北大 206 ヶ所集めサイト公開 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
 八戸工大の佐々木幹夫教授，大阪市大・原口 強准教授と，共同で津波堆積物調査を実施し，場所の選定，コア
の取得，解析などでアドバイスを頂きながら実施できた． 



























































































 合計 11 名（うち研究協力者 7 名）  
































































◇学術論文   
合計（ 9 ）編  
Koshimura, S., S. Hayashi and H. Gokon, Lessons from the 2011 Tohoku Earthquake Tsunami Disaster, Journal of Disaster 
Research Vol.8 No.4, pp.549-560, 2013.，査読有 
Hayashi, S.and S. Koshimura, The 2011 Tohoku Tsunami Flow Velocity Estimation by the Aerial Video Analysis and 
Numerical Modeling, Journal of Disaster Research Vol.8 No.4, pp.561-572, 2013.，査読有 
Suga, Y., S. Koshimura and E. Kobayashi, Risk Evaluation of Drifting Ship by Tsunami, Journal of Disaster Research Vol.8 
No.4, pp.573-583, 2013.，査読有 
Liu, W., F. Yamazaki, H. Gokon, and S. Koshimura, Extraction of Tsunami Flooded Areas and Damaged Buildings in the 2011 
Tohoku, Japan  Earthquake from TerraSAR-X Intensity Images, Earthquake Spectra, Vol. 29, No. S1, pp. S183-S200, 
2013，査読有 
堺 友里, 越村俊一, 松岡昌志，TerraSAR-X 強度画像の変化に着目した津波被災地の建物被害程度の把握 ，土木
学会論文集 B2（海岸工学），Vol. 69 No. 2，2013 年，I_1456-I_1460，査読有 
林 里美, 成田裕也, 越村俊一，東日本大震災における建物被害データと数値解析の統合による津波被害関数，土
木学会論文集 B2（海岸工学），Vol. 69 No. 2，2013 年，I_386-I_390，査読有 
福岡巧巳, 越村俊一，航空写真と LiDAR データの統合解析による津波瓦礫の 3 次元マッピング，土木学会論文集
B2（海岸工学），Vol. 69 No. 2，2013 年，I_1436-I_1440，査読有 
佐藤遼次, 越村俊一，UAV による空撮と画像解析を用いた被災者捜索技術の開発，土木学会論文集 B2（海岸工
学），Vol. 6 No. 2，2013 年，I_1461-I_1465，査読有 
Matsuoka, M., H. Miura, S. Koshimura, Y. Maruyama, Building Damage Estimation Model using TerraSAR-X Observing the 
2010 Haiti Earthquake, Proceedings of the 34th Asian Conference on Remote Sensing, 2013, pp.SC05-168-174，査読有 
◇学会発表  
合計（ 19 ）件 
○通常講演  （ 16 ）件 
Koshimura, S., Real-Time Mapping of Tsunami Inundation and its Impact towards Disaster-Resiliency, 19th Workshop on 
Sustained Simulation Performance Toward Future HPC Technologies, 27 -28 March, 2014.  
Koshimura, S. and S. Hayashi, Importance of Tsunami Flow Velocity Information and its Verification in Numerical Modeling, 
2014 Ocean Sciences Meeting/Hawaii , 28 February, 2014. 
Hayashi, S. and S. Koshimura, Verification of tsunami inundation modeling with velocity measurements, The 9th APRU 
Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim October 28-29, 2013, Taipei, Taiwan 
Sato, R. and S. Koshimura, Searching survivors in disaster-affected areas with combined use of UAV and image analysis, The 
9th APRU Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim October 28-29, 2013, Taipei, Taiwan 
Koshimura, S. and S. Hayashi, Hideomi Gokon, Evaluation of the post 2011 Tohoku tsunami reconstruction plan - Case study 
in Sendai city, The 9th APRU Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim October 28-29, 2013, 
Taipei, Taiwan 
Koshimura, S. and T. Fukuoka, 3-D Mapping of Tsunami Debris in Onagawa, Using High-resolution Optical Images and 
LiDAR Data, Asia Oceania Geosciences Society (AOGS), 26 June, 2013. 
Hayashi, S., Y. Narita and S. Koshimura, Developing Tsunami Fragility Curves by Integrating the Numerical Modeling and 
Field Inspection of Structural Damage, International Tsunami Symposium, 2013 年 9 月 25-28 日 
Adriano, B., E. Mas, S. Koshimura and Y. Fujii, Tsunami Characteristics Inferred from Numerical Simulation and Video 
Analysis of the 2011 Great East Japan Earthquake at Onagawa Town, International Tsunami Symposium, 2013 年 9 月
25-28 日 
林 里美，越村俊一，建物破壊を考慮した津波陸域遡上モデルの検討，土木学会東北支部技術研究発表会概要集
(CD-ROM)，II-55, 2013 年 3 月 8 日 
成田裕也，越村俊一，東日本大震災の建物被害データを用いた津波被害関数に基づく建物被害特性の把握，土木
学会東北支部技術研究発表会概要集(CD-ROM)，II-73, 2013 年 3 月 8 日 
Adriano, B., E. Mas and S. Koshimura, An integrated GIS-based model to evaluate the tsunami vulnerability of building using 
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fragility function and tsunami simulation，土木学会東北支部技術研究発表会概要集(CD-ROM)，II-74, 2013 年 3
月 8 日 
佐藤遼次，越村俊一，UAV による空撮と画像解析を用いた被災者捜索の有効性に関する検討，土木学会東北支部
技術研究発表会概要集(CD-ROM)，II-75, 2013 年 3 月 8 日 
Mas, E. and S. Koshimura, Research on the acceleration of agent-based tsunami evacuation computing for complex urban 
environment simulation, 土木学会東北支部技術研究発表会概要集(CD-ROM)，II-77, 2013 年 3 月 8 日 
神保 大，Koyama .Chiristian，越村俊一，佐藤源之，Pi-SAR2 画像を用いた津波被災状況把握についての有効性
の検討，土木学会東北支部技術研究発表会概要集(CD-ROM)，II-78, 2013 年 3 月 8 日 
郷右近英臣，J. Post, C. Geiß, E. Stein, 越村俊一，TerraSAR-X による津波被災地の建物流失率推計式の検討，土木
学会東北支部技術研究発表会概要集(CD-ROM)，II-79, 2013 年 3 月 8 日 
堺 友里，越村俊一，松岡昌志，TerraSAR-X 画像による津波被害把握手法の有効性と地域性に関する検証，土木
学会東北支部技術研究発表会概要集(CD-ROM)，II-81, 2013 年 3 月 8 日 
○基調講演・招待講演 （ 1 ）件 
Shunichi Koshimura, The Impact of the 2011 Tohoku Tsunami Disaster and Implications to Tsunami-resilient Community -A 
Case Study in Sendai City, International Tsunami Symposium, 2013 年 9 月 27 日 
○ポスターセッション （ 2 ）件 
Matsuoka, M., S. Koshimura, and H. Gokon, Tsunami-induced Building Damage Estimation Model Developed by TerraSAR-
X Imagery and Field Survey Data of the 2011 Tohoku, Japan Earthquake, Asia Oceania Geosciences Society (AOGS), 26 
June, 2013.  
Adriano, B., E. Mas and S. Koshimura, Application of tsunami fragility functions for building damage assessment: two 
different approaches, The 9th APRU Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim October 28-29, 
2013, Taipei, Taiwan 
 
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（ 1 ）件 
リモートセンシングによる津波被災値の広域被害把握，Nextcom, Vol.17, pp.4-17, 2014. 
 
◇学術関係受賞  
合計 （ 1）件 




合計（ 2 ）件 参加者合計（ 100 ）名 
津波災害とその教訓，危機管理士講座，2014 年 1 月 30 日 
東日本大震災における津波被害からの教訓，内閣府防災スペシャリスト養成研修，2013 年 11 月 18 日 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
合計（ 2 ）件 
2014.03.17 朝日新聞 「災害大国 あすへの備え」 生かす、津波の教訓 
2013.05.02 河北新報 わがこと防災・減災「備えの死角（４完）経験／思い込み、鈍る避難行動」 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
フィリピン，National Mapping and Resource Information Authority (NAMRIA)，台風 30 号被害についての解析 
 




◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 
ドイツ，ドイツ航空宇宙センター，部局間協定(Enhancement of earth observation and modeling to disaster 
response and management, 2012 年 7 月) 
 
３ 教育上の効果 












◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 












研究代表者 杉浦 元亮 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担  
※杉浦 元亮 
 
 邑本 俊亮 
 
 佐藤 翔輔 
 
 野内 類 
 






























氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
 阿部 恒之 
 
















 合計    ７ 名  























































◇学術論文   





合計（  ４  ）件 
○通常講演  （  １  ）件 
佐藤翔輔，邑本俊亮，野内類，今村文彦，杉浦元亮，阿部恒之，本多明生，岩崎 雅宏：災害時の「生きる
力」に関する探索的研究－東日本大震災の被災経験者の 証言から－，第 32 回日本自然災害学会年次学術講演
会，2013.9.24-25、北見・北見工業大学（講演概要集，pp. 9-10） 
○基調講演・招待講演 （  ２  ）件 
Sugiura M. Individual difference in self-concept and pro-social behavior in real life. The 36th annual Meeting of the Japan 
Neuroscience Society, Social Neuroscience: Social signal and decision making, 2013.6.22, Kyoto, Japan 
杉浦元亮．社会役割意識の脳機能マッピング研究に向けて：fMRI の基礎，国際ワークショップ「人文・社会
科学と脳科学との連携に向けて，2014.2.20, 仙台 
○ポスターセッション （  １  ）件 
Sugiura M, Kotozaki Y, Sekiguchi A, Miyauchi CM, Hanawa S, Nakagawa S, Araki T, Kawashima R. Individual difference 
in self-concept and pro-social behavior in the disaster aftermath. The 19th Annual Meeting of the Organization for Human 
Brain Mapping, 2013.6.20, Seattle, WA, USA 
  
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（  ３  ）件  参加者合計（ ６０ ）名 








合計（  ２  ）件 参加者合計（ 130 ）名 
杉浦元亮．危険を察知する“生きる力” 脳科学から防災を考える．第 50 回民放労連全国女性のつどい in 宮城 
分科会，2013.6.8，仙台 
杉浦元亮．脳科学の世界から見るボランティア活動．第 16 回ボランティアフォーラム, 2014.2.11, 仙台 
 
◇研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（   ２  ）件 
ラジオ出演、防災 UPDATES!「災害と教育：生きる力の相似性について」, エフエム仙台 ,2013.11.3  
ラジオ出演、防災 UPDATES!「災害と教育：生きる力に着目する意味について」, エフエム仙台 ,2013.11.3  
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 











◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 





（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
 








































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
別紙参照    
 合計  8   名  






























































◇学術論文   
合計（  3）編  
1. Taniakwa, H., S. Managi, and C. Lwin. Estimates of Lost Material Stock of Buildings and Roads Due to the Great East 
Japan Earthquake and Tsunami”, Journal of Industrial Ecology、2014 (forthcoming).  査読有 
2. Iwata, K., Ito, Y., and Managi, S., “Public and Private Mitigation for Natural Disasters in Japan”, International Journal of 
Disaster Risk Reduction, 7, 2014, pp.39-50. 査読有 
3. 堀江進也・馬奈木俊介,「復興と政策-災害の経済学」『環境経済・政策研究』, 2013, 16(2). pp.41-44 査読有 
 
◇著書 
馬奈木俊介・地球環境戦略研究機関（編著）『グリーン成長の経済学 持続可能社会の新しい経済指標』昭和堂，2013 年 
合計（  1 ）冊 
 
◇学会発表  
八木迪幸 “The impact of 3.11 Tohoku Earthquake on Regional Economy in Japan”(日本語), 環太平洋産業連関分析学会, 
第 24 回(2013 年度)大会, 2013 年 10 月 26-27 日, 愛知県名古屋市, 中京大学 
馬奈木俊介 “災害、経済と復興” 環境経済・政策学会 2013 年大会 2013.年 9.月 21- 22 日, 兵庫県神戸市, 神戸
大学  
堀江進也, “Residential Location Choice of Disaster Refugees ”(日本語), 環境経済・政策学会 2013 年大会 2013.年 9.月
21- 22 日, 兵庫県神戸市, 神戸大学  
尾沼広基, ” Do people adapt to natural disasters by learning from experiences? ”(日本語), 環境経済・政策学会 2013 年
大会 2013.年 9.月 21- 22 日, 兵庫県神戸市, 神戸大学  
堀江進也, “Why Do People Stay or Leave from Fukushima”(英語), The 4th Congress of EAAERE, 2 月 12-14 日, 韓国釜山 
合計（ 5  ）件 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 有） 
Dabo Guan, University of Leeds, 2013 年４月 1 日より現在まで, 共同研究 
Jun Li, University of Oxford, 2013 年４月 1 日より現在まで, 共同研究 
 
◇学術交流協定の活用 （無 ） 
 
３ 教育上の効果 















◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
 







































































































































氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
※ 今泉 俊文 
 
































































 合計    ８ 名  





























































◇学会発表  合計（ 5 ）件 
○通常講演（ 3 ）件 
 今泉俊文・岡田真介・楮原京子・八木浩司・越後智雄・松原由和・三輪敦志・阿部恒平・小坂英輝，山形盆地 
     西縁断層帯（村山地区）の変動地形と地下構造，日本地理学会春季学術大会，2014 年 3 月 28 日，東 
     京（国士舘大学）． 
 鈴木毅彦・八木浩司・今泉俊文・吉田明弘，山形盆地北部・村山市浮沼における盆地地下堆積物と第四紀後期 
     テフラ，日本地理学会春季学術大会，2014 年 3 月 28 日，東京（国士舘大学）． 
 鈴木毅彦・笠原天生・八木浩司・今泉俊文・吉田明弘，東北日本弧・山形盆地北部村山市浮沼における盆地地 
     下堆積物とそれに含まれるテフラ，地球惑星連合大会，2014 年 5 月 1 日，横浜（パシフィコ横浜会議 
     センター）． 
○ポスター（ 2 ）件 
 岡田真介・今泉俊文・楮原京子・越後智雄・松原由和・三輪敦志・阿部恒平・小坂英輝，山形盆地断層帯北部 
     における浅層反射法地震探査データ取得，地球惑星連合大会，2014 年 4 月 29 日，横浜（パシフィコ 
     横浜会議センター）． 
 今泉俊文・宮内崇裕・楮原京子・岡田真介・白澤道生・横山隆三・佐々木達哉，立体地形解析図上の活断層と 
     地形面，地球惑星連合大会，2014 年 4 月 29 日，横浜（パシフィコ横浜会議センター）． 
 
２ 社会活動 
 ◇講演会・市民講座などでの発表 合計（ 1 ）件 参加者合計（ 約 200 ）名 
 今泉俊文，山形盆地断層帯想定震度に備える，村山地区自主防災組織連絡会，2013 年 3 月 5 日，山形県村山総 
      合支庁． 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 









◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
  東北大学大学院地学研究科修士課程大学院生 3 名 
  東北大学理学部学生 3 名 
  山形大学教育学部学生 1 名  
  金沢大学理学部学生 1 名 




◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 有 ） 
  楮原 京子（山口大学教育学部・講師） 構造探査および地形・地質調査への協力 
  三輪 敦志（応用地質エネルギー事業部 構造探査および地形・地質調査への協力 
  八木 浩司（山形大学教育学部・教授） 構造探査および地形・地質調査への協力 
  越後 智雄（（財）地域地盤環境研究所・研究員） 構造探査および地形・地質調査への協力 
   戸田 茂 （愛知教育大学・教授） 構造探査および地形・地質調査への協力 



















氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 




















































 合計  4   名  





















 一方、陸前高田平野では掘削長 40 m 強のボーリング調査を行い、過去 1 万年間の古環境変遷の
特徴から隆起・沈降史の解読を行った。その結果以下のことを明らかにした。 
1) 1 万年前の潮間帯付近で堆積した砂泥層の高度と理論的な当時の海面高度との関係から、当地
域の過去 1 万年間の平均的な地殻変動が概ね安定傾向である。 
2) 4000 年前～1200 年前にかけて生じた、水深のある浅海環境→侵食を受ける環境→河口に近い
浅海環境、という環境変化から、この時期に隆起が生じた可能性がある。 
3) 最近 1200 年間の速い堆積速度と測地記録から推定される過去 100 年間の沈降速度との対応か













得られた過去の地殻変動情報(① 過去 1 万年間平均すると安定傾向、② 4000～1200 年前に隆起し














◇学術論文   
合計（ 5 ）編  
丹羽雄一・遠田晋次・須貝俊彦．陸前高田平野完新統の堆積相・堆積速度および推定される地殻変動傾向．第四
紀研究，投稿中．(査読有) 
丹羽雄一・遠田晋次・小俣雅志・森 良樹 (2013) 井戸沢断層の 2011 年福島県浜通りの地震に先行する断層活
動：福島県いわき市塩ノ平地区におけるボーリング調査．活断層研究，39，1 – 8. (査読有) 
Niwa, Y., Sugai, T., Matsuzaki, H. (2014) Depositional age of event sand layers apparent in upper Holocene sequence across 
the Kuwana fault, southwestern Nobi Plain, central Japan. Science Reports of Tohoku University 7 th Series (Geography), 
60, 97 – 108. (査読無) 
Stein, R. S., and S. Toda (2013), Megacity Megaquakes - Two Near Misses, Science, 341, 850-852（査読有） 
遠田晋次・小俣雅志・丸山 正・早瀬亮介・郡谷順英（2013）断層活動年代推定における１問題点ー木片類と土
壌有機物の 14C 年代値の系統的ギャップー，月刊地球，35，９，544-557．（査読無） 
 
◇学会発表  
合計（   5  ）件 
○通常講演  （  2  ）件 
Niwa, Y., Sugai, T., Ogami, T. Tectonic tilting toward the west during the past 7000 years indicated by spatial difference in 
relative sea-level changes across the Nobi Plain, on the footwall of the Yoro fault system, central Japan. 8th International 
Conference on Geomorphology, 2013 年 8 月 28 日，パリ(フランス)． 
Niwa, Y., Sugai, T. Cosesimic subsidence during the past 6000 years detected in the Holocene delta sequence in the western 
part of the Nobi Plain, on the footwall side of the Yoro fault system, central Japan. IGU Regional Conference, 2013 年 8 月
7 日, 京都(日本). 
○ポスターセッション （  3  ）件 
丹羽雄一・遠田晋次・須貝俊彦・山市 剛．オールコア試料の解析に基づく陸前高田平野完新統の堆積過程( 予
察)． (日本語) 日本地理学会春季学術大会，2014 年 3 月 27 日・28 日，東京・国士舘大学． 
Niwa. Y., Toda, S., Omata, M., Mori, Y. Evidence of cumulative offset along the inland Itozawa fault possibly triggered by 








合計（  4   ）件 参加者合計（ 600）名 




遠田晋次，連鎖する地震活動：3.11 後の地震活動を考える，震災対策技術展 宮城，８月９日，仙台市アエル 
遠田晋次，地震を予測する〜余震から探る次の大地震〜，東北大学サイエンスカフェ，リベラルアーツサロン，2014
年２月 21 日，仙台市 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 




◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
東京大学大学院 新領域創成科学研究科  
 







◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 













































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
別添参照    
 合計   22  名  



















今年度は Human security course にてインドネシアのパジャジャラン大学よりの修士学生の二人を
卒業させた。その学位論文名は 1.Combination of Antibody and DNA Detection to Improve Diagnosi
s of Leptospirosis 2.Analysis of biomarkers in urine and plasma of leprosirosis patients. であった。
さらに卒業したザンビアの Human security の学生の学位論文名は Plasma bio markers of immune 




第６回 Asian Congress of Tropical Medicine Parasitology、日米結核会議で口頭発表し、高く評価さ
れた。災害医療に関する講義をフィリピンとインドネシアで行いその意識が国により異なる事もア
ンケート調査で明らかにした。(TJEM 印刷中)また研究成果はデング熱に関しては J. Clin. Virol.に





























◇学術論文   
合計（  6  ）編  
1.Izumi K, Kawaji K, Miyamoto F, Shimane K, Shimura K, Sakagami Y, Hattori T, Watanabe K, Oishi S, Fujii N, Matsuoka 
M, Kaku M, Sarafianos SG, Kodama EN, Mechanism of resistance to S138A substituted enfuvirtide and its application to 
peptide design. Int J Biochem Cell Biol, 45(4),2013年04月, 908-915,査読有 
2. Nakajima C, Tamaru A, Rahim Z, Poudel A, Maharjan B, Khin Saw Aye, Ling H, Hattori T, Iwamoto T, Fukushima Y, 
Suzuki H, Suzuki Y, Matsuba T. Simple Multiplex PCR Assay for Identification of Beijing Family Mycobacterium 
tuberculosis Isolates with a Lineage-Specific Mutation in Rv0679c. J Clin Microbiol, 51(7), 2013 年07 月, 2025-2032,査
読有 
3. Chagan-Yasutan H , Ndhlovu LC, Lacuesta TL, Kubo T, Leano PS, Niki T, Oguma S, Morita K, Chew GM, Barbour JD, 
Telan EF, Hirashima M, Hattori T, Dimaano EM., Galectin-9 plasma levels reflect adverse hematological and 
immunological features in acute dengue virus infection. J Clin Virol, 58(4),2013年12月, 635-640,査読有 
4.Kadowaki T, Morishita A, Niki T, Hara J, Sato M, Tani J, Miyoshi H, Yoneyama H, Masaki T, Hattori T, Matsukawa A, 
Hirashima M, Galectin-9 prolongs the survival of septic mice by expand-ing tim-3-expressing natural killer T cells and 
PDCA-1+CD11c+ macrophages. Crit Care, 17(6), 2013年12月09 日, R284-R284, 査読有 
5.Usuzawa M, Elizabeth O. T, Kawano R, Dizon CS, Alisjahabana B, Ashino Y, Egawa S,Fukumoto M,Izumi T, Ono Y and 
Hattori T,Awareness of Disaster Reduction Frameworks and Risk Perception of Natural Disaster: A Questionnaire Survey 
among Philippine and Indonesian Health Care Personnel and Public Health Students Tohoku JEM in press 査読有 
6. Shiratori B, Usami O, Hattori T, Ashino Y, A man from South Asia presenting with abdominal pain, 
BMJ Case Rep, 2014 Feb 19;2014. pii: bcr2013201716. doi: 10.1136/bcr-2013-201716 査読有 
 
◇著書 
合計（ 3 ）冊 
1.服部俊夫, イラストレイテッド免疫学,23 頁, 丸善出版, 2013 年 11 月 30 日, 共著 
2. 服部俊夫、鈴木定彦、山岡昇司、一瀬休生、仲宗根正、久保亨、垣本和宏、福本学、臼澤基紀, 厚生労働科学
研究費補助金 地球規模保健課題推進研究事業 サハラ以南アフリカにおけるエイズ- 結核研究ネットワーク構
築に関する研究 平成25年度 総括・分担研究報告書, 笹気出版,2014 年03 月31 日, 共著 
3. 厚生労働科学研究費補助金 地球規模保健課題推進研究事業 サハラ以南アフリカにおけるエイズ- 結核研究ネ
ットワーク構築に関する研究 平成25年度 総合研究報告書, 笹気出版,2014 年03 月31 日 
 
◇学会発表合計（ 23 ）件 
○通常講演  （  16  ）件 
1.Ashino Y, Shiratori B, Hattori T, Effect of GALECTIN-9 on IFN-γ Production by Antigen Stimulated Lymphocytes from 
Pleural Fluid in a TB Patient from BANGLADESH, US-JAPAN COOPERATIVE MEDICAL SCIENCE PROGRAM 
TUBERCULOSIS AND LEPROSY PANEL MEETING IN JAPAN, 8/17-8/18 2013 Hokaido・北海道大学 
2.Shiratori B, Leano S, Zhao J, Chagan-Yasutan H, Niki T, Hirashima M, Telan E, Hattori T, Immunological Status of 
Treatment-Native Sputum Positive Pulmonary TB Patients in Metro MANILA , US-JAPAN COOPERATIVE MEDICAL 
SCIENCE PROGRAM TUBERCULOSIS AND LEPROSY PANEL MEETING, 8/17-8/18 2013 Hokaido・北海道大学 
3.Usami O, Nakajima C, Hattori T, Zhao J, Uchiyama B,Suzuki Y, MANILA Typed Tuberculosis case Infected Domestically 
in JAPAN. US-JAPAN COOPERATIVE MEDICAL SCIENCE PROGRAM TUBERCULOSIS AND LEPROSY PANEL 
MEETING IN JAPAN, 8/17-8/18 2013 Hokaido・北海道大学 
4.Shiratori B,Leano S,Chagan-Yasutan H,Niki T, Okada M,Nakajima Chie , Suzuki Y,Telan E,Hattori T, Molecular and 
immunological analysis of sputum positive TB patients in Philippines 
白鳥ベアタ, 第67 回日本細菌学会東北支部総会, 8/17 2013 仙台・東北大学 
5.浩日勒, 服部俊夫, デングウイルス感染症による炎症プロファイルを用いた病態のモニタリング,第 67 回日本細
菌学会東北支部総会,8/30-8/31 2013 仙台・東北大学 
6.Hattori T, Tohoku University International Research Institute of Disaster Science and University of Hawaii at Manoa , 
College of Social Science, Symposium“UHM-Tohoku University Disaster Risk Reduction Collaboration”. University of 
Hawaii,USA, 1/30-1/31 2014, Honolulu・ハワイ大学医学部 
7.Haorile Chagan-Yasutan, Biomarker studies on Disaster-related Infectious Diseases, Symposium“UHM-Tohoku University 
Disaster Risk Reduction Collaboration”. University of Hawaii, USA, 1/30-1/31 2014, Honolulu・ハワイ大学医学部 
8.Shiratori B,Okumura M,Yanai H, Yoshiyama T,Chagan-Yasutan H,Tanaka M, Matsumoto M, and Hattori T, Attempt to 
distinguish between LTBI and active TB by latency-related antigens and biomarkers, The Third Bizan Immunology 
Symposium at The University of Tokushima (BISUT3), 2/13-2/14 2014 徳島・徳島大学 
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9.Shiratori B,Hasibuan FM,Senoputra AM, Alisjahbana B, and Hattori T, Attempt to find novel biomarkers for LTBI 
diagnosis, The 3rd Conference on Otsuka-Biotec Collaborative Research,2/15 2014 徳島・大塚製薬微生物研究所 
10.Hattori T,Chagan-Yasutan H,Leano S,Lacuesta T,Telan E, Elevation of matricellular proteins in dengue virus infection, 
ACTMP2014 6th ASEAN Congress of Tropical Medicine and Parasitology, 3/5-3/7 2014 Kuala Lumpur（Malaysia）・
SACCL 
11. Chagan-Yasutan H, Leano S,Telan E,Iwasaki H,Hattori T,ANALYSIS OF BIOMARKERS IN PLASMA AND URINE OF 
LEPTOSPIROSIS PATIENTS, 6th ASEAN Congress of Tropical Medicine and Parasitology,3/6 2014 KUuala Lumpur, 
Malaysia 
12.ホルロ,中島千絵,小泉信夫,鈴木定彦,服部俊夫,レプトスピラ症患者の血漿および尿中のバイオマーカーの解析, 
第５１回レプトスピラ_ シンポジウム,3/29 2014 東京・国立感染症研究所 
13.芦野有悟,中道崇, 柳澤紀子, 宮崎真理子, 山本多恵, 服部俊夫, 賀来満男, HIV感染加療中、1型糖尿病腎症が悪
化し、血液透析を導入した1例(日本語),第27回日本エイズ学会 11月2013 熊本・熊本市民会館 
14.芦野有悟,齊藤弘樹,宇佐美修,服部俊夫,賀来満夫, 急性頸部リンパ節炎症例に対するMINOMYCINの投与 
の 4 例(日本語),第 87 回感染症学会 3/5 2013 横浜・パシフィック横浜 
15.Firmanto, Taurustiati D, Hattori T,Leano PSA, Telan FOE,Chagan-Yasutan H, ANALYSIS OF BIOMARKERS IN URINE 
AND PLASMA OF LEPTOSPIROSIS PATIENTS,8th Scientific Meeting of International Leptospirosis Society,Fukuoka,10/8 
2013 九州大学医学部 
16.Chagan-Yasutan H,Lacuesta TL,Ndhlovu LC, Leano PSA,Telan EFO,Niki T, Hirashima M,Dimaano EM and Hattori T, 
Inflammatory Profiles of Dengue Virus Infection. 平成 25 年度海外学術調査フェスタ, 6/29 2013 東京・東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文化研究所 
 
○基調講演・招待講演 （  5  ）件 
1.服部俊夫, マニラの感染症とバイオマーカー研究, 平成２５年度海外学術調査フォーラム プログラム,6/29 2013 
東京・ 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 
2.服部俊夫, 温暖化災害感染症の中のHuman security, 環境セミナー,11/9 2013 仙台・東北大学 
3. Usuzawa M ,Telan EFO , Kawano R , Dizon CS ,Egawa S, Hattori T .Establishing an International Postgraduate Course for 
Disaster Medicine Based on the concept of Human Security, AETMS2013, 11/30-12/3 2013 香港・Royal Park Hotel 
4.服部俊夫, Human security の中の災害感染症, 静岡セミナー,2/27 2014 静岡・静岡県立総合病院 
5.服部俊夫,江川新一,福本学, Disaster-related infectious diseases and human security ,Short course on disaster management 
by Philippine council for quality assurance in clinical laboratories 9/30-10/3 2013 Manila・Crowne Plaza Manila Galleria 
 
○ポスターセッション （  2  ）件 
1.Chagan-Yasutan H, Lacuesta TL,Ndhlovu LC, Kubo T,Leano PSA, Niki T, Ashino Y, Barbour JD, Telan EFO,Hirashima 
TM, Dimaano EM, Hattori T, Profiles of Pro-inflammatory and Anti-inflammatory Cytokines,Chemokines in Acute Dengue 
Virus Infection, NIH Tohoku University-JSPS Symposium,5/8-5/11 2013 Sendai・東北大学 
2.Shiratori B, Leano S, Zhao J, Chagan-Yasutan H, Niki T,Hirashima M, Telan E, Hattori T, Increased Production of Gal-9 in 




合計（ 1 ）件 
服部俊夫、浩日勒, オステオポンチンは成人T 細胞白血病リンパ腫（ATL) の予後因子である,5頁, 細胞外マトリ
ックス中の異端児matricellular protein(医学のあゆみ), 2014 年02 月15 日, 共著 
 
◇特許・実用新案・その他の産業財産権   
 合計 （  1  ） 件 
ジクチオピロン誘導体又はジヒドロジクチオピロン誘導体を有効成分とするオステオポンチン産生阻害剤, 菊地
晴久 大島吉輝 服部俊夫 久保原禅 山田修 周張菁 松下芳久 喜田進也, 国立大学法人東北大学 国立大学法人群
馬大学 扶桑薬品工業株式会社, 特願 2013-046197, 2013 年 3 月 8 日, 国内出願 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（  2  ） 参加者合計（   ）名 
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1.服部俊夫, Human security の中の災害感染症, 静岡セミナー,2/27 2014 静岡・静岡県立総合病院 
ポスターセッション 




合計（  2 ）件 参加者合計（   ）名 
1.服部俊夫, 温暖化_ 災害_ 感染症の中の Human security, 環境セミナー開催,11/9 2013 仙台・東北大学 




合計（  3 ）件  
1.服部俊夫, Human security の中の災害感染症, 静岡セミナー,2/27 2014 静岡・静岡県立総合病院,ポスターセッショ
ン 
2.服部俊夫,第 5 回宮城県ＨＩＶ/AIDS 学術講演会 日本のＨＩＶ感染者の現状, 8 月 2013 仙台 
 
その他 
1.University of Hawaii, USA/ Symposium“UHM-Tohoku University Disaster Risk Reduction Collaboration/ 
HIV and STP in Philippines,1/30-1/31 2014 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（   4  ）件 
1. 執筆/東北大大学・医学系研究科広報室/デング熱感染症の新規病態マーカーを発見- 危機シグナル分子としての
ガレクチン９の役割を提唱/1029 2013 
2. 執筆/日経プリスリリース/デング熱感染症の新規病態マーカーを発見/1029 2013 
3.出演・執筆/東北大な/デング熱の新規病態マーカーを発見/ヤフーニュース/1031 2013 
4. 執筆/デング熱感染症の新規病態マーカー（指標）を発見/IRIDeS Quarterly Vol.6/雑誌/0311 2014 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
1.フィリピン／サンラザロ病院／2003 年～／熱帯感染症の研究打ち合わせ／学術交流協定あり 
2.インドネシア／パジャジャラン大学／2012 年～／講演 “Human security の中の災害医学”/学術協定あり 




◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
1.フィリピン／サンラザロ病院／2003 年～／熱帯感染症の研究打ち合わせ／学術交流協定あり 
2.インドネシア／パジャジャラン大学／2012 年～／講演 “Human security の中の災害医学”/学術協定あり 
3.米国／ハワイ／ハワイ大学／2012 年～／講演 研究打ち合わせ/共同研究 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 
サンラザロ病院(フィリピン)/部局間（医学系研究科)/2013 年 6 月、10 月/講演・調査 
パジャジャラン大学(インドネシア)/2013 年 11 月/部局間(医学系研究科)/2013 年 11 月/講演・調査 












◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 




・Human security 発表会／2013/9/6／3 件 ３０人 
・修士学生終了発表会／２０１３／８／３０ １０人 
 









































































































































































































 合計 7 名  
































































◇学術論文   
合計（1）編 
1. Tomita H, Ziegler ME, Kim HB, Evans SJ, Choudary PV, Li JZ, Meng F, Dai M, Myers RM, Neal CR, Speed TP, 
Barchas JD, Schatzberg AF, Watson SJ, Akil H, Jones EG, Bunney WE, Vawter MP. ／G protein-linked signaling 




1. 富田博秋、根本晴美／東日本大震災を分析する．第 6 章 災害時の精神医療と精神保健／明石書店／pp82-
91／2013／共著 







○通常講演  （4）件 
国内学会 
1. 兪志前、小野千晶、國井泰人、 和田明、松本純也、日野瑞城、 池本桂子、丹羽真一、富田博秋／死後脳
研究における pH 評価の方法論の検討．第 54 回 日本神経病理学会総会学術研究会．日本生物学的精神医学
会合同ミニシンポジウム 東京／2013/4/25 
2. Yu Z, Ono C, Kunii Y, Wada A, Mastumoto J, Hino M, Ikemoto K, Niwa S, Tomita H／Postmortem brain pH have 
significant impact on gene expression profiles  Neuro2013 kyoto ／2013/6/20 
3. Yu Z, Ono C, Fukushima H, Kida S, Tomita H／Gene expression profiling of microglia in memory reconsolidation 
and extinction of contextual fear. 2013 年度 包括脳ネットワーク夏のワークショップ 名古屋市／2013/8/29 
4. 兪志前, 小野千晶, 福島穂高,喜田聡, 富田博秋／恐怖記憶の消去に伴うミクログリアにおける遺伝子発現変





1. Tomita H／Multi-faceted basic and clinical research approaches to the Great East Japan Earthquake. Symposium 
“Perspectives in neurobiology of PTSD and disaster-related psychiatric disorders”. 11th World Congress of Biological 
Psychiatry. Kyoto, Japan／June 25, 2013 
2. Tomita H／Future direction in brain banking in Japan. Symposium “Twenty first century brain banking: Management 
and research application”. 11th World Congress of Biological Psychiatry. Kyoto, Japan／June 27, 2013 
3. Tomita H／Psychosocial postventions following the 2011 Great East Japan Earthquake and Tsunami. Session 3:  








（東日本大震災特別委員会 2）第 109 回日本精神神経学会学術総会 福岡／2013/5/24 
3. 富田博秋／東日本大震災後のメンタルヘルスの現状と課題．シンポジウム「東日本大震災後の中長期的な
健康課題－宮城県における公衆衛生の視点から」第 49 回宮城県公衆衛生学会学術総会 仙台／2013/7/11 
4. 富田博秋／心的外傷後ストレス反応形成メカニズム解明に向けた生物学的研究の動向．合同シンポジウム
3 「PTSD の神経生物学的メカニズムと治療薬開発の可能性」第 23 回日本臨床精神神経薬理学会・第 43 回日
本神経精神薬理学会 合同年会 宜野湾市／2013/10/25 
5. Tomita H／Biological Approaches to Posttraumatic Stress Reactions after Disaster. Symposium “Biology of PTSD”. 
6th Annual Meeting of Anxiety Disorder Association. Tokyo／2014/2/1 
6. 富田博秋／心的外傷性ストレス障害のメカニズム解明に向けた臨床研究と基礎研究の融合．シンポジウム





1. Yu Z, Ono C, Fukushima H, Kida S, Tomita H／Gene expression profiling of monocytic cells in memory 
reconsolidation and extinction of contextual fear, 11th World Congress of Biological Psychiatry. Kyoto, Japan／June 24, 
2013 
2. Yu Z, Ono C, Aiba S, Sora I, Tomita H／Lithium stimulates chemokine production in monocytic cells, 3th Asian 
College of Neuropsychopharmacology, Beijing／September 29, 2013 
3. Yu Z, Ono C, Aiba S, Sora I, Tomita H／Lithium stimulates chemokine production in monocytic cells via GSK-3 
inhibition. Society for Neuroscience 2013. San Diego, United States／November 10, 2013 
 
◇総説・解説記事 
合計（2）件   
1. 富田博秋／災害精神医学に関する研究の課題． 東日本大震災からの復興に向けて  ～災害精神医学・医
療の課題と展望～ ／精神神経学雑誌／査読無／116(3), 231-236／2014 
2. 富田博秋／震災後のメンタルヘルス／河北新報 医療最前線リレーエッセー 医進伝心／査読無／2014 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（4）件  参加者合計（130）名 
○国際学術講演会（3）件 参加者（110）名 
1．IRIDeS/ToMMo Tohoku University Disaster psychiatry seminar (Mark W. Logue/ Boston University School of 
Medicine /Genetic approaches into post-traumatic stress disorder and anxiety disorder)／2013/6/24／仙台／艮陵会館 
記念ホール／30 
2．IRIDeS/ToMMo/東北大学大学院医学系研究科総合地域医療研修センター/東北大学病院卒後研修センター共
催 International Interchange Seminar 米国同時多発テロ被害者家族会・マウントサイナイ大学災害精神医学アウ
トリーチ講演会～災害被災者の心理社会的支援のあり方と国際協力について～(Seven Members of 9/11 Family 
Association/September 11th Personal Stories of Transformation,Craig Katz/Icahn School of Medicine at Mount 
Sinai/American Experience with Disasters and Mental Health) ／2013/8/5／仙台／東北大学 星陵キャンパス 医学
部 臨床大講堂／60 
3．災害医学セミナー～災害後中長期の心理社会的支援と国際協力～(Hans Ågren/エーテボリ大学/ＤＳＭの変
遷, Tom Lundin /ウプサラ大学/スマトラ津波被災者のメンタルヘルス)／仙台／東北大学 星陵キャンパス 加齢





















6. ワークショップ 2「災害精神医療のための必須知識」第 109 回日本精神神経学会学術総会／2013/5/24／富
田博秋／被災地「こころのケア」事始め～ニーズ・アセスメントと精神医学的評価について～／福岡市／100 
7. 精神疾患プライマリケアセミナー／2013/7/4／富田博秋／震災後の抑うつとその対応／塩釜市／40 
8. 東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 第３回 県南健康セミナー 白石市こころの健康づくり研修会
／2013/7/17／富田博秋／こころと命を支え合うために私たちにできること／白石市／80 
9. ToMMo クリニカル・フェロー連絡会議 勉強会 加齢研プロジェクト棟 4 階会議室／2013/9/10／富田博秋
／災害後のメンタルヘルス～被災地の日常診療の中で考慮するべき点～／東北大学／15 









・行政・企業との連携 （15）件 参加者合計（230）名 
1. 平成 25 年度震災復興に係る他県他市町村派遣職員等メンタルヘルス研修／2013/7/8／富田博秋／「職場の
メンタルヘルス」、「被災地で体験するストレス」、ワークショップ「被災地での業務に従事する際の留意点と
工夫」／富谷町／40 



















10. 平成 25 年度震災復興に係る他県他市町村派遣職員等メンタルヘルス研修／2013/12/16／富田博秋／「職
場のメンタルヘルス」、「被災地で体験するストレス」、ワークショップ「被災地での業務に従事する際の留意
点と工夫」／富谷町／20 














1. 2013/9/30／読売新聞社／被災自治体 心の病 147 職員休職／富田博秋 
2. 2013/9/30／Date FM 「東北大学防災 UPDATES!」／東日本大震災後にみられるメンタルの問題について／
富田博秋 
3. 2013/10/20／Date FM 「東北大学防災 UPDATES!」／メンタルケアの大切さ、気を付けるべき点について
／富田博秋 
4. 2013/12/20／産経ニュース／人材不足や人間関係… 苦悩する被災地応援職員／富田博秋 
5. 2013/12/26／毎日新聞／心の被災③2 年 9 カ月の現場から～震災の記憶消化を／富田博秋 
6. 2014/02/27／宮城 NHK／被災地住民の４人に１人“うつ傾向”／富田博秋 
7. 2014/02/27／NHK 東北／被災地の住民２７％にうつ傾向／富田博秋 
8. 2014/02/27／河北新報 KolNet／東北大・宮城沿岸６市町震災後調査 ５％にＰＴＳＤ疑い／富田博秋 


















（２）国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
（３）学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 

















































































































 合計   6  名  





























ストレス制御のキーとなるホルモン：corticotropin-releasing hormone (CRH) は中枢神経以外にも、こ
































◇学術論文   
合計（ 9  ）編  
1. Ito K, Sasano H, Yaegashi n. Gynecological malignancies and diet in menopause. Nutrition and Diet in Menopause. 
Humana Press. Chapter 24. 2013.317－329. 査読無（依頼原稿） 
2. Suzuki F, Nagase S, Suzuki K, Oba E, Hiroki E, Matsuda Y, Akahira J, Nishigori H, Sugiyama T, Otsuki T, Yoshinaga K, 
Takano T, Niikura H, Ito K, Sasano H, Yaegashi N. Decreased expression of 14-3-3σ is predictive of poor prognosis for 
patients with human uterine papillary serous carcinoma. Tohoku J Exp Med. 231. 2013. 193-9.査読有 
3. 宇都宮裕貴、伊藤潔、志賀尚美、辻圭太、西本光男、八重樫伸生. 子宮体がんと性ステロイド合成阻害剤. 産
婦人科の実際. 62. 2013.1201－1206.査読無（依頼原稿） 
4. 三木康宏、笹野公伸、伊藤潔. 乳がんと性ステロイド合成阻害剤：現状と将来. 産婦人科の実際. 62. 2013. 
1247－1253.査読無（依頼原稿）. 
5. 伊藤潔. 出来て 1 年、災害産婦人科学分野の現状報告. 宮城県産婦人科医会誌. 119. 2013. 22－24.査読無（依頼
原稿） 
6. 伊藤潔, 菅原準一. 大震災時の産婦人科医療. 東日本大震災を分析する 第 2 巻 震災と人間・まち・記録.  
明石書店. 4. 2013.55－67.査読無（依頼原稿） 
7. 伊藤潔. ベセスダシステム導入後の問題点とその対策. 日本臨床細胞学会山形県支部会報. 32. 2013. 17-26.査読
無（依頼原稿） 
8. 伊藤潔. 大災害と婦人科がん医療・医学. 東北醫学雑誌. 125. 2013.253-254.査読無（依頼原稿） 
9. 志賀尚美、岡本聡、海法道子、宇都宮裕貴、永瀬智、高野忠夫、新倉仁、伊藤潔、八重樫伸生. 子宮癌肉腫
における術前内膜細胞診の意義. J.Jpn.Soc.Clin.Cytol. 53. 2014.7-12.査読有 
 
◇学会発表  
合計（   10  ）件 
○通常講演  （  5  ）件 
1. 重田昌吾、永瀬智、高山真、豊島将文、宇都宮裕貴、菅原準一、伊藤潔、八重樫伸生. 日本人女性における食
物摂取と子宮体部類内膜腺癌発症リスクについての症例対照研究. 第 61 回北日本産科婦人科学会学学術講演
会. 2013.9.7. 旭川 
2. 西本光男、宇都宮裕貴、志賀尚美、辻圭太、海法道子、鈴木史彦、徳永英樹、伊藤潔、八重樫伸生. 子宮内膜
癌における Steroid sulfatase 阻害剤の有用性に関する検討. 日本産婦人科学会第 65 回学術講演会. 2013.5.10. 札
幌 
3. 鈴木史彦、永瀬智、廣木恵理、宇都宮裕貴、伊藤潔、新倉仁、赤平純一、笹野公伸、八重樫伸生. 子宮体部漿
液性腺癌における microRNA-34b の癌抑制的な機能の検討. 日本産婦人科学会第 65 回学術講演会. 2013.5.10. 
札幌 
4. 伊藤 潔、三木康宏、田中創太、鈴木貴、笹野公伸. 震災時ストレスとその後の生活環境変化が 婦人科疾患
に及ぼす影響の解析. 災害科学国際研究所特定プロジェクト研究成果報告会. 2013.7.28. 仙台 
5. 佐藤菜保子、高木清司、鈴木貴、三木康宏、割田仁、福土審、佐藤冨美子、八重樫伸生、伊藤潔. ヒト子宮内
膜癌における CRH 発現と予後の関連. 第 51 回日本癌治療学会. 2013.10.25. 京都 
 
○基調講演・招待講演 （  5  ）件 
1. 伊藤 潔. 宮城県での取り組み―復興の先にある新たな医療システムの構築に向けて. 日本産婦人科学会第 65
回学術講演会. 2013.5.12. 札幌 
2. 伊藤 潔. 大災害と婦人科がん医療・医学‐復興の先を見据えて‐. 第９８回東北医学会総会／教授就任記念
講演会. 2013.5.24. 仙台 
3. 伊藤 潔. ベセスダシステム導入後の問題点とその対策. 第 32 回日本臨床細胞学会 山形県支部総会・学術集
会. 2013.6.29. 山形 





ート」調査概要報告. 第 12 回婦人科悪性腫瘍研究機構（JGOG）年次会議（総会）. 2013.11.29. 東京 
 
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（ 1 ）件 





合計（  3   ）件 参加者合計（ 320  ）名 
1. 伊藤 潔. 女性のがんを防ぐには？―ワクチンそして検診のはなし―. 子宮頸がんワクチンに関する講話（セ
ミナー）.2013.7.9. 南三陸町 
2. 伊藤 潔. 子宮がんの予防と診断. 第３６回ドクターサーチみやぎ 健康セミナー「女性のがんについて―子
宮がん・卵巣がん―」. 2013.12.8. 仙台 
3. 伊藤 潔.女性のがん～ならないために知っておくこと～. 河北新報社・健康の医学教室. 2014.2.25. 仙台 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 





◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
イギリス・ロンドン大学. 2013. 著書の分担執筆依頼により、閉経後での婦人科悪性腫瘍と食物の関連：
Gynecological malignancies and diet in menopause. Nutrition and Diet in Menopause. Humana Press. Chapter 24. 
を執筆した。 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 









◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
医学部 産婦人科 (共同研究・調査) 
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医学部 病理検査学分野 (共同研究・調査) 
医学部 病理診断学分野 (共同研究・調査) 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有 ） 
医学部 産婦人科 (研究組織への参加) 
医学部 病理検査学分野 (研究組織への参加) 
医学部 病理診断学分野 (研究組織への参加) 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１） 国内の研究機関との連携・協力（ 有） 
宮城県対がん協会 (共同研究・調査) 






















氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
※ 鈴木 敏彦 








氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
 相田 潤 
 千葉 美麗 
 清水 良央 
 高橋 温 
 篠田 壽 





















 合計    8 名  




























































◇学術論文   
合計（ 5 ）編  
(1) Fukuda T, Kino Y, Abe Y, Yamashiro H, Kobayashi J, Shimizu Y, Takahashi A, Suzuki T, Chiba M, Takahashi S, Inoue K, 
Kuwahara Y, Shinoda H, Hiji M, Sekine T, Fukumoto, Isogai E., Cesium radioactivity in peripheral blood is linearly 
correlated to that in skeletal muscle: Analyses of cattle within the evacuation zone of the Fukushima Daiichi Nuclear 
Power Plant,  Animal Science Journal , ( in press) 
(2) Yamashiro H, Abe Y, Fukuda T, Kino Y,  Kawaguchi I, Fukumoto M, Takahashi S, Suzuki M, Kobayashi J, Uematsu E, 
Tong B, Yamada T, Yoshida S, Sato E, Shinoda H,Sekine T, Isogai E, Fukumoto M,  Effects of radioactive caesium on 
bull testes after the Fukushima nuclear plant accident, Scientific Reports 3, 2013, doi:10.1038/srep02850, 査読有 
(3) Isogai E, Kino Y, Shinoda H, Fukumoto M, Sekine T 他 4 名, Distribution of radioactive cesium in ostrich (Struthio 
camelu M.s) after the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant Accident. Radiation Emergency Medicine 2, 2013, 68-71. 
査読有 
(4) Fukuda T, Kino Y, Irisawa A, Shinoda H, Fukumoto M 他 11 名,  Distribution of artificial radionuclides in abandoned 
cattle in the evacuation zone of the Fukushima Daiichi nuclear power plant.  PLoS one 8(1), 2013, e54312, doi: 
10.1371/journal.pone.0054312, 査読有 
(5) Takeuchi K, Aida J, Kondo K, Osaka K: Social participation and dental health status among older Japanese adults: A 
population-based cross-sectional study.  PLoS one 8(4) , 2013, e61741, doi:10.1371/journal.pone.0061741, 査読有 
 
◇学会発表  
合計（ 6 ）件 
○通常講演  （ 5 ）件 
(1) 清水良央、千葉美麗、高橋 温、鈴木 敏彦、小坂 健、福田 智一、木野 康、関根 勉、磯貝 恵美
子、福本 学、篠田 壽：福島第一原発事故被災牛の形成中硬組織への放射性物質の取り込み．日本放射線影
響学会第 56 回大会 2013 年 10 月 18 日-20 日，青森市・ホテルクラウンパレス青森． 
(2) 鈴木 敏彦、二瓶 秀和、小新井 新、木野 康志、高橋 温、清水良央、千葉美麗、小坂 健、福田 智
一、磯貝 恵美子、関根 勉、福本 学、篠田 壽：福島第一原発事故による被災動物の硬組織に含まれる放
射性ストロンチウムの抽出と解析．日本放射線影響学会第 56 回大会 2013 年 10 月 18 日-20 日，青森市・ホテ
ルクラウンパレス青森． 
(3) 篠田 壽、木野 康志、中田 章史、葛西 宏介、高橋 温、清水良央、鈴木 敏彦、千葉 美麗、小坂 
健、福田 智一、関根 勉、磯貝 恵美子、福本 学、三浦 富智：福島第一原発事故被災地域に棲息する野生
アカネズミの歯の線量解析．日本放射線影響学会第 56 回大会 2013 年 10 月 18 日-20 日，青森市・ホテルクラ
ウンパレス青森． 
(4) 高橋 温、岡 壽崇、木野 康志、鈴木 敏彦、清水良央、千葉美麗、鈴木 敏彦、福田 智一、磯貝 恵
美子、関根 勉、福本 学、篠田 壽：歯を用いた外部被曝量の測定 －ＥＳＲ法を用いた検討 －．被災動物




被災家畜の血液－筋肉感における放射性物質の濃度の相関について．日本畜産学会第 118 回大会，2014 年 3 月
26 日～29 日，つくば市・つくば国際会議場． 
 
○ポスターセッション （ 1 ）件 
(1) 小荒井 一真、木野 康志、高橋 温、鈴木 敏彦、清水 良央、千葉 美麗、小坂 健、関根 勉、福本 
学、篠田 壽：福島第一原発事故による被災牛の歯の放射性ストロンチウムの測定．第 15 回環境放射能研究会 






合計 （ 1 ）件 




合計（ 2 ）件 参加者合計（ 250 ）名 
(1) 篠田 壽：歯と放射線のはなし．乳歯を保存する会，2013 年 10 月 3 日，松戸市・松戸市民会館 




合計（  1  ）件  
 ・その他 （ 1 ）件 参加者合計（ 約 400 ）名 
(1) 福島県歯科医師会・奥羽大学（連携協力）・福島県および近隣地域在住の幼児と保護者（調査対象者），乳歯
の収集，約 400 名 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（   4   ）件 
(1) 執筆企画協力，原子力事故に関連した IRIDeS の取り組み その２ 環境中の放射性物質を記憶する「歯」。
ヒトの歯を用いた内部被曝の分析と評価を通じて，人体への影響解明に向けた基礎的データを集積，IRIDeS 
QUARTERLY Vol. 5，2013 年 11 月 30 日 
(2) その他，「乳歯でストロンチウム調査 県歯科医師会、原発事故受け」，福島民報，2013 年 12 月 24 日  
(3) その他，”Fukushima kid’s teeth to be checked for strontium 90”，The Japan Times，2014 年 1 月 19 日 
(4) その他，「乳歯から被ばく量推計 県歯科医師会と東北・奥羽大」，福島民友，2014 年 2 月 4 日  
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
(1) タイ王国，The Dental Council of Thailand，2013 年 12 月 26～28 日，講演（The Scientific Conference on the 9th  
Anniversary of Tsunami Incident in Thailand）および現地関係者との情報交換 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 




◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
(1) 大学院歯学研究科修士課程１年次学生１名 





研究活動欄に記載の通り（小荒井 一真、木野 康志、高橋 温、鈴木 敏彦、清水 良央、千葉 美麗、小坂 
健、関根 勉、福本 学、篠田 壽：福島第一原発事故による被災牛の歯の放射性ストロンチウムの測定．第 15
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回環境放射能研究会 2014 年 3 月 6 日-8 日，つくば市・日高エネルギー加速器研究機構．） 
 また上記発表により、研究会奨励賞を受賞した（2014 年 3 月 8 日）。 
 
◇ポストドクターの活用（ 有 ） 
〈活用形態〉 










◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 










（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
奥羽大学，協定の締結（放射線の健康影響に係る調査事業に関する連携協力） 
























研究代表者 小野田 泰明 



































































 合計  11 名  






















































◇学術論文   




日本都市計画学会学術論文集、48-3、2013 年 11 月、837-842、査読有 
姥浦道生、石巻市・市街地部を中心とした復興の現状と課題－「事業」「空間」「時間」の総合性に着目して－ 
東日本大震災復興と減災まちづくり円卓会議公開研究会資料、日本建築学会巨大災害からの回復力が強いまちづ






ン講演集， No.9, pp 207-210，2013，査読無 
 
◇著書 




合計（  11  ）件 
○通常講演  （ 4 ）件 
Ubaura,M.、Reconstruction Plans and Planning Process after the Great East Japan Earthqquake 
The 3rd Japanese-German University President’s Conference(HeKKSaGOn University Consortium)  
2013.9.13-14、Göttingen・Germany 
松田達夫・平野勝也・小野田泰明・土岐文乃・菅原麻衣子・小林徹平，石巻市雄勝地域中心部における高台移転計
画と造成デザイン，土木学会・土木学会景観デザイン研究発表会，2013.12.14-15，東京都・東京工業大学   
小林徹平・小野田泰明・平野勝也・浜辺隆博・松田達生:石巻市鮎川浜における防災集団移転事業/土木学会・第 48
回土木計画学秋大会/2013 年 11 月 2 日-4 日/大阪・大阪市立大学 
小林徹平・平野勝也・松田達生，石巻市の漁村集落における防災集団移転促進事業から見える課題，土木学会・土
木学会景観デザイン研究発表会，2013.12.14-15，東京都・東京工業大学   
 
○基調講演・招待講演 （ 7 ）件 
Yasuaki Onoda,／Issues and Tasks; Things that three years’ struggle has taught us-Reconstruction Works from Tohoku 
Earthquake and Tsunami／City and architecture after March 11th - How do architects regenerate the local?／March.15 , 2014
／Maison de la culture du Japon, Paris, France 
Yasuaki Onoda,／Issues and Tasks; Things that three years’ struggle has taught us-Reconstruction Works from Tohoku 
Earthquake and Tsunami／Architect Lecture Series 2014／March.14 , 2014／Ecole Nationale Superieure d'Architecture 
Paris-Malaquais, Paris, France 
小野田泰明／復興事業と文化施設の再生-釜石中心部の復興計画から-／JATET FORUM 2013/14／2014 年 01 月
29 日／座・高円寺、東京 
小野田泰明／東日本大震災からの復興業務を担当して-何が復興プロセスの差となって表れるのか-／復興まちづ
くり講演会／愛知県・愛知県都市整備協会／2014 年 01 月 15 日／東建ホール丸の内・名古屋市・愛知県 
小野田泰明／建築と土木の協同作業としての復興／土木学会東北支部／土木の日特別行事：防災に関するシンポ
ジウム／2013 年 12 月 06 日／仙台市情報産業プラザ・アエル・仙台市 
Yasuaki Onoda／Actual Condition of Reconstruction Works-The report from a Tsunami affected areas／Design at 
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Risk ,Urban Humanities Lecture Series／Nov. 11, 2013／De Cafe: Lecture Hall, UCLA, LA, USA 
小野田泰明／東日本大震災における復興計画／日本建築学会東北支部 東日本大震災災害調査報告会／2013 年 5
月 11 日／せんだいメディアテーク・仙台市 
 
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（ 16 ）件 








小野田泰明，東日本大震災からの復興における高齢社会への対応，Civil Engineering Consultant Vol.263，10-13，
2014 
平川新・今村文彦・東北大学災害科学国際研究所編著、東日本大震災を分析する２震災と人間・まち・記録    
（姥浦担当部分：第 2 部第 1 章「復興まちづくりのあり方」、94-103）、2013 年 6 月 
姥浦道生、石巻中心市街地の住民主導型復興まちづくり、地盤工学会誌、No.19、41-42、2013 年 6 月（依頼原稿） 
姥浦道生、震災復興の過程における建築家とプランナー、建築雑誌、No.1651、Vol.128、44-45、2013 年 11 月（依
頼原稿） 
姥浦道生、震災 3 年後における復興計画の課題－「事業」「空間」「時間」「主体」の総合性の確保の観点から、 
人と国土 21、Vol.39、No.6、6-9、2014 年 3 月（依頼原稿） 
平野勝也，第 73 回論説（2） 復興の現場から見た土木工学の進むべき道，土木学会誌，Vol.98 no.8 August 2013 
平野勝也，防潮堤とまちづくり，日本地震工学学会誌，査読無し，No.19，13-14，2013 
平野勝也，各人各説 防潮堤雑感，ACE 建設業界，査読無し，2013 年９月号，30-30，2013 
平野勝也，防潮堤，建設物価，2013・9 月号，査読無し，記事 8-9，2013 
平野勝也，制度疲労，建設物価，2013・12 月号，査読無し，記事 8-9，2013 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（  1  ）件  参加者合計（ 200 ）名 
 
○国内学会大会 （ 1 ）件 参加者（ 200 ）名 





合計（  3  ）件 参加者合計（   ）名 
小野田泰明／災害復興公営住宅の供給計画／第 29 回日本住宅会議サマーセミナー／2013 年 8 月 26 日／JA ビル
宮城 大会議室・仙台市 
小野田泰明／東日本大震災における復興計画／自治体フォーラム研修会／2013 年 6 月 17 日／市町村職員中央研
修所（市町村アカデミー）・幕張市 
姥浦道生、石巻の復興の実態と課題、日本都市計画家協会勉強会、2013 年 4 月 4 日、東京 
 
◇学外での社会活動 
合計（ 9 ）件  
  
148
・行政・企業との連携 （ 6 ）件 参加者合計（    ）名 
小野田泰明，石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 副座長（2013-現在） 
平野勝也・姥浦道生，石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 委員（2013-現在） 
姥浦道生，石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 市街地 WG 座長（2013-現在） 
平野勝也，石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 半島部ＷＧ 座長（2013-現在） 
小野田泰明，石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 公営住宅 WG 座長（2013-現在） 
平野勝也，東北地方整備局 旧北上川河口部川まちづくり検討会 委員（2013-現在） 
 
・地域コミュニティ（自治会など）との連携 （ 3 ）件 参加者合計（   ）名 
小野田泰明・平野勝也，石巻まちなか創成協議会 委員（2011-現在） 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み 
小野田泰明，インドネシア，ガジャマダ大学，2013 年 11 月～2014 年 1 月，復興に関する調査・意見交換と災害
実践学復興シンポジウムの開催（2014 年 1 月 13 日） 




◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 








研究代表者 小野 裕一 
所属部門・分野 情報管理・社会連携部門 社会連携オフィス 































































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
佃 悠 工学研究科 都市・建築
学専攻 助教 
都市・建築学 研究支援 
 合計   9 名  























































合計（  1  ）件 





合計（ ２ ）件  参加者合計（ ８０）名 
（１）Expert Group Meeting (EGM) on Improving Disaster Data to Build Resilience in Asia and the Pacific／２０１３
年９月３０日‐１０月１日／仙台・東北大学／５０名・算出方法当日受付／主催 






◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
 


























氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
大野 晋※ 
源栄 正人 




















山形大学・准教授 地盤・基礎構造 地盤・基礎構造被害評価 
 合計   ４ 名  















































◇学術論文   












Susumu Ohno, Eita Mitsuya, Satoru Koike, and Masato Motosaka，Site amplification characteristics of 
the 2011 Tohoku earthquake sequence in Sendai, Japan, and their interpretations by the irregular 






被害の関係：東北地域災害科学研究，50, 2014，pp.49-52 ，査読無 
 
◇学会発表  
合計（  2  ）件 
○通常講演  （ 1 ）件 
Susumu Ohno，Site amplification characteristics of the 2011 Tohoku earthquake sequence in Sendai, 
Japan, and their interpretations by the irregular subsurface structures, 11SEGJ, 2013年 11月 18-20日，
横浜，新横浜プリンスホテル 
 





◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 







日本建築学会東北支部研究報告会／2013年 6月 23日／1件・1名 
日本地震工学会・大会／2013年 11月 12日／1件・350名 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 有  ） 






















































































 合計   7 名  



























































◇学術論文   








合計 （ 6  ）件  
○通常講演 
1) Kentaro IMAI, Kenji Harada, Yukihiro Minami, Seiji Kawaguchi, Ei-ichi Ninomiya, Fumihiko IMAMURA, 














◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 















（１）東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
























氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
 





















氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
 






















 合計   3 名  

























































◇学術論文   
合計（ １２  ）編  
（１） A. Matsumoto, A. Mano, U. Mitsui and M. Hanzawa (2013): Armor Block Stability of Submerged Breakwaters 
Predicted by Numerical Wave Flume, Journal of Coastal Research, SI 65, pp.338-343, 12th International Coastal 
Symposium 2013, Plymouth University, UK, 8-12 April 2013.DOI: 10.2112/SI65-058.1 （査読有） 
（２） A. Mano, T. Iida, K. Udo and H. Tanaka (2013): Breaking process and mechanism of coastal leaves on Sendai Bay 
Coast hit by the 2011 mega tsunami, Journal of Coastal Research, SI 65, pp.772-777, 12th International Coastal 
Symposium 2013, Plymouth University, UK, 8-12 April 2013.DOI: 10.2112/SI65-131.1（査読有） 
（３） Tatsuki Iida, Shuichi Kure, Keiko Udo Akira Mano, and Hitoshi Tanaka (2013): Breaching of Coastal Levees by the 
Return Flow of 2011 Tsunami, AOGS 10th Annual Meeting, 24-28 June 2013, Brisbane, Australia, Oral, OS22-A004, 
28 June, 2013. （査読有） 
（４） Tatsuki Iida, Shuichi Kure, Keiko Udo, Akira Mano and Hitoshi Tanaka (2013): Breach Process Simulation of 
Coastal Levees Broken, the 9th APRU, 28-29 Oct. 2013, National Taiwan University,  Taipei, China, Poster, 28 Oct. 
2013, The 9th APRU Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim Proceedings, pp214, 2013. 
（査読有） 
（５） 有働恵子、田中 仁、真野 明、武田百合子(2013): 東北地方太平洋沖地震津波による宮城県仙台湾南部
海岸の海浜変形特性、第 60 回海岸工学講演会、九州大学医学部百年講堂、平成 25 年 11 月 13 日～15
日、口答発表、11 月 14 日（木）、土木学会論文集 B2（海岸工学）、vol 69, No.2, I_1391-I1395, 2013（査読
有） 
（６） 田中 仁、Mohammad BagusAdityawan、有働恵子、真野 明 (2013): 津波による旧川位置での河道形成と
戻り流れの排水機能、第 60 回海岸工学講演会、九州大学医学部百年講堂、平成 25 年 11 月 13 日～15 日、
口答発表、11 月 15 日（金）、土木学会論文集 B2（海岸工学）、vol. 69, No.2, I_1391-I_1395, 2013（査読有） 
（７） Nguyen Xuan Dao, 田中 仁、Mahammad Bagus Adityawan、有働恵子、真野 明(2014): 東日本大震災津波
による石巻海岸での海浜地形変化、第 60 回海岸工学講演会、九州大学医学部百年講堂、平成 25 年 11 月
13 日～15 日、口答発表、11 月 15 日（金）、土木学会論文集 B2（海岸工学）、vol. 69, No.2, I_281-I_285, 
2013（査読有） 
（８） Tatsuki Iida, Akira Mano, Keiko Udo and Hitoshi Tanaka (2014): Destruction Patterns and mechanisms of Coastal 
Levees on the Sendai Bay Coast Hit by the 2011 Tsunami, Advances in Natural and Technological Hazards Research, 
Tsunami Events and Lessons Learned, Springer, Chapter 16, pp. 309-320.Doi: 10.1007/978-94-007-7269-4, ISSN: 
1878-9897（査読有） 
（９） 飯田立樹、呉 修一、有働恵子、真野 明、田中 仁 (2014):東北地方太平洋沖地震津波による海岸堤防
破堤箇所周辺の浸食要因の考察、第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸大学工学研究
科、六甲台第 2 キャンパス、口答発表、3 月 4 日（火）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, No.4, pp 
I_1153-I_1158, 2014. （査読有） 
（１０） 平田吉成、真野 明、有働恵子、呉 修一 (2014): k-ε モデルによる植生のある急勾配流れの乱れ予測、
第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸大学工学研究科、六甲台第 2 キャンパス、口答発
表、3 月 6 日（木）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, No.4, pp I_859-I_864, 2014. （査読有） 
（１１） 茅根康佑、蘆 敏、田中 仁、梅田 信、真野 明、佐々木幹夫、川越清樹、土屋十圀、三戸部佑太 
(2014): 東北三県における津波の河川遡上特性、第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸
大学工学研究科、六甲台第 2 キャンパス、口答発表、3 月 4 日（火）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, 
No.4, pp I_1165-I_1170, 2014. （査読有） 
（１２） Hitoshi Tanaka, Mohammad Bagus Adityawan and Akira Mano (2014): Morphological changes at the Nanakita River 








合計（ １２ ）件 
○通常講演  （ １２）件 
（１） A. Matsumoto, A. Mano, U. Mitsui and M. Hanzawa (2013): Armor Block Stability of Submerged Breakwaters 
Predicted by Numerical Wave Flume, Journal of Coastal Research, SI 65, pp.338-343, 12th International Coastal Symposium 
2013, Plymouth University, UK, 8-12 April 2013.DOI: 10.2112/SI65-058.1 （査読有） 
（２） A. Mano, T. Iida, K. Udo and H. Tanaka (2013): Breaking process and mechanism of coastal leaves on Sendai Bay 
Coast hit by the 2011 mega tsunami, Journal of Coastal Research, SI 65, pp.772-777, 12th International Coastal Symposium 
2013, Plymouth University, UK, 8-12 April 2013.DOI: 10.2112/SI65-131.1（査読有） 
（３） Tatsuki Iida, Shuichi Kure, Keiko Udo Akira Mano, and Hitoshi Tanaka (2013): Breaching of Coastal Levees by the 
Return Flow of 2011 Tsunami, AOGS 10th Annual Meeting, 24-28 June 2013, Brisbane, Australia, Oral, OS22-A004, 28 June, 
2013. （査読有） 
（４） Tatsuki Iida, Shuichi Kure, Keiko Udo, Akira Mano and Hitoshi Tanaka (2013): Breach Process Simulation of 
Coastal Levees Broken, the 9th APRU, 28-29 Oct. 2013, National Taiwan University,  Taipei, China, Poster, 28 Oct. 2013, 
The 9th APRU Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim Proceedings, pp214, 2013. （査読有） 
（５） 有働恵子、田中 仁、真野 明、武田百合子(2013): 東北地方太平洋沖地震津波による宮城県仙台湾南
部海岸の海浜変形特性、第 60 回海岸工学講演会、九州大学医学部百年講堂、平成 25 年 11 月 13 日～15 日、口答
発表、11 月 14 日（木）、土木学会論文集 B2（海岸工学）、vol 69, No.2, I_1391-I1395, 2013（査読有） 
（６） 田中 仁、Mohammad BagusAdityawan、有働恵子、真野 明 (2013): 津波による旧川位置での河道形成
と戻り流れの排水機能、第 60 回海岸工学講演会、九州大学医学部百年講堂、平成 25 年 11 月 13 日～15 日、口答
発表、11 月 15 日（金）、土木学会論文集 B2（海岸工学）、vol. 69, No.2, I_1391-I_1395, 2013（査読有） 
（７） Nguyen Xuan Dao, 田中 仁、Mahammad Bagus Adityawan、有働恵子、真野 明(2014): 東日本大震災津
波による石巻海岸での海浜地形変化、第 60 回海岸工学講演会、九州大学医学部百年講堂、平成 25 年 11 月 13 日
～15 日、口答発表、11 月 15 日（金）、土木学会論文集 B2（海岸工学）、vol. 69, No.2, I_281-I_285, 2013（査読有） 
（８） Tatsuki Iida, Akira Mano, Keiko Udo and Hitoshi Tanaka (2014): Destruction Patterns and mechanisms of Coastal 
Levees on the Sendai Bay Coast Hit by the 2011 Tsunami, Advances in Natural and Technological Hazards Research, Tsunami 
Events and Lessons Learned, Springer, Chapter 16, pp. 309-320.Doi: 10.1007/978-94-007-7269-4, ISSN: 1878-9897（査読
有） 
（９） 飯田立樹、呉 修一、有働恵子、真野 明、田中 仁 (2014):東北地方太平洋沖地震津波による海岸堤
防破堤箇所周辺の浸食要因の考察、第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸大学工学研究科、六
甲台第 2 キャンパス、口答発表、3 月 4 日（火）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, No.4, pp I_1153-I_1158, 2014. 
（査読有） 
（１０） 平田吉成、真野 明、有働恵子、呉 修一 (2014): k-ε モデルによる植生のある急勾配流れの乱れ予測、
第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸大学工学研究科、六甲台第 2 キャンパス、口答発表、3 月
6 日（木）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, No.4, pp I_859-I_864, 2014. （査読有） 
（１１） 茅根康佑、蘆 敏、田中 仁、梅田 信、真野 明、佐々木幹夫、川越清樹、土屋十圀、三戸部佑太 
(2014): 東北三県における津波の河川遡上特性、第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸大学工学
研究科、六甲台第 2 キャンパス、口答発表、3 月 4 日（火）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, No.4, pp I_1165-
I_1170, 2014. （査読有） 
（１２） Hitoshi Tanaka, Mohammad Bagus Adityawan and Akira Mano (2014): Morphological changes at the Nanakita 




合計（  ３   ）件 参加者合計（ ６００）名 
（１） 真野明/2011 年大津波による減災施設の被害と復興/厚岸翔洋高校防災講演会/2013 年 10 月 14 日/厚岸町・
厚岸翔洋高校 





3 月 11 日/八戸市公民館 
 
◇東日本大震災に関する東北支部学術合同調査委員会報告書の刊行（委員長）/2013 年 9 月/1200 頁 DVD 
 
◇学外での社会活動 
合計（ 1 ）件  
 ・小中高との連携  （ １  ）件  参加者合計（  ２００  ）名 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有  ） 
（１）インドネシア、バンドン工科大学、2013 年 10 月 16 日、水災害の情報交換と研究発表, Destruction 
Process and Mechanism of Coastal Levees Hit by 2011 Mega Tsunami 
（２）イギリス、UCL、2013 年 11 月 22 日、災害の共同研究の進め方について議論および研究発表、Large 
scale scouring by the 2011 Tohoku Tsunami 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （  無 ） 
 
３ 教育上の効果 




（１） Tatsuki Iida, Shuichi Kure, Keiko Udo Akira Mano, and Hitoshi Tanaka (2013): Breaching of Coastal Levees by the 
Return Flow of 2011 Tsunami, AOGS 10th Annual Meeting, 24-28 June 2013, Brisbane, Australia, Oral, OS22-A004, 
28 June, 2013. （査読有） 
（２） Tatsuki Iida, Shuichi Kure, Keiko Udo, Akira Mano and Hitoshi Tanaka (2013): Breach Process Simulation of 
Coastal Levees Broken, the 9th APRU, 28-29 Oct. 2013, National Taiwan University,  Taipei, China, Poster, 28 Oct. 
2013, The 9th APRU Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim Proceedings, pp214, 2013. 
（査読有） 
（３） Nguyen Xuan Dao, 田中 仁、Mahammad Bagus Adityawan、有働恵子、真野 明(2014): 東日本大震災津波
による石巻海岸での海浜地形変化、第 60 回海岸工学講演会、九州大学医学部百年講堂、平成 25 年 11 月
13 日～15 日、口答発表、11 月 15 日（金）、土木学会論文集 B2（海岸工学）、vol. 69, No.2, I_281-I_285, 
2013（査読有） 
（４） Tatsuki Iida, Akira Mano, Keiko Udo and Hitoshi Tanaka (2014): Destruction Patterns and mechanisms of Coastal 
Levees on the Sendai Bay Coast Hit by the 2011 Tsunami, Advances in Natural and Technological Hazards Research, 
Tsunami Events and Lessons Learned, Springer, Chapter 16, pp. 309-320.Doi: 10.1007/978-94-007-7269-4, ISSN: 
1878-9897（査読有） 
（５） 飯田立樹、呉 修一、有働恵子、真野 明、田中 仁 (2014):東北地方太平洋沖地震津波による海岸堤防
破堤箇所周辺の浸食要因の考察、第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸大学工学研究
科、六甲台第 2 キャンパス、口答発表、3 月 4 日（火）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, No.4, pp 
I_1153-I_1158, 2014. （査読有） 
（６） 平田吉成、真野 明、有働恵子、呉 修一 (2014): k-ε モデルによる植生のある急勾配流れの乱れ予測、
166
 
第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸大学工学研究科、六甲台第 2 キャンパス、口答発
表、3 月 6 日（木）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, No.4, pp I_859-I_864, 2014. （査読有） 
（７） 茅根康佑、蘆 敏、田中 仁、梅田 信、真野 明、佐々木幹夫、川越清樹、土屋十圀、三戸部佑太 
(2014): 東北三県における津波の河川遡上特性、第 58 回水工学講演会、平成 26 年 3 月 4 日～6 日、神戸
大学工学研究科、六甲台第 2 キャンパス、口答発表、3 月 4 日（火）、土木学会論文集 B1 (水工学), vol.70, 
No.4, pp I_1165-I_1170, 2014. （査読有） 
 






◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（  無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（  無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（  無 ） 
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 合計   ２ 名  




















2013 年度は，主に仙台湾南部海岸の 2011 年津波による海浜変形特性の解析を行った．陸海域を
含む津波による地形変化とその後の回復過程が初めて明らかにされ，仙台湾南部海岸全域で押し波
時に水深 15m 以上の地点から侵食が生じたことが明らかとなった．さらに，激しい侵食が生じた



































◇学術論文   
合計（  ３）編  
１． 有働恵子，東北地方太平洋沖地震津波による仙台湾南部海岸の侵食とその回復過程，水環境学会誌，Vol. 







合計（   ４ ）件 
○通常講演  （  ３ ）件 
【単独・筆頭報告者】 
有働恵子，東北地方太平洋沖地震津波による宮城県仙台湾南部海岸の海浜変形特性，海岸工学講演会，2013 年 11
月 14日，福岡市・九州大学医学部百年講堂．  
【共同研究】 
高村まや，2001年から2013年にかけての仙台湾南部海岸における海底地形変化，東北地域災害科学研究集会，50，




○基調講演・招待講演 （  １ ）件 
【単独・筆頭報告者】 
有働恵子，東北地方太平洋沖地震津波による仙台湾南部海岸の侵食とその回復過程，（社）水環境学会東北支部講
演会，2013年 5月 30日，仙台市・戦災復興記念館． 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
タイ国，カセサート大学，2013年 5月 9～14日，共同研究打ち合わせ 
タイ国，カセサート大学，2013年 11月 11～13日，共同研究打ち合わせ 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
タイ国，カセサート大学，2013年 4月～2014年 3月，共同研究 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 
 








◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 















































































 合計  5 名  




2013 年 1月 15日～18日にかけて、インドネシアの首都ジャカルタで熱帯モンスーンにともなう
豪雨により大規模な洪水氾濫が発生し、研究代表者および分担者をメンバーとする緊急水害調査団























































◇学術論文   
合計（４）編  
1) Bricker, J. D., R. Tsubaki, A. Muhari, and S. Kure, “Causes of the January 2013 Canal Embankment 
Failure and Urban Flood in Jakarta, Indonesia” Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. 
B1 (Hydraulic Engineering), Vol.70, No.4 pp.I_91-I_96, 2014, 査読有. 
2) Muhari A., S. Kure, J. D. Bricker and Y. Fukutani, “Evacuation decision during the flood: a case 
from the 2013 Jakarta flood”，東北地域災害科学研究，第50巻，pp.257-262, 2014, 査読無. 
3) 福谷 陽，呉修一, ジェレミー・ブリッカー, アブドル・ムハリ, “2013年 1月に発生したジャカルタ洪水
時の降雨特性と企業の洪水対策”，東北地域災害科学研究，第50巻，pp.251-256, 2014, 査読無. 
4) Kure S., J. D. Bricker, A. Muhari1, Y. Fukutani, M. Farid, and A. Mano,“Characteristics of the 
2013 Jakarta Flood in Indonesia” Proceedings of the 6th Asia Pacific Association of Hydrology and 




○通常講演  （６）件 
1) Bricker, J. D., R. Tsubaki, A. Muhari, and S. Kure：Causes of the January 2013 Canal Embankment 
Failure and Urban Flood in Jakarta, Indonesia, 土木学会水工学講演会，神戸大学，2014年 3月 4日-6
日. 
2) 福谷 陽，呉修一, ジェレミー・ブリッカー, アブドル・ムハリ：2013年 1月に発生したジャカルタ洪水時
の降雨特性と企業の洪水対策，東北地域災害科学研究集会，秋田大学工学資源学部，2014年 1月 7日-8日. 
3) Muhari A., S. Kure, J. D. Bricker and Y. Fukutani：Evacuation decision during the flood: a case 
from the 2013 Jakarta flood，東北地域災害科学研究集会，秋田大学工学資源学部，2014年 1月 7日-8日. 
4) 呉修一, A. Muhari, 福谷陽, J.D. Bricker, 有働恵子，真野明：2013年インドネシア・ジャカルタ洪水に関
する現地調査，水文・水資源学会2013年度研究発表会，神戸大学，2013年 9月 25日-27日. 
5) 呉修一, 福谷陽, A. Muhari, J.D. Bricker, 有働恵子，真野明：2013年インドネシア・ジャカルタ洪水の特
徴，平成25年度土木学会全国大会,II-133, 日本大学津田沼キャンパス，2013年 9月 4日-5日. 
6) Kure S., J. D. Bricker, A. Muhari1, Y. Fukutani, M. Farid, and A. Mano：Characteristics of the 
2013 Jakarta Flood in Indonesia, the 6th Asia Pacific Association of Hydrology and Water Resources 





1) 呉修一, J. D. Bricker, Abdul Muhari, 福谷陽, F. Hanan：ジャカルタ現地水害調査2013年 2月 10日‐13




1) Kompas.com （ジャカルタの報道web媒体） 
http://sains.kompas.com/read/2014/01/17/0942528/Jebol.Tanggul.Latuharhary.Mungkinkah.Terjadi.Lagi 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 




◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
Dr.Mohammad Farid，インドネシア，バンドン工科大学，2013年 4月 1日-2014年 3月 31日，共同研究，データ
の収集，モデルの構築等． 
 








◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
５ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
６ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 無 ） 
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 合計  4 名  
























（標高約 10m）にて現地調査を実施した．最大約 2m の湖底堆積物を採取した結果，砂層が 1 層の
み存在すること，海岸からの距離が増すにつれて層厚が薄くなり，粒径が細粒化するなど，津波堆
積物の特徴を有していることが明らかになった．放射性炭素年代測定及び火山灰分析の結果，この
































合計（  2  ）件 
○通常講演  （  1 ）件 
後藤和久・菅原大助・柳澤英明，津波堆積物の層厚の支配要因 ―2 パーセント問題―．2014 年日本堆積学会，
2014 年 3 月 16 日，山口市，山口大学 
 
○基調講演・招待講演 （  １ ）件 
Goto, K., The 2011 Tohoku-oki tsunami and paleotsunami deposits at the Pacific coast of Tohoku. 2nd G-EVER International 
Symposium and the 1st IUGS & SCJ International Workshop, 20 October 2013, 仙台, 仙台市情報・産業プラザ 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（  2  ）件  参加者合計（ 173 ）名 
○国内学会研究会（ 2  ）件 参加者（ 85 ）名 




合計（  ２   ）件 参加者合計（ 不明 ）名 
後藤和久，地質学と歴史学が伝える東北地方の津波履歴，岩沼市市民講演会，2013 年 11 月 3 日，岩沼市，岩沼市
民会館 




 合計（   3   ）件 
出演，「津波堆積物の研究成果発表」，NHK ニュース，平成 25 年 9 月 18 日 
出演，「大津波の地層を掘り出し」．NHK ニュース，平成 25 年 9 月 7 日 
取材協力，「延宝津波，実は波高 14－17m？」．日刊大衆日報（3 面），平成 25 年 8 月 30 日 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 






Hashimoto, K., Goto, K., Sugawara, D., Imamura, F., Tsunami deposits distribution in Sendai Plain evaluated by Sediment 













◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 











































































 合計  5 名  



























































合計（  2  ）件 
○通常講演  （  2 ）件 
Daisuke Sugawara, Tomoyuki Takahashi and Fumihiko Imamura, 2nd G-EVER International Symposium and the 1st IUGS & 
SCJ International Workshop, 20 October 2013, 仙台, 仙台市情報・産業プラザ 
菅原大助・成瀬 元・後藤和久，堆積粒子の巻き上げに伴うエネルギー散逸を考慮した津波土砂移動の計算と検




合計（  2   ）件 参加者合計（ 不明 ）名 
菅原大助，869 年貞観地震・津波と東日本大震災の比較検証，シンポジウム「災害の歴史から今後の防災を考える」
2013 年 9 月 1 日（日），東松島市コミュニティセンター 
菅原大助，津波堆積物調査とコンピューターシミュレーションから大津波の実態を探る－東北地方を襲った現在・
過去の大津波について－，るねっ・サイエンス あれから３年…，2014 年 3 月 9 日，仙台市科学館 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
ニューサウスウェールズ大学・研究分担者 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 






＜学会発表 2 件＞ 
Iijima, Y., Sugawara, D., Goto, K., Chagué-Goff, C., Hayase, R., Hashimoto, K., Kon, S., Nakamura, N., Goff, J., Possible 
paleo-tsunami deposits at Rikuzentakata City, Japan. Regional Conference of the International Geographical Union, August 4-
9, 2013, Kyoto. 
Kon, S., Nakamura, N., Goto, K., Sugawara, D., Chague-Goff, C., Iijima, Y., Goff, J., Magnetic anisotropies for tsunami 
deposits: Application to the 3.11, Japan Geoscience Union Meeting, May 19-24, 2013, Makuhari Messe. 
 








◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
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◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 



















































































 合計    ６ 名  





























































○通常講演  （2）件 
野内類、避難行動とリスク認知、日本心理学会第 77 回大会、 2013 年 9 月 19 日―21 日、札幌 
Nouchi R、Rethinking of disasters from psychology and cognitive neuroscience、UK Japan Disaster Risk Reduction 
Workshop、2013 年 11 月 21 日―23 日、London, UK 
 
○ポスターセッション （1）件 
Nouchi R, Sugiura M, Kawashima R、The power of imaging negative emotional futures on the memory performance、9th 














































氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
※奥村 誠 
 
  高橋 信 
 
 杉浦 元亮 
 
  島田 明夫 
 
  今井健太郎 
 
  佐藤 翔輔 
 









































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
  上原 鳴夫 
 




















 合計  10  名  




























































◇学術論文   











 合計（ 1 ）冊 
奥村誠・藤原潤子・植田今日子・神谷大介,途絶する交通・孤立する地域,193頁,東北大学出版会,2013年,共編著 
◇学会発表  
合計（  8   ）件 







Makoto Okumura, Lessens for humanitarian logistics management from the Great East Japan Earthquake, Lecture in Policy 
Discussion in the World Bank Project on “Learning from the Large Scale Disaster”, 2013.6.26, Sendai.  
Kazuaki Okubo, Jinyoung Kim and Makoto Okumura， Sustainable land-use planning model for disaster affected areas, 
International Symposium on City Planning 2013，2013.8.23, Sendai, Japan, 
Makoto OKUMURA, Jinyong KIM, Kazuaki OKUBO， Community Restoration/Relocation Planning Model for Safety, 
Convenience and Sustainability, Dealing with Disaster, 2013.9.6, New Castle, UK. 
Jinyoung Kim, Hisamoto Hanabusa, Makoto Okumura,  Development of the traffic evacuation simulation, The 9th APRU 
Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim, 2013.10.29, Taipei, Taiwan. 
 
○基調講演・招待講演 （  1  ）件 
Okumura Makoto, Adaptation Strategies for Risk and Uncertainty: The Role of an Interdisciplinary Approach including 
Natural and Human Sciences, RIHN 8th International Symposium "Risk Societies, Edge Environments: Ecosystems and 
Livelihoods in the Balance” 2013.10.24, Kyoto, RIHN. 
  
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 











◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（  無 ） 
 








◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
 大学院工学研究科土木工学専攻 修士学生 
 
〈学生による成果発表〉 
 有：土木計画学研究発表会における論文発表，2013.6.1，1 件，50 名(セッション参加者) 
 








◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 




（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
 和歌山県有田郡広川町濱口梧陵記念館津波防災教育センター，調査への協力 
 人と防災未来センター，調査への協力 





























































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計 ４  名  

















































URL 等 NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワーク http://www.miyagi-shiryounet.org/ 





◇学術論文   
合計（ ７ ）編  
・平川新「歴史文化をめぐる多様性の危機―震災の衝撃」、竹内和彦・中静透編『震災復興と生態適応―国連生物
多様性の 10 年と RIO＋20 に向けて』国際書院、2013 年、125-136 頁、査読無（依頼原稿） 
・天野真志「歴史資料の津波被害と保全対策：東日本大震災における NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワークの




大災害から守る 地域歴史資料学の構築』東京大学出版会、2014 年、査読無（依頼原稿） 
・蝦名裕一「大規模災害における資料保全ネットの活動―東日本大震災における宮城資料ネットの活動から」、奥







合計（  ８  ）件 
○基調講演・招待講演 （ ９ ）件 
・平川新「民家からレスキューされた美術品」、美術史学会博物館美術館委員会主催シンポジウム「震災とミュ
ージアム―そのとき私たちは何ができるのか」、2013 年 4 月 21 日、宮城県仙台市・仙台市博物館 
・平川新「歴史学と災害科学をつなぐ」、土木学会東日本大震災土木史シンポジウム、2013 年 6 月 23 日、宮城
県仙台市・東北大学大学院工学研究科 
・平川新「災害が進めた学際連携―文化財を未来へ―」、文化財保存修復学会第 35 回大会特別講演、2013 年 7
月 21 日、宮城県仙台市・東北大学川内萩ホール 
・佐藤大介「災害を超え、よみがえる仙台の文字文化 歴史資料保全活動 10 年の軌跡」、日本図書館文化史学
会 2013 年度研究集会、2013 年 9 月 14 日、宮城県仙台市・東北大学川内北キャンパス 
・平川新「アーカイブズのレスキュー活動」国文学研究資料館アーカイブズカレッジ短期コース、2013 年 11 月
13 日、岩手県遠野市・遠野市立図書館 
・佐藤大介「宮城での史料保全の歩み―「ふるさとの歴史」を守り伝えるために―」、地域歴史資料国際シンポ
ジウム、2013 年 12 月 1 日、大阪府大阪市・神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ 
・天野真志“ Miyagi Shiryounet (Network for Preserving Historical Materials)A regional initiative to preserve historical 
materials”、文化財保存修復学会災害対策調査部会「日本と米国の文化財研究者意見交換会」、2013 年 12 月 6
日、東京都台東区・東京国立博物館 
・天野真志” Dealing with disaster-damaged historical documents in paper medium”、 文化財保存修復学会災害対策調
査部会「日本と米国の文化財研究者意見交換会」、2013 年 12 月 6 日、東京都台東区・東京国立博物館 
・佐藤大介「地元の歴史をのこす・学ぶ―宮城での取り組みから―」、日本史研究会 2014 年 1 月例会、2014 年
1 月 26 日、京都府京都市・機関紙会館 
 
○ポスターセッション （ １ ）件 
・NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワーク（平川新・佐藤大介・蝦名裕一・天野真志・安田容子）、NPO 法人














合計 （ １  ）件 
・2013 年度情報処理学会山下記念研究賞、2014 年 3 月 11 日、国内、情報処理学会、個人、天野真志 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（ １  ）件  参加者合計（ 40  ）名 
○国際学術講演会（ １ ）件 参加者（ 40  ）名 




◇講演会・市民講座などでの発表 合計（ ８  ）件  
・平川新「歴史文化遺産を未来へ伝えるために」、全国史跡整備市町村協議会（全史協）第 1 回役員会、2013 年 6
月 26 日、東京都千代田区・砂防会館 
・佐藤大介「村田町、生い立ちの頃―山田家文書の概観から―」、公開講演会「よみがえる村田の歴史 江戸時代
からのメッセージ」、2013 年 6 月 29 日、宮城県村田町・村田道の駅交流館 
・佐藤大介「旧岩切郵便局の歴史資料レスキュー 成果と課題」、仙台市岩切文化センター市民講演会「うしなわ
れた文化財から地域を考える」、2013 年 12 月 13 日、宮城県仙台市・仙台市岩切市民センター、 
・佐藤大介「東日本大震災での歴史資料保全活動—大学 NPO の取り組み 成果と課題—」、平成 25 年度宮城県史
蹟整備市町村協議会第２回定例会報告講演、2014 年 1 月 22 日、宮城県多賀城市・多賀城市文化センター 
・佐藤大介「宮城での歴史資料保全活動 10 年―成果と課題―」、（栃木県）市町文書保存担当者講習会講演、2014 
年 2 月 5 日、栃木県宇都宮市・栃木県文書館 
・佐藤大介「地域の歴史資料を守り、伝えるために」、一関市芦東山記念館冬季特別展「つながる つづける つ
たえる活動」講演 2014 年 2 月 16 日、岩手県一関市・一関市芦東山記念館 
・佐藤大介「宮城資料ネットの活動 10 年 ふるさとの歴史を守り伝えるために」、（一関市博物館）東日本大震災
から３年 市民フォーラム「地域の宝を守る 災害と歴史資料」基調講演、2014 年 3 月 9 日、岩手県一関市・一
関市博物館 
・佐藤大介「災害と史料保全 NPO 法人宮城資料ネットの活動」、平成 25 年度亘理町郷土資料館町民講座・東日
本大震災復興祈念ものしり大学院、宮城県亘理町・亘理町郷土資料館、2014 年 3 月 15 日、 




合計（ 31 ）件  
○行政・企業との連携 （ １  ）件 参加者合計（  １  ）名 
 宮城県女川町の古文書保全活動、津波被害を免れた女川町域の古文書史料全件の保全と継承、2013 年 4 月 1 日
～2014 年 3 月 31 日、1 名 
 
○講演会・セミナーの主催・運営 （ １ ）件 参加者合計（ 73 ）名 
 ９月 28 日 ＮＰＯ法人宮城歴史資料保全ネットワーク 10 周年記念シンポジウム「災害を超えて―宮城におけ
る歴史資料の保全 2003～2013―」の開催 
 ＮＰＯ法人宮城歴史資料保全ネットワーク 10 周年記念シンポジウム「災害を超えて―宮城における歴史資料の
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保全 2003～2013―」を、東北大学片平さくらホール２階会議室において開催し、73 名の参加者があった。 
 
○ボランティア活動 （ 29 ）件 参加者合計（ 312 ）名 
・宮城県石巻市 K 家被災史料の応急処置、NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワークと協力して津波で被災し 2012
年 1 月に文書資料の市民参加による応急処置を行った。2013 年 4 月 1 日～2014 年 3 月 31 日（毎週平日 5 日間） 
・宮城県石巻市 T 家被災史料の応急処置、津波で被災し 2012 年 3 月にレスキューした江戸時代文書の市民参加に
よる応急処置、2013 年 4 月 1 日～3 月 31 日、毎週平日 5 日間）、40 名 
・宮城県仙台市・斎藤報恩会常盤文庫資料の保全活動、所蔵資料のデジタル撮影、2013 年 4 月 2 日～19 日、6 名 
・宮城県女川町・Ｋ・Ｃ家文書の保全活動、デジタル撮影、2013 年 4 月 22 日、3 名 
・宮城県大崎市・O・U 家文書の保全活動、デジタル撮影、2013 年 4 月 26 日～30 日、４名 
・宮城県栗原市・Ｈ家資料の保全活動、デジタル撮影、2013 年 4 月 30 日～6 月 7 日、５名 
・宮城県涌谷町・Ｓ家資料の保全活動、デジタル撮影、2013 年 6 月 14 日～7 月 8 日、５名 
・宮城県大崎市・Ｍ家資料の保全活動、デジタル撮影、2013 年 7 月 9 日～9 月 11 日、５名 
・宮城県仙台市・Ｓ家資料の保全活動、デジタル撮影、2013 年 8 月 23 日～27 日、３名 
・宮城県多賀城市・東北歴史博物館保管吉田家文書の保全活動、デジタル撮影、40 名 
・宮城県川崎町・川崎愛林公益組合保管文書の保全活動、現地でのデジタル撮影、2013 年 7 月 29 日、10 名 
・宮城県川崎町・Ｓ・Ｔ家文書の保全活動、現地でのデジタル撮影、2013 年 7 月 29 日、10 名 
・岩手県一関市・Ｋ家文書の保全活動、現地でのデジタル撮影、2013 年 8 月 7 日～9 日、28 名 
・宮城県栗原市・Ｓ家文書の保全活動、デジタル撮影、2013 年 9 月 12 日～2014 年 2 月 18 日、6 名 
・宮城県丸森町・宗吽院文書の保全活動、現地でのデジタル撮影、2013 年 9 月 21 日～22 日、19 名 
・宮城県蔵王町・高野家記録の保全活動、デジタル撮影、2013 年 9 月 27 日～10 月 7 日、6 名 
・宮城県東松島市・Ｋ家文書の保全活動、デジタル撮影、2013 年 10 月 15 日～22 日、3 名 
・宮城県石巻市・Ｓ家文書の保全活動、デジタル撮影、2013 年 10 月 22 日～11 月 1 日、6 名 
・宮城県丸森町・宗吽院文書の保全活動、デジタル撮影、2013 年 10 月 19 日、7 名 
・岩手県大船渡市・Ｓ寺文書の保全活動、現地でのデジタル撮影、2013 年 10 月 26 日～27 日、10 名 
・宮城県村田町・旧神風講引継文書の保全活動、デジタル撮影、2013 年 11 月 8 日～12 日、5 名 
・岩手県一関市・Ｋ家文書の保全活動、現地でのデジタル撮影、2013 年 11 月 23 日～24 日、10 名 
・宮城県女川町・Ｓ家資料の保全活動、デジタル撮影、2013 年 12 月 13 日、２名 
・宮城県女川町・Ｄ家資料の保全活動、デジタル撮影、2013 年 12 月 16 日、３名  
・宮城県石巻市・Ｇ家資料の保全活動、デジタル撮影、2013 年 12 月 13 日～2014 年 1 月 14 日、6 名 
・岩手県一関市・Ｃ家資料の保全活動、デジタル撮影、2014 年 1 月 17 日～2 月 18 日、5 名 
・宮城県石巻市・Ｈ家資料の保全活動、デジタル撮影、2014 年 2 月 28 日～3 月 11 日、7 名 
・宮城県仙台市・Ａ家旧蔵資料の保全活動、デジタル撮影、2014 年 3 月 11 日～3 月 14 日、6 名 
・宮城県仙台市・Ｉ家文書の保全活動、デジタル撮影、2014 年 3 月 14 日～3 月 31 日、7 名 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（  ７  ）件 
・新聞記事掲載、「「紅花商人」実像解明へ 村田・山田家 江戸前期の古文書発見」（佐藤大介）、河北新報朝刊
みやぎ面、2013 年 6 月 23 日 
・新聞記事掲載、「防災や復興に「歴史学」活かす 被災地の大学で取り組み」（平川新・佐藤大介）、日本経済新
聞朝刊 23 面、2013 年 7 月 28 日 
・新聞記事掲載、「村田商人の起源探る 東北大准教授ら講演」（佐藤大介）、河北新報朝刊みやぎ面、2013 年 7
月 7 日 
・新聞記事掲載、「宮城のＮＰＯ 救出・保全の技術伝授 仙台・28 日 発足 10 周年シンポ」（平川新）、河北新
報朝刊東北面、2013 年 9 月 24 日 
・新聞来維持掲載、「歴史資料保全 10 周年シンポ 28 日、仙台拠点のＮＰＯ」（平川新）、2013 年 9 月 25 日朝日
新聞朝刊宮城面、2013 年 9 月 25 日 




年 3 月 10 日 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
・ロシア、ロシア国立公文書館・ロシア海軍史料館職員 2 名、2013 年 5 月 8 日、東日本大震災被災歴史資料レ
スキュー活動の視察 
・エジプト、ＪＩＣＡ大エジプト博物館保存修復センター研修生 7 名、2014 年 2 月 14 日、東日本大震災被災
歴史資料レスキュー活動の視察 
 ・米国、国際文化財保存学会（The International International Institute for Conservation of Historic and Artistic 
Works）、2013 年 12 月 6 日、文化財保存修復学会災害対策調査部会「日本と米国の文化財研究者意見交換
会」での意見交換 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
 ・韓国・江陵大学、2014 年 8 月 7 日～9 日、宮城県一関市 K 家での歴史資料保全活動 
 ・オーストリア・ウィーン大学、2014 年 8 月 7 日～9 日、宮城県一関市 K 家での歴史資料保全活動 
 















 東北大学大学院文学研究科・文学部ポスター発表「宗吽院の史料は語る」、2014 年 3 月 30 日、23 件。 
 






























（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 有 ） 
 ・東北学院大学経営学部、宮城県石巻市 A 家での歴史資料保全活動、2013 年 5 月 
・東北学院大学文学部、岩手県一関市 K 家での歴史資料保全活動、2013 年 8 月 
 ・宮城学院女子大学学芸学部、岩手県一関市 K 家での歴史資料保全活動、2013 年 8 月 
 ・東京農工大学大学院農学研究院、岩手県一関市 K 家での歴史資料保全活動、2013 年 8 月 
 ・明治大学大学院文学研究科、東北歴史博物館吉田家文書の保全活動、2013 年 8 月 
 ・一橋大学大学院社会学研究科、被災歴史資料の応急処置、2014 年 3 月 
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氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
※寺田 賢二郎 
 
 石坂 公一 
 花岡 和聖 















































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
 樫山 和男 
 浅井 光輝 
 
 車谷 麻緒 
























 合計    10 名  

























ムとして(1) 地震・遡上津波シミュレーション，(2) 斜面災害シミュレーション，(3) 人口・土地利
用計画，(4) 震災映像データ保存，(5) リモートセンシング画像解析など，任意の災害科学研究の

































○通常講演  （５）件 
１．佐藤義浩，青葉勇樹，高瀬慎介，加藤準治，寺田賢二郎，京谷孝史，車谷麻緒，樫山和男，動的荷重を受
けるコンクリート構造物の損傷解析，第 18 回計算工学講演会，2013 年 6 月 19～21 日，東京，東京大学生
産技術研究所 
２．高瀬慎介，樫山和男，寺田賢二郎，加藤準治，京谷孝史，有限被覆法を用いた物体周りの流体力計算， 
第 18 回計算工学講演会，2013 年 6 月 19～21 日，東京，東京大学生産技術研究所 
３．車谷麻緒，神野真弥，寺田賢二郎，京谷孝史，樫山和男，微細ひび割れの形成と接触を考慮した準脆性材
料の圧縮破壊シミュレーション，第 18 回計  算工学講演会，2013 年 6 月 19～21 日，東京，東京大学生
産技術研究所 
４．一式正晴，浅井光輝，津波シミュレーションによる大規模粒子データの可視化手法について，第 18 回計算
工学講演会，2013 年 6 月 19～21 日，東京，東京大学生産技術研究所 
５．Kenjiro Terada: Simulation, Visualization and Information Technologies to Disaster Mitigation, The 3rd HeKKSaGOn 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
 大学院工学研究科 土木工学専攻 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 














研究代表者 田所 諭 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
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◇学術論文   
合計（ 7 ）編  
1) Keiji Nagatani, Seiga Kiribayashi, Yoshito Okada, Kazuya Yoshida, Satoshi Tadokoro, Takeshi Nishimura, Tomoaki 
Yoshida, Eiji Koyanagi, Mineo Fukushima, Shinji Kawatsuma, Emergency response to the nuclear accident at the Fukushima 
Daiichi Nuclear Power Plants using mobile rescue robots, Journal of Field Robotics, Vol.30, No. 1, pp. 44-63, 2013.（査読
有） 
2) Kazuhito Wakana, Hiroaki Namari, Masashi Konyo, Satoshi Tadokoro, Pneumatic Flexible Hollow Shaft Actuator with 
High Speed and Long Stroke Motion, Proc. 2013 IEEE International Conference on Robotics and Automation (ICRA2013), 
pp.357-363, 2013.（査読有） 
3) Yushi Segawa, Yasuyuki Nanamori, Shinichiro Sanji, Takayoshi Kitada, Satoshi Tadokoro, An introduction to Japanese 
R&D activity and political direction on special environment robots, Proc. IEEE Region 10 Humanitarian Technology 
Conference 2013, 2013.（査読有） 
4) Satoshi Tadokoro, Shuji Seki, Hajime Asama, Priority issues of disaster robotics in Japan, Proc. IEEE Region 10 
Humanitarian Technology Conference 2013, 2013.（査読有） 
5) Tetsuya Kimura, Makiko Okamoto, Koji Oga, Shinji Okuda, Toshihiro Matsuda, Tsutomu Nagi, Shoichi Hamada, Yoshitada 
Hata, Satoshi Tadokoro, Research on stardization, safety standards and competitiveness enhancement of special environment 
robots in Japan, Proc. IEEE Region 10 Humanitarian Technology Conference 2013, 2013.（査読有） 
6) Naoki Sakaguchi, Kazunori Ohno, Eijiro Takeuchi, Satoshi Tadokoro, "Precise Velocity Estimation for Dog using its Gait," 
The 9th Conference on Field and Service Robotics 2013.（査読有） 
7) Kazuaki Yanagimura*, Kazunori Ohno, Yoshito Okada, Eijiro Takeuchi, Satoshi Tadokoro, Hovering of MAV by using 
magnetic adhesion and winch mechanism, Proc. 2014 IEEE International Conference on Robotics and Automation 
(ICRA2014), 2014. (accepted)（査読有） 
 
◇学会発表  
合計（ 14 ）件 
○通常講演 （ 3 ）件 
・Hajime Asama, Yasuharu Kunii, Tim Lueth, Raj Madhavan, T.-J. Tarn, Satoshi Tadokoro, Marriage of Disaster Robotics to 
Business, International Workshop on Robotics: Past, Present and Future, 2013. 
・柳村一成，大野和則，戸塚雄介，竹内栄二朗，田所 諭, “MAV の空中静止のための吸着巻取り機構,” 第 14 回計
測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会予稿集, 1C1-4, 2013. 
・戸塚雄介, 柳村一成, 大野和則, 岡田佳都, 田所諭, “UAV による配管・煙突空撮支援のための測域センサによる
円柱状構造物の認識,” 第 14 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会予稿集, 2K3-5, 2013. 
 
○基調講演・招待講演 （ 10 ）件 
・Hajime Asama, Satoshi Tadokoro, Hideo Setoya, COCN (Council on Competitiveness-Nippon) project on robot technology 
development and management for disaster response, Proc. IEEE Region 10 Humanitarian Technology Conference 2013, 2013. 
(invited) 
・Satoshi Tadokoro, Disaster response robot Quince and lessons at Fukushima-daiichi Nuclear Power Plant Accident, Proc. 
IEEE Region 10 Humanitarian Technology Conference 2013, 2013. (invited keynote) 
・Satoshi Tadokoro, Rescue robots nurtured by standard test method, ASTM Winter Conference, 2013. (invited) 
・Satoshi Tadokoro, Priority Issues of Disaster Robotics Related to Decommissioning of Fukushima-Daiichi Nuclear Power 
Plant, Robotics and Automation in Nuclear Facilities, 2013. (invited) 
・田所諭，震災に挑む－ロボットの挑戦－，ロボカップジャパンオープンキーノート講演，2013. 
・田所諭，Rescue and Disaster Robotics，災害対応ロボットセミナー，2013. 







・田所諭，COCN 災害対応ロボットセンター設立構想プロジェクト WG1 フィールド性能評価ワーキンググルー
プ，東京電力福島第一原子力発電所の廃炉に向けた研究開発計画と基盤研究に関するワークショップ，2013. 
 
○ポスターセッション （ 1 ）件 
・柳村一成，大野和則，戸塚雄介，竹内栄二朗，田所 諭, “クアッドロータに搭載可能な磁石を用いた吸着機構の
研究開発,”ロボティクスメカトロニクス講演会講演予稿集 ,1A1-F07, 2013. 
 
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（ 11 ）件 
1) 田所諭，原子力発電所の事故対応に求められるロボット技術，電気協会報，3 月号，2013. 
2) 田所諭，災害対応ロボットの技術とその課題，電気評論，6 月号，2013. 
3) 田所諭，東北大学情報科学研究科人間－ロボット情報学分野，ロボット，214, 2013 
4) 田所諭，人間が不可能な仕事を代行，河北新報，12 月 3 日，2013. 
5) 田所諭，既存ロボ改造福島原発投入，河北新報，12 月 4 日，2013. 
6) 田所諭，人体に似た機能ロボに融合，河北新報，12 月 5 日，2013. 
7) 田所諭，ヘビ型で狭い隙間も調査可能，河北新報，12 月 6 日，2013. 
8) 田所諭，飛行ロボ軽量化し活躍間近，河北新報，12 月 7 日，2013. 
9) 田所諭，研究室卒業，問われる実用性，河北新報，12 月 8 日，2013. 
10) 田所諭，防災ロボットの未来，電子通信学会誌，10 月号，2013 
11) 田所諭，災害対応ロボットと福島第一原発事故，設計工学会誌，2013. 
 
◇特許・実用新案・その他の産業財産権   
 合計 （ 3 ） 件 
Ａ 出願 計（ 2 ）件   





Ｂ 取得  計（ 1 ）件   
J-1) 特許第 5294239 号，自走式ケーブル装置，特開 2009-066167(P2009-066167A)，2009 年 4 月 2 日，特願 2007-




合計 （ 4 ）件 
1) 2013 年 4 月 19 日 日本機械学会教育賞（教科書ロボティクス出版委員会として「教科書ロボティクスの執筆
及び教育方法改善の取り組み」に対して） 
2) 2013 年 5 月 9 日 2013 IEEE Robotics and Automation Society Distinguished Service Award (For his outstanding service 
and activities for Technical Committees, Administrative Committee, Chapter and Conferences) 
3) 2013 年 7 月 1 日 RoboCupRescue Innovation Award（レスキューロボット Quince およびチーム G-Tan の５名の
メンバー（古森，山本，水谷，竹内，田所）が受賞） 








合計（ 5  ）件  
・小中高との連携  （ 1 ）件  参加者合計（ 100 ）名 
  田所諭，震災に挑む－ロボットの挑戦－，ユニバーサイエンス，福島県立須賀川桐陽高校，2013. 
・行政・企業との連携 （ 3 ）件 参加者合計（ 100 ）名 
田所諭，ロボットは防災の切り札，NHK 視点論点，2013 年 1 月 17 日，2013. 
Satoshi Tadokoro, J-RAPID: Search in Disaster Rubble Piles by Collaboration of CRAWLER and Active Scope Camera, 
J-RAPID Symposium, 2013 
田所諭，災害対応ロボットと運用システムのあり方：防災ロボットに関する提言，NEDO 講座，2013. 
・講演会・セミナーの主催・運営 （ 1 ）件 参加者合計（ 100 ）名 
  NIST/ASTM 標準災害対応ロボット評価デモンストレーション 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
  米国・Texas A&M 大学・平成 25 年度・Robotics Handbook 共同編集 
  米国・National Institute of Standards and Technology・平成 25 年度・DARPA Robotics Challenge 共同開催企画 
  イタリア・ローマ大学・平成 25 年度・RoboCupRescue 共同企画 
  米国・Carnegie Mellon University・平成 25 年度・超小型ヘリロボット共同研究 
  米国・University of Pennsylvania・平成 25 年度・超小型ヘリロボット共同研究 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
  米国・Carnegie Mellon University・平成 25 年度・超小型ヘリロボット共同研究 
  米国・University of Pennsylvania・平成 25 年度・超小型ヘリロボット共同研究 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 
  イタリア・ローマ大学・平成 25 年度・研究者来日長期滞在 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み 
  DARPA Robotics Challenge に関連して，日米共同研究の計画を行った． 
 
３ 教育上の効果 











◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 





























研究代表者 飯沼 卓史 



















































 合計  ６  名  





























































◇学術論文   
合計（ １ ）編  
Iinuma, T., R. Hino, M. Kido, Y. Osada, D. Inazu, Y. Ito, S. Suzuki, Y. Ohta, and H. Fujimoto, Investigation on the postseismic 
deformation associated with the 2011 Tohoku earthquake based on terrestrial and seafloor geodetic observations - to evaluate 
the further seismic hazard potential on the plate interface beneath the northeastern Japanese Islands, International Association 
of Geodesy Symposia, 143, 2014, in press, 査読有 
 
◇学会発表  
合計（ ７ ）件 
○通常講演  （ ２ ）件 
木戸元之, 日野亮太, 飯沼卓史, 東 龍介, 和田育子, 藤本博己, 長田幸仁, 太田雄策, 鈴木秀市, 中山貴史, 出町
知嗣, 富田史章, 平原 聡, 海田俊輝, 立花憲司, 三浦 哲, 松澤 暢, 日本海溝沿いの H25 年度海底 GPS 集中観測の
概要, 日本地震学会 2013 年度秋季大会, 2013/10/7-9, 横浜市・神奈川県民ホール及び産業貿易センター 
木戸元之, 日野亮太, 飯沼卓史, 東 龍介, 和田育子, 藤本博己, 長田幸仁, 太田雄策, 鈴木秀市, 中山貴史, 出町
知嗣, 富田史章, 日本海溝における海底 GPS 集中観測の速報,日本測地学会第 120 回講演会, 2013/10/29-31, 立川
市・国立極地研究所 
 
○ポスターセッション （ ５ ）件 
藤本博己, 木戸元之, 太田雄策, 山本淳平, 長田幸仁, 飯沼卓史, 日野亮太, 田所敬一, 金田義行, 海底 GPS 手法
による海底地殻変動観測高度化に向けた新たな取り組み, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 2013/5/19-24, 千葉
市・幕張メッセ国際会議場 
長田幸仁, 太田雄策, 出町知嗣, 木戸元之, 藤本博己, 日野亮太, セミリアルタイム海底地殻変動観測に向けた
GPS 測位精度評価, 日本地震学会 2013 年度秋季大会, 2013/10/7-9, 横浜市・神奈川県民ホール及び産業貿易センタ
ー 
Kido, M., H. Fujimoto, Y. Osada, Y. Ohta, K. Tadokoro, T. Watanabe, S. Nagai, K. Yasuda, T. Okuda, and J. Yamamoto, 
Precision evaluation for intensive GPS acoustic measurements along Japan trench, AGU 2013 Fall Meeting, 2013/12/9-13, San 
Francisco・Moscone Center 
Osada, Y., Y. Ohta, T. Demachi, M. Kido, H. Fujimoto, R. Azuma, and R. Hino, An accuracy assessment of realtime GNSS 
time series toward semi- real time seafloor geodetic observation, AGU 2013 Fall Meeting, 2013/12/9-13, San Francisco・
Moscone Center 
Suzuki, S., Y. Ito, R. Hino, D. Inazu, Y. Osada, The development of the self pop-up ocean bottom pressure gauge (OBP) 




合計（ １ ）件 参加者合計（ ８０）名 
木戸元之, 東北沖の海底地殻変動観測と連続観測に向けた取り組み, 一般講演会「日本海溝周辺における海底観測
の高度化」, 2013/2/19, 仙台市・仙台メディアテーク 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 






◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉東北大学大学院理学研究科、東北大学理学部 
 
◇ポストドクターの活用（ 有 ） 













◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
東北大学大学院理学研究科 地震・噴火予知研究観測センター, 共同研究・調査 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 有 ） 
京都大学防災研究所 地震予知研究センター, 研究組織への参加 
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 合計    １１名  



















































合計（  ２  ）件 
○通常講演  （  １ ）件 
海田俊輝・出町知嗣・平原聡・飯沼卓史・太田雄策・内田直希・中島淳一・日野亮太・海野徳仁・長谷川昭, 
MR(Mixed Reality)を用いた沈み込むプレート形状とその活動の3次元表示, 日本地球惑星科学連合2013年大会, 
千葉, 幕張メッセ, 2013年 5月 20日.（ポスター発表） 
 
○ポスターセッション （ １ ）件 
長谷川昭・海田俊輝・海野徳仁, MRを用いた地球内部に沈み込むプレートとその活動の3次元表示, 可視化情報




合計（  3  ）件 参加者合計（   ）名 
東北大学オープンキャンパス（2013年 7月 30日～31日） 
仙台管区気象台平成25年度地震解説業務研修（2013年 9月 12日） 
東北大学片平まつり（2013年 10月 12日～13日） 
 
◇学外での社会活動 
合計（ ２ ）件  
学都仙台宮城サイエンスディ（2013年 7月 20日） 
東北大学災害科学国際研究所第２回防災講演会（気仙沼市中央公民館 2013年 11月 216日） 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（   ２  ）件 
株式会社電通国際情報サービス プレスリリース http://www.isid.co.jp/news/2013/0306.html 
日刊工業新聞（2013年 3月 6日） 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 






（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 






























研究代表者  岡田真介 
所属部門・分野  災害理学研究部門・地盤災害研究分野 




























































































 合計   8 名  
























































◇学術論文   
合計（ 4 ）編  
横倉隆伸, 山口和雄, 岡田真介, 2013, 石狩低地東縁断層帯南部における反射法地震探査–苫小牧-むかわ測線西部
における稠密発震データの解析–, 地質調査総合センター速報, 62, 47-61, 査読無. 
岡田真介, 山口和雄, 横倉隆伸, 2013, 石狩低地東縁断層帯における反射法地震探査–厚真測線およびむかわ測線
–, 地質調査総合センター速報, 62, 63-72, 査読無. 
岡田真介, 住田達哉, 山口和雄, 横倉隆伸, 2013, 石狩低地東縁断層帯南部における重力探査, 地質調査総合セン
ター速報, 62, 73-83, 査読無. 
山口和雄, 阿部 進, 横倉隆伸, 岡田真介, 2013, 馬追丘陵周辺の反射法データ解析, 地質調査総合センター速報, 
62, 37-46, 査読無. 
 
◇学会発表 
合計（  3  ）件 
○通常講演  （ 1 ）件 
今泉俊文, 岡田真介, 楮原京子, 八木浩司, 越後智雄, 松原由和, 三輪敦志, 阿部恒平, 小坂英輝, 山形盆地西
縁断層帯(村山地区)の変動地形と地下構造, 日本地理学会2014年春季学術大会, 2014年3月27日, 東京都世
田谷区・国士舘大学世田谷キャンパス. 
 
○ポスターセッション （  2  ）件 
岡田真介, 今泉俊文, 寺地将史, 楮原京子, 越後智雄, 戸田 茂, 松原由和, 三輪敦志, 池田安隆, 宮内崇裕, 石
村大輔, 住田達哉, 牧野雅彦, 仙台平野南部に伏在する活断層とその地下構造 — 反射法地震探査および
重力探査に基づいて —, 日本地理学会2014年春季学術大会, 2014年3月27日, 東京都世田谷区・国士舘大
学世田谷キャンパス. 
岡田真介, 今泉俊文, 楮原京子, 越後智雄, 戸田茂, 松原由和, 三輪敦志, 池田安隆, 宮内崇裕, 石村大輔, 仙





合計（  1   ）件 参加者合計（ 200 ）名 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
東北大学理学部・学部 4 年生 1 名 





◇ポストドクターの活用（ 有 ） 
〈活用形態〉 
澤田明宏，金沢大学理工学研究域・研究員，重力測定および GPS データの解析，2013 年 8 月 6〜13 日. 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 有 ） 
横山隆三，横山空間情報研究所，地表地形データ（DEM）の解析 
住田達哉，産業技術総合研究所，重力測定機器の貸与および GPS データの解析 
牧野雅彦，産業技術総合研究所，重力測定機器の貸与および GPS データの解析 
池田安隆，産業技術総合研究所，データ解釈 
楮原京子，山口大学教育学部，データ解釈 
平松良浩，金沢大学理工学研究域，重力測定および GPS データの解析 
澤田明宏，金沢大学理工学研究域，重力測定および GPS データの解析 









研究代表者 山崎 剛 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
 























氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   ２ 名  
























































◇学術論文   
合計（ １０ ）編  
Yamazaki, T., K. Kato, T. Ito, T. Nakai, K. Matsumoto, N. Miki, H. Park and T. Ohta, A Common Stomatal Parameter Set to 
Simulate the Energy and Water Balance over Boreal and Temperate Forests. J. Meteor. Soc. Japan, 91, 2013,  273-
285, doi:10.2151/jmsj.2013-303, 査読有. 
Noda, A. T., K. Nakamura, T. Iwasaki, and M. Satoh, 2013: A numerical study of a stratocumulus- topped boundary layer: 
Relations of decaying clouds with a stability parameter across inversion. J. Meteor. Soc. Japan, 91, 727-746, 査読有.  
Nakamura, T., H. Akiyoshi, M. Deushi, K. Miyazaki, C. Kobayashi, K. Shibata, and T. Iwasaki, 2013: A multi model 
comparison of stratospheric ozone data assimilation based on an ensemble Kalman filter approach. J. Geophys. Res. 
Atmos., 118, 3848–3868, doi:10.1002/jgrd.50338, 査読有. 
Chen, G., W. Sha, M. Sawada, and T. Iwasaki, 2013: Influence of summer monsoon diurnal cycle on moisture transport and 
precipitation over eastern China, J. Geophys. Res. Atmos., 118, 3163–3177, 査読有. 
Tei, S., A. Sugimoto, H. Yonenobu, T. Yamazaki and T. C. Maximov, Reconstruction of soil moisture for the past 100 years in 
eastern Siberia by using δ13C of larch tree rings. J. Geophys. Res., 118, 1256-1265, doi:10.1002/jgrg.20110, 査読有. 
Ishii, S., H. Sato and T. Yamazaki, Geographical variability of relations among black carbon from wildfires, climate, and 
vegetation in Africa. Climate Research, 57,  221-231, doi: 10.3354/cr01175, 査読有. 
Shimada, T., M. Sawada, and T. Iwasaki, 2014: Indices of Cool Summer Climate in Northern Japan: Yamase Indices, J. 
Meteor. Soc. Japan, 92, 17-35, DOI:10.2151/jmsj.2014-102, 査読有. 
Noda, Akira T., Kozo Nakamura, Toshiki Iwasaki, and Masaki Satoh, 2014: Responses of subtropical marine stratocumulus 
cloud to perturbed atmospheres, SOLA, 10, 29-33, doi:10.2151/sola.2014-007, 査読有. 
Chen, G., R. Yoshida, W. Sha, T. Iwasaki, and H. Qin, 2014: Convective Instability Associated with the Eastward-Propagating 
Rainfall Episodes over Eastern China during the Warm Season. J. Climate, 27, 2331–2339, 査読有.  
Iwasaki, Toshiki, Takamichi Shoji, Yuki Kanno, Masahiro Sawada, Masashi Ujiie, and Koutarou Takaya, 2014: Isentropic 
analysis of polar cold air mass streams in the northern hemispheric winter. J. Atmos. Sci., 
http://journals.ametsoc.org/doi/abs/10.1175/JAS-D-13-058.1 in press, 査読有. 
 
◇学会発表  
合計（  ３  ）件 
○通常講演  （  １  ）件 
・共同研究 
    福井真，余偉明，岩崎俊樹，気象庁１ヶ月アンサンブルハインドキャストデータを用いた力学的ダウンス
ケールによるヤマセ予報実験. 日本気象学会 2013 年度春季大会，2013 年 5 月 18 日，東京，国立オリ
ンピック記念青少年総合センター． 
 
○ポスターセッション （  ２  ）件 
・共同研究 
Chen, G., X. Zhu, W. Sha, T. Iwasaki, H. Iwai, H. Seko and K. Saito, A mesoscale super-high-resolution modeling on the 
sea-breeze horizontal convective rolls. 日本気象学会 2013 年度春季大会，2013 年 5 月 17 日，東京，国立オリン
ピック記念青少年総合センター． 
Chen, G., W. Sha, T. Iwasaki, H. Iwai, H. Seko and K. Saito, A super-high-resolution mesoscale modeling on the 3D 










合計（  ２  ）件  参加者合計（ ７０ ）名 
○国内学会研究会（ ２ ）件 参加者（ ７０ ）名 
第 8 回ヤマセ研究会，2013 年 8 月 20 日 ～21 日，大崎市，宮城県古川農業試験場，30 人(概算)，主催． 






合計（  ３  ）件 参加者合計（   ）名 
  岩崎俊樹，気象・海洋夏の学校：温位座標に基づく大気大循環～MIM の世界～、猪苗代、2013.9.8 





 合計（  ３  ）件 
TBC テレビ「ウォッチン！みやぎ」東北放送、2013.9.18 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み 
  昨年度には非静力学数値モデルに関する国際ワークショップを開催して，国際交流に取り組んだ． 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
  大学院理学研究科 
〈学生による成果発表〉 
    学会発表， 2013 年 5 月， １件１名． 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
◇教育上の効果・若手研究者への研究支援の取り組みについてアピールしてください。 
  数値予報モデルの理解，気象データの取り扱い． 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 





（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 無 ） 
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 合計   ８  名  


















































◇学術論文   
合計（ 1 ）編  
Honma, N., D. Tsurushima, F. Tsuchiya, M. Sato, Y. Takahashi, An ELF Signal Associated with a Positive GC Lightning Event 
in Winter, Proc. 23rd International LightningnDetection Conf., 2014, 査読なし 
 
◇学会発表  
合計（  ３  ）件 
○通常講演  （ ２ ）件 
Honma, N., D. Tsurushima, F. Tsuchiya, M. Sato, Y. Takahashi, An ELF Signal Associated with a Positive GC Lightning 
Event in Winter, Proc. 23rd International Lightningn Detection Conf., Mar., 2014, Tucson, USA 
Sato, M., F. Tsuchiya, N. Honma, D. Tsurushima, and Y. Takahashi, Lightning Current Measurement Based on ELF Magnetic 
Field Observations, AP-RASC2013, Sep., 2013,  
 
○基調講演・招待講演 （ １ ）件 
Tsuchiya, F., N. Honma, D. Tsurushima, M. Sato, Y. Takahashi, Y. Hongo, T. Obara, Estimation of lightning current 
waveform from ELF magnetic induction field, JPGU 2013 meeting, May, 2013, Makuhari, Japan  
 
◇特許・実用新案・その他の産業財産権   
 合計 （ １ ） 件 








◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 




◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
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 合計    ５名  





















































療機関の BCP のモデルとなる。 




◇学術論文   
合計（ ２ ）編  
1. Usuzawa, M., Telan, EO., Kawano, R., Dizon, CS.,  Alisjahabana, B., Ashino, Y., Egawa, S., Fukumoto, M.,  Izumi,T., 
Ono, Y. & Hattori, T. 、Awareness of disaster reduction frameworks and risk perception of natural disaster: A 
questionnaire survey among the Philippines and Indonesian health care personnel and public health students、Tohoku 
Journal of Experimental Medicine、 in press、査読あり 
2. Egawa S, Kodama M, Sasaki H. Installation of medical and public health coordinator in Japan. Proceedings of 9th APRU 
Research Symposium on Multi-hazards around the Pacific Rim, 2013.（査読あり） 
 
◇学会発表  
合計（  １０ ）件 
○通常講演  （ ５ ）件 
1. Egawa S, Kodama M, Sasaki H. Installation of Medical and Public Health Coordinator in Japan. 9th APRU Research 
Symposium（平成 25 年 10 月 29 日、台北、台湾大学） 
2. 江川新一、佐々木宏之. 災害医療（保健・福祉を含む）コーディネーター設置の現状と課題. 第 75 回日本
臨床外科学会（シンポジウム、平成 25 年 11 月 21 日、名古屋、国際会議場） 
3. 江川新一、佐々木宏之、児玉光也、伊藤潔. 災害保健医療コーディネーター全都道府県調査. 第 19 回日本
集団災害医学会（パネルディスカッション、東京、東京フォーラム）（平成 26 年 2 月 26 日） 
4. 佐々木宏之、江川新一. 次の災害に備えて病院「受援力」を向上させるために：〜被災地医療機関の「受
援計画」に関するアンケート調査から見えてきたこと〜. 第 19 回日本集団災害医学会（優秀演題セッショ
ン、東京、東京フォーラム）（平成 26 年 2 月 26 日） 
5. 工藤大介、古川宗、中川敦寛、小西竜太、越智小枝、的場匡亮、阿部喜子、山内聡、冨永悌二、江川新
一、久志本成樹.災害医療に実践的な Mission Oriented Business Continuity Plan 作成の取り組み. 第 19 回日本
集団災害医学会（優秀演題セッション、東京、東京フォーラム）（平成 26 年 2 月 26 日） 
 
○基調講演・招待講演 （ ５  ）件 
1. Egawa S. Disaster Preparedness for Public Health.（招待講演、平成 25 年 6 月 5 日、アンヘラス、アンヘラス
大学） 
2. Egawa S. Medical Management of Large Scale Disaster（招待講演、平成 25 年 7 月 10 日、ワシントンＤＣ、世
界銀行） 
3. Egawa S. Medical management in large scale disaster: Japan experience in Short course on disaster management by 
Philippine Council for Quality Assurance in Clinical Laboratories. （招待講演、平成 25 年 10 月 2 日、マニラ、
Crowne Plaza Galleria Manila Hotel) 
4. Egawa S. Lessons learned from Tsunami: How to protect our children in large scale disaster. （招待講演、平成 25
年 11 月 3 日、ワシントン DC、Fairmont Hotel） 
5. Egawa S. Disaster Base Hospitals and Business Continuity Management:  Lessons from the Great East Japan 




合計（  ２  ）件 参加者合計（ ８０）名 
1. 江川新一. 東日本大震災における医療対応と課題改善への取り組み（平成 25 年 11 月 16 日、気仙沼市民文化
講演会、気仙沼市中央公民館） 







 合計（  ２  ）件 
1. 執筆企画協力、災害時医師が司令塔、日経大阪医療面、平成 25 年 9 月 5 日 
2. 執筆、災害に強い医療供給体制をめざして、艮陵新聞、平成 25 年 10 月 31 日 
3. 執筆企画協力、大災害と国際援助、公明新聞、平成 25 年 1 月 27 日 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み 
フィリピン保健省における Safe Hospital キャンペーンへの提言を行い、またフィリピン大学、アンヘラス大学と
の MOA 締結にむけた活動の発端となった。 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
東北大学病院、BCP の共同開発 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有 ） 
分担研究者 2 名（久志本茂樹、中川敦寛）、論文ならびに学会発表 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 















































































 合計    ６名  






















































◇学術論文   
合計（ ２ ）編  
・八島幸子，千田浩一. 災害被ばく時における電話被ばく相談の基礎的検討. 日本放射線技術学会雑誌 70 巻 3
号,242-249, 査読有  
・佐藤行彦. 福島第一原発水素爆発後の γ 線スペクトル測定に基づく土壌放射能調査 -中・低度汚染地域(半径 20-
250km 内)に於ける放射能レベル-.  東北大学医学部保健学科紀要 22(2): 79 -89, 査読有 
 
◇学会発表  
合計（  11  ）件 
○通常講演  （ 7  ）件 
・八島幸子ほか、検診機関職員を対象とした放射線に関するアンケート調査、第 41 回日本放射線技術学会秋
季学術大会、2013 年 10 月 17 日～2013 年 10 月 19 日、福岡市 
・稲葉洋平ほか、X 線診断領域における新型リアルタイム個人線量計の基礎的性能評価、第 41 回日本放射線
技術学会秋季学術大会、2013 年 10 月 17 日～2013 年 10 月 19 日、福岡市 
・中村昌隆ほか、リアルタイム型ポケット線量計の性能比較、第 41 回日本放射線技術学会秋季学術大会、
2013 年 10 月 17 日～2013 年 10 月 19 日、福岡市 
・稲葉洋平ほか、医療従事者用リアルタイム被曝測定システムの有用性‐ 第１報（測定系固有特性）、第 3 回
東北放射線医療技術学術大会、2013 年 11 月 2 日～2013 年 11 月 3 日、福島市 
・長島慎弥ほか、医療従事者用リアルタイム被曝測定システムの有用性‐ 第２報（性能比較）、第 3 回東北放
射線医療技術学術大会、2013 年 11 月 2 日～2013 年 11 月 3 日、福島市 
・稲葉洋平ほか、X 線診断領域における新型個人線量計システムの基礎検討、日本放射線安全管理学会第１２
回学術大会、2013 年 11 月 26 日～2013 年 11 月 28 日、札幌市 
・樫村康弘ほか、放射性物質の飛散により Computed Radiography(CR)画像に写し出された black spots の低減法
の基礎的検討、日本放射線安全管理学会第１２回学術大会、2013 年 11 月 26 日～2013 年 11 月 28 日、札幌市 
 
○基調講演・招待講演 （ 4  ）件 
・千田浩一、被ばく放射線科学、弘前大学平成 24 年度被ばく医療プロフェッショナル育成計画セミナー、平
成 25 年 9 月 11 日、弘前市 
・千田浩一、東北大学災害科学国際研究所災害放射線医学分野における研究の現状、九州放射線フリーラジカ
ル意見交換会、2014 年 02 月 08 日、小倉市 
・千田浩一、「放射能とは？保健指導でどのように教えるか」、第 39 回全国助産師教育協議会研修会、2014 年
02 月 22 日、仙台市 
・千田浩一、「福島原発事故後における対応」、産業医科大学・早稲田大学「医工連携合同セミナー」、2014 年
03 月 13 日、北九州市 
 
◇特許・実用新案・その他の産業財産権   
 合計 （ 2  ） 件 
Ａ 出願 計（ 2）件   
・特許出願、温度測定プローブ及び温度測定システム、千田浩一、特願 2014-020099、2014 年 02 月 05 日、国内 




合計（  1  ）件 参加者合計（ 200 ）名 
千田浩一、放射線・放射能を正しく理解するための市民公開講座（日本放射線技術学会平成 25 年度市民公開講





合計（ 1 ）件  
・行政・企業との連携 （ 1 ）件 参加者合計（ 20 ）名 
千田浩一、仙台市防災会議専門委員会原子力防災部会委員、地域防災計画原子力災害対策編の審議検討、2012 年
08 月 01 日～継続中、20 名 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（  無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 







・第 41 回日本放射線技術学会秋季学術大会、2013 年 10 月 17 日～2013 年 10 月 19 日、２件･５名 
・第 3 回東北放射線医療技術学術大会、2013 年 11 月 2 日～2013 年 11 月 3 日、1 件･4 名 
・日本放射線安全管理学会第１２回学術大会、2013 年 11 月 26 日～2013 年 11 月 28 日、1 件･2 名 
 







◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 




（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 

































































 合計  6  名  





























め、この −防御機構− が破綻して病態と関連しているのではと推測された。 
ヒト組織を用いたストレス関連因子の発現解析では、コルチゾール代謝酵素である 11 -hydrox
ysteroid dehydrogenase (HSD) type2 の発現がコルチゾール濃度と悪性度ともに逆相関を示した。
















ら、11  type2 が −防御機構− を評価するためのマーカーとなり得るのではと考えら









◇学術論文   




◇学会発表 合計（ 3 ）件 
○通常講演  （ 1 ）件 
1. 佐藤菜保子，高木清司，鈴木貴，三木康宏，割田仁，福土 審，佐藤冨美子，八重樫伸生，伊藤 潔．ヒト子
宮内膜癌における CRH 発現と予後の関連．第 51 回日本癌治療学会学術集会．201310.25. 京都市 
 
○ポスターセッション （ 2 ）件 
1. Yasuhiro MIKI, Kiyoshi TAKAGI, Takashi SUZUKI, Kiyoshi ITO. Intratumoral Concentration of Stress Hormone 
Cortisol in Endometrial Carcinoma. NIH-Tohoku Universtity-JSPS Symposium. 2013.5.10. Sendai 
2. Sota TANAKA, Yasuhiro MIKI, Takashi SUZUKI, Zhulanqiqige Doe, Kiyoshi TAKAGI, Hiroki UTSUNOMIYA, 
Satoru NAGASE, Hitoshi NIIKURA, Nobuo YAEGASHI, Kiyoshi ITO. Intratumoral androgen concentrations in 
endometrial carcinoma tissues. The 18th International Meeting of the European Society of Gynecological Oncology 
2013.10.19-22. Liverpool (England) 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 




◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 











（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 有 ） 
国立医薬品食品衛生研究所（研究組織への参加） 
238




研究代表者  栗山 進一 
所属部門・分野 災害医学研究部門・災害公衆衛生学分野 



























































 合計   3  名  
研究経費  総額   2,550 千円 
239
研究目的 ◇何をどこまで明らかにしようとしたのか 
東日本大震災を踏まえ平成 24 年 11 月に実施した先行研究では、被災地に立地している小学校 1
5 校と支援学校 1 校の 2 年生、4 年生、6 年生と、同地域の全中学校 10 校の 2 年生を対象に子ども
の健康に関するアンケート調査を行い、1,369 名から回答を得た。アレルギー疾患に関しては、わが
国を含む国際的にその妥当性が確認されている ISAAC 質問票を用いた。その結果、気管支喘息の強
い症状（最近 12 ヶ月）「喘鳴のための睡眠障害の頻度が１週間に一晩以上、または 1 回の呼吸の間
に 1 こと 2 ことしか会話ができないほど重症な喘鳴があった」ものが  24 名／1,369 名 
そのうち、診断されてない or 治療してない子    14 名 
であった。そしてさらに、強い症状があるが、震災により治療を中断されそのまま未治療の状態の
















4 人（32.0 %）から回答を得た。アレルギー疾患に関しては、ISAAC 質問票を用い、受診してい
ない理由を質問した。気管支喘息とアトピー性皮膚炎について強い症状が認められた対象者はそれ



































菊谷 昌浩/東北メディカル・メガバンク事業-地域子ども長期健康調査事業の進捗に関する経過報告/第 24 回日










◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
 東北大学大学院医学系研究科分子疫学分野 
 







◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 






（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 





















氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
※柴山 明寛 
 佐藤 翔輔 
 今村 文彦 





























日本 IBM 等 
  
  
 合計  4  名  



















































◇学術論文   







合計（ 3 ）冊 
・柴山明寛／新聞研究 5 月号（No.742) 記録・教訓をどう活用するか─産学官民連携、みちのく震録伝の活動
／日本新聞協会／／2013.5／単著 
・今村文彦，柴山明寛／PROVISION 77 号 東日本大震災の膨大なデータを収集・活用するアーカイブ・プロジ
ェクト「みちのく震録伝」を推進／日本アイ・ビー・エム／／2013.5／共著 
・柴山明寛／月刊ニューメディア 2013 年 6 月号 東日本大震災とメディア（第 24 弾） 何世代も超えた未来
に伝え残すプロジェクト「みちのく震録伝」の現在／ニューメディア／／2013.5／単著 
 
◇学術関係受賞 （ 1 ）件 
柴山明寛，IBM Faculty Award2013，2013 年 10 月 11 日 
 
２ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 













研究代表者 佐藤 翔輔 





















































 合計   11 名  





























2） 災害かたりつぎ研究塾 夏合宿 in 東北の開催（2013/8/9-10，仙台市，石巻市，東松島市，名取市）
3） 災害かたりつぎ研究塾 秋合宿 in 新潟の開催（2013/11/2-3，長岡市，小千谷市） 
4） 災害かたりつぎ研究塾 冬合宿 in 兵庫の開催（2013./12/7-8，神戸市） 
5） 第 4 回 災害ミュージアム研究塾 2013「災害の記憶の忘却を防ぐことはできるのか」の開催
（2013/12/8） 






































◇学術論文   
合計（ 2 ）編  
佐藤翔輔，今村文彦，林春男：東日本大震災における被災自治体の人的資源運用に関する分析－宮城県石巻市を対
象にして－，地域安全学会論文集，No. 21，pp. 169-177, 2013.11. 【査読有り】 
佐藤翔輔，今井健太郎，岩崎雅宏，二上洋介，熊谷雅之，平松進，亀井一彦，鈴木聡一郎，山内智，今村文彦：避
難先を指定しない新しい津波避難訓練手法の提案－宮城県石巻市における実践と検証－，土木学会論文集 B2
（海岸工学），Vol. 60, No. 2, pp. Ⅰ_1361-Ⅰ_1365，2013.11 【査読有り】 
 
◇著書 
合計（ 4 ）冊 
佐藤翔輔：超広域災害に立ち向かう－東日本大震災被災地での住民参加・組織型フィールドワークの試み－，
「Fenics フィールドワーカーシリーズ」第 5 巻「災害をフィールドワークする」，古今書院，木村周平・杉戸信
彦・柄谷友香（編），2014.5 発刊予定【単著】 
佐藤翔輔，今村文彦，林春男：ウェブニュースから東日本大震災を分析する，東日本大震災を分析する２ 震災と
人間・まち記録（平川新，今村文彦，東北大学災害科学国際研究所編），第 3 部第 7 章，pp.235-248, 2013.6【共
著】 
古関良行，佐藤翔輔，今村文彦：大震災後の沿岸部でのリスク認識と対応についての調査，東日本大震災を分析す
る２ 震災と人間・まち記録（平川新，今村文彦，東北大学災害科学国際研究所編），第 2 部第 5 章，pp.135-144, 
2013.6【共著】 
柴山明寛，佐藤翔輔，今村文彦：東北大学による東日本大震災アーカイブプロジェクト，東日本大震災を分析する




合計（ 11  ）件 
○通常講演  （  9 ）件 
山﨑麻里子，佐藤翔輔，阪本真由美，宇田川真之，中川政治：AR 技術を活用した震災アーカイブと安全・安心な
街づくりに関する研究，2014 年電子情報通信学会総合大会講演論文集 基礎・境界（2014 年電子情報通信学会
総合大会，公募シンポジウム：AS-2「安全・安心な生活のための情報通信システム」），S-29，2014.3.18 
坪田亜由子，佐藤翔輔，今村文彦：岩手県・宮城県沿岸市町村を対象とした東日本大震災復興交付金事業の内容分
析，平成 25 年度土木学会東北支部技術研究発表会講演概要集（CD-ROM），2pp., 2014.3.8 
佐藤翔輔，今井健太郎，岩崎雅宏：東日本大震災における石巻市役所の 1 週間－「情報」をとりまく状況・対応を
中心にして－，第 4 回安全・安心な生活のための情報通信システム研究会講演論文集，pp. 30-33，2013.12.16-18 
小山真紀，藤森崇浩，佐藤翔輔，清野純史：東日本大震災における時系列新聞記事データにみる属性別状況と推移









計と実装－仙台市七郷市民センターでの試み－，第 32 回日本自然災害学会年次学術講演会講演概要集，pp. 37-
38，2013.9.24-25 
Fumihiko IMAMURA, Akihiro SHIBAYAMA, Shosuke SATO: Digital archive for the 2011 Tohoku Earthquake and tsunami - 
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Michinoku Shinrokuden, International Tsunami Symposium (ITS) 2013, pp.xx-xx, 2013.9 
 




















合計（  6  ）件 参加者合計（ 310）名 
・講演会・セミナーの主催・運営 （ 6 ）件 参加者合計（ 310）名 
「津波災害の記憶を巡る」シンポジウムの開催（2013/8/8，仙台市），50 名 
災害かたりつぎ研究塾 夏合宿 in 東北の開催（2013/8/9-10，仙台市，石巻市，東松島市，名取市），30 名 
災害かたりつぎ研究塾 秋合宿 in 新潟の開催（2013/11/2-3，長岡市，小千谷市），30 名 
災害かたりつぎ研究塾 冬合宿 in 兵庫の開催（2013./12/7-8，神戸市），30 名 
第 4 回 災害ミュージアム研究塾 2013「災害の記憶の忘却を防ぐことはできるのか」の開催（2013/12/8），50 名 
「世界に 3.11 を伝える」国際シンポジウムの開催（2014.2.21，仙台市），60 名 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（   61 ）件 
2014.03.28 毎日新聞，朝刊，防災手帳:多賀城市、全戸配布 必要な対策、情報網羅 ／岩手 
2014.03.21 河北新報，朝刊，被災した宮城沿岸の無形文化財をＤＢ化 東北大 
2014.03.19 毎日新聞，朝刊，防災手帳:多賀城市が作成、全国初の全戸配布 東北大監修 ／宮城 
2014.03.11 ラジオ 3（仙台シティエフエム），震災特番：これまで これから 
2014.03.11 ラジオ石巻，3.11 特別番組 「東日本大震災から 3 年」，「防災対策について」 
2014.03.10 河北新報，朝刊（15），特集：東日本大震災 3 年，被災者アンケート 苦難の記憶 継承願う 
2014.03.10 河北新報，朝刊（14），特集：東日本大震災 3 年，被災者アンケート 健康への不安 消えず 
2014.03.10 河北新報，朝刊（1），生活の復興 実感欠く 河北新報社・東北大 被災者アンケート 
2014.02.26 防災グッズマガジン，東北大などの研究グループ、AR 技術を用いた防災教育用アプリ「津波 AR」を
開発 
2014.02.22 ラジオ 3（仙台シティエフエム），「東北大学での災害科学の観点からの発信」，希望の杜 仙台への想
い（政府広報，内閣府被災地広報番組） 
2014.02.22 河北新報，朝刊，震災世界に伝えよう 東北大で国際シンポ 現状発信へ手法学ぶ 
2014.02.21 Smart IT Magazine，東日本大震災を忘れない！アプリケーション「津波 AR」で学ぶ防災教育！ 
2014.02.21 河北新報，朝刊，津波の怖さスマホで学んで 宮教大など防災教育アプリ開発 
248
 
2014.02.20 RBB TODAY，東北大と宮城教育大、スマホを活用した防災教育アプリ「津波 AR」共同開発 
2014.02.19 リセマム，防災教育アプリ「津波 AR」を共同開発…宮城教育大、東北大 
2014.02.18 CycleStyle，東北大などスマートフォンを用いた防災教育用アプリ開発 
2014.02.18 MOBILE & APPS，AR 技術を用いた防災教育用アプリ「津波 AR」、宮城教育大と東北大が開発 
2014.01.15 朝日新聞デジタル，被災地の変化，写真で定点観測 
2014.01.14 河北新報，朝刊（16），社会面，復興への歩み 定点観測 東北大災害研 写真収録サイト公開 
2014.01.07 四国新聞，朝刊（3），定点観測写真で復興状況を確認 東北大、サイト公開 
2014.01.07 長崎新聞，朝刊（3），復興状況 サイトで確認／東北大 被災地の定点写真公開 
2014.01.07 東京新聞，夕刊（2），復興の歩みネットで公開 東北大、２０６カ所の定点写真収録 
2014.01.07 下野新聞，朝刊（2），社会面，震災復興の歩み 写真に／東北大定点観測サイトで公開 
2014.01.07 東奥日報，朝刊（14），復興状況 サイトで確認 東北大 定点観測写真を公開 
2014.01.07 信濃毎日新聞，朝刊（29），宮城の復興 定点観測写真で確認 東北大 206 ヶ所集めサイト公開 
2014.01.07 山形新聞，朝刊，復興状況 サイトで確認 東北大 定点写真集め公開 宮城 206 ヶ所 
2014.01.07 福島民友，朝刊，復興状況をネットで確認 東北大が写真公開 
2014.01.07 福島民報，朝刊，復興状況をネットで確認 東北大 206 ヶ所の定点写真記録 
2014.01.03 石巻かほく，朝刊（1），次の災害でもした方がいいことは？ アンケート結果報告 石巻・街なか創
生協 
2013.12.27 宮崎日日新聞，高鍋町が防災手帳を導入 全世帯に配布へ 
2013.12.25 朝日新聞，朝刊（29），震災復興 206 ヶ所を定点撮影 東北大災害研がウェブサイト 
2013.12.08 石巻かほく，朝刊（1），無線の聞こえ方など 防災力調査の報告会 
2013.12.07 神戸新聞，朝刊(28，社会面)防災意識 どう育む 教育の役割 専門家提案 
2013,12,04 NHK，てれまさむね，東松島市 防災計画素案 津波対策を大幅強化 
2013.10.30 NHK，てれまさむね，亘理町が津波避難計画示す 
2013.10 内閣府，広報ぼうさい，いざというときに役立つ「みんなの防災手帳」 
2013.10.06 ラジオ石巻，平成 25 年度総合防災訓練 あるいで にげっぺ！ 
2013.9.30-10.06 ラジオ石巻，CM：平成 25 年度総合防災訓練 あるいで にげっぺ！ 
2013.09.11 ラジオ石巻，石巻市からのお知らせ（平成 25 年度総合防災訓練 あるいで にげっぺ！ について） 
2013.09.01 北海道新聞，朝刊，車で高台へ 誘導やめ住民判断 避難訓練 被災地被災地模索 
2013.09.04 NHK，てれまさむね，災害時の情報提供 IT で一元化 よりスムーズに 
2013.09.01 河北新報，朝刊(26，特集)，いのちと地域を守る 災害情報 どう対応 「東日本大震災 従来と異なる
傾向 大規模災害時，県の役割増す」  
2013.08.25 北海道新聞，朝刊(4，特集)，東奔北走 語り継ぐ災害の記憶 
2013.08.13 河北新報，朝刊(24)，災害の記憶継承「研究塾」を開催（災害かたりつぎ研究塾） 
2013.08.09 河北新報，朝刊(29，社会面），いのちと地域を守る 東北大災害研 津波の記憶 伝承を 仙台でシンポ 
事例紹介 
2013.08.05 朝日新聞，朝刊(25，社会面，伝える 東日本大震災 3 年目)，津波の高さ 人の目線で再現 東北大がサ
イト開設 
2013.07.21 河北新報，朝刊(26)，いのちと地域を守る，津波高 目の位置から見て規模体感 東北大災害研 サイト
開設 地点ごとグラフィック表示 
2013.07.16 読売新聞，朝刊(26)，津波の怖さ サイトで実感 東北大チーム開設 
2013.07.16 日経 BP（ケンプラッツ，日経コンストラクション），「ヒトの目線」で津波高を実感、東北大がサイト
公開 
2013.07.11 河北新報，朝刊(20)，防災・減災のページ/探る 実用重視 参加率向上を 津波避難訓練の変化 
2013.06.12 東日本放送，スーパーJ ちゃんえるみやぎ，渋滞検証の避難訓練 原則“徒歩”あえて“車” 






2013.05.19 河北新報，朝刊（25），先人の知恵，現代に還元 東北大と東北芸工大が共同研究 
2013.04.30 ジャパンエフエムネットワーク，OH! HAPPY MORNING (「みんなの防災手帳」の紹介) 







◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
「世界に 3.11 を伝える」国際シンポジウムの開催（2014.2.21，仙台市） 
アメリカ・インドネシア等／2014.2.21／国際シンポジウム 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 






析，平成 25 年度土木学会東北支部技術研究発表会講演概要集（CD-ROM），2pp., 2014.3.8 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 




（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
人と防災未来センター（阪本研究員，宇田川研究員，マリ研究員，高森専門員等）：共同調査 
中越メモリアル回廊・きおくみらい・長岡震災アーカイブセンター（山崎研究員，松井研究員等）：共同調査 









































































































 合計 １１名  































































合計（ １ ）件 
○通常講演  （ １ ）件 
安倍祥・Suppasri Anawat・福谷陽・保田真理・今村文彦・木村裕行・鈴木康夫，津波避難訓練の避難実態と住民
意向〜２箇年のアンケート調査から〜，平成 25 年度東北地域災害科学研究集会，2014/1/7，秋田大学工学資源部 
  
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 






合計（ ４ ）件 参加者合計（ ５００ ）名 
Yoshi Abe, Reviewing the evacuation method，5th CR+I (Climate Risk + Insurance) Seminar，2013/10/28，宮城県仙台
市・トラストシティプラザ 
今村文彦，東日本大震災における教訓と課題ー津波避難の取組について，山元町と東北大学災害科学国際研究所      
連携と協力に関する協定締結式記念講演会，2013/12/24，宮城県山元町・山元町中央公民館 






合計（ １３ ）件  




・行政・企業との連携 （ ６ ）件 参加者合計（ 3,760 ）名 
仙台市総合防災訓練・津波避難訓練，津波避難訓練の調査・検証，2013 年 4 月～8 月（2013 年 6 月 12 日訓練  
実施），1,140 名 
山元町総合防災訓練・津波避難訓練，津波避難訓練の企画・実施・調査・検証，2013 年 4 月～12 月（2013 年 
8 月 31 日訓練実施），1,000 名 
岩沼市総合防災訓練・津波避難訓練，津波避難訓練の調査・検証，2013 年 7 月～10 月（2013 年 9 月 1 日訓練 
実施），1,500 名 




ログラムの企画検討ならびに実践，2013 年 10 月～2014 年 3 月 
同 津波避難プログラム等の作成に関する検討委員会（復興庁・宮城県・宮城県内沿岸 15 市町・「カケアガ 
レ！日本」企画委員会），津波避難訓練プログラムの企画検討，2013 年 12 月～2014 年 3 月，120 名 
 
・地域コミュニティ（自治会など）との連携 （ ５ ）件 参加者合計（ ２２０ ）名 
山元町津波避難訓練に向けた同町花釜行政区との協議，津波避難訓練の支援・調査・検証，2013 年 4 月～8 月 
（2013 年 8 月 31 日訓練実施），20 名 
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仙台市新浜町内会における津波避難訓練，津波避難訓練の支援・調査，2013 年 10 月 14 日訓練実施，40 名 
仙台市笹屋敷町内会における津波避難計画ワークショップ，ワークショップの支援・調査，2013 年 11 月 16 
日，30 名 
気仙沼市階上地区における災害時要援護者の避難支援に関する座談会，座談会のコーディネート，2013 年 11 
月 16 日，10 名 
仙台市南蒲生町内会における津波避難訓練，津波避難訓練の支援・調査，2014 年 1 月 26 日訓練実施，120 名 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（ ７ ）件 
執筆，防災・減災のページ 探る 車避難時の渋滞回避素 地域に応じたルールを，河北新報，2013/6/11 
出演,，県民防災の日 防災面の課題について専門家に聞きました，仙台放送，2013/6/12 
企画協力，避難訓練 被災地模索，北海道新聞，2013/9/1 
企画協力，NHK スペシャル シリーズ東日本大震災 津波から命を守れ～浸水域に暮らす人々～，NHK，
2013/9/27 
企画協力，津波雛訓練 カケアガレ！日本，河北新報，2013/12/11 





◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
東北大学 グローバル安全学 トップリーダー育成プログラム 
 









◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
東北大学 グローバル安全学 トップリーダー育成プログラム（教員・学生との津波避難訓練に関する共同調査） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 無 ） 
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氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
大平留美子 仙台放送 開発 ツール開発支援 
 合計     4 名  

















































◇学術論文   
合計（  2 ）編  
 保田真理, 今村文彦, Suppasri Anawat／自然災害から生延びる判断力向上のための減災学習ツール 
              の開発と効果の検証-減災ポケット「結」と災害模擬体験ブック-／自然災害学会東北地 
              域災害科学研究/第 50 巻/2014.3/P269-273 
保田真理／「災害（リスク）と共存して『生きる力』」（日本語）／日本繊維製品消費科学会／繊維製品 
       消費科学／第 55 巻／2014.1.25／P16-25 
 
◇学会発表 
合計（    3 ）件 
○通常講演  （   2 ）件 
   保田真理／Practical Education program for improving response capability to survive from tsunami／ 
       ITS2013／2013.9.25／トルコ 
   保田真理, 今村文彦, Suppasri Anawat／自然災害から生延びる判断力向上のための減災学習ツール 
              の開発と効果の検証-減災ポケット「結」と災害模擬体験ブック-／自然災害学会東北地 
              域災害科学研究集会／2014.1.7／秋田大学 
 
○基調講演・招待講演 （   1 ）件 
   保田真理／「災害（リスク）と共存して『生きる力』」（日本語）／日本繊維製品消費科学会／ 


















合計（  19 ）件  
・小中高との連携  （  9 ）件  参加者合計（   1500 ）名 
・行政・企業との連携 （  6 ）件 参加者合計（  1000  ）名 
・地域コミュニティ（自治会など）との連携 （  2 ）件 参加者合計（  80 ）名 
・ボランティア活動 （  2 ）件 参加者合計（ 70  ）名 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 




出演／学ぼう BOSAI 津波はどうして起きる？／NHK E テレ／2013.11.20 
出演／学ぼう BOSAI 津波から命を守るには？／NHK E テレ／2013.12.4 











監修／未来遺産震災直後…生死を分ける 72 時間になすべきこと／TBS／2014.3.10 
 
３ 国際連携 




◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 









◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
  David Nguyen（ハワイ大学 マノア校） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
 広報課とコラボし、被災地の小学校に活動を広げて行くことになった。 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 






平成 25 年度 東北大学災害科学国際研究所 特定プロジェクト研究成果報告書 
【所内／拠点研究】 
研究種目：C 
研究課題名：RESEARCH ON THE ACCELERATION OF AGENT-BASED TSUNAMI EVACUATION 
COMPUTING FOR COMPLEX URBAN ENVIRONMENT SIMULATION. 
研究代表者 Erick Mas 
所属部門・分野 
Hazard and Risk Evaluation Research Division 
Remote Sensing and Geoinformatics for Disaster Management 













 Shunichi Koshimura 
 
 
Remote Sensing and Geoi
nformatics for Disaster M
anagement Professor 
 
Remote Sensing and Geoi










 Tsunami  
 Engineering 
 
Evacuation model enhancement 




Applicability of evacuation simu
lation on local communities in J
apan 






   
 合計     2 名  
研究経費  総額   1,275 千円 
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研究目的 ◇何をどこまで明らかにしようとしたのか 
This study will contribute on increasing the performance and reduce analysis time efforts for the evaluation 
of community evacuation. Fast computation will lead to a better analysis of multiple scenarios and outcomes
of evacuation for the safety of population at risk of tsunami.  
The following research objectives are set here: 
a. Collection and analysis of Tohoku tsunami evacuation experiences. 
b. Evaluation of agent based platforms suitable for GPU acceleration. 
c. Enhancement of tsunami evacuation model1) to high performance computing. 
d. Promotion of simulation systems for practical use 
 
◇研究の特色・意義 
A new approach of tsunami disaster management is proposed with the use of evacuation models to assess
the feasibility of future evacuations of communities at risk. Tsunami engineering and social science of 
human behavior are integrated into a comprehensive model of tsunami evacuation. This study is of global 
interest and will be share for the education and preparedness of population at risk. The use of tsunami 
evacuation models seeks to enhance the capabilities of disaster response. 
 
1) Mas, E., Suppasri, A., Koshimura, S. and Imamura, F., (2012) Agent based simulation of the 20
11 Great East Japan Earthquake Tsunami evacuation procedure. Introduction to an integrated model of 






The most effective measure to survive from tsunami is a rapid evacuation. In the affected areas by t
he Great East Japan Earthquake and Tsunami of 2011, it is necessary to formulate an effective tsuna
mi evacuation plan while promoting a strong community development against disasters.  
As a tool for designing the evacuation plans, this research project developed an agent-based evacuati
on simulation and tsunami inundation model to evaluate the evacuation and its application to the aff
ected areas by the tsunami.  
In areas like Yuriage district from Natori in Miyagi Prefecture, it is a big challenge for society to ta
ckle the arrival of tsunami with a prompt evacuation. By reproducing the tsunami evacuation process
 in Yuriage district using the agent-based model this research project aims to reveal the cause of the












The outputs of this research project contribute to disaster prevention and mitigation through the evalu
ation of past, present and future evacuation plans using tsunami evacuation modeling. It is important 
to understand the good or bad practices that commonly occurred during evacuation. Using evacuation
 simulation it is possible to observe some aspects of the human behavior and the consequences on t
he outcomes and impact of the disaster. With tsunami evacuation models it is possible to understand 
the necessities of a community to effectively prepare an evacuation plan. 




◇学術論文   
合計（ 2 ）編  
Mas, E., Adriano, B., Koshimura, S. (2013). An integrated simulation of Tsunami Hazard and Human Evacuation in La 
Punta, Peru. Journal of Disaster Research Vol.8 No.2. pp. 285-295. (peer reviewed) 
Mas, E., Muhari, A., Adriano, B., Koshimura, S., Imamura, F. (2013). Basic study on the contribution of tsunami 
multilayer protection to tsunami evacuation and coastal community resilience. In Proceedings of International Sessions 
in Coastal Engineering, JSCE, Vol.4, volume 4. (peer reviewed) 
 
◇著書 
合計（ 1 ）冊 
Mas, E., Adriano, B., Koshimura, S., Imamura, F., Kuroiwa H., J., Yamazaki, F., Zavala, C., Estrada, M. (2014). 
Identifying Evacuee’s Demand of Tsunami Shelters using Agent Based Simulation. In ”Tsunami Events and Lessons 
Learned” edited by Kontar, Y., Santiago-Fandino, V., Takahashi, T. Ed. Springer Netherlands, 2013. (peer reviewed) 
(Book chapter) 
◇学会発表  
合計（ 6 ）件 
Mas, E., Koshimura, S. (2014). Research on the acceleration of agent-based tsunami evacuation computing for complex 
urban environment simulation. In Proceedings of Annual Meeting of the Tohoku Branch Technology Research 
Conference, Japan Society of Civil Engineers. Hachinohe, Japan. (non peer reviewed) 
Mas, E., Adriano, B., Koshimura, S. (2014). Coastal community resilience through multilayer protection and evacuation 
behavior. 2014 Ocean Sciences Meeting. February 23-28, Hawaii, US. 
Mas, E., Muhari, A., Adriano, B., Koshimura, S., Imamura, F. (2013). Basic study on the contribution of tsunami 
multilayer protection to tsunami evacuation and coastal community resilience. International Sessions in Coastal 
Engineering, JSCE, Vol.4, volume 4. 
Mas, E., Koshimura, S. (2013). Methodologies and near future perspectives of integrated tsunami inundation and 
evacuation modeling for tsunami disaster mitigation. International Tsunami Symposium. September 25-27, 2013, 
Gocek, Turkey.  
Suppasri, A., Mas, E., Srivihok, P., Sawatdiraksa, S, Abe, Y., Koshimura, S., Imamura, F. (2013). Evaluation of present 
tsunami evacuation situation in Thailand. In Proceedings of The 2nd EIT International Conference on Water Resources 
Engineering. September 5-6, 2013, Chiang Rai, Thailand. 
Mas, E., Koshimura, S. (2013). Geospatial simulation of tsunami evacuation using agent-based modeling. Japan 
Geoscience Union Meeting 2013. May 19-24, 2013, Makuhari, Chiba, Japan. 
 
○基調講演・招待講演 （  2  ）件 
”Tsunami Evacuation Planning and Simulation” - International Institute of Seismology and Earthquake Engineering, Building 
Research Institute, Tsukuba, Ibaraki. 26 April, 2013. 
“Recent Advances on Agent Based Tsunami Evacuation Simulation: Case Studies at Indonesia, Thailand, Japan and Peru” – 
Ocean and Resources Engineering seminar, School of Ocean and Earth Science and Technology at the University of Hawai’i 
at Manoa. 24 February, 2014. 
 
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（ 1 ）件 
IRIDeS Quarterly (September 2013, Vol. 4). Research summary. Topics on Page 5. 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
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◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 



























氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
 
 藤澤 敦 
 
 金田 明大 
 
 土井 恭二 
 


























 合計  5   名  



























































◇学術論文   
合計（ ２ ）編  
1. Jie Chen, Hai Liu, Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato, Development of Array GPR for Archaeological Survey and 
Disaster Mitigation/ Near Surface Geophysics Asia Pacific Conference/Beijing, 10.1190/nsgapc2013-048, 2013 
2. Motoyuki Sato, Kyoji Doi and Kazunori Takahashi／ADVANCED GPR FOR ARCHAEOLOGICAL SURVEY, Proc. 
IGARSS2013／Melbourne, July 2013 
 
◇学会発表  
合計（ 4 ）件 
○通常講演  （ 4 ）件 
1. 佐藤源之，高橋一徳/震災復興に向けたアレイ型 GPR による遺跡調査/物理探査学会第 128 回学術講演会論文
集/2013/ 
2. 高橋一徳・リウ ハイ・佐藤源之, 震災復興を推進するアレイ型地中レーダによる遺跡計測, 電子情報通信学
会宇宙・航行エレクトロニクス研究会技術報告, 第 12 回地下電磁計測ワークショップ, 仙台, 2013 年 11 月
23 日 
3. 易 利・佐藤源之・高橋一徳, Investigation on 3D migration of non-gridded GPR data 第 12 回地下電磁計測ワー
クショップ, 仙台, 2013 年 11 月 23 日 
4. 佐藤源之・高橋一徳, 墳丘の地中レーダによる遺跡調査第 12 回地下電磁計測ワークショップ, 仙台, 2013 年
11 月 23 日 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（  1  ）件  参加者合計（ 40  ）名 
○国内学会研究会（ １ ）件 参加者（ ４０ ）名 
第１２回 地下電磁計測ワークショップ 「復興・遺跡調査」（プログラム添付） 
電子情報通信学会 宇宙航行エレクトロニクス研究会 
協賛： IEEE AESS Japan Chapter, IEEE GRSS Japan Chapter, 物理探査学会 
2013 年 11 月 22 日(金) 10：30～17：10 会場 東北大学 川内キャンパス 萩ホール 
2013 年 11 月 23 日(土) 10：00～12：20 会場 東北大学 東北アジア研究センター 




合計（ 1  ）件  
・行政・企業との連携 （ 1 ）件 参加者合計（    ）名 
9 月 27 日 宮城県文化財保護課 研修会 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（   1   ）件 





◇国外の研究機関との研究協力・交流（  無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（  無 ） 
 









易 利・佐藤源之・高橋一徳, Investigation on 3D migration of non-gridded GPR data 第 12 回地下電磁計測ワー
クショップ, 仙台, 2013 年 11 月 23 日 
 
◇ポストドクターの活用（ 有  ） 
〈活用形態〉 
総長裁量経費による 助手 1 名 （エフォート１００％） 










◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有  ） 




1 9 月 11 日   宮城県東松島市 野蒜築港 GPR 
2 9 月 12 日   福島県須賀川市 団子山古墳見学 
3 9 月 18 日 9 月 20 日 福島県南相馬市 上渋佐原田遺跡(調査区東側）GPR 
4 9 月 26 日 9 月 27 日 福島県南相馬市 五畝田犬這遺跡 GPR 
5 10 月 2 日 10 月 4 日 福島県南相馬市 南才ノ上遺跡 GPR 
6 10 月 7 日 10 月 8 日 栃木県小山市 琵琶塚古墳 GPR 
7 10 月 9 日 10 月 10 日 福島県南相馬市 南才ノ上遺跡 GPR 
8 10 月 18 日   福島県南相馬市 南相馬市教育委員会文化財課 
9 11 月 4 日 11 月 6 日 栃木県小山市 琵琶塚古墳 3DGPR 
10 11 月 7 日   宮城県東松島市 野蒜築港 GPR 
11 11 月 7 日   福島県南相馬市 上渋佐原田遺跡(調査区西側）GPR 
12 11 月 12 日 11 月 13 日 福島県南相馬市 上渋佐原田遺跡(調査区西側）GPR 
13 11 月 19 日   福島県福島市 福島県教育庁 
14 11 月 21 日   福島県南相馬市 上渋佐原田遺跡 
15 11 月 26 日   福島県南相馬市 上渋佐原田遺跡(調査区西側）GPR 
16 11 月 27 日   福島県南相馬市 上渋佐原田遺跡 




第１２回 地下電磁計測ワークショップ 「復興・遺跡調査」 
 
電子情報通信学会 宇宙航行エレクトロニクス研究会 
協賛： IEEE AESS Japan Chapter, IEEE GRSS Japan Chapter, 物理探査学会 
 
2013 年 11 月 22 日(金) 10：30～17：10 会場 東北大学 川内キャンパス 萩ホール 
2013 年 11 月 23 日(土) 10：00～12：20 会場 東北大学 東北アジア研究センター 




（一般講演：発表 20 分 ＋ 質疑応答 5 分） 
 
11 月 22 日(金) 午前 （10：30～12：50） 
 
委員長挨拶 （JAXA 齋藤 宏文) 
趣旨説明 （東北大学 佐藤 源之） 
 
震災とレーダ技術 (座長： 高橋一徳) 
(1) 10:30 - 11:10 
 ［特別講演］震災から 2 年半を経て見えてきた課題 ～ 被災構造物の維持管理と健全度の把握 ～ 
 ○久田 真（東北大） 
(2) 11:10 - 11:35 
 マイクロ波による RC 構造物中の腐食鉄筋探査の一検討 
 ○三輪空司（群馬大） 
(3) 11:35 - 12:00 
 地中レーダ探査データを用いた砂浜堆積過程の可視化 
 ○有働恵子（東北大） 
(4) 12:00 - 12:25 
 東日本大震災の行方不明者捜索における地中レーダの適用 
 ○園田 潤（仙台高専）・渡邉 学（JAXA）・米澤 千夏・佐藤源之（東北大） 
(5) 12:25 - 12:50 
 Fundamental study of observation of landslide by GB-SAR observation; case study at Aratozawa 
 ○Lilong Zou・Kazunori Takahashi・Motoyuki Sato（Tohoku Univ.） 
 
11 月 22 日(金) 午後 （13：30～15：10） 
 
建造物センシング技術 I (座長： 三輪 空司) 
(6) 13:30 - 13:55 
 電磁波を用いた建造物非破壊センシング技術の研究開発 ～ 25 年 度中間成果 ～ 
 ○佐藤源之・高橋一徳・劉 海・クリスチャン コヤマ（東北大） 
(7) 13:55 - 14:20 
 建造物非破壊センサーの研究開発（第一報） ～ 単一周波数を用いたイメージングレーダ ～ 
 ○弓井孝佳・浅野有美・森 康成・土井恭二（三井造船） 
(8) 14:20 - 14:45 
 建造物非破壊センサーの研究開発（第二報） ～ 広帯域アンテナの開発 ～ 
 ○森 康成・浅野有美・弓井孝佳・土井恭二（三井造船） 
(9) 14:45 - 15:10 
 建造物非破壊センサーの研究開発（第三報） ～ ステップ周波数方式イメージングレーダ ～ 








11 月 22 日(金) 午後 （15：30～17：10） 
 
建造物センシング技術 II (座長：木寺 正平) 
 
(10) 15:30 - 15:55 
 建造物非破壊センサーの研究開発（第四報） ～ GPR を 用いた木材のイメージング ～ 
 ○浅野有美・弓井孝佳・森 康成・土井恭二（三井造船） 
(11) 15:55 - 16:20 
 20GHz 帯 GB-SAR による構造物内部計測の基礎 実験 
 ○高橋一徳・劉 海・クリスチャン小山・佐藤源之（東北大） 
(12) 16:20 - 16:45 
 掘削時前方探査レーダのためのバケット一体型八木・宇田スロットアンテナの設計 
 ○茂木優人・三輪空司（群馬大） 
(13) 16:45 - 17:10 
 GPR survey results of Hunnu dynasty tombs（モンゴルにおける GPR による遺跡調査の事例紹介） 
 ○Tseedulam Khuut (モンゴル科学技術大学) 
 
 




11 月 23 日(土) 午前 （10：00～12：20） 
 
震災復興と遺跡調査 (座長：園田 潤) 
 
(14) 10:00 - 10:25 
 A compact polarimetric GPR system for detection of linear subsurface targets 
 ○Hai Liu・Motoyuki Sato（Tohoku Univ.） 
(15) 10:25 - 11:05 
 ［特別講演］宮城県における震災復興と遺跡調査の現状 
 ○佐久間光平（宮城県） 
(16) 11:05 - 11:30 
 震災復興を推進するアレイ型地中レーダによる遺跡計測 
 ○高橋一徳・リウ ハイ・佐藤源之（東北大） 
(17) 11:30 - 11:55 
 Investigation on 3D migration of non-gridded GPR data 
 ○易 利・佐藤源之・高橋一徳（東北大） 
















研究代表者 ブリッカー ジェレミー 





























氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   2  名  

























































◇学術論文   
合計（ 3 ）編  
 Bricker, Tsubaki, Muhari, Kure (2014) Causes of the January 2013 canal embankment failure and urban flood in Jakarta, 
Indonesia. Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B1 (Hydraulic Engineering), Vol. 70, No. 4, I_91-I_96. 
 Bricker, Takagi, Mitsui (2013) Turbulence model effects on VOF analysis of breakwater overtopping during the 2011 
Great East Japan Tsunami. Proceedings of the 35th IAHR World Congress. Chengdu, Sichuan, China.   
 Bricker, J.D., and Nakayama. A. (2914) Contribution of Trapped Air, Deck Superelevation, and Nearby Structures to 
Bridge Deck Failure During a Tsunami. Journal of Hydraulic Engineering (ASCE). 10.1061/(ASCE)HY.1943-
7900.0000855 , 05014002.  
 
◇著書 
合計（ 1 ）冊 
Bricker, Nakayama, Takagi, Mitsui, Miki. Mechanisms of damage to coastal structures due to the 2011 Tohoku Tsunami. Coastal 
Disasters – Lessons Learnt for Engineers and Planners (Esteban, Takagi, Shibayama ed.s). Elsevier. (準備中) 
 
◇学会発表  
合計（  2  ）件 
○通常講演  （ 2  ）件 
Bricker, J.D., and A. Nakayama. (2013) Effect of nearby structures on failure of the Utatsu Bridge during the 2011 Great East 
Japan Tsunami. Proceedings of International Sessions in Coastal Engineering, JSCE. vol.4. 
Bricker, J.D., Takagi, H., and Mitsui, J. (2013) Turbulence model effects on VOF analysis of breakwater overtopping during the 
2011 Great East Japan Tsunami. Proceedings of the 35th IAHR World Congress. Chengdu, Sichuan, China.   
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 
イギリス/ロンドン大学/2014 年 7 月―9 月/共同研究・学生交換 
アメリカ/ハワイ大学/2015 年 2 月―3 月/共同研究 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 無 ） 
272
 










































 合計    3 名  
研究経費  総額     1275 千円 
研究目的 ◇何をどこまで明らかにしようとしたのか 
本研究の内容は，1)最適避難計画に関する数理計画的アプローチと，2)避難者の移動が再現できる




























































◇学術論文   










○通常講演  （ 4 ）件 
1 通常講演 片岡侑美子，津波避難計画モデルの平野部地域への適用，平成 25 年度土木学会東北支部技術研究発
表会，2014 年 3 月 8 日，八戸市・八戸工業大学 
2 報告講演 金進英，シミュレーションと数理計画を融合した自動車避難計画の分析－亘理町を事例に－，交通
工学研究会 基幹研究 第 2 回シンポジウム，2014 年 3 月 14 日，東京都・ステーションコンファレンス東京 
3 通常講演 片岡侑美子，実規模交通避難シミュレーションに基づく道路渋滞の分析，第 49 回土木計画学研究発
表会，2014 年 6 月 8 日，仙台市・東北工業大学 
4 通常講演 金進英，交通シミュレーションを用いた自治体の避難計画の評価，第 49 回土木計画学研究発表会，
2014 年 6 月 8 日，仙台市・東北工業大学 
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氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計  ４  名  






















































合計（  2  ）件 
○基調講演・招待講演 （  2  ）件 
佐藤大介，天保六年の「宮城県沖地震」，第 1 回前近代歴史地震史料研究会，2013 年 11 月 4 日 




合計（  ５  ）件 参加者合計（   ）名 
平川新，災害と歴史，日本港湾振興団体連合会総会講演会，2013 年 10 月 10 日，酒田市 
平川新，歴史にみる災害，宮城郷土史探訪会，2013 年 11 月 12 日，広瀬市民センター 
平川新，災害の歴史から学ぶこと，多賀城市滅災シンポジウム，2013 年 11 月 28 日，多賀城市文化センター 
平川新，歴史から災害を考える，復興大学公開講演会，2014 年 1 月 15 日，ガーデンシティ仙台 
平川新，歴史研究から災害を考える，京都大学附置研究所・センターシンポジウム「京都からの提言」，2014 年 3
月 15 日，仙台国際センター 
 
◇学外での社会活動 
合計（ 1 ）件  
 ・小中高との連携  （ 1 ）件  参加者合計（    ）名 
平川新，高校生歴史フォーラム in 宮城，高校生歴史フォーラム in 宮城実行委員会，講演「災害と世界史」，2013 年
8 月 17 日， 
・その他 （ ２ ）件 参加者合計（   ）名 
岩手県大船渡市Ｏ家の美術資料調査，聞き取りと資料の状態の調査 2013 年 10 月 27 日，2 人 
宮城県石巻市Ｉ家所蔵資料の概要調査，聞き取りと資料の所在・内容を把握，2014 年 2 月 12 日，2 人 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（  ２   ）件 
新聞掲載，平川新，出演，もったいない語辞典「海嘯 うなり押し寄せる波」，読売新聞，2013 年 10 月 4 日 
新聞掲載，平川新，出演，宮城過去 400 年 犠牲者出た津波平均 57 年に 1 回，河北新報，2014 年 2 月 28 日 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 





◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
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◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 

















研究代表者 増田 聡 













































































 合計    ９名  































































増田聡 震災復興企業実態調査からみた東日本大震災の被害像、季刊地理学 65(1)、pp.58-59、2013.06（査読無） 
増田聡 仮設住宅のあり方と政策的な提言、「東日本大震災における仮設住宅の生活環境と住民の健康：パーソナ
ル・スケールでの実証的研究に基づく提言」、日本地理学会 E-journal GEO 8(1)、pp.190-191、2013.08（査読無） 
増田聡 「住まいの復興」へ向かうひとつの道：仮設住宅から災害公営住宅へ、地理 59(1)、pp.22-32、2014.01
（依頼原稿） 








○通常講演  （７）件 
Satoru Masuda (2013) Panel survey of corporate activity on damage and recovery in Tohoku region after the Great East Japan 









Yasuto Kuwahara; Isao Hasegawa; Masayuki Yoshimi; Yuichi Namegaya; Haruo Horikawa; Misato Nakai; Satoru Masuda: 
Characteristics of seismic and tsunami fragility of industries, revealed by the 2011 Tohoku-oki earthquake, NH43C.Asia-
Pacific Region Global Earthquake and Volcanic Eruption Risk Management (G-EVER) for Disaster Mitigation I, the American 
Geophysical Union’s 46th annual Fall Meeting, 2013.12.12 San Francisco 
Satoru Masuda（2014）Panel survey of corporate activity in Tohoku region after the Great East Japan Earthquake: towards 
the estimation of economic damages and the evaluation of recovery process from earthquake, tsunami and nuclear hazard, 
Session 1610. The Fukushima Disaster: Three Years Later 4 (Energy, industry and communities), 2014 Annual Meeting of the 






Satoru MASUDA and Yuanyuan TENG（2013）Panel survey of corporate activity on damage and recovery in Tohoku region 
after the 3.11 Great East Japan Earthquake ― Estimation of fragility curve of economic damage ―, International Symposium 
on City Planning 2013: Resilient and Sustainable Cities, 2013.08.23, Sakura Hall, Tohoku University 
  
◇総説・解説記事 合計（２）件 
増田聡 三年目の課題とこれから：復興計画・事業は仕切り直せるのか？、新都市 68(2)、pp.33-35（査読無) 
ひょうご震災記念 21 世紀研究機構編 『生活復興のための 15 章』、東日本大震災生活復興プロジェクト報告書




















研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載  合計（１）件 
NHK 日曜討論出演 2014.03.09 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
〈◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
経済学研究科・地域イノベーション研究センターとの連携 
 




（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 

























氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 





























 合計     ３名  









らに、米国の復興計画と実施の事例（ハリケーンカトリナ後の New Orleans 市やハリケーンサンデ
ィ後の New York 市）についても、被災後、地域の再建とそのプロセスについて、どのように「リ
スク」を取り込んで行ったのか、また地域再建のために、どのような計画プロセス・プログラム等














































合計（  4  ）件 
○通常講演  （ 4 ）件 
Iuchi, Kanako and Maly, Elizabeth. “Initial Regional Assessment of Local Recovery Planning in the Tohoku Region after the 
Great East Japan Earthquake”. IRCD Researchers Meeting (IRCD), July 17 2013. Broomfield, Colorado. 
Iuchi, Kanako. “Altering “one-size-fits-all” recovery planning in the third year after the Great East Japan Earthquake and 
Tsunami”. 12th International Congress of Asian Planning Schools Association. November 2, 2013. Taipei, Taiwan 
Iuchi, Kanako, “Disaster risk management and land use in Japan: In geography vulnerable to water-related disasters” 
Symposium on Spatial Planning following Disasters, December 12, 2013. Tohoku University 
Johnson, Laurie, “Land use planning in the USA and its role in natural hazard mitigation and post-disaster recovery” 
Symposium on Spatial Planning following Disasters, December 12, 2013. Tohoku University 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（  1  ）件  参加者合計（ 53  ）名 
○国際学会大会 （ 1 ）件 参加者（ 53 ）名 




合計（  3 ）件 参加者合計（ 120  ）名 
井内加奈子「災害後における再定住地の決定プロセスとコミュニティダイナミックス」.第 4 回「震災対策技術
展」宮城. 2013 年 8 月 8 日 
井内加奈子「災害からの最定住プロセスを追う：エスノグラフィー調査（フィールド調査）手法による復興研
究」IRIDeS 金曜フォーラム、2013 年 8 月 23 日、仙台  
Iuchi, Kanako. “Planning for Rebuilding – Japanese and US efforts after mega-disasters”. JICA Counterpart Training. 
September 3, 2013, Sendai. 
 
◇学外での社会活動 
合計（ 1 ）件  
 ・行政・企業との連携 （ １ ）件 参加者合計（ 25 ）名 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
1. アメリカ合衆国／イリノイ大学／2013 年 4 月 1 日～8 月 15 日／共同研究（東北における復興計画と実施状況
についてのインタビュー） 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
1. アメリカ合衆国／イリノイ大学／2013 年 4 月 1 日～8 月 15 日／共同研究（東北における復興計画と実施状況
についてのインタビュー） 
2. アメリカ合衆国／Laurie Johnson Consulting／2013 年 12/12-15 の国際会議(Symposium on Spatial Planning after 
Disasters) 講演 
 






◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 



















































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計  ２ 名  

















































URL 等 参加研究者および研究組織が作成した研究内容または研究成果に関するウェブサイトなど 
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１ 研究成果の公表（2013 年 4 月～2014 年 3 月） 
◇学術論文   
合計（ 9 ）編  
1.石坂公一／被災マンションの特性と復興ポテンシャル－仙台市を対象として－／マンション学／45 号／75-78
／2013 年 04 月／招待講演資料 
2.石坂公一／現行の災害対応システムの課題／2013 年度日本建築学会大会（北海道）災害対応型建築社会シス
テム特別研究委員会パネルディスカッション資料／53-55／2013 年 08 月 31 日／招待講演資料 
3.芳賀沼整、早川真介、石坂公一、浦部智義／木造仮設住宅の計画特性に関する研究－東日本大震災後の福島県
内の仮設住宅を対象とした考察－／日本建築学会技術報告集／19 巻 43 号／1043-104／2013 年 10 月／査読有 
4.芳賀沼整、石坂公一、浦部智義／ログハウス型仮設住宅の特性と可能性に関する研究－東日本大震災後の福島
県内の木造仮設住宅を対象とした考察－／日本建築学会計画系論文集／79 巻 696 号／355- 364／2014 年 02 月／
査読有 
5.内海康也、石坂公一／住宅資源量の評価手法／日本建築学会計画系論文集／79 巻 697 号／763- 771／2014 年
03 月／査読有 
6.石坂公一、内海康也／線量別の居住特性からみた居住復興の方向性／日本建築学会東日本大震災３周年シンポ
ジウム資料／129-134／2013 年 03 月／招待講演資料 
7.吉村 東、石坂 公一／災害を契機とした高齢者の交流活動の変化－／日本建築学会東北支部研究報告集／
129-132／2013 年 06 月／査読無 
8.鯉渕 遼、石坂 公一／都市のコンパクト化による費用対効果に関する研究／日本建築学会東北支部研究報告
集／155-158／2013 年 06 月／査読無 
9.内海 康也、石坂 公一／住宅資源量の評価手法の開発／日本建築学会東北支部研究報告集／159-162／2013
年 06 月／査読無 
 
◇著書  合計（ 3  ）冊 
1. 石坂 公一／今を生きる ５ 自然と科学／340 頁／東北大学出版会／第 17 章 被災地復興における居住
計画上の課題 283～296／2013 年 02 月／共著 
2.花岡和聖／災害と地理学／印刷中／第 12 章 ミクロな地理スケールでの地震被害想定シミュレーションの可
能性／2014 年／共著 
3.花岡和聖／Geodesign Framework: Changing Geography by Design／印刷中／第 8 章 不確実性とジオデザイン／
2014 年／共同訳 
 
◇学会発表合計 （  8  ）件  
○通常講演 
1. Hanaoka, K., Nakaya, T. & Tabuchi, T.／IGU Kyoto Regional Conference, Kyoto: Kyoto International Conference 
Center／4th - 9th August 2014. 




1.石坂 公一／日本マンション学会神戸大会第３分科会-被災マンションの復興に向けて何が課題か  
-・神戸大学／2013 年 04 月 27 日 
2.石坂 公一／都市住宅学会東日本大震災復興住政策特別研究委員会-被災地の居住復興の展望と課題-・都市
住宅学会本部／2013 年 05 月 24 日 
3.石坂 公一／日本建築学会大会（北海道）建築社会システム部門研究協議会-マンション再生の可能性と限
界(建築社会システムはどう再編すべきか？)・北海道大学／2013 年 08 月 30 日 
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4.石坂 公一／都市住宅学会大会第２１回学術講演会-メインシンポジウム東日本大震災復興住宅政策の課題
と提言・東北大学／2013 年 11 月 29 日 
5.石坂 公一／都市住宅学会大会第２１回学術講演会-ワークショップ東日本大震災の災害公営住宅計画の課
題を検証する－岩手・宮城・福島を中心に－・東北大学／2013 年 11 月 30 日 
6.石坂 公一／日本建築学会東日本大震災３周年シンポジウム・建築会館／2014 年 03 月 11 日 
 
（４）総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（  3 ）件  
1.石坂公一／住宅・土地統計調査に望まれること－国勢調査と住宅・土地統計調査の相互補完的利用に向けて－
／統計／査読無／64 巻 7 号／2013 年） 





合計（ 1 ）件     
国内学会大会 （ 1  ）件 参加者（ 120 ）名 




◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 有 ） 
〈国名・研究機関名〉 
 1. ハンガリー・ハンガリー科学アカデミー 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 




術報告集／19 巻 43 号／1095-1098／2013 年 10 月／査読有 
2.芳賀沼整、早川真介、石坂公一、浦部智義／木造仮設住宅の計画特性に関する研究－東日本大震災後の福島県
内の仮設住宅を対象とした考察－／日本建築学会技術報告集／19 巻 43 号／1043-1048／2013 年 10 月／査読有 
3.芳賀沼整、石坂公一、浦部智義／ログハウス型仮設住宅の特性と可能性に関する研究－東日本大震災後の福島
県内の木造仮設住宅を対象とした考察－／日本建築学会計画系論文集／79 巻 696 号／355- 364／2014 年 02 月／
査読有 
4.内海康也、石坂公一／住宅資源量の評価手法／日本建築学会計画系論文集／79 巻 697 号／763- 771／2014 年
03 月／査読有 
5. 中川 聖也、石坂 公一／古い街並みを活用した地域活性化に関する／日本建築学会東北支部研究報告集／
291
147-150／2013 年 06 月／査読無 
6.鯉渕 遼、石坂 公一／都市のコンパクト化による費用対効果に関する研究／日本建築学会東北支部研究報告
集／155-158／2013 年 06 月／査読無 
7.内海 康也、石坂 公一／住宅資源量の評価手法の開発／日本建築学会東北支部研究報告集／159-162／2013
年 06 月／査読無 
 












（１）国内の研究機関との連携・協力の有無（ 無 ） 
（２）国内の研究機関の研究への参加（ 無 ） 
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研究代表者 姥浦 道生 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 







氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計    １ 名  




























































◇学術論文   
合計（ 3 ）編  
Ubaura,M.  Reconstruction Plans and Planning Process after the Great East Japan Earthqquake 
Proceedings of the 7th JFES-JSCE-AIJ-WFEO Joint International Symposium on Disaster Risk Management,Chiba,Japan 
2013 年 9 月、9-16、査読無（依頼原稿） 
苅谷智大・姥浦道生、震災復興初動期における住民主導型まちづくりの発動プロセスに関する一考察 
日本都市計画学会学術論文集、48-3、2013 年 11 月、837-842、査読有 
姥浦道生、石巻市・市街地部を中心とした復興の現状と課題－「事業」「空間」「時間」の総合性に着目して－ 
東日本大震災復興と減災まちづくり円卓会議公開研究会資料、日本建築学会巨大災害からの回復力が強いまち
づくり特別調査委員会、2013 年 12 月、25-31、査読無（依頼原稿） 
 
◇学会発表  
合計（  1  ）件 
○通常講演  （  1  ）件 
Ubaura,M.、Reconstruction Plans and Planning Process after the Great East Japan Earthqquake 




合計（ 4 ）件 
平川新・今村文彦・東北大学災害科学国際研究所編著、東日本大震災を分析する２震災と人間・まち・記録    
（姥浦担当部分：第 2 部第 1 章「復興まちづくりのあり方」、94-103）、2013 年 6 月 
姥浦道生、石巻中心市街地の住民主導型復興まちづくり、地盤工学会誌、No.19、41-42、2013 年 6 月（依頼原稿） 
姥浦道生、震災復興の過程における建築家とプランナー、建築雑誌、No.1651、Vol.128、44-45、2013 年 11 月（依
頼原稿） 
姥浦道生、震災 3 年後における復興計画の課題－「事業」「空間」「時間」「主体」の総合性の確保の観点から、 
人と国土 21、Vol.39、No.6、6-9、2014 年 3 月（依頼原稿） 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（ 1 ）件  参加者合計（ 53 ）名 
○国際学術講演会（ 1 ）件 参加者（ 53  ）名 





合計（  ７  ）件 参加者合計（ 270 ）名 
姥浦道生、石巻の復興の実態と課題、日本都市計画家協会勉強会、2013 年 4 月 4 日、東京 
姥浦道生、復興計画の実態と課題、大阪市立大学都市計画研究室勉強会、2013 年 6 月 14 日、大阪 
姥浦道生、復興まちづくり事業の現状と課題、日本住宅会議、2013 年 8 月 27 日、仙台 
姥浦道生、復興まちづくりの現状と課題、国土交通大学校、2013 年 9 月 6 日、東京 
姥浦道生、復興まちづくりの現状と課題、国土交通大学校、2013 年 9 月 30 日、東京 
姥浦道生、復興まちづくりの現状と課題、宮城県住宅センター勉強会、2013 年 12 月 16 日、仙台 
姥浦道生、復興まちづくりの現状と課題、国土交通大学校、2014 年 1 月 29 日、東京 
  
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 












◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
防災社会国際比較研究分野と前掲国際会議を共同で開催した。 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 












































































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計  ２ 名  



























































１ 研究成果の公表（2013 年 4 月～2014 年 3 月） 
（１）学術論文   
合計（ 9 ）編  
○学術論文 
1.石坂公一／被災マンションの特性と復興ポテンシャル－仙台市を対象として－／マンション学／45 号／75-
78／2013 年 04 月／招待講演資料 
2.石坂公一／現行の災害対応システムの課題／2013 年度日本建築学会大会（北海道）災害対応型建築社会シ
ステム特別研究委員会パネルディスカッション資料／53-55／2013 年 08 月 31 日／招待講演資料 
3.芳賀沼整、早川真介、石坂公一、浦部智義／木造仮設住宅の計画特性に関する研究－東日本大震災後の福島
県内の仮設住宅を対象とした考察－／日本建築学会技術報告集／19 巻 43 号／1043-104／2013 年 10 月／査読
有 
4.芳賀沼整、石坂公一、浦部智義／ログハウス型仮設住宅の特性と可能性に関する研究－東日本大震災後の福
島県内の木造仮設住宅を対象とした考察－／日本建築学会計画系論文集／79 巻 696 号／355- 364／2014 年 02
月／査読有 
5.内海康也、石坂公一／住宅資源量の評価手法／日本建築学会計画系論文集／79 巻 697 号／763- 771／2014
年 03 月／査読有 
6.石坂公一、内海康也／線量別の居住特性からみた居住復興の方向性／日本建築学会東日本大震災３周年シン
ポジウム資料／129-134／2013 年 03 月／招待講演資料 
7.吉村 東、石坂 公一／災害を契機とした高齢者の交流活動の変化－／日本建築学会東北支部研究報告集／
129-132／2013 年 06 月／査読無 
8.鯉渕 遼、石坂 公一／都市のコンパクト化による費用対効果に関する研究／日本建築学会東北支部研究報
告集／155-158／2013 年 06 月／査読無 
9.内海 康也、石坂 公一／住宅資源量の評価手法の開発／日本建築学会東北支部研究報告集／159-162／
2013 年 06 月／査読無 
 
（２）著書 
合計（ 1  ）冊 
石坂 公一／今を生きる ５ 自然と科学／340 頁／東北大学出版会／第 17 章 被災地復興における居住計
画上の課題 283～296／2013 年 02 月／共著 
 
（３）学会発表（発表者／学会名・場所／講演日時／招待・基調・通常講演の別） 
合計 （  8  ）件  
○通常講演 
1. Hanaoka, K., Nakaya, T. & Tabuchi, T.／IGU Kyoto Regional Conference, Kyoto: Kyoto International Conference 
Center／4th - 9th August 2014. 




3.石坂 公一／日本マンション学会神戸大会第３分科会-被災マンションの復興に向けて何が課題か  
-・神戸大学／2013 年 04 月 27 日 
4.石坂 公一／都市住宅学会東日本大震災復興住政策特別研究委員会-被災地の居住復興の展望と課題-・都市
住宅学会本部／2013 年 05 月 24 日 
5.石坂 公一／日本建築学会大会（北海道）建築社会システム部門研究協議会-マンション再生の可能性と限




と提言・東北大学／2013 年 11 月 29 日 
7.石坂 公一／都市住宅学会大会第２１回学術講演会-ワークショップ東日本大震災の災害公営住宅計画の課
題を検証する－岩手・宮城・福島を中心に－・東北大学／2013 年 11 月 30 日 
8.石坂 公一／日本建築学会東日本大震災３周年シンポジウム・建築会館／2014 年 03 月 11 日 
 
総説・解説記事   
合計（  3 ）件  
1.石坂公一／住宅・土地統計調査に望まれること－国勢調査と住宅・土地統計調査の相互補完的利用に向けて
－／統計／査読無／64 巻 7 号／2013 年） 





◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力の有無（ 無 ） 
（２）国内の研究機関の研究への参加（ 無 ） 
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研究代表者 加藤 準治 

































    最適化計算 
 
 
  材料モデルの評価 




















 合計   ３  名  



























































◇学術論文   
合計（ ７ ）編  
・ 加藤準治，谷地大舜，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，マルチスケールトポロジー最適化手法の 3 次元構
造問題への拡張，土木学会論文集 A2(応用力学), Vol. 69, No. 2 (応用力学論文集 Vol. 16),(2013), I_133-I_144, 
査読有り. 
・ Kenjiro Terada, Junji Kato, Norio Hirayama, Masanori Inugai, Koji Yamamoto, A method of two-scale analysis with 
micro-macro decoupling scheme: application to hyperelastic composite materials, Computational Mechanics, 52, (2013), 
pp.1199-1219, 査読あり. 
・ 谷地大舜，加藤準治，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，マルチスケールトポロジー最適化手法と解析的感
度導出法の提案，日本計算工学会論文集（Transactions of JSCE），(2013),Paper No.20130022, 査読あり. 
・ K. Terada, N. Hirayama, K. Yamamoto, J. Kato, T. Kyoya, S. Matsubara, Y. Arakawa, Y. Ueno, N. Miyanaga, 
Applicability of micro-macro decoupling scheme to two-scale analysis of fiber-reinforced plastics, Applied and 
Computational Mechanics, (2013), accepted, 査読あり.  
・ Junji Kato, Daishun Yachi, Kenjiro Terada, Takashi Kyoya, Topology optimization of micro-structure for composites 




・ J. Kato, H. Hoshiba, S. Takase, K. Terada, T. Kyoya, Multiphase topology optimization of composites under elastoplastic 
behavior, Structural and Multidisciplinary Optimization,(2013),査読審査中，査読あり. 
 
◇学会発表  
合計（  9   ）件 
○通常講演  （  9  ）件 
・ Junji Kato, Daishun Yachi, Kenjiro Terada, Takashi Kyoya, Three-dimensional topology optimization of microstructure 
for composites applying a decoupling multi-scale analysis,‘Proc. of 10th World Congress on Structural and 
Multidisciplinary Optimization WCSMO10’, Orlando, Florida, USA, May 20-24, 2013. 
・ Junji Kato, Hiroya Hoshiba, Shinsuke Takase, Kenjiro Terada, Takashi Kyoya, Topological Design Considering 
Elastoplasticitic Behavior for Structural Toughness, ‘Proc. of 1st Computational Engineering and Science for 
Safety and Environmental Problem (COMPSAFE2014)’, pp. 66-69, Sendai, Japan, Apr. 13-16, 2014. 
・ Daishun Yachi, Junji Kato, Shinsuke Takase, Kenjiro Terada, Takashi Kyoya, Numerical Design for Rubber Materials 
toward High Performance in Energy Absorption, ‘Proc. of 1st Computational Engineering and Science for 
Safety and Environmental Problem (COMPSAFE2014)’, pp. 114-117, Sendai, Japan, Apr. 13-16, 2014.  
・ 谷地大舜，加藤準治，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，複合材料のマルチスケールトポロジー最適化，第
18 回日本計算工学会講演会,6 月 11〜13 日(2013)，東京. 
・ 加藤準治，石井慶一郎，寺田賢二郎，京谷孝史，材料非線形性を考慮した複合材料のトポロジー最適化，第
18 回日本計算工学会講演会, 6 月 11〜13 日(2013)，東京. 
・ 谷地大舜，加藤準治，寺田賢二郎，高瀬慎介，京谷孝史，3 次元マルチスケールトポロジー最適化，土木学
会第 68 回年次学術講演会, 9 月 4〜6 日(2013)，千葉. 
・ 加藤準治，谷地大舜，寺田賢二郎，高瀬慎介，京谷孝史，マルチスケールトポロジー最適化を用いた材料設
計，日本機会学会 第 26 回計算力学講演会(CMD2013)，10 月 2〜4 日(2013)，佐賀． 
・ 加茂純宜，加藤準治，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，Phase-field 法を用いたマルチスケールトポロジー
最適化，土木学会東北支部技術研究発表会，3 月 8 日(2014)，八戸.  
・ 干場大也，加藤準治，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，複合材料の塑性挙動を考慮したトポロジー最適化






合計（  1  ）件  参加者合計（ 300  ）名 
○国際学会大会 （ １ ）件 参加者（ 約 300 ）名 
 1st Computational Engineering and Science for Safety and Environmental Problem 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
トルコ／Bilkent 大学／期間（2013 年 10 月 17 日）および（2014 年 4 月 13-16 日）／研究に関する意見交換，
ディスカッションを Prof. Ilker Temizer に参加して頂き，貴重な意見を頂いた． 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
 工学研究科土木工学専攻（現Ｍ2） 1 名 
 工学研究科土木工学専攻（現Ｍ2） 2 名 
 
〈学生による成果発表〉 
・ Daishun Yachi, Junji Kato, Shinsuke Takase, Kenjiro Terada, Takashi Kyoya, Numerical Design for Rubber Materials 
toward High Performance in Energy Absorption, ‘Proc. of 1st Computational Engineering and Science for 
Safety and Environmental Problem (COMPSAFE2014)’, pp. 114-117, Sendai, Japan, Apr. 13-16, 2014.  
・ 谷地大舜，加藤準治，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，複合材料のマルチスケールトポロジー最適化，第
18 回日本計算工学会講演会,6 月 11〜13 日(2013)，東京. 
・ 谷地大舜，加藤準治，寺田賢二郎，高瀬慎介，京谷孝史，3 次元マルチスケールトポロジー最適化，土木学
会第 68 回年次学術講演会, 9 月 4〜6 日(2013)，千葉. 
・ 加茂純宜，加藤準治，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，Phase-field 法を用いたマルチスケールトポロジー
最適化，土木学会東北支部技術研究発表会，3 月 8 日(2014)，八戸.  
・ 干場大也，加藤準治，高瀬慎介，寺田賢二郎，京谷孝史，複合材料の塑性挙動を考慮したトポロジー最適化
の実装，土木学会東北支部技術研究発表会，3 月 8 日(2014)，八戸. 
 







◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
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 合計    ３名  





































ズを利用し 24 個連結することにより、全周囲を約 12000 ピクセル（直径）で撮影可能な装置を開発

























合計（ ２ ）件 
○通常講演  （ １ ）件 
荒川尚吾，竹内栄二朗，大野和則，田所諭，“ 航空測量地図を用いた GPS 衛星の可視性に基づく移動体の位
置推定”，計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会講演論文集，2013 年 12 月． 
 
○ポスターセッション （ １ ）件 
荒川尚吾，竹内栄二朗，大野和則，田所諭，“ 航空測量地図を用いた GPS 衛星の可視性に基づく車 
輌の位置推定-計測車輌の開発- ”，ロボティクス・メカトロニクス講演会 2013 講演論文集，2013 年 5 月． 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 





・ 荒川尚吾，竹内栄二朗，大野和則，田所諭，“ 航空測量地図を用いた GPS 衛星の可視性に基づく車輌の位
置推定-計測車輌の開発- ”，ロボティクス・メカトロニクス講演会 2013 講演論文集，2013 年 5 月 
・ 荒川尚吾，竹内栄二朗，大野和則，田所諭，“ 航空測量地図を用いた GPS 衛星の可視性に基づく移動体の
位置推定”，計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会講演論文集，2013 年 12 月． 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 

























































































University of Texas US
A・Research Scientist 





























陸上 GPS 観測 
 
陸上地震観測 
 合計   13 名  

















 平成 25 年度においては, 2013 年 7 月にニュージーランド北島東方沖のヒクランギ沈み込み帯で発
生したスロースリップについて予察的な解析を行った．2013 年 7 月には海底圧力計の直下でスロー
スリップが発生したことが陸上 GPS 観測から示された．H25 年度は特に，スロースリップ域の推定
























◇学術論文   
合計（ １ ）編  
伊藤喜宏・望月公廣・Laura Wallace, ニュージーランド・スロースリップ域掘削計画—スロースリップのなぞを解
く！—, 号外地球, 印刷中, 謝辞への記載有り 
 
◇学会発表  
合計（  １  ）件 
○通常講演  （ １ ）件 
 伊藤喜宏・望月公廣・日野亮太・木戸元之・塩原肇・鈴木秀市・八木健夫・篠原雅尚・小原一成・Laura Wallace・
Stuart Henrys・Bill Fry・Stephen Bannister, ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯における海底圧力計を用いた
スロースリップ観測, 日本地震学会 2013 年秋季大会, 謝辞への記載有り 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有  ） 
ニュージーランド, GNS Science, 2014 年 3 月 7 日, 2014 年 5 月の研究航海に向けた会議および機材の準備 
 
◇国外の研究者の参加（ 有  ） 
ニュージーランド, GNS Science, 2014 年 3 月 7 日, 2014 年 5 月の研究航海に向けた会議および機材の準備 
 
◇学術交流協定の活用 （  無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（  無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有  ） 
 理学研究科，海底圧力計の準備作業 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有  ） 
  理学研究科，海底圧力計の準備作業 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有  ） 
京都大学防災研究所，海底圧力計の準備および観測データの予察的解析 
































































Geological Survey of 
Canada, 研究員 























 合計    ９ 名  



























































◇学術論文   
合計（ １ ）編  




合計（  6  ）件 
○通常講演  （  3  ）件 
1. 通常講演、和田育子、Modeling the effects of 3-D slab geometry on subduction zone thermal structure: NE Japan、セミ
ナー講演、2014 年 3 月 11 日、米国ウッズホール海洋研究所、Wood Hole, MA, USA 
2. 通常講演、和田育子、Modeling the effects of 3-D slab geometry and oblique subduction on subduction zone thermal 
structure、2013 American Geophysical Union Fall Meeting、2013 年 12 月 10 日、San Francisco, CA, USA 
3. 招待講演、和田育子、Pattern of fluid release from the subducting slab and the migration of fluids in the mantle wedge、
International Association of Volcanology and Chemistry of the Earth’s Interior (IAVCEI), 2013 年 7 月 22 日、鹿児島  
 
○基調講演・招待講演 （  ２  ）件 
4. 招待講演、和田育子、Pattern of fluid release from the subducting Pacific slab at the IBM margin、日本地球惑星科学連
合大会、千葉、Tokyo Japan, May 2013 
5. 通常講演、和田育子、Effects of thermodynamic properties on the geometrical evolution of subducting slabs、日本地球
惑星科学連合大会、千葉、Tokyo Japan, May 2013 
 
○ポスターセッション （  1  ）件 
6. 通常講演、和田育子、Modeling the thermal regime of Hikurangi subduction zone 、NSF GeoPRISMS workshop for the 
New Zealand primary site, Wellington, New Zealand, April 2013 
 
◇学術関係受賞  
合計 （ 1 ）件 








◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 




◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 無 ） 
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 合計  ３  名  


































蔵王火山において全磁力連続観測点 1 点と参照点 1 点を設置し、全国的に見ても極めて良質の全磁
力観測データの取得に成功した。約半年間の監視を行ったが、地下 2、3km の熱的な変化は捉えら























◇学術論文   
合計（ １ ）編  
Tomomi Okada, Toru Matsuzawa, Norihito Umino, Keisuke Yoshida, Akira Hasegawa,Hiroaki Takahashi, Takuji Yamada, 
Masahiro Kosuga, Tetsuya Takeda, Aitaro Kato,Toshihiro Igarashi, Kazushige Obara, Shinichi Sakai, Atsushi Saiga, Takashi 
Iidaka,Takaya Iwasaki, Naoshi Hirata, Noriko Tsumura, Yoshiko Yamanaka, Toshiko 
Terakawa, Haruhisa Nakamichi, Takashi Okuda, Shinichiro Horikawa, Hiroshi Katao,Tsutomu Miura, Atsuki Kubo, Takeshi 
Matsushima, Kazuhiko Goto, and Hiroki Miyamachi／Hypocenter migration and crustal seismic velocity distribution 
observed for the inland earthquake swarms induced by the 2011 Tohoku-Oki earthquake in NE Japan: implications for crustal 




合計（ １ ）冊 
 
◇学会発表  
合計（  ３  ）件 
○通常講演  （ 3 ）件 
岡田 知己，高木 涼太，吉田 圭佑, 米川 真紀, 山村 卓也, 長谷川 昭, 東北地方太平洋沖地震合同余震観測グ
ループ／東北沖地震後の内陸誘発地震の地震活動と地殻構造／地球惑星科学 関連学会 2012 年合同大会／2013 年
5 月 21 日／千葉市・幕張メッセ 
山村卓也，岡田知己／2011 年東北地方太平洋沖地震による東北地方内陸部の地震活動の時間変化／日本地震学
会 2013 年大会／2013 年 10 月９日，横浜市・神奈川県民ホール・他 
Mare Yamamoto／Volcanic Activities after the 2011 Tohoku-oki Earthquake／ Geofluid-3 International Symposium／
2014 年 2 月／ 東京・東京工業大学 
 
○ポスターセッション （  1  ）件 





合計（ １ ）件  
・行政・企業との連携 （ １ ）件 参加者合計（  ３  ）名 
気象庁（仙台管区気象台）との連携／地震波形データ交換／2013 年 8 月 1 日から 2014 年 3 月 31 日／３名 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 






講演／2013 年 10 月８日／１件・１名 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
理学研究科・共同研究 
 




（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 


































氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
内田 直希※ 
































 合計   6  名  





























































◇学術論文   
合計（ 9 ）編  
Tsushima H., R. Hino, Y. Ohta, T. Iinuma, S. Miura, tFISH/RAPiD: rapid improvement of near-field 
tsunami forecasting based on offshore tsunami data by incorporating onshore GNSS data, Geophysical 
Research Letters, (印刷中)，(査読有) 
Tsushima H. and Ohta. Y., Review on near-field tsunami forecasting from offshore tsunami data and 
onshore GNSS data for tsunami early warning, Journal of Disaster Research, (印刷中)．(査読有) 
山本淳平・長田幸仁・太田雄策・平原 聡・出町知嗣・中山貴史・立花憲司・佐藤俊也・木戸元之・藤本博己,  
日 野亮太, 三浦 哲, 内田雅之, 2013, 衛星通信を活用したリアルタイムGPS解析 -地上通信障害時に地殻変    
動を実時間で把握するために-, 測地学会誌, 59, 133-145. （査読有） 
Uchida, N., and T. Matsuzawa, Pre- and post-seismic slow slip surrounding the 2011 Tohoku-oki 
earthquake rupture, Earth Planet. Sci. Lett., 374, 81-91, doi:10.1016/j.epsl.2013.05.021, 2013. 
（査読有） 
Nakajima, J., K. Yoshida, and A. Hasegawa, An intraslab seismic sequence activated by the Tohoku-oki 
earthquake: Evidence for fluid-related embrittlement, J. Geophys. Res., 118, 3492-3505, 2013. （査
読有） 
Nakajima, J., S. Hada, E. Hayami, N. Uchida, A. Hasegawa, S. Yoshioka, T. Matsuzawa, and N. Umino, 
Seismic attenuation beneath northeastern Japan: Constraints on mantle dynamics and arc mgmatism, J. 
Geophys. Res., 118, 5838-5855, 2013. （査読有） 
Nakajima, J., N. Uchida, T. Shiina, A. Hasegawa, B.R. Hacker, and S.H. Kirby, Intermediate-depth 
earthquakes facilitated by eclogitization-related stresses, Geology, 41, 659-662, 2013. （査読有） 
長谷川昭・中島淳一・内田直希・海野徳仁, 2013, 東京直下に沈み込む２枚のプレートと首都圏下の特異な地震
活動, 地学雑誌, 122(3), 398-417 （査読有） 
Hasegawa, A. , J. Nakajima, T. Yanada, N. Uchida, T. Okada, D. Zhao, T. Matsuzawa, and N. Umino, 
Complex slab structure and arc magmatism beneath the Japanese Islands, Journal of Asian Earth 
Sciences, 78, 277-290, 2013 （査読有） 
 
◇学会発表  
合計（ １６ ）件 
○通常講演  （ １０ ）件 
内田直希, 飯沼卓史, Robert M. Nadeau, Roland Bugmann,日野亮太, 東北日本沈み込み帯における周期的スロー    
スリップ, 日本地震学会2013年秋季大会, 横浜, 神奈川県民ホール, October, 2013. 
出町知嗣・太田雄策・三浦哲・立花憲司・佐藤俊也, リアルタイムGPS解析結果可視化ツールの開発（序報）, 
日本測地学会第120回講演会, 東京, 国立極地研究所, 2013年 10月. 
内田直希, 中小地震により推定したプレート間固着状態と東北地方太平洋沖地震, 防災科学技術研究所セミナー,   
つくば市, 防災科学技術研究所, 2013年 6月. 
中島淳一・吉田圭佑・長谷川昭, 稍深発地震：地殻流体と差応力, 日本地球惑星科学連合2013年大会, 千葉, 幕  
張メッセ, 2013年 5月. 
中村航・内田直希・松澤暢, テンプレートイベントを用いた小地震の断層タイプの推定～東北地方太平洋沖で発 
生する地震への適用～, 日本地球惑星科学連合2013年大会, 千葉, 幕張メッセ, 2013年 5月. 
内田 直希・ステファン カービー・エミール オカール・海野 徳仁, 1933年三陸沖アウターライズ地震：直後  
の余震の再決定と最近の地震活動および海底地形との比較, 日本地球惑星科学連合2013年大会, 千葉, 幕張メ  
ッセ, 2013年 5月. 
川上大喜・大久保寛・内田直希・竹内伸直・松澤暢, GPGPU 超並列信号処理による相似地震検出及び解析の高速 
化, 日本地球惑星科学連合2013年大会, 千葉, 幕張メッセ, 2013年 5月. 
川上大喜・大久保寛・内田直希・竹内伸直・松澤暢, メニーコア信号処理に基づく微小繰り返し地震識別法の高
速化計算工学会, 計算工学会, 東京, 東京大学, 2013年 6月. 
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Ohta, Y., R. Hino, K. Ariyoshi, T. Matsuzawa, M. Mishina, T. Sato, K. Tachibana, T. Demachi, and S. 
Miura, Characteristic of the postseismic deformation following the 2011 Sanriku-Oki earthquake (Mw 
7.2) by comparing the 1989 and 1992 Sanriku-Oki events, EGU General Assembly 2013, Vienna, Austria 
Center Vienna (ACV) , April, 2013. 
Ohta, Y., Geodetic constraints on afterslip characteristics following the March 9, 2011, foreshock of    
the 2011 Tohoku earthquake, 2013 Taiwan-Japan Joint Workshop on Crustal Deformation, Tainan, 
National Cheng Kung University, April, 2013. 
 
○基調講演・招待講演 （ ３ ）件 
Ohta, Y., R. Hino, K. Ariyoshi, T. Matsuzawa, M. Mishina, T. Sato, D. Inazu, Y. Ito, K. Tachibana, 
and T. Demachi, S. Miura, Geodetic characteristic of the postseismic deformation following the 
interplate large earthquake along the Japan Trench, AGU 2013 Fall Meeting, San Francisco, Moscone 
Center, December, 2013. (Invited) 
Ohta, Y., S. Miura, R. Hino, T. Kobayashi, H. Tsushima, S. Kawamoto, K. Miyagawa, T. Yahagi, K. 
Yamaguchi, and H. Tsuji, and T. Nishimura, Real-time crustal deformation monitoring based on RTK-
GPS: Application to 2011 Tohoku earthquake and its improvement for implementation to actual GPS 
network, IAG Scientific Assembly 2013 , Potsdam, Dorint Hotel, September, 2013. (Invited) 
Uchida, N., Slow slip and repeating earthquakes in the northeastern Japan subduction zone , The 
summer school on Earthquake Science, Hakone, Laforet Gora, September, 2013. (Invited) 
 
○ポスターセッション （ ３ ）件 
Nakamura, W., N. Uchida, and T. Matsuzawa, Faulting type classification of small earthquakes using a 
template approach and their hypocenter relocation along the Japan and Kuril trenches, AGU 2013 Fall 
Meeting, San Francisco, Moscone Center, December, 2013. 
Uchida, N., S. H. Kirby, N. Umino, R. Hino, and E. A. Okal, The Great 1933 Sanriku-oki Earthquake: 
Possible Compound Rupture of Outer Trench Slope and Triggered Interplate Seismicity, AGU 2013 Fall 
Meeting, San Francisco, Moscone Center, December, 2013. 
中村航・内田直希・松澤暢, テンプレートイベントを用いた日本海溝・千島海溝沿いの小地震の断層タイプの分
類と震源再決定, 日本地震学会 2013 年秋季大会, 横浜, 神奈川県民ホール, 2013 年 10 月. 
 
◇学術関係受賞  
合計 （ ２  ）件 
平成 25 年度日本地震学会論文賞，国内，個人，大園 真子・矢部 康男・飯沼 卓史・太田 雄策・三浦 哲・立花    
憲司・佐藤 俊也・出町 知嗣 
第 13 回日本測地学会賞坪井賞団体賞，国内，グループ，東北大学大学院理学研究科 地震・噴火予知研究観測セ  
ンター 海陸測地観測グループ藤本 博己（代表）・日野 亮太・木戸 元之・伊藤 喜宏・太田 雄策・飯沼 卓





合計（   １  ）件 参加者合計（ ３０ ）名 
内田直希, 3.11はどんな地震だったか？地震・地殻変動観測網がとらえた 地震前・地震時・地震後の変動, サイ









◇学術交流協定の活用 （無 ） 
 
３ 教育上の効果 










◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（  無 ） 
 




（１）国内の研究機関との連携・協力（  無 ） 
































氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
豊国 源知※ 
 趙 大鵬 











氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
 竹中 博士 岡山大学・教授  地震学 計算スキームの開発 
 合計    ４名  













軸の周りに軸対称な構造を仮定することで，震源と観測点を含む 2 次元構造断面上のみで 3 次元の
地震波動場を計算する手法であり，3 次元の構造をフルに取り扱う 3 次元モデリングと比較すると 1











































合計（  2   ）件 
○通常講演  （  2  ）件 
豊国源知・竹中博士・岡元太郎・趙大鵬, 準円筒座標系 2.5 次元波動モデリング(3)－非弾性減衰－, 日本地震学
会 2013 年度秋季大会, 神奈川県横浜市, 2013 年 10 月 9 日 
豊国源知・竹中博士・岡元太郎・趙大鵬, 地形を考慮した準円筒座標系地震波伝播モデリング, 日本地球惑星科
学連合 2014 年大会, 神奈川県横浜市, 2014 年 5 月 1 日 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 

































准教授 大気科学 総括，衛星データ解析 

























 合計   4 名  





























































◇学術論文   
合計（ 2 ）編  
Iwabuchi, H., S. Yamada, S. Katagiri, P. Yang, H. Okamoto: Radiative and microphysical properties of cirrus cloud inferred from 
the infrared measurements made by the Moderate Resolution Imaging Spectroradiometer (MODIS). Part I: Retrieval 
method. J. Appl. Meteorol. Climatol., 2014, in press. doi: http://dx.doi.org/10.1175/JAMC-D-13-0215.1 
Bi, L., P. Yang, C Liu, B Yi, B.A. Baum, B. van Diedenhoven, and H. Iwabuchi, 2014: Assessment of the accuracy of the 
conventional ray-tracing technique: Implications in remote sensing and radiative transfer involving ice clouds. J. Quant. 
Spectrosc. Radiat. Transfer, accepted. doi: http://dx.doi.org/10.1016/j.jqsrt.2014.03.017 
 
◇学会発表  
合計（  5  ）件 
「肱川あらし」の霧の数値シミュレーション -名大雲解像モデル DVD-CReSS を用いた試み-」, 名越利幸・斉藤栞
(岩手大教育)・ 吉岡真由美 (東北大学大学院理学研究科 大気海洋変動観測研究センター)・ 加藤雅也・坪木
和久(名大地球水循環), 日本気象学会 2013 年度秋季大会, 仙台国際センター, 仙台, 2013 年度秋季大会講
演予稿集 C117, 2013年 11月 18日 - 21日, (口頭). 
岩渕弘信, 山田壮一郎, 早坂忠裕, 片桐秀一郎：MODIS 赤外バンドから導出した巻雲の特性の全球分布．日本気
象学会2013年春季大会，2013年 5月 15-18日，東京． 
Iwabuchi, H., Satellite remote sensing of cirrus cloud optical and microphysical properties: Climatology and validation. Fourth 
Joint Project Meeting on "Interannual variations of upper tropospheric humidity (UTH) and radiation budget over the North 
Pacific High". June 10, 2013, Tokai University, Space Information Center (TSIC), Kumamoto, Japan. 
Iwabuchi, H., S. Yamada, S. Katagiri, P. Yang, H. Okamoto: Radiative and microphysical properties of cirrus cloud inferred from 
the MODIS infrared split-window measurements. AGU Fall Meeting, Dec. 9-13, 2013, San Francisco, CA. 
Iwabuchi, H. and Yamada, S., S. Katagiri: Retrieval of optical and microphysical properties of cirrus cloud from MODIS infrared 
window bands. The 3rd International Symposium on Atmospheric Light Scattering and Remote Sensing (ISALSaRS’13), 
2013.7.29-8.2, Nagoya, Japan. 
  
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 





掲載誌: 平成25年度 岩手大学 卒業論文 
発表年: 平成26年 3月 
 














◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有 ） 
本課題の計算結果を、豪雨による河川氾濫等のリスク評価の情報として活用してもらうため、東北大の他部門の以
下の研究者に提供し、研究協力した。次年度以降の特定プロジェクトでも協力する。 
地震津波リスク寄附研究部門・助手 福谷 陽 氏 
災害ポテンシャル研究分野・助教 呉 修一 氏 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 有 ） 
本課題が研究利用する雲解像モデル(数値シミュレーション用のプログラム)を用いて、地形と放射過程が雲の再現
へ与える影響を検証するために、予備実験として行った 2011 年の肱川あらし(四国)の事例について、結果解析お
よび感度実験を含めた考察で、以下の機関の 2 名に協力いただいた。 
国立大学法人 岩手大学教育学部理科教育科 教員養成機構長 教授 名越利幸 氏 











































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計  2  名  


































持つ 10k-80kHz の帯域においてノイズフロアが約 30dB 改善し、VLF-LF 帯の標準電波の振幅・位相
変動を良好な感度で検出することが可能なった。観測データは、逐次東北大学に設置されたデータ




















◇学術論文   
合計（ 1 ）編  
Obara.T., and H.matsumoto, Large increase of highly energetic electrons in the outer radiation belt 
and its transportation to the inner radiation belt inferred from JAXA satellite observations, 
submitted to Earth, Planets and Space 
 
◇学会発表  
○通常講演  （  6 ）件 
Shiokawa, K., Y. Yokoyama, A. Ieda, Y. Miyoshi, R. Nomura, S. Lee, M. Ozaki, K. Ishizaka, N. 
Sinagawa, S. Yagitani, R. Kataoka, F. Tsuchiya, I. Schofield, M. Connors, Ground-based VLF wave 
observations at subauroral latitudes - VLF-CHAIN Campaign, JPGU 2013 meeting, Makuhari, May, 2013. 
Chiba, T., T. Obara, F. Tsuchiya, M. Yagi, and S. Kurita, Loss of radiation belt electrons observed 
by POES satellite, International CAWSES-II Symp., Nagoya, Nov., 2013 
Obara, T, T. Chiba and M.Yagi, Large increase and decrease of outer belt electrons during last solar 
cycle, International CAWSES-II Symp., Nagoya, Nov., 2013 
Tsuchiya, F. , T. Obara, A. Morioka, H. Misawa, M. Yagi, Y. Miyoshi, K. Shiokawa, Y. Ogawa, and M. 
Connors, High-energy electron precipitation into the atmosphere during magnetic storm and substorm: 
VLF/LF transmitter observation, International CAWSES-II Symp., Nagoya, Nov., 2013 
Yagi, M., T. Obara, M. Kagitani, M. Yoneda, A. Kumamoto, H. Misawa, F. Tsuchiya, K. Iwai, N. Terada, 
T. Ono, H. Ohya, Database of optical and radio wave observation network of the Tohoku University, 




地上ネットワーク観測, 第 14回宇宙科学シンポジウム, 相模原, 2014年 1月 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ）  
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
理学研究科・地球物理学専攻 修士１年 千葉貴司 
 
〈学生による成果発表〉 
Chiba, T., T. Obara, F. Tsuchiya, M. Yagi, and S. Kurita, Loss of radiation belt electrons observed 
by POES satellite, International CAWSES-II Symp., Nagoya, Nov., 2013 
 









◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
理学研究科付属 惑星プラズマ・大気研究センターが進める研究と協同。 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 






































研究代表者  三澤 浩昭 
所属部門・分野  災害理学研究部門・宙空災害研究分野 

















氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
 三澤 浩昭※ 
 
 
 小原 隆博 
 
 

























氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
 
 増田 智 
 
 


















 合計  ５  名  













フレアや CME の研究は、科学衛星からの紫外線や X 線の撮像や地上ではマイクロ波帯の大型













① 東北大学飯舘観測所の既存の大型太陽電波観測装置で得られた 150～500MHz 帯データおよ




② ①の 2 つの電波観測装置の観測周波数空白域である 15～150MHz 帯の太陽電波が観測可能
な装置の開発を実施した。150～500MHz 帯の既存装置同様の高感度装置としてゆくために、
将来的には多数のアンテナを結合するアレイ式とするデザインとした。アンテナは東北大学























◇学術論文   
合計（ １ ）編  
 ・Iwai, K., S. Masuda, Y. Miyoshi, F. Tsuchiya, A. Morioka, and H. Misawa / Peak flux distribution of solar  radio 
Type-I bursts from highly resolved spectral observations / Astrophys. J. / 768: L2 /  doi:10.1088/2041-8205/768/1/L2 / 




合計 （ １４ ）件  
① 岩井一正, 増田 智, 三好由純, 土屋史紀, 森岡 昭, 三澤浩昭 / 日本地球惑星科学連合 2013 年大会・
 幕張メッセ/ 2013 年 5 月 23 日 
② 佐藤伸太郎, 三澤浩昭, 土屋史紀, 岩井一正, 増田 智, 三好由純, 小原隆博 / 日本地球惑星科学連合
 2013 年大会・幕張メッセ/ 2013 年 5 月 23 日 
③ 西村由紀夫, 小野高幸, 加藤雄人, 熊本篤志, 三澤浩昭, 土屋史紀, 岩井一正 /    日本
地球惑星科学連合 2013 年大会・幕張メッセ/ 2013 年 5 月 23 日 
④ 三澤浩昭, 小原隆博, 岩井一正, 土屋史紀 / 日本天文学会 2013 年秋季年会・東北大学 
 / 2013 年 9 月 11 日 
⑤ 岩井一正, 増田 智, 三好由純, 三澤浩昭, 土屋史紀, 森岡 昭 / 日本天文学会 2013 年秋季年会・ 
 東北大学川内キャンパス / 2013 年 9 月 12 日 
⑥ 加藤雄人, 岩井一正, 西村由紀夫, 小野高幸, 熊本篤志, 三澤浩昭, 土屋史紀 /  
 日本天文学会 2013 年秋季年会・東北大学川内キャンパス / 2013 年 9 月 12 日 
⑦ 佐藤伸太郎, 小原隆博, 三澤浩昭, 土屋史紀, 岩井一正, 増田 智, 三好 由純 /  
 日本天文学会 2013 年秋季年会・東北大学川内キャンパス / 2013 年 9 月 12 日 
⑧ Sato, S., H. Misawa, F. Tsuchiya, T. Obara, K. Iwai, S. Masuda, and Y. Miyoshi /  
 地球電磁気・地球惑星圏学会第 134 回講演会・高知大学 / 2013 年 11 月 3 日 
⑨ Kaneda, K, H. Misawa, F. Tsuchiya, T. Obara and K. Iwai /  
 地球電磁気・地球惑星圏学会第 134 回講演会・高知大学 / 2013 年 11 月 4 日 
⑩ Sato, S., H. Misawa, F. Tsuchiya, T. Obara, K. Iwai, S. Masuda, and Y. Miyoshi /  
 International CAWSES-II Symposium・名古屋大学 / 2013 年 11 月 21 日 
⑪ 三澤浩昭, 小原隆博, 岩井一正, 土屋史紀 / 日本天文学会 2014 年春季年会・国際基督教大学 /  
 2014 年 3 月 22 日 
⑫ 佐藤伸太郎, 三澤浩昭, 土屋史紀, 小原隆博, 岩井一正, 増田智, 三好由純 /  
 日本天文学会 2014 年春季年会・国際基督教大学 / 2014 年 3 月 22 日 
⑬ 金田和鷹, 三澤浩昭, 土屋史紀, 小原隆博, 岩井一正 / 日本天文学会 2014 年春季年会・ 
 国際基督教大学 / 2014 年 3 月 22 日 
基調講演・招待講演 
（発表者／学会名・場所／講演日時） 
⑭ 三澤浩昭, 土屋史紀, 小原隆博, 岩井一正, 佐藤伸太郎, 金田和鷹, 柏木啓良 /  
 太陽研連シンポジウム・京都大学 / 2014 年 2 月 17 日 
 
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（ １ ）件  うち 
① 岩井一正／AMATERAS が切り拓く新しい太陽の電波天文学／天文月報／査読無／Vol.106 No.11／





合計（ １ ）件  
国内学術講演会（ １ ）件 参加者（ ９０ ）名 
 ・Symposium on Planetary Science 2014／2014 年 2 月 19～21 日／東北大学青葉記念会館／90 名 




① 学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ／2013 年 7 月 20 日／展示物説明者として参加／ 
 東北大学川内キャンパス／7200 人 
② 地球電磁気・地球惑星圏学会アウトリーチ「身近なワンダーランド 宇宙と地球のふしぎが 
 いっぱい～宇宙・地球はかせが大集合！～」／2013 年 11 月 2 日／展示物説明者として参加／ 
 イオンモール高知／500 人／ 
２ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 有 ） 
〈国名・研究機関名〉中国・山東大学 
  
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 












































氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 





























氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
  合計  2   名  
























ただし、定常時海面変動や M7-8 地震時変動などの位置づけを検討した研究例は少ない。 
2) 北米西岸における現地調査によって、長期的な隆起を示す海成段丘の分布を確認した。約 8 万


























◇学術論文   
合計（  １）編  




合計（  ２）件 
○通常講演  （  １）件 
Stein, R. S., and S. Toda (session S43B) Megacity megaquakes: Two near-misses, and the clues they leaves for earthquake 
interaction, American Geophysical Union (AGU) fall meeting, 2013 年 12 月 12 日，口頭発表，Moscone Center, San 
Francisco 
 
○ポスターセッション （  １）件 
丹羽雄一・遠田晋次・須貝俊彦・山市 剛．オールコア試料の解析に基づく陸前高田平野完新統の堆積過程( 予



















◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
アメリカ合衆国，米国地質調査所（USGS），2013 年 10 月 19 日，北米カスケード地域の海成段丘と地震発生に
関する情報収集，研究打ち合わせ．  
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 






◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 








































   
 合計    2 名  






























































◇学術論文   
合計（ 3 ）編  
1) Egawa S, Kodama M, Sasaki H. Installation of medical and public health coordinator in Japan. 
Proceedings of 9th APRU Research Symposium on Multi-hazards around the Pacific Rim, 2013. （査読
あり） 
2) Murphy RR, Srinivasan V, Henkel Z, Suarez J, Minson M, Straus JC, Hempstead S, Valdez T, Egawa S. 
Interacting with trapped victims using robots. IEEE International Conference on Technologies for 
Homeland Security (HST) 13 (14), 32-37; 2013 doi: 10.1109．THS.2013.6698972.（査読あり） 




合計（  3  ）件 










◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 




◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有 ） 
東北大学大学院医学系研究科救急医学分野 山内聡 助教 （研究補助） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
独立行政法人国立病院機構災害医療センター 臨床研究部 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（ 無 ） 
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職名 准教授（兼任 医学系研究科：感染病態学分野） 
 






















































































 合計    10 名   
















当該年度の研究成果の内容 健康人(HC；海外 13人邦人 21)、潜在性結核患者(LTBI；海外 11人邦人４)、結核患







N、Gal-9 TN-Cとの関係では Gal-9は TNF-α、上皮成長因子EGF、Interferon Gamm




























◇学術論文   
合計（ 2  ）編  
1.Usuzawa M, Elizabeth O. T, Kawano R, Dizon CS, Alisjahabana B, Ashino Y, Egawa S,Fukumoto M,Izumi T, Ono Y and 
Hattori T,Awareness of Disaster Reduction Frameworks and Risk Perception of Natural Disaster: A Questionnaire Survey 
among Philippine and Indonesian Health Care Personnel and Public Health Students Tohoku JEM in press 査読有 
2.Shiratori B, Usami O, Hattori T, Ashino Y, A man from South Asia presenting with abdominal pain,BMJ Case Rep, 2014 
Feb 19;2014. pii: bcr2013201716. doi: 10.1136/bcr-2013-201716 査読有り 
 
◇学会発表  
合計（  3  ）件 
○通常講演  （  3  ）件 
1.芦野有悟,中道 崇,柳澤 紀子, 宮崎真理子,山本多恵, 服部俊夫,賀来満男HIV感染加療中、1型糖尿病腎症が
悪化し、血液透析を導入した1例(日本語),第 27回日本エイズ学会 (2013.11) 熊本・熊本市民会館 
2.芦野有悟,齊藤 弘樹,宇佐美修,服部俊夫,賀来満夫,急性頸部リンパ節炎症例に対する MINOMYCI の投与の 4 例
(日本語),第 87回感染症学会 (2013.05) 横浜・パシフィック横浜 
3.Ashino Y, Shiratori B, Hattori T, Effect of GALECTIN-9 on IFN-γ Production by Antigen Stimulated 
Lymphocytes from Pleural Fluid in a TB Patient from BANGLADESH, US-JAPAN COOPERATIVE MEDICAL SCIENCE 
PROGRAM TUBERCULOSIS AND LEPROSY PANEL MEETING IN JAPAN, 8/17-8/18 2013 Hokaido・北海道大学 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
1.フィリピン／サンラザロ病院／2003年～／熱帯感染症の研究打ち合わせ／学術交流協定あり 
2.インドネシア／パジャジャラン大学／2012年～／講演 “Human securityの中の災害医学”/学術協定あり 
3.米国／ハワイ／ハワイ大学／2012年～／講演 研究打ち合わせ/共同研究 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 
サンラザロ病院(フィリピン)/部局間（医学系研究科)/2013年 6月、10月/講演・調査 





◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 




・Human security 発表会／2013/9/6／3件 ３０人 
・修士学生終了発表会／２０１３／８／３０ １０人 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
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◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 































































































 合計 13名  
























1. インドネシアの修士学生の二人はHuman security course にてレプトスピローシスの遺伝子診
断とバイオマーカーの病態解析研究を行い、卒業した。 
2. インドネシア・パジャジャラン大学の研究者を招待し、パジャジャラン大学病院で収集された
発熱疾患患者の DNA を用いたレプトスピローシスに対する LAMP と real-time PCR の実験を行
い、急性期患者の診断を試みた。 
3. 国際レプトスピローシス学会、第６回Asian Congress of Tropical Medicine Parasitology
で口頭発表し、災害感染症の診断及び病態解析に関する研究として高く評価された。 
4. デング熱・デング出血熱患者における急性期の病態を反映するマーカーとしてのGalcetin-9 の





























◇学術論文   
合計（１）編  
1. Haorile Chagan-Yasutan, Lishomwa C. Ndhlovu, Talitha Lea Lacuestad, Toru Kubo, Prisca Susan A. Leano, Toshiro Niki, 
Shigeru Oguma, Kouichi Morita, Glen. M. Chew, Jason D. Barbour, Elizabeth Freda O. Telan, Mitsuomi Hirashima, 
Toshio Hattori,  Efren M. Dimaano. Galectin-9 Plasma Levels Reflect Adverse Hamatological and Immunological 




○通常講演  （9）件 
1. Shiratori B, Leano S, Zhao J, Chagan-Yasutan H, Niki T, Hirashima M, Telan E, Hattori T, Immunological Status of 
Treatment-Native Sputum Positive Pulmonary TB Patients in Metro MANILA , US-JAPAN COOPERATIVE 
MEDICAL SCIENCE PROGRAM TUBERCULOSIS AND LEPROSY PANEL MEETING, 8/17-8/18 2013 
Hokaido・北海道大学 
2. Shiratori B,Leano S,Chagan-Yasutan H,Niki T, Okada M,Nakajima Chie , Suzuki Y,Telan E,Hattori T, Molecular and 
immunological analysis of sputum positive TB patients in Philippines, 第67 回日本細菌学会東北支部総会, 8/17 
2013 仙台・東北大学 
3. 浩日勒, 服部俊夫, デングウイルス感染症による炎症プロファイルを用いた病態のモニタリング,第67回日本
細菌学会東北支部総会,8/30-8/31 2013 仙台・東北大学 
4. Firmanto, Delsi Taurustiati, Toshio Hattori, Prisca Susan A. Leano, Freda O. Elizabeth Telan, Haorile Chagan-Yasutan, 
ANALYSIS OF BIOMARKERS IN URINE AND PLASMA OF LEPTOSPIROSIS PATIENTS; 8th Scientific Meeting 
of International Leptospirosis Society; Fukuoka, 2013.10.8, 九州大学 
5. Haorile Chagan-Yasutan, Biomarker studies on Disaster-related Infectious Diseases, Symposium“UHM-Tohoku 
University Disaster Risk Reduction Collaboration”. University of Hawaii, USA, 1/30-1/31 2014, Honolulu・ハワイ大
学 
6. Shiratori B,Okumura M,Yanai H, Yoshiyama T,Chagan-Yasutan H,Tanaka M, Matsumoto M, and Hattori T, Attempt to 
distinguish between LTBI and active TB by latency-related antigens and biomarkers, The Third Bizan Immunology 
Symposium at The University of Tokushima (BISUT3), 2/13-2/14 2014 徳島・徳島大学 
7. Hattori T,Chagan-Yasutan H,Leano S,Lacuesta T,Telan E, Elevation of matricellular proteins in dengue virus infection, 
ACTMP2014 6th ASEAN Congress of Tropical Medicine and Parasitology, 3/5-3/7 2014 Kuala Lumpur
（Malaysia）,Intercontinental Kuala Lumpur 
8. Chagan-Yasutan H, Leano S,Telan E,Iwasaki H,Hattori T,ANALYSIS OF BIOMARKERS IN PLASMA AND URINE 
OF LEPTOSPIROSIS PATIENTS, 6th ASEAN Congress of Tropical Medicine and Parasitology,3/6 2014 KUuala 
Lumpur (Malaysia), Intercontinental Kuala Lumpur 
9. ホルロ,中島千絵,小泉信夫,鈴木定彦,服部俊夫,レプトスピラ症患者の血漿および尿中のバイオマーカーの解析, 
第５１回レプトスピラ_ シンポジウム,3/29 2014 東京・国立感染症研究所 
 
○ポスターセッション （3）件 
1. Chagan-Yasutan H, Lacuesta TL,Ndhlovu LC, Kubo T,Leano PSA, Niki T, Ashino Y, Barbour JD, Telan 
EFO,Hirashima TM, Dimaano EM, Hattori T, Profiles of Pro-inflammatory and Anti-inflammatory 
Cytokines,Chemokines in Acute Dengue Virus Infection, NIH Tohoku University-JSPS Symposium,5/8-5/11 2013 
Sendai・東北大学 
2. 2.Shiratori B, Leano S, Zhao J, Chagan-Yasutan H, Niki T,Hirashima M, Telan E, Hattori T, Increased Production of 
Gal-9 in Treatment-Naive Pulmonary TB Patients in Metro Manila, NIH Tohoku University-JSPS Symposium,5/9-
5/11 2013 Sendai・東北大学 
3. Haorile Chagan-Yasutan, Talitha Lea Lacuesta, Lishomwa C. Ndhlovu, Prisca Susan A. Leano, Elizabeth Freda 
O.Telan, Toshiro Niki, Mitsuomi Hirashima, Efren M. Dimaano and Toshio Hattori. Inflammatory Profiles of Dengue 







1. 服部俊夫、浩日勒。オステオポンチンは成人 T 細胞白血病リンパ腫(ATL)の予後因子である。細胞外マトリ




 合計（  4   ）件 
1. Web 媒体：デング熱感染症の新規病態マーカーを発見- 危機シグナル分子としてのガレクチン９の役割を提
唱 /東北大学・医学系研究科広報室/2013.10.29 
2. Web 媒体: デング熱感染症の新規病態マーカーを発見/日経プリスリリース/2013.10.30 
3. Web 媒体: 東北大など、デング熱の新規病態マーカーを発見/Yahoo JAPAN News/2013.10.31 
4. 雑誌：デング熱感染症の新規病態マーカー（指標）を発見/IRIDeS Quarterly Vol.6/2014.3.11 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
1.フィリピン／サンラザロ病院／2003 年～／熱帯感染症の研究打ち合わせ／共同研究・学術交流協定あり 
2.インドネシア／パジャジャラン大学／2012 年～／感染症の早期診断についての共同研究/学術協定あり 
3.米国／ハワイ／ハワイ大学／2012 年～／講演 研究打ち合わせ/共同研究 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
1.フィリピン／サンラザロ病院／2003 年～／熱帯感染症の研究打ち合わせ／共同研究・学術交流協定あり 
2.インドネシア／パジャジャラン大学／2012 年～／感染症の早期診断についての共同研究/学術協定あり 
3.米国／ハワイ／ハワイ大学／2012 年～／講演 研究打ち合わせ/共同研究 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有 ） 
サンラザロ病院(フィリピン)/部局間（医学系研究科）/2013 年 6 月、10 月/共同研究 
パジャジャラン大学(インドネシア)/2013 年 11 月/部局間(医学系研究科)/2013 年 11 月/共同研究 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み 
San Laaro 病院、ハワイ大学との連携を取りながらフィリピンでの Melioidosis の調査を予定している。 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
Human security 修士学生 ６人  
医学系研究科 修士学生 ３人 
 
〈学生による成果発表〉 
修士学生終了発表会／2013.8.5 / 3 人 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
東北大学医学系研究科 
 








































































CYPMPO による ESR 測定 
 合計    4 名  



















①ラジカル消去能の測定には、新規スピントラッピング剤 CYPMPO を用いた手法で行った。 
 
②CYPMPO を用いて放射線照射によるヒト白血病細胞株 MOLT4 のラジカル消去能の変化を測定し
た。細胞懸濁液と CYPMPO、H2O2の混合液に紫外線を照射しヒドロキシルラジカル（・OH）を発
生させ、細胞内抗酸化物質と CYPMPO の競争反応により得られる CYPMPO-OH アダクトのシグナ
































合計（  2  ）件 
○通常講演  （  2  ）件 
1. 稲葉洋平、放射線災害時被曝スクリーニング法開発に向けての基礎的検討、九州放射線フリーラジカル意見交
換会、平成 26 年 2 月 7 日（金）、ステーションホテル小倉 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
・筑波大学（陽子線医学利用研究センター）：共同研究（測定評価） 
・筑波技術大学：共同研究（測定評価） 








































































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計 ３ 名  













しくは減少による PTSD の病態形成機序への関与に着目し，ミクログリアの活性化が PTSD の
病態形成に及ぼす影響の分子遺伝学的なメカニズムを解明することを目的とする. 
研究の特色・意義 















性化したミクログリアは炎症誘導性 M1 フェノタイプと抗炎症性 M2 フェノタイプが存在し，M
1 は神経細胞に侵害作用があり，M2 は神経組織の修復などを促す作用を持っている．昨年度ま
でに，申請者はマウス PTSD モデルを用いて恐怖記憶の消去に伴うミクログリアの分化を検討































合計 （ 7 ）件  
○通常講演（発表者／学会名・場所／講演日時） 
1. 兪志前、小野千晶、國井泰人、和田明、松本純也、日野瑞城、池本桂子、丹羽真一、富田博秋／死後脳研
究における pH 評価の方法論の検討／第 54 回日本神経病理学会総会学術研究会・東京／2013.4.24 
2. Z Yu, C Ono, Y Kunii, A Wada, J Mastumoto, M Hino, K Ikemoto, S Niwa，H Tomita／Postmortem brain pH have 
significant impact on gene expression profiles／Neuro2013・京都／2013.6.20 
3. Z Yu, C Ono, H Fukushima, S Kida, H Tomita／Gene expression profiling of monocytic cells in memory 
reconsolidation and extinction of contextual fear／WFSBP・京都／2013.6.24 
4. Z Yu, C Ono, H Fukushima, S Kida, H Tomita／Gene expression profiling of microglia in memory reconsolidation 
and extinction of contextual fear／2013 包括脳チュートリア・名古屋／2013.8.29 
5. 兪志前、小野千晶、福島穂高、喜田聡、富田博秋／恐怖記憶の消去に伴うミクログリアにおける遺伝子発
現変化の網羅解析／第 43 回日本精神神経薬理学会・沖縄／2013.10.24 
6. Z Yu, C Ono, S Aiba, I Sora, H Tomita／Lithium stimulates chemokine production in monocytic cells／3th AsCNP・
北京／2013.9.29 




◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 


































































 合計   4  名  

























１． 子宮がん検診受診者数は、震災の年は宮城県全体で対 22 年度比約 90％まで回復した。翌年度
はさらに改善し、対 22 年度比で 98%と、ほぼ正常に復した。 
２． 一方、被災地受診率(対象：山元町、女川町、石巻市雄勝町、気仙沼市川桑町、南三陸町の 5 町)



















子宮がん検診受診者数は、震災の年は宮城県全体で対 22 年度比約 90％まで回復した。翌年度は















◇学術論文   
合計（ 6  ）編  
1. Sugiyama T, Nagao K, Metoki H, Nishigori H, Saito M, Tokunaga H, Nagase S, Sugawara J, Watanabe Y, Yaegashi N, 
Sagawa N, Sanaka M, Akazawa S, Anazawa S, Waguri M, Sameshima H, Hiramatsu Y, Toyoda N. Pregnancy outcomes of 
gestational diabetes mellitus according to pre-gestational BMI in a retrospective multi-institutional study in Japan. Endocr J. 
2014 Jan 30. In press. 査読有 
2. Sugiyama T, Metoki H, Hamada H, Nishigori H, Saito M, Yaegashi N, Kusaka H, Kawano R, Ichihara K, Yasuhi I, 
Hiramatsu Y, Sagawa N. Japan Gestational Diabetes Study Group. A retrospective multi-institutional study of treatment for 
mild gestational diabetes in Japan. Diabetes Res Clin Pract. 103. 2014. 412-8.  査読有 
3. 伊藤潔. 出来て 1 年、災害産婦人科学分野の現状報告. 宮城県産婦人科医会誌. 119. 2013. 22－24.査読無（依頼
原稿） 
4. 伊藤潔, 菅原準一. 大震災時の産婦人科医療. 東日本大震災を分析する 第 2 巻 震災と人間・まち・記録.  
明石書店. 4. 2013.55－67.査読無（依頼原稿） 
5. 伊藤潔. ベセスダシステム導入後の問題点とその対策. 日本臨床細胞学会山形県支部会報. 32. 2013. 17-26.査読
無（依頼原稿） 
6. 伊藤潔. 大災害と婦人科がん医療・医学. 東北醫学雑誌. 125. 2013.253-254.査読無（依頼原稿） 
 
◇学会発表  
合計（  5   ）件 
○基調講演・招待講演 （  4  ）件 
1. 伊藤 潔. 宮城県での取り組み―復興の先にある新たな医療システムの構築に向けて. 日本産婦人科学会第 65
回学術講演会. 2013.5.12. 札幌 
2. 伊藤 潔. 大災害と婦人科がん医療・医学‐復興の先を見据えて‐. 第９８回東北医学会総会／教授就任記念
講演会. 2013.5.24. 仙台 
3. 伊藤 潔. ベセスダシステム導入後の問題点とその対策. 第 32 回日本臨床細胞学会 山形県支部総会・学術集
会. 2013.6.29. 山形 
4. 伊藤 潔. 大地震は女性の保健医療システムにどう影響したか. 第 40 回日本産婦人科医会学術集会. 2013.10.13. 
仙台 
 
○ポスターセッション （  1  ）件 
1．斉藤昌利、岡本 聡、三木康宏、伊藤 潔. 東日本大震災が宮城県での婦人科がん検診体制に及ぼした影響の
解析災害科学国際研究所特定プロジェクト研究成果報告会. 2013.7.28. 仙台 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 











◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有  ） 
医学部 産婦人科 (共同研究・調査) 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有 ） 
医学部 産婦人科 (研究組織への参加) 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
宮城県対がん協会 (共同研究・調査) 











研究代表者 佐藤 健 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
※佐藤  健 
 源栄 正人 
 小野田泰明 
 増田  聡 
















氏名（所外） 所属・職名 現在の専門 研究の役割分担 
渡辺 正樹 
 戸田 芳雄 
 南   哲 
 藤岡 達也 
 村山 良之 
 桜井 愛子 






















 合計  12 名  




























(2) 復興教育プログラム（総合的な学習の時間：50 時間）の学習指導案（素案）の作成 
































合計（ 3 ）編  
 佐藤 健 東日本大震災被災地の小学校における災害復興教育プログラムの実践．日本建築学会技術報告集，
第 20 巻，第 44 号，2014，417-422，査読有 
佐藤 健・村山良之 津波災害に対する学校の防災管理・防災教育と東日本大震災時における実際の対応．地
域安全学会東日本大震災特別論文集，2013，85-88，査読無 
Aiko SAKURAI, Takeshi SATO, Yoshiyuki MURAYAMA, Eriko TOKUYAMA Development of a School-Based 
Disaster Education Program: A Case of a “Reconstruction Map Making” Program in Ishinomaki-City, The 9th APRU Research 
Symposium on Multi-Hazards on the Pacific Rim at National Taiwan University, 2013，査読有 
 
◇著書 
合計（ 2 ）冊  
佐藤 健 津波に対する緊急避難施設としての学校校舎，日本建築学会東北支部 2011 年東日本大震災災害調査
報告，214-217，分担執筆 
佐藤 健（編集代表） 東日本大震災における学校等の被害と対応に関するヒアリング調査記録集（増補第四
版），全 227p，2014 年，共著 
 
◇学会発表  
合計（ 7 ）件 
○通常講演  （ 5 ）件 
田中勢子・德山英理子・佐藤 健 「楽しく学ぶ防災・減災教室―ゲームシミュレーションによる防災教育
―」，日本安全教育学会第 14 回浦安大会，2013 年 9 月 7 日，浦安市・明海大学 
德山英理子・桜井愛子・村山良之・佐藤 健 石巻市における『復興マップづくり』プログラム―平成 24 年度
の活動報告―，日本安全教育学会第 14 回浦安大会，2013 年 9 月 7 日，浦安市・明海大学 
桜井愛子・德山英理子・村山良之・佐藤 健 石巻市における『復興マップづくり』プログラム―平成 25 年度
の実践―，日本安全教育学会第 14 回浦安大会，2013 年 9 月 7 日，浦安市・明海大学 
佐藤 健 横浜市立北綱島小学校における学校と家庭・地域との連携に基づく防災訓練，日本安全教育学会第
14 回浦安大会，2013 年 9 月 8 日，浦安市・明海大学 
徳山英理子・桜井愛子・村山良之・佐藤 健 石巻市立鹿妻小学校における災害復興教育の実践－『復興マッ
プづくり』プログラム－，平成 25 年度東北地域災害科学研究集会，2014 年 1 月 8 日，秋田市・秋田大学 
 
○ポスターセッション （ 1 ）件 
桜井愛子 大震災後の被災地における復興・防災教育形成促進事業－石巻市における「復興マップづくり」プ




合計（ 1 ）件 
佐藤 健 発刊に寄せて，塩竈市学校防災プログラム集（塩釜市教育委員会），査読無，平成 25 年 12 月 
 
２ 社会活動 
◇講演会・市民講座などでの発表   
合計（ 3 ）件 参加者合計（ 260 ）名 
佐藤 健，災害に強い持続可能な地域づくりに向けて～学校安全と地域安全の連携から融合へ～，講演会，2013
年 6 月 29 日，仙台市・貝ヶ森市民センター，30 名 
佐藤 健，東日本大震災の津波を踏まえた防災教育はどうあるべきか，SOLUTION Japan 2013 仙台セミナー講
演，2013 年 9 月 4 日，仙台市・仙台国際センター，200 名 
370
 




 ・小中高との連携  （ 3 ）件  参加者合計（ 400 ）名 
 防災講演会（宮城県仙台三桜高等学校），「生きる力を身に着けるために自ら進んで考え行動することの大切さ」，
2013 年 6 月 25 日，280 名 
東北大学出前授業（仙台市立将監西小学校），「地震危険予知アンテナを持っていますか？（室内編）」，2013 年
11 月 20 日，80 名 
東北大学出前授業（仙台市立八本松小学校），「地震危険予知アンテナを持っていますか？（室内編）」および「地
震危険予知アンテナを持っていますか？（屋外編）」，2013 年 12 月 2 日，40 名 
 
・行政・企業との連携 （ 9 ）件 参加者合計（ 1,050 ）名 
塩釜市防災教育推進協議会（第一回）講演，学校と家庭・地域との連携による防災教育の推進に向けて，2013 年
7 月 9 日，塩竈市・塩釜市立第一中学校，30 名 
NPO 法人防災白熱アカデミィぼうさいカフェ，国語・算数・理科・社会で学べる長町・富沢界隈で役立つ防災知
識，2013 年 8 月 1 日，仙台市・仙台市立長町南小学校，30 名 
石巻市教育委員会教頭・中堅教員研修会講演，学校と家庭・地域との連携による防災教育の推進に向けて，2013
年 8 月 6 日，石巻市・桃生公民館，100 名 
秋田市教育委員会教職員研修会講演，東日本大震災から学ぶ学校の対応と防災教育，2013 年 8 月 19 日，秋田市・
秋田市教育研究所，70 名 
石川県白山市学校教育研究会講演，これからの防災教育について，2013 年 8 月 22 日，白山市・白山市鶴来総合
文化会館クレイン，600 名 
平成 25 年度学校安全教育指導者研修会講義（災害安全），防災管理・防災教育のレッスンとヒント， 2013 年 10
月 24 日，気仙沼市・本吉公民館，50 名 
平成 25 年度学校安全教育指導者研修会講義（災害安全），防災管理・防災教育のレッスンとヒント， 2013 年 10
月 30 日，登米市・登米合同庁舎，50 名 
平成 25 年度学校安全教育指導者研修会講義（災害安全），防災管理・防災教育のレッスンとヒント， 2013 年 10
月 31 日，大河原町・大河原合同庁舎，100 名 
石巻市教育委員会平成 25 年度「実践的防災教育総合支援事業」実践委員会並びに研修会講演，防災教育の推進
課題，2013 年 11 月 15 日，20 名 
 
・地域コミュニティ（自治会など）との連携 （ 1 ）件 参加者合計（ 30 ）名 
柴田町防災研究会，東日本大震災の教訓と今後の防災活動～学校安全と地域安全の融合による災害に強い持続
可能な地域づくりに向けて～，2013 年 6 月 22 日，仙台市・柴田町集会所，30 名 
 
・講演会・セミナーの主催・運営 （ 3 ）件 参加者合計（ 1,300 ）名 
防災フォーラム「防災教育 in 長町」，長町中学校区防災モデル校連絡協議会・東北大学災害科学国際研究所主催，
「防災教育，学校と家庭・地域との連携」，2013 年 8 月 6 日，600 名，仙台市・太白区文化センター楽楽楽ホール 
平成 25 年度学校安全教育指導者研修会，文部科学省・宮城県・東北大学災害科学国際研究所主催，「講義Ⅰ 災
害安全－防災管理・防災教育のレッスンとヒント－」， 
10 月 24 日（木）  南三陸教育事務所管内              本吉公民館 50 名 
10 月 30 日（水）  東部教育事務所登米地域事務所管内  登米合同庁舎 50 名 
10 月 31 日（木）  大河原教育事務所管内              大河原合同庁舎 100 名 
災害に強いコミュニティのための市民フォーラム，仙台市主催，宮城県沖地震対策研究協議会災害に強いコミュ





◇研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載  合計（ 3 ）件 
・新聞 
 記事，つながりを力に（中）神戸大の被災地活動から，神戸新聞 2014 年 2 月 28 日 
 
・ラジオ 
 出演，持続可能な地域づくりのための防災教育（東北大学防災 UPDATES），エフエム仙台，放送日（2013 年 4
月 7 日） 
 出演，地域とともにある安全・安心な学校づくり（東北大学防災 UPDATES），エフエム仙台，放送日（2013 年
4 月 21 日） 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 






成 25 年度東北地域災害科学研究集会，2014 年 1 月 8 日，秋田市・秋田大学 
小浜 卓・佐藤 健 津波浸水域における学校施設の津波避難を想定した計画策定に関する研究，平成 25 年度
東北地域災害科学研究集会，2014 年 1 月 8 日，秋田市・秋田大学 
 








◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 











研究代表者 平野 勝也 































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   ３ 名  













































◇学術論文   





合計（  ３  ）件 













合計（ ４ ）件 
平野勝也，第 73 回論説（2） 復興の現場から見た土木工学の進むべき道，土木学会誌，Vol.98 no.8 August 2013 
平野勝也，防潮堤とまちづくり，日本地震工学学会誌，査読無し，No.19，13-14，2013 
平野勝也，各人各説 防潮堤雑感，ACE 建設業界，査読無し，2013 年９月号，30-30，2013 
平野勝也，防潮堤，建設物価，2013・9 月号，査読無し，記事 8-9，2013 













・行政・企業との連携 （ 20 ）件 参加者合計（  ）名 
 東北地方整備局 道路計画研究会 座長（2008-現在） 
 東北地方整備局 旧北上川河口部川まちづくり検討会 委員（2013-現在） 
 東北地方整備局 最上川水系流域委員会専門小委員会 委員（2010-現在） 
 宮城県 景観審議会 委員（2010-現在） 
 宮城県 環境影響評価技術審査会 委員（2010-現在） 
 宮城県 再生可能エネルギー等補助金事業外部有識者評価会 委員（2013-現在） 
 東北地方整備局・宮城県 宮城県沿岸域河口部・海岸環境等検討委員会（2012-現在） 
 宮城県・東北地方整備局 三陸南・石巻地区環境等検討懇談会 委員（2012−現在） 
375
 東北地方整備局・宮城県 仙台湾南部海岸地区環境等検討懇談会 委員（2012−現在） 
 岩手県 河川・海岸構造物の復旧等における環境・景観検討委員会（2011-現在） 
 岩手県一関土木センター 無量光院地区検討部会（2012-現在） 
 岩手県一関土木センター 平泉駅前検討部会（2012-現在） 
 石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 委員（2013-現在） 
 石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 半島部ＷＧ 座長（2013-現在） 
 石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 中心市街地ＷＧ 委員（2013-現在） 
 南三陸町 復興計画推進会議 副委員長（2013-現在） 
 女川町 復興まちづくりデザイン会議 委員長（2013−現在） 
 平泉町 景観形成審議会 委員（2006-現在） 
 平泉町 重要公共施設デザイン会議 委員長（2006-現在） 
 平泉町 道の駅「平泉（仮称）」施設設備検討委員会委員 委員長（2012-現在） 
 
・地域コミュニティ（自治会など）との連携 （ ３ ）件 参加者合計（  ）名 
  石巻まちなか創成協議会 委員（2011-現在） 
 鮎川港まちづくり協議会 アドバイザー （2013-現在） 
 二子まちづくり協議会 アドバイザー（2013-現在） 
 












取材協力・出演，NHK スペシャル どう使われる 3.3 兆円 ～検証 復興計画～，NHK，2014.3.9 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み 
Risk Architecture Workshop 石巻（2014.3.11-3.22）の実施に協力した（ショートレクチャ及びエスキス）． 
 
３ 教育上の効果 











◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 




































研究代表者 小林 徹平 

































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計  3  名  
研究経費  総額  1275  千円 
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研究目的 ◇何をどこまで明らかにしようとしたのか 






















































◇学術論文   





松田達夫・小林徹平(5 番目)，石巻市雄勝地域中心部における高台移転計画と造成デザイン，土木学会景観デザイ   
ン講演集， No.9, pp 207-210，2013，査読無 
 
◇学会発表  
合計（  3  ）件 
○通常講演  （  3  ）件 
小林徹平・小野田泰明・平野勝也・浜辺隆博・松田達生:石巻市鮎川浜における防災集団移転事業/土木学会・第 48
回土木計画学秋大会/2013 年 11 月 2 日-4 日/大阪・大阪市立大学 
小林徹平・平野勝也・松田達生，石巻市の漁村集落における防災集団移転促進事業から見える課題，土木学会・土   





合計（ 2 ）件 
小林徹平，風景，建築雑誌，査読無，1 月号，2014 年 




合計（ 5 ）件  




・行政・企業との連携 （ 1 ）件 参加者合計（ 30 ）名 
一般社団法人日本建築学会 学会誌編集委員会 
 





◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 






◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 






































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計    1 名  



















































１ 研究成果の公表（2013 年 4 月～2014 年 3 月） 
◇学術関係受賞 （ 1 ）件 












・MONSTER Exhibition New York 2013 ／2013.6.18～29／作品展示／災害のデータスケープ／hpgrp gallery 







・2013 年度グッドデザイン賞受賞展 GOOD DESIGN EXHIBITION 2013／2013.10.30〜11.4／作品展示／東京
ミッドタウン／約 300,000 人 
・東北大学災害科学国際研究所気仙沼分室／2013 年 11 月 6 日〜現在／作品展示（常設）／気仙沼 
 
２ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 





















（１）国内の研究機関との連携・協力の有無（ 無 ） 













































































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
二見 毅 ウイリス リー・ジャパ





 合計  ６  名  
























































◇学術論文   
合計（  1  ）編 うち Ａ （  1  ）編、 Ｂ （  0  ）編 
1. Suppasri, A., Muhari, A., Futami, T., Imamura, F. and Shuto, N. (2014) Loss functions of small marine vessels based 
on surveyed data and numerical simulation of the 2011 Great East Japan tsunami, Journal of Waterway, Port, Coastal 
and Ocean Engineering (ASCE) (published online) 「査読有」 
 
◇著書 
合計（ 1  ）冊 
1. Suppasri, A., Muhari, A., Ranasinghe, P., Mas, E., Shuto, N., Imamura, F. and Koshimura, S. (2014) Damage and 
Reconstruction after the 2004 Indian Ocean Tsunami and the 2011 Tohoku Tsunami, Tsunami Events and Lessons 
Learned; Ecological and Societal Significance, Springer Monograph, 321-334. 「査読有」 
 
◇学会発表 
1.  Suppasri, A., Yasuda, M., Abe, Y., Fukutani, Y. and Imamura, F. (2014) Reviewing evacuation response of fishermen 
during the 2011 Great East Japan tsunami, in: Proceeding of the Tohoku research group for natural disaster science, Akita 
University, 7-8 January 2013. 
2.  Suppasri, A., Imai, K., Muhari, A., Charvet, I., Fukutani, Y., Abe, Y., Murakami, H., Futami, T. and Imamura, F. (2013) 
Fragility analysis based on damage data of the 2011 Great East Japan tsunami, in: Proceedings of the Coastal engineering 
conference (JSCE), Kyushu University, Fukuoka, International session, 14 November 2013. 
3.  Muhari, A., Suppasri, A., Murakami, H., Futami, T. and Imamura, F. (2013) Measuring fragility of ships based on 
numerical model of the 2011 East Japan tsunami, in: Proceedings of the Coastal engineering conference (JSCE), Kyushu 
University, Fukuoka, International session, 14 November 2013. 
4.  Suppasri, A., Imai, K., Muhari, A., Fukutani, Y., Abe, Y., Murakami, H., Futami, T., Charvet, I. and Imamura, F., (2013) 
Coastal Damage and Fragility Curves of the 2011 Great East Japan Tsunami, in: Proceedings of the International Tsunami 
Symposium (ITS2013), Gocek, Turkey, 25-27 September 2013. 
 
○通常講演 
1. Anawat Suppasri / Tohoku research group for natural disaster science, Akita University / 7 January 2013. 
2. Anawat Suppasri / Coastal Engineering Conference (JSCE), Fukuoka city / 14 November 2013 
3. Anawat Suppasri / International Tsunami Symposium (ITS2013), Gocek, Turkey / 26 September 2013 
 
○基調講演・招待講演 
1. Anawat Suppasri / Thailand–Japan International Academic Conference, Osaka / 9 November 2013 
2. Anawat Suppasri / Ishinomaki city governmental office / 23 October 2013 
3. Anawat Suppasri / Royal Thai Embassy, Tokyo / 15 September 2013 
4. Anawat Suppasri / Sendai First High School / 12 September 2013 
5. Anawat Suppasri / Asian Institute of Technology, Thailand / 9 September 2013 
6. Anawat Suppasri / Rajamangala University of Technology-Lanna, Thailand / 4 September 2013 
7. Anawat Suppasri / Chiang Mai University, Thailand/ 4 September 2013 
8. Anawat Suppasri / Maejo University, Thailand / 3 September 2013 
9. Anawat Suppasri / Thai community in Saitama / 11 August 2013 
10. Anawat Suppasri / Earthquake countermeasures Technology Exhibition Seminar, Sendai / 9 August 2013 
11. Anawat Suppasri / Thai community in Yamanashi / 21 July 2013 
 
388
◇学術関係受賞 （ 1  ）件 
Suppasri, A., Muhari, A., Ranasinghe, P., Mas, E., Shuto, N., Imamura, F. and Koshimura, S. / Hazard 2000 International 
Award, Japan Society for Natural Disaster Science / September 2013 
 
２ 国際連携 




◇国外の研究者の参加 （ 有 ） 
〈参加研究者の所属・参加形態〉 
ロンドン大学リスクと防災研究所・JSPS research fellowship 
 





◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 有  ） 
〈活用形態〉 
Dr. Ingrid Charvet 研究員・東北大学- JSPS research fellowship・最先端統計解析 
Dr. Abdul Muhari 研究員・東北大学-Willis research fellowship・津波数値解析 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力の有無（ 無 ） 

























































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 





 合計 4 名  

























































合計（  5  ）件 
○通常講演  （  5  ）件 
福谷陽／断層の動的パラメータが津波波高の不確実性に与える影響の検討／2013 年 5 月 19 日－24 日／幕張
市・千葉幕張メッセ 
Yo Fukutani／A proposal of regional tsunami hazard evaluation index based on historical tsunami database／26th 
International Tsunami Symposium／2013 年 9 月 25 日－28 日／ゴセック（トルコ） 
Yo Fukutani／The state of stochastic tsunami hazard assessment／5th CR+I Seminar／2013 年 10 月 28 日／仙台市・
The Westin SENDAI 
Yo Fukutani／Uncertainties of tsunami wave height and flow velocity in the tsunami simulation due to dynamic fault 
rupture effects／2013 AGU fall meeting／2013 年 12 月 9 日－13 日／サンフランシスコ・Moscone Center 
福谷陽／CRSP モデルを用いた確率的津波ハザード解析／第 3 回巨大津波災害に関する合同研究集会／2013 年
12 月 19 日－20 日／高槻市・関西大学 
  
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 


































































































































 合計 20 名  











































（１）災害応急対策に係る 2011 年度及び 2012 年度のワークショップ報告書の提言の一部が昨
年 7 月の災害対策基本法の一部改正によって実現し、今後の広域・大規模災害における減災に
寄与することが期待される。 











合計（ 2 ）編  
◇学術論文   
（ 1 ）編 
島田明夫/「復旧・復興に係る法制度、費用負担、住宅政策のあり方」/『都市住宅学』特集東日本大震災住政
策/第 81 巻/41～46 頁/2013 年 6 月/査読無 
 
◇その他 
（ 1 ）編 
（著者名／表題／雑誌名／巻号／頁／発行年／査読の有無） 
島田明夫/「東日本大震災にみる災害対策法制の課題」/『消防科学と情報』特集東日本大震災～被災者支援～
/No.122/10～17 頁/2013 年 4 月/査読無 
 
◇学会発表 
○基調講演・招待講演  合計 （ 1 ）件  
島田明夫/都市住宅学会・東北大学片平キャンパスさくらホール/2013 年 11 月 30 日/基調講演 
 
２ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 





2013 年 7 月 26 日公共政策大学院ワークショップⅠ報告会１（中間報告） 
2013 年 12 月 19 日公共政策大学院ワークショップⅠ報告会２（最終報告） 
2014 年 3 月 3 日復興庁への報告会 
2014 年 3 月 4 日国土交通省（都市局）への報告会 
 

































研究代表者 川島 秀一 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
 川島 秀一  災害文化・教授  民俗学  
氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   １ 名  
研究経費  総額  １,０６２ 千円 
397
 


























っていた戸数は 60 戸で、そのうち今回の津波で被災したのは 48 戸、そのうち 19 戸が 
「復興地」(昭和８年後、高台移転した集落の通称)から分家として原地に家を建てている。 
昭和 45(1970)年４月に唐丹湾頭に高さ６ｍの防潮堤が建設されると 21 戸が下り、11 年後 




























◇学術論文   
合計４編  
・ 津波と漁民の信仰、比較民俗学 50、2013、123-136、査読無(依頼原稿) 
・ 三陸の歴史と津波―海と人のつながり―、生存の東北史、2013、244-254、査読無(依頼原稿) 







・ 震災年のカツオ漁、日本民俗学会談話会、2013.12.15 東京・國学院大学 
 
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 







合計 １６件  参加者合計 ７３０名 
・ 気仙沼港の成立と災害の歴史、気仙沼みなとの学校、2013.4.7、気仙沼・南町かどっこ  
・ ファイト新聞について、「ファイト新聞展」記念講演会、2013.4.8、気仙沼・リアスアーク美術館 
・ 津波常習地の生活文化、「語りの文化講座―災害、事故に学ぶ―」、2013.5.11、東京・國学院大学 







・ 伝えたい 海に生きる唐桑の文化、日本交通公社「講演会」、2013.7.17、気仙沼・燦さん館 
























◇学術交流協定の活用  無 
 
◇その他、国際交流を促進するための取り組み 























































































































 合計   ６ 名  























































合計（ ４ ）件 
○通常講演  （ ４ ）件 
1. 森口周二, 沢田和秀, 八嶋厚, 上石勲, 防護工の評価のための雪崩シミュレーション, 第 48 回地盤工学研
究発表会発表講演集, CD-ROM, No.1031, 2013 年 7 月 23-25 日, 富山市 
2. 久野泰嗣, 森口周二, 沢田和秀, 上石勲, 岩田麻衣子, 土砂混じり雪崩に関する基礎的研究, 第 48 回地盤工
学研究発表会発表講演集, CD-ROM, No.19, 2013 年 7 月 23-25 日, 富山市 
3. 北山迪也, 大田寛, 上石勲, 根本征樹, 雪氷災害予測システムの高速道路での試験運用, 日本雪工学会上信
越支部第 13 回研究発表会，2013 年 8 月 9 日, 長岡市 
4. 河島克久, 伊豫部勉, 松元高峰, 佐藤亮太, 鈴木啓助, 上石勲, 飯田肇, 外狩麻子, 栗原靖, 気温・日射量を
指標とした融雪強度モデルの山岳地への適用化に関する研究(1) －地点によるモデル係数の相違－, 雪氷
研究大会（2013・北見），2013 年 9 月 17-21 日, 北見市 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
  
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
 防災科学技術研究所雪氷防災研究センターと連携して研究を進めた． 











研究代表者 村尾 修 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担  


























 合計  3 名  






東日本大震災および 2004 年インド洋津波からの復興に関する調査研究を下地として，進めた。 
 2007 年 8 月 15 日に発生したペルー地震（Mw8.0）により，ペルーの太平洋岸の地域の多くが被
害を受けた。ピスコは家屋の 8 割が倒壊するという甚大な被害を受けた地区のひとつである。本研
















































◇学術論文   
合計（1）編  
・ Shah, MD F., and Murao, O., Foreigners’ Evacuation Behavior in the Great East Japan Earthquake: A Case of Iwaki City in 
Fukushima Prefecture, Journal of Disaster Research, Vol.8, Special Edition“the Great East Japan Earthquake Disaster: Part 




・ 村尾修，建築・空間・災害 リスク工学シリーズ 10，172，コロナ社，2013 年，単著 




○通常講演  （2）件 
・ Murao, O., Transition of Housing Location in Damaged Areas due to the Great East Japan Earthquake and Tsunami in the 
20th century, HeKKSaGOn University Consortium, The 3rd Japanese-German, University Presidents’ Conference 
“Challenge and Perspectives in Promoting Young Researchers,”, 2013 年 9 月 12 日から 13 日, Göttingen，University of 
Göttingen 
・ Murao, O., Disaster Management in Japan and the Activities toward Post Hyogo Framework for Action 2005-2015 by 




・ Murao, O., Hyogo Framework for Action 2005-2015 Review from a Viewpoint, Association of Pacific Rim Universities 
(APRU) Multi-Hazards Summer School -Lessons learnt from the Great Eastern Japan Earthquake and Tsunami and Future 
Disaster Risk Reduction-, 2013 年 7 月 23 日, 仙台・東北大学 
・ Murao, O., Urban Recovery after 2011 Great East Japan Earthquake and Tsunami, International Seminar on Population 
Resettlement, Corporation Antioquia Presente 30th Anniversary, 2013 年 11 月 6 日から 7 日, Universidad EAFIT, 
Medellin, Colombia 
・ Murao, O., Lessons learnt from the Great East Japan Earthquake and the current recovery efforts, Asian Conference on 
Disaster Reduction 2014, 2014 年 3 月 3 日, 東京・品川プリンスホテル 
・ 村尾修, 震災復興まちづくりにおける合意形成の課題 −名取市閖上の事例を通じて−，, 日本建築学会・東日








合計（3）件 参加者合計（   ）名 
・ 村尾修, 世界における震災・戦災復興後の都市, 第 4 回「震災対策技術展」宮城 –自然災害対策技術展−, 2013
年 8 月 8 日, 仙台市・情報・産業プラザ（AER ビル） 
・ 村尾修, 小学校における防災教育・活動のあり方, 教職員研修, 2013 年 12 月 6 日, 仙台市・仙台市立枡江小学
校 
・ Murao, O., Tokyo from the Viewpoint of Disaster Management, Graduate School of Architecture, Planning and Preservation 





・小中高との連携  （1）件  参加者合計（40）名 
・ 仙台市枡江小学校における防災教育システムの検討，研修会での講演および防災教育に関する検討会，2013 年
秋から冬，約 40 名 
 
・行政・企業との連携 （1）件 参加者合計（30）名 
・ 「震災復興における支援アプローチ調査」有識者委員会，東日本大震災における被災地復興支援に関する調査
研究，2013 年 11 月から 2014 年 9 月，約 20 名 
 
・地域コミュニティ（自治会など）との連携 （1）件 参加者合計（20）名 




・ 出演, 聞いて，発見！大学図鑑，都市計画研究 東京大学・東北大学, Y-SAPIX Journal，, 2013 年 10 月 
・ 出演, 探る探る「被災地の復興過程研究 将来に向けて事例蓄積」，いのちと地域を守る 防災・減災のページ, 
河北新報, 2013 年 11 月 10 日朝刊 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
・ペルー, Japan-Peru Center for Earthquake Engineering Research and Disaster Mitigation (CISMID), National University of 
Engineering, Peru, 2013 年 7 月 9 日から 18 日, ピスコにおける復興調査 
・ペルー, Japan-Peru Center for Earthquake Engineering Research and Disaster Mitigation (CISMID), National University of 
Engineering, Peru, 2014 年 3 月 6 日, The 5th Japan-Peru Workshop on Enhancement of Earthquake and Tsunami Disaster 
Mitigation Technology 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
ペルー, Japan-Peru Center for Earthquake Engineering Research and Disaster Mitigation (CISMID), National University of 
Engineering, Peru, 2013 年 7 月 9 日から 18 日, ピスコにおける復興調査 
・ペルー, Japan-Peru Center for Earthquake Engineering Research and Disaster Mitigation (CISMID), National University of 
Engineering, Peru, 2014 年 3 月 6 日, The 5th Japan-Peru Workshop on Enhancement of Earthquake and Tsunami Disaster 
Mitigation Technology 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
・筑波大学大学院システム情報工学研究科 















◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 


















































































 合計   ５ 名  


























































◇学術論文   
合計（  ２）編  
Hino, R., D. Inazu, Y. Ohta, Y. Ito, S. Suzuki, T. Iinuma, Y. Osada, M. Kido, H. Fujimoto, Y. Kaneda, Was the 2011 Tohoku-Oki 
earthquake preceded by aseismic preslip? Examination of seafloor vertical deformation data near the epicenter, Marine Geophys. 
Res., DOI 10.1007/s11001-013-9208-2, 2013. 
Ito, Y. R. Hino, M. Kido, H. Fujimoto, Y. Osada, D. Inazu, Y. Ohta, T. Iinuma, M. Ohzono, S. Miura, M. Mishina, K. Suzuki, T. 
Tsuji, J. Ashi, Episodic slow slip events in the Japan subduction zone before the 2011 Tohoku-Oki earthquake, Tectonophysics, 
600, 14-26, 2013. 
 
◇学会発表  
合計（    ５）件 
○通常講演  （   ３）件 
日野亮太／海底圧力観測における 2011 年東北地方太平洋沖地震の余効変動／日本測地学会第 120 回講演会／2013
年 10 月 29〜31 日／立川市 
飯沼卓史／海陸測地観測データに基づく 2011 年東北地方太平洋沖地震の余効すべりの時空間発展（その３）／日
本地震学会 2013 年度秋季大会／2013 年 10 月７〜９日／横浜市 
飯沼卓史／Geodetic characteristic of the postseismic deformation following the interplate large earthquake along the Japan 
Trench／AGU 2013 Fall Meeting／2013 年 1２月 9〜13 日／サンフランシスコ 
 
○基調講演・招待講演 （   １）件 
日野亮太／RSeafloor geodetic monitoring in the hypocentral area of the 2011 Great Tohoku Earthquake／Joint Assembly 
IAHS-IAPSO-IASPEI／2013 年 7 月 21〜26 日／エーテボリ 
 
○ポスターセッション （   １）件 
日野亮太／Reprocessed records of seafloor vertical motion prior to the 2011 Tohoku earthquake／AGU 2013 Fall Meeting／







 ◇学術関係受賞  
合計 （  １）件 




◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
米国／スクリプス海洋研究所／2013 年 1 月 28〜30 日／会議（技術情報交換） 
カナダ／カナダ地質調査所／2013 年 2 月 23〜25 日／講演・会議（技術情報交換） 
米国／パロサイエンティフック社／2013 年 2 月 26〜27 日／会議（技術情報交換） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 






◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
理学研究科地震・噴火予知研究観測センター・共同研究 
 




（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
海洋研究開発機構・共同研究（法人間包括連携協定に基づく） 






















氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   １ 名  



























高 Vp 異常（バックストップ構造）が分布した（青矢印の範囲）．そうした高 Vp 異常は三陸沖には





























合計（  ２  ）件 
○通常講演  （  ２ ）件 
東龍介, 陸側プレート前縁部構造不均質と海溝近傍の地震時すべり量の関係性，日本地震学会 2013 年秋季大会，
2013 年 10 月 7 日～9 日，横浜市・神奈川県民ホール・産業貿易センター． 
Ryosuke Azuma, Heterogeneity of frontal structure of overriding plate controls co-seismic megathrust slip distribution in trench 
axial zone, Japan Trench and other subduction zones, American Geophysical Union 2013 Fall Meeting, 8-13 Dec, 2013, 
Moscon center, San Francisco. 
  
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
地震・噴火予知研究観測センター 共同研究 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 






















































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計  ３  名  












及ぼす影響をウエスタンブロットにより検討した。検討の結果 ICAM の発現は 10 Gy の放射線照射
によって照射 6 時間後に亢進し、24 時間後でも発現の亢進は認められた。これに対して VCAM-1
や E-selectin の発現に放射線は影響を及ぼさなかった。放射線線量依存性に関しては、5 Gy 放射線
照射では ICAM-1 の発現亢進が認められたが、1 Gy 放射線照射では認められなかった。 
 活性酸素による ICAM-1 の発現亢進では、NF-κB を介した情報伝達経路が用いられていること
が報告されている。このため、今回実験に用いたヒト血管内皮内皮細胞での放射線にる ICAM-1 の
発現亢進が NF-κB を介したものであるかどうかを検討するために、放射線にり NF-κB が放射線に
より活性化するかどうかを調べたが、放射線による活性化は検出できなかった。さらに、NF-κB 阻
害剤を用いて放射線による ICAM-1 の発現が阻害されるかどうかを調べたが、阻害されることはな






合計（  2  ）件 
○基調講演・招待講演 （  2  ）件 
佐藤大介，天保六年の「宮城県沖地震」，第 1 回前近代歴史地震史料研究会，2013 年 11 月 4 日 




合計（  ５  ）件 参加者合計（   ）名 
平川新，災害と歴史，日本港湾振興団体連合会総会講演会，2013 年 10 月 10 日，酒田市 
平川新，歴史にみる災害，宮城郷土史探訪会，2013 年 11 月 12 日，広瀬市民センター 
平川新，災害の歴史から学ぶこと，多賀城市滅災シンポジウム，2013 年 11 月 28 日，多賀城市文化センター 
平川新，歴史から災害を考える，復興大学公開講演会，2014 年 1 月 15 日，ガーデンシティ仙台 
平川新，歴史研究から災害を考える，京都大学附置研究所・センターシンポジウム「京都からの提言」，2014 年 3
月 15 日，仙台国際センター 
 
◇学外での社会活動 
合計（ 1 ）件  
・小中高との連携  （ 1 ）件  参加者合計（    ）名 
平川新，高校生歴史フォーラム in 宮城，高校生歴史フォーラム in 宮城実行委員会，講演「災害と世界史」，2013 年
8 月 17 日， 
・その他 （ ２ ）件 参加者合計（   ）名 
岩手県大船渡市Ｏ家の美術資料調査，聞き取りと資料の状態の調査 2013 年 10 月 27 日，2 人 
宮城県石巻市Ｉ家所蔵資料の概要調査，聞き取りと資料の所在・内容を把握，2014 年 2 月 12 日，2 人 
 
研究成果に関する報道・雑誌・web媒体などへの掲載 
 合計（  ２   ）件 
新聞掲載，平川新，出演，もったいない語辞典「海嘯 うなり押し寄せる波」，読売新聞，2013 年 10 月 4 日 
新聞掲載，平川新，出演，宮城過去 400 年 犠牲者出た津波平均 57 年に 1 回，河北新報，2014 年 2 月 28 日 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 





◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
418
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 














































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
Dr Jemilah Mahmood 
 
 





Senior Fellow, King’s Co
llege, London, UK 
 
Researcher, Research Cen
ter for Disaster  
Mitigation, Institute Techn











 合計    4 名  





























国際機関（IFRC）、国連機関(UNDP),企業（ACCORD、ENVOY GROUP など）、NGO(CONERN, ACTION 
AID など)、大学（アジア太平洋大学、BRAC 大学、政府（災害管理局）などにインタビューを行い、
企業の防災への参加の現状とその可能性について分析を行った。その要点を２月２４日にバングラ








































合計（  1 ）冊 
Rajib Shaw・Takako Izumi (editors)/Civil Society Organization and Disaster Risk Reduction: The Asian 
Dilemma/Springer/To be published in June 2014 
 
◇学会発表  
合計（    1 ）件 
○国際会議 
Takako Izumi/Overview of role of private sectors in disaster management/“Effective disaster management mechanism: sharing 
best practices of multi-sectoral collaboration”/23 February 2014/Dhaka Community Medical College Gallery-1/100 




合計（    1 ）件 参加者合計（  70 ）名 
パジャジャラン大学において講演 
Takako Izumi/“ Introduction of IRIDeS and Importance of Health Sector in Disaster Risk Reduction”/ Seminar on Disaster Risk 
Reduction and Human Security/18 November 2013/University of Padjadjaran in Bandung, Indonesia 
 
◇学外での社会活動 
合計（  １ ）件  
・行政・企業との連携 （ 1  ）件 参加者合計（    ）名 
インドネシアの”National Platform for Disaster Risk Reduction”という政府、企業、NGO、国連機関、研究機関から組
織されたプラットフォームの会合に招かれ講演/2013 年 11 月 11 日/20 名 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
1) Indonesia/Institute of Technology Bandung, Indonesia/2013 年 11 月—３月/共同研究 
2) Indonesia/University of Badjadjaran, Bandung, Indonesia/2013 年 11 月 18 日/講演  
3) Bangladesh/BRAC University, Dhaka, Bangladesh/2014 年２月/共同研究・聞き取り調査 
4) Bangladesh/Dhaka Community Hospital College, Bangladesh/2014 年 2 月 23 日/講演 
 
◇国外の研究者の参加（ 有 ） 
１）Indonesia/Institute of Technology Bandung/2013 年 4 月—2014 年 3 月/共同研究 
２）Malaysia/King’s College London/Dr. Jemilah Mahmood/2013 年 4 月—2014 年 3 月/共同研究  
 
◇学術交流協定の活用 （無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 





（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
京都大学大学院地球環境学堂/2014 年 2 月/共同研究・聞き取り調査 
（２）国内の研究機関に所属する研究者の参加（有） 








研究代表者 池田 菜穂 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
※池田 菜穂 
 
 佐藤 翔輔 
 花岡 和聖 
 小野 裕一 





















氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   ５名  
































































合計（  １）件  
・小中高との連携  （  １）件  参加者合計（約１８０）名 
気仙沼市立気仙沼中学校で実施した災害科学国際研究所防災出前授業において「地域社会における暮らしの変化
と災害」の授業を担当／2014 年 1 月 24 日／約 180 名 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
・インド／North Eastern Hill University／2014年 1月 18日〜20日／North Eastern Hill UniversityのHianbok J. Syiemlieh
教授（地理学）による東北大学災害科学国際研究所への訪問を受け入れ，東日本大震災の被災地巡検と Workshop 
on disasters and people’s livelihoods in South Asia の開催を通じて，東北地方と南アジアにおける災害と人々の暮らし
に関する研究交流を実施した。 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 



















研究代表者 鈴木 裕介 
































































 合計   3 名  























































合計（ 1 ）編  





合計 （ 6 ）件  
○通常講演 
 鈴木裕介，藤倉裕介，木村健一，Sanjay PAEREEK，荒木慶一（放射能汚染灰体積線源を用いた超高密度
モルタルの γ 線遮蔽性能評価）／第 3 回コンクリート技術大会・郡山／2013 年 10 月 
 木村健一，鈴木裕介，Sanjay PAREEK，荒木慶一，藤倉裕介（放射能汚染灰及び電解水素水を用いたモ
ルタル供試体の放射線量変化に関する基礎的研究）／第 3 回コンクリート技術大会・郡山／2013 年 10
月 
 Sanjay PAREEK，鈴木裕介，木村健一，荒木慶一，藤倉裕介（放射性セシウム汚染灰を用いた超高密度
モルタル容器の γ 線遮蔽性能評価 －その 1 高密度モルタルの材料物性－）／日本建築学会大会・札幌
／2013 年 8 月 
 鈴木裕介，木村健一，Sanjay PAREEK，荒木慶一，藤倉裕介（放射性セシウム汚染灰を用いた超高密度
モルタル容器の γ 線遮蔽性能評価 －その 2 高密度モルタルの促進中性化試験及び γ 線遮蔽性能実験
－）／日本建築学会大会・札幌／2013 年 8 月 
 木村健一，鈴木裕介，Sanjay PAREEK，荒木慶一，藤倉裕介（3 種類のコンクリートを用いた放射能によ
る汚染物格納容器の解析的研究）／日本建築学会大会・札幌／2013 年 8 月 
 荒木慶一，鈴木裕介，木村健一，Sanjay PAREEK，藤倉裕介（放射性セシウム汚染灰モルタル供試体の
放射線量変化に関する基礎的研究）／日本建築学会大会・札幌／2013 年 8 月 
 
２ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流の有無（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加 （ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力の有無（ 有 ） 
〈連携組織名〉 



























氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 










氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   1 名  






















































◇学術論文   
合計（ １ ）編  
Yi, C and Kure, S., 2014. Prediction of Radioactive Material Dissemination in Abukuma Basin using USLE, Proceedings of 




合計（  1  ）件 
Carine J. Yi / Prediction of Radioactive Material Dissemination in Abukuma Basin using USLE (英語) / The International 
Conference on Flood Management / September 16-18, 2014 / São Paulo – Brazil ・Maksoud Plaza Hotel located at 
Alameda Campinas, 150 (Abstract accepted) 
 
◇研究組織が主体となって開催した研究会・学術会議 
合計（ 3  ）件  参加者合計（ 450 ）名 
○国際学会大会 （ 1 ）件 参加者（ 350 ）名 
・『国際 GIS 学会』に参加をし、USLE などのモデルの適応について議論を行った。研究の目的や研究フィールド
は違うものの、モデルの適応方法について、有意義な議論ができた。 
 












合計（  1  ）件 参加者合計（ 25 ）名 
Carine J. Yi  / 災害に対する融合技術の活用(日本語) / 筑波大学・リスク工学研究会『Risk Engineering 
Research Meeting：RERM』  / 2013 年 12 月 25 日  / つくば市・筑波大学  
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 有 ） 
・国際シンポジウムである、『Sympsium on Spatial Planning following Disasters』の司会を務める。 
・『Risk, Perception, and Response Conference』に参加し、研究課遂行に係るリスク分析などについての情報収集を行
った。本学会は、より社会的な現象を基にリスク分析を議論する場であるが、特別に今回は、福島の事故に関連し
て、京都大学防災研究所の研究者の報告があり、有益な議論の機会となった。 
・アメリカの Northwest University の研究者たちと本研究からあり得る結果と今後の研究の行き先について議論を
した。よって、新たなモデルの改良と検証が必要であることに意見に同意した。 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 





アメリカの Northwest University の研究者たちとモデルの改良のために議論を続けることにした。 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 有 ） 
・東北大学大学院工学研究科松山先生に多大な関心を頂き、今後議論できることを望んでいる。 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 有 ） 
・筑波大学の原子力エネルギー研究者である、羽田野裕子先生と本研究における、変数などに関する議論を行った。 


































氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計    １名  












































合計（  ３  ）件 
○通常講演  （ ２ ）件 
坂巻隆史，盛田暁子，当山昌治，渡邊康志，沖縄島サンゴ礁域における有機物・栄養塩の地域分布： 
流域環境と空間スケールの影響に着目した解析，日本水環境学会年会，東北大学，2014 年 3 月 
盛田暁子，当山昌治，坂巻隆史，河口干潟底質に及ぼす流域内土地利用の影響，日本水環境学会年会， 
東北大学，2014 年 3 月 
○ポスターセッション （ １ ）件 
坂巻隆史，盛田暁子，山村真以，河井崇，鈴木祥平，干潟の物質循環とベントス群集に及ぼす底質性 




合計（  1  ）件 参加者合計（ 約 30 ）名 




合計（ 1 ）件  
 ・小中高との連携  （ 1 ）件  参加者合計（ 約 40 ）名 
気仙沼中学校出前授業および平成 25 年度第 3 回防災文化講演会，他の研究所メンバー6 名とともに中学生向け
の講義を実施，2014 年 1 月，参加者数約 40 名（坂巻担当分授業について）． 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 有 ） 
〈参加学生の所属〉 
 工学研究科土木工学専攻Ｄ１学生 1 名 
 









◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
437
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 







































平成 25 年度 東北大学災害科学国際研究所 特定プロジェクト研究成果報告書 
【所内／拠点研究】 
研究種目：C 
研究課題名：Storm-induced nearshore wave processes for disaster mitigation 
研究代表者 ローバー フォルカ 







氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
ローバー、 フォルカ 
ブリッカー ジェレミー 
国際災害リスク際研究所 助教 研究総括、解析 
氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計     ２名  
研究経費  総額   ８５０  千円 
研究目的 ◇何をどこまで明らかにしようとしたのか 
I have been studying storm-induced nearshore waves with potential for coastal disasters by using the 
Boussinesq-type wave model, BOSZ, that I have been developing over the past years. I am       i





An important aspect for nearshore wave models is tidal variation that has been greatly neglected in  
the past. Over the past months, I extended BOSZ in several ways. The model is now able to handl
e multiple wave spectra over space and time as input conditions. This has the advantage that the   
model can account for long-term local variations of the wave field such as it is often the case in  t




I have been studying storm-induced nearshore waves with potential for coastal disasters by using the
Boussinesq-type wave model, BOSZ, that I have been developing over the past years. Over the past 
months, I extended BOSZ in several ways. The model is now able to handle multiple wave spectra 
over space and time as input conditions. This has the advantage that the model can account for   l
ong-term local variations of the wave field such as it is often the case in typhoon-type events.    A
dditionally, it is now also possible to load irregular storm surge water levels as initial conditions. Fu
rther, tidal effects have been greatly neglected in such nearshore wave models. The tidal effects  on 
storm surge elevation, nearshore infra-gravity waves and coastal flooding can be significant. It is ther
efore crucial to account for these effects in numerical models. BOSZ is now able to handle tidal var
iations through mass fluxes over the domain boundaries. A paper on these subject has passed   the 
revision process. 
Further improvements of the numerical model, BOSZ, go towards a dispersion-preserving numerical
 scheme. In collaboration with the University of Hawaii, USA, I was able to develop a numerical  
method derived from aero acoustics, which preserves the inherent dispersion characteristics of the   
wave signal through coefficient optimization. This method is currently being implemented in the num
erical code. 
I am also involved in a collaborative project with Bricker-sensei on Typhoon Haiyan. A video,   t
aken by a human aid worker, has caught our attention a while ago. The video shows a tsunami-type
 bore hitting and destroying some residential houses in Hernani, a small village in Eastern Samar. 
We have been studying what phenomenon could have generated that - to some extend -  unexpected 
wave. It is possible that there is still undiscovered wave phenomena, which might pose a threat to  
coastal population. To further investigate this problem, we will conduct a field survey in late May, 2











1.) Model validation with hurricane Iniki. BOSZ performs well for hurricane/typhoon wave scen
ario and provides realistic inundation and runup beyond what is possible with phase-average
d models. 
2.) The analysis of a field dataset from Hawaii shows the importance of the tide level on wave
 breaking and nearshore circulation behavior. 
3.) BOSZ was extended to handle variation in water leves such as tides to account for   nears
hore processes more realistically. 




◇学術論文   
合計（  １ ）編  
Li, N., Roeber, V., Heitmann, T., Yamazaki, Y., Cheung, K.F., (2014). Integration of Storm Surge and Coastal Inundation 
Modeling from Basin-scale Processes to Individual Waves. Ocean Modelling, in press. 
 
◇著書 
合計（ 2  ）冊 
1.) Roeber, Heitmann, Cheung, Smith. Numerical Modeling of wave-and tidal-driven nearshore currents. Coastal Engineering, 
in preparation 
2.) Roeber, Bricker, Heitmann, Cheung: Infra-gravity based wave amplification with potential to coastal disasters. Journal of 
Coastal Hazards, in preparation. 
 
◇学会発表  
合計（   ２  ）件 
Roeber, Heitmann, Cheung, Smith: Boussinesq-type modeling of nearshore currents over fringing reefs. Ocean  
Science2014, Honolulu, USA. 
Roeber, Li, Heitmann, Yamazaki, Cheung. Modeling of typhoon waves with Shock-Capturing Boussinesq-type Equations.  
COMPSAFE 2014, Sendai, Japan. 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 
◇学術交流協定の活用 （ 有  ） 




◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 

















氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 
 笠原 好之※ 
 
 














氏名（所外） 所属・職名  現在の専門 研究の役割分担 
    
 合計   2 名  

























〜3 ヶ月程度を要するが、平成 25 年度は着任時期の関係で 10 月からの研究開始であったため、行
動試験についてはまだ十分には行えていない。また、胎児期のストレスだけではなく成体マウスの
精神神経疾患と OXT の関連を調べる一方策として心的外傷後ストレス障害（PTSD）に着目した。























◇学術論文   
合計（ 2 ）編  
Kasahara Y, Sato K, Takayanagi Y, Mizukami H, Ozawa K, Hidema S, So KH, Kawada T, Inoue N, Ikeda I, Roh SG, Itoi K, 
Nishimori K. Oxytocin receptor in the hypothalamus is sufficient to rescue normal thermoregulatory function in male oxytocin 
receptor knockout mice. Endocrinology 154: 4305-4315 (2013) 査読有 
 
Sakakibara Y, Kasahara Y, Hall FS, Lesch KP, Murphy DL, Uhl GR, Sora I. Developmental alterations in anxiety and 
cognitive behavior in serotonin transporter mutant mice. Psychopharmacology 印刷中, 査読有 
 
◇学会発表  
合計（  4  ）件 
○ポスターセッション （  4  ）件 
単独・筆頭著者 
ポスター発表 笠原好之, AD/HD 動物モデルで見られる領域特異的なスパイン減少, 新学術領域「マイクロ精神
病態」若手交流会, 2014 年 2 月 13〜14 日, 群馬 
共同研究 
ポスター発表 榊原泰史, 笠原好之, 曽良一郎、セロトニントランスポーター欠損マウスにおける不安関連行動
および認知柔軟性の発達, 第 36 回日本神経科学大会, 2013 年 6 月 20〜23 日, 京都 
ポスター発表 Moriya Y, Kasahara Y, Hagino Y, Hall FS, Hen R, Ikeda K, Uhl GR, Sora I. Methamphetamine induced 
changes of monoamine neurotransmission in 5-HT1B KO mice. 11th World Congress of Biological Psychiatry, 2013 年 6
月 23〜27 日, 京都 
ポスター発表 久保有美子, 笠原好之, 有銘預世布, 富田博秋, 曽良一郎、AD/HD 動物モデルの若齢期における
治療薬応答性と分子神経基盤の解明、東北大学大学院医学系研究科 第 7 回リトリート 大学院生研究発表会, 
2014 年 1 月 18 日、仙台 
  
◇総説・解説記事（著者名／表題／雑誌名／査読の有無／巻号／発行年） 
合計（ 2 ）件 
森屋由紀, 笠原好之, 曽良一郎、メタンフェタミン依存に関する分子遺伝学的研究、日本神経精神薬理学雑誌、
33: 155-160、2013 査読なし 
笠原好之, 久保有美子, 曽良一郎、中枢刺激薬作用機序から知る AD/HD の病態メカニズム、日本神経精神薬理




合計（ 1 ）件  
・小中高との連携  （ 1 ）件  参加者合計（  50  ）名 
第 3 回防災文化講演会・気仙沼中学出前授業、「災害ストレスによる心の変化」について授業を行った、2014 年 1
月 24 日、約 50 名 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 
◇国外の研究者の参加（ 無 ） 
 











◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 無 ） 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 


















氏名（所内） 分野名・職名 現在の専門 研究の役割分担 

























 合計  ２名  


























































◇学術論文   
合計（ 6 ）編  
1. Nakayama M et al. Evaluation of an Electrocardiogram on QR code. Stud Health Technol Inform. 2013;192:1020.（査読
有） 
2. Satoh K et al. Plasma cyclophilin A is a novel biomarker for coronary artery disease. Circ J. 2013;77:447-55. (査読有） 
3. Nakayama M et al. Identification and Visualization of Stimulus-Specific Transcriptional Activity in Cardiac Hypertrophy 
in Mice. International Journal of Cardiovascular Imaging. 2014;30: 211-9. （査読有） 
4. Nakayama M et al. Usefulness of MFER for the diagnosis of vasospastic angina with coronary spasm provocation test 
during coronary angiography. AMIA Annu Symp Proc. 1047.2013 Nov16 （査読有） 
5. Nihei T et al. Circadian Variation of Rho-Kinase Activity in Circulating Leukocytes of Patients With Vasospastic Angina. 
Circ J. 2014 Mar 27. （査読有） 




合計（  ６  ）件 
○通常講演  （ ４ ）件 
１． 中山 雅晴、臨床医にとって必要なバイオインフォマティシャン・統計専門家(ワークショップ)、 第




３． 中山 雅晴、循環器病データベース構築のための医療機器データ連携の有用性（ファイアサイド）、  
第 78 回日本循環器学会学術集会、2014.3.21-23、東京・東京国際フォーラム 
４． 中山 雅晴、Data transition platforms in hospital information system should be established to construct data-
base with information communication technology. 第 78 回日本循環器学会学術集会、2014.3.21-23、東京、
ＪＰタワーホール 
 
○ポスターセッション （ ２ ）件 
１． Nakayama et al. Evaluation of an Electrocardiogram on QR code. MedInfo2013,2013.8.19-23, コペンハーゲン・
デンマーク 
２． Nakayama et al. Usefulness of MFER for the diagnosis of vasospastic angina with coronary spasm provocation test 
during coronary angiography. AMIA Annu Symp 2013, 2013.11.16-20,  ワシントン・アメリカ 
 
◇学術関係受賞  
合計 （ 1 ）件 
Distinguished Poster Award、2013.8.23、国際、MedInfo 2013、個人、中山雅晴 
 
３ 国際連携 
◇国外の研究機関との研究協力・交流（ 無 ） 
 




◇学術交流協定の活用 （ 無 ） 
 
３ 教育上の効果 
◇学生の参加による教育上の効果（ 無 ） 
 
◇ポストドクターの活用（ 無 ） 
 
４ 東北大学各部局との連携 
◇東北大学各部局（災害科学国際研究所以外）との組織上の連携（ 無 ） 
 
◇東北大学他部局に所属する研究者の参加（ 有 ） 
東北大学病院 メディカルＩＴセンター 井上隆輔 研究補助 
 
５ 国内研究機関との連携 
（１）国内の研究機関との連携・協力（ 無 ） 












特定プロジェクト研究 連携研究題目リスト（平成 25 年度採択） 




a-2 米国地質調査所との連携による津波堆積物調査，分析法の高度化 後藤 和久 










a-7 ハワイ大との学際的リスク研究推進のためのネットワーク構築 浩 日勒 








b-1 風評被害を克服する食料生産・供給体系の構築に関する調査研究 増田 聡 
b-2 被災地の商業機能再建モニタリング調査 花岡 和聖 
b-3 災害文化教育カリキュラムの構築 今村 文彦 
















c-5 ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯での海底地震観測 木戸 元之 
c-6 稠密 GNSS 連続観測による東北地方太平洋沖地震の余効変動モニ
タリング 
飯沼 卓史 
c-7 短〜長期的地殻変動に基づく東北沖地震時沈降域の回復予測 遠田 晋次 
c-8 東日本大震災の被災地における「被災者目安箱システム」の開発 佐藤 翔輔 
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特定プロジェクト研究 共同研究題目リスト（平成 24 年度採択）※1 
 研究課題名 研究代表者 
A-1 年稿による巨大地震と津波の周期性の解明 安田喜憲（学内） 
A-2 小型水中ロボットによる会津地域の湖底の放射能汚染調査 高橋 隆行 



























A-13 岩盤斜面の３次元安定度評価システムの開発 京谷孝史（学内） 
A-14 具体的震災対策提言を目指した災害文化の研究 阿部恒之（学内） 


















































B-16 海岸線変動を用いた東北沖巨大地震の発生履歴の解明 原口強 
B-17 津波遡上が河川生態系に及ぼす影響評価 渡辺幸三 




B-20 船舶避難・待避ハザードマップの構築 小林英一 











B-26 東日本大震災による地域経済への影響に関する調査 多々納裕一 










B-31 災害に頑健な物流のデザインに関する政策分析 堀江進也（学内） 
B-32 心の復興－「ことばの移動教室」による教育実践－ 小泉祥一（学内） 







B-36 津波体験ドライビングシミュレータを用いた避難誘導実験 丸山喜久 




















東北大学災害科学国際研究所 専任教員活動報告 凡例 
 
０ 履歴事項 
 出身学校 大学院を除く最終出身学校 
 出身大学院 最終出身大学院 
 取得学位  現在まで取得している最上位の学位（名誉博士号は除く） 
 略歴    最終学校を修了して以降の略歴 
 研究経歴  今まで行ってきた研究活動の内容について 
 所属学会  所属する学会・学術研究を目的とする団体 
 専門分野     
 研究課題    現在の研究課題 














  A 出願  名称／発明者／権利者／種類・番号／出願年月日／国内外の別 
  B 取得   名称／発明者／権利者／種類・番号／出願年月日／国内外の別 
 学術関係受賞  
受賞学術賞名（原語）／受賞年月日 （西暦）／国内外の別／授与機関／個人・グループの別／受賞者の氏名 











   ＊発表形態の種別 口頭（一般／招待・特別／基調）／ポスター（一般） 







 海外研究機関交流実績 当該年度における海外の研究機関・研究者との交流実績 
 渡航・受入の別／国名／機関名／交流した相手の職名・氏名／滞在期間（西暦）／具体的な滞在の目的（講演、
会議、共同研究、学術交流協定、その他） 
 国際交流実績 当該年度における学術交流協定校との交流実績 
学術交流協定校名／協定の区分（部局間・大学間・その他）／交流期間（西暦年月日）／具体的な交流の内容 





  当該年度の災害対応・防災関連の社会活動の特筆事項（過去３年間程度の活動を背景） 
 学会及び外部機関での活動 
  学会活動および外部機関における活動（論文編集委員、大会実行委員、各種委員、役職、外部委員等） 
  学会名・委員会名 ／役職名（会長、理事、委員等）／活動期間（西暦年月日） 
 行政機関・企業・NPO などへの参加 
  企業名・団体名／役職名（会長、理事、委員等）／活動期間（西暦年月日） 
 市民向け講演会・シンポジウムなどでの発表 
  活動の種別（＊１）／活動の名称／発表題目名（原語）／発表形態（＊２）／開催場所／開催年月日  





 ＊１ 活動の種別：小中高との連携／公開講座／講演会・セミナー／展示会／その他 
 ＊２ 統計編の所定の欄に、行事への参加人数をご記入ください。 






  当該年度に防災・災害分野に関わって行った教育活動の特筆事項について（過去３年間程度の活動を背景） 
 採用研究員 
 採用研究員制度名称／採用研究員氏名 （原語）／採用期間（西暦年月日） 
 担当授業科目（他大学も含む） 






















































































































Journal of Disaster Research 8
Mas, E.
Journal of Disaster Research 8
Mas, E.,
Journal of Disaster Research 8
Mas, E., 
Mas, E
Tsunami Events and Lessons Learned
Mas, E.













































International Efforts in 




























































2013 4 2014 3
NPO
2013 4 2014 3
2013 4 2014 3
2013 4 2014
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2013 11 2014 3
2013 11 2014 3
2013 11
2014 3
2013 11 2014 3
(4 ) 2013 11 2014 3
2013 4 2014 3














































































Journal of Disaster Research
Proceedings of the 9th Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim
Proceedings of the 12th International Symposium on New Technologies for Urban Safety of Mega Cities in Asia 
,
Hyogo Framework for Action 2005-2015: 
Building the Resilience of Nations and Communities to Disasters, HFA IRIDeS Review Preliminary Report Focusing on 
2011 Great East Japan Earthquake
村尾　修
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the APRU-IRIDeS Multi-Hazards Program 2013 Summer School
the 9th Research Symposium on Multi-Hazards around the Pacific Rim
















2001      
2003-2004 The City of Mississauga, Ontario, CANADA, GIS/CADD Technician 








American Geophysical Union (AGU)
Risk Management
2013 07 2014 03






























































































































































































































































































 ○災害科学に関する実践的研究の成果を紹介するフォーラムを定期的に開催し、これを大学院の学生に公開  





 ○大学院の学生が、災害科学に関する 新の研究発表・聴講ができる支援体制をつくる。 
 ○国際連携のための仕組みをつくり、大学院の学生の海外における災害科学に関する研修を支援する。 
 上記の目標に対して、平成 24 年度は各教員が兼坦している学部・学科・研究科における学部専門教育・大
学院教育の中で、災害科学に関連する教育を行うことと並行して、本研究所独自の全学教育科目のカリキュラ
ム設計と実施体制の検討、平成 24 年 10 月に設置されたリーディング大学院「グローバル安全学トップリーダ
ー育成プログラム」のカリキュラム設計への参画と講義、実習の開設準備を行った。また、大学院学生への支
援を開始した。 









 他方、全学教育講義科目として、本研究所設立時の振替定員に基づき 8 科目以上の提供が要請されている。





























 平成 24 年度の準備期間を経て、平成 25 年度より受講生を採択している。平成 24 年度はカリキュラムの設






























博士論文指導（主査・副査）： 41 件 
修士論文指導（主査・副査）： 84 件 
卒業論文指導：   45 件 
博士学位取得（学内・学外）：  8 件 
















○ IRIDeS quarterly（イリディスクウォータリー） 日本語版 
・vol.3                 2013年5月31日発行 
・vol.4                 2013年9月1日発行 
・vol.5                 2013年11月30日発行 
・vol.6 3.11メモリアル号 2014年3月11日発行 
編集・発行東北大学災害科学国際研究所ニューズレターワーキンググループ 
 
○ IRIDeS quarterly 英語版 
・vol.2                 2013年9月1日発行 
・vol.3 3.11 memorial     2014年3月11日発行 
Edit/Published: Tohoku University, IRIDeS Newsletter Working Group 
 
○ IRIDsS Report（イリディスレポート）０２ 
2014 年 3 月 7 日発行 編者・発行者：東北大学災害科学国際研究所 
 
         





１．平成 24 年度特定プロジェクト研究成果報告会（平成 25 年 7 月 28 日） 
２．「津波被害の記憶を巡る」シンポジウム（平成 25 年 8 月 8 日）   
３．学術調査報告会・シンポジウム（平成 25 年 11 月 29 日） 
「フィリピンでの台風３０号（HAIYAN）による被害と今後の支援・学術調査に関する 
シンポジュウム」 
４．シンポジウム（平成 25 年 12 月 17 日） 
  「G 空間情報を活用した次世代防災・被災地支援システム研究会 第 2 回シンポジウム」 
５．災害実践学復興シンポジウム（平成 26 年 1 月 13 日） 
  「激甚災害からの住宅復興－コアハウスの可能性－」 
６．シンポジウム（平成 26 年 1 月 15 日） 
  「「被災地」のいま ～地方自治体リーダーの発信～」 
７．東日本大震災 3 周年シンポジウム（平成 26 年 3 月 9 日） 




・ 国際会議 主催 The 13th World Conference on Seismic Isolation 日本国 仙台市 2013 年 09 月 
24 日∼2013 年 09 月 26 日 実行委員会 副実行委員長（五十子） 
・ 国際会議, 運営, International Symposium  on City  Planning 2013, Sendai, 2013 年 08 月 23 日∼24 
日, 実行委員長（奥村） 
・ 国際学会 運営 11th SEGJ International Symposium 横浜市 2013 年 11 月 19 日 セッションコン
ビーナー（日野） 




階大講義室，2014 年 1 月 11 日，主催者（柴山） 
・ 国際会議／主催／Expert Group Meeting (EGM) on Improving Disaster Data to Build Resilience in Asia and 
the Pacific／2013 年 9 月 30 日－10 月 1 日／セッションオーガナイザー（小野） 
・ 国際会議／主催／Expert Group Meeting on Urban Disaster Risk Reduction & Resilience in Sendai 2013 年
3 月 13－14 日／セッションオーガナイザー（小野） 
・ APRU Multi-Hazards summer school/東北大学・2013 年７月２３－２５日・運営（泉） 
・ 国際会議 主催 Expert Group Meeting on Improving Disaster Data to Build Resilience in Asia and the 
Pacific（災害統計に関する国連専門家会議） 東北大学片平キャンパス 2013 年 9 月 30 日〜10 月
1 日 記録担当（池田） 
・ 国際会議 主催 Workshop on disasters and people’s livelihoods in South Asia（南アジアにおける災害
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と人々の暮らしに関する研究集会）東北大学青葉山キャンパス 2014 年 1 月 20 日 司会・話題提
供（池田） 
・ 国際学会, 2013 meeting of the Society for Social Studies of Science in San Diego, October 10. "083. Creating 
Dialogues in Science Communication: Methodlogy and Practices", Yuko Murakami, Miwa Kuri セッション
オーガナイザー.（久利） 
・ 国際セミナー、主催、IRIDeS/ToMMo/東北大学大学院医学系研究科総合地域医療研修センター/東北
大学病院卒後研修センター共催 International Interchange Seminar 米国同時多発テロ被害者家族会・
マウントサイナイ大学災害精神医学アウトリーチ講演会～災害被災者の心理社会的支援のあり方
と国際協力について～(Seven Members of 9/11 Family Association/September 11th Personal Stories of 
Transformation、仙台市（東北大学 星陵キャンパス 医学部 臨床大講堂）、2013 年 8 月 5 日、主催責
任者（富田） 
・ 国際セミナー、主催、災害医学セミナー～災害後中長期の心理社会的支援と国際協力～(Hans Ågren/
エーテボリ大学/ＤＳＭの変遷, Tom Lundin /ウプサラ大学/スマトラ津波被災者のメンタルヘルス)、
仙台市（東北大学 星陵キャンパス 加齢医学研究所プロジェクト総合研究棟 4 階セミナー室）、2013
年 10 月 17 日、世話人（富田） 
・ 国内会議 主催 津波堆積物ワークショップ（第 4 回・第 5 回） 2013 年 09 月（後藤） 
・ 国内会議，主催，「東日本大震災後の交通と輸送の実態」 ロジスティクス調査報告会，東北大学萩
ホール会議室, 2014 年 03 月 27 日, 代表者（奥村） 
・ 国内会議，主催，土木学会土木計画学研究委員会 ワンディセミナー70：東日本大震災後の交通
と輸送：仙台からの報告，土木学会講堂， 2014 年 03 月 28 日, 代表者（奥村） 
・ 国内会議 主催 2013 年度第 1 回仙台藩研究会 宮城県仙台市・仙台市博物館 2013 年 6 月 30
日 事務局長（佐藤大介） 
・ 国内会議 主催 2013 年度第 2 回仙台藩研究会 宮城県仙台市・東北大学東北アジア研究センタ
ー 2014 年 3 月 11 日 事務局長（佐藤大介） 
・ 国内会議 主催 文化財防災意見交換会 in 宮崎 宮崎県宮崎市・ホテルメリージュ宮崎 2013 年
11 月 23 日（天野） 
・ 国内学会 都市住宅学会 スタディーツアー 宮城県沿岸部 2013 年 11 月 29 日 ツアー実施責
任者（丸谷） 
・ 国内会議 主催 サマースクール「非線形有限要素法による弾塑性解析の理論と実践」 中央大学
理工学部 2013 年 08 月 22 日−23 日 委員長（寺田） 
・ 国内会議 主催 Modelings & Simulations 研究会 東北大学青葉山キャンパス 2013 年 12 月 5 日 
（寺田：委員長・森口：幹事） 
・ 国内会議 運営 第 16 回応用力学シンポジウム 東京大学 柏キャンパス 2013 年 9 月 3 日 幹
事（森口） 
・ 国内会議 運営 第24 回日本疫学会学術総会第21 回疫学セミナー「ゲノムコホート研究とバイ
オバンクの展望」 仙台市 2014年01月23日 疫学セミナー運営責任者（栗山） 
・ 第 19 回日本医療情報学会春季学術大会 実行委員長 2013 年～2015 年（中山） 
・ 国内会議，運営，電子情報通信学会・第 4 回安全・安心な生活のための情報通信システム研究会，
2013 年 12 月 16 日-17 日，幹事補佐（佐藤翔輔） 
・ 国内会議，運営，土木学会土木史研究発表会，東北大学工学部中央棟，2013 年 6 月 22 日〜23 日，
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開催校委員（平野） 
・ 国内会議，主催，都市計画学会東北支部 都市計画講演会「福島原発災害と復興への課題」，通研 2
号館 430，2013 年 7 月 6 日，担当幹事（平野） 
・ 国内会議，運営，土木学会景観・デザイン研究発表会，東京工業大学，2013 年 12 月 14 日〜15 日，
座長（平野）国際セミナー、主催、IRIDeS/ToMMo Tohoku University Disaster psychiatry seminar、仙
台市（艮陵会館 記念ホール）、2013 年 06 月 24 日、主催責任者（富田） 
・ 国内会議 主催 フィリピンでの台風３０号（HAIYAN）による被害と今後の支援・学術調査に関
するシンポジュウム 東北大学青葉山キャンパス 2013 年 11 月 29 日 司会（池田） 
・ 国内会議 主催 シンポジウム『「被災地」のいま～地方自治体リーダーの発信～』 東北大学青葉
山キャンパス 2014 年 1 月 15 日 記録担当（池田） 




脳実習コース、名古屋市（名古屋掖済会病院）、2013 年 9 月 1 日、開催責任者（富田） 
 
●研究会 
・ 講演会・セミナー NPO 宮城歴史資料保全ネットワーク 10 周年シンポジウム「災害を越えて－宮
城における歴史資料の保全 2003～2013－」 仙台市・片平さくらホール 2013 年 9 月 28 日（平
川） 
・ 公開講座，サイエンスデイ 2013「G-Safety ミニ講座：科学的ってなんだ？ 」「G-Safety ミニ講座：最
先端科学ってなんだ？ ∼ いざというときの情報を活用するための豆知識 ∼ 」「G-Safety の部屋：地
球の中をのぞいてみよう！」，リーディング大学院ブースの企画立案・運営，東北大学川内キャンパ
ス，2013 年 7 月 21 日（久利） 
・ 公開講座，サイエンス • 防災安全ディ＠気仙沼 ，「地球を身近に感じてみよう」，リーディング大
学院の企画立案・運営，2013 年 11 月 16 日 （久利） 
・ 公開講座 公益社団法人日本心理学会主催「高校生のための心理学講座シリーズ（北海道地区）」 
企画・広報・実施（司会および 1 コマ分の講義担当「教育心理学」） 北海道大学学術交流会館 2013
年 8 月 10 日 115 人（邑本） 
・ 公開講座 公益社団法人日本心理学会主催「高校生のための心理学講座シリーズ（東北地区）」 企
画・広報・実施（司会および 1 コマ分の授業「認知心理学」） 東北大学川内北キャンパス 2013 年
8 月 12 日 264 人（邑本） 
・ 公開講座 宮城県川崎町歴史文化講座 宮城県川崎町の歴史文化講座として実施された古文書




・ 第 4 回「震災対策技術展」宮城 「東日本大震災を体験して―地震動と建物 被害の実態―」 AER 
ビル 5 階 2013 年 08 月 08 日〜2013 年 08 月 09 日（源栄） 
・ NHK 松山防災フェア 減災講座 2013 年 11 月 23 日 70 人（保田） 
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・ （社）日本水環境学会東北支部講演会 「東北地方太平洋沖地震波による仙台湾南部海岸の侵食と
その回復過程」についての講演 仙台市 2013 年 05 月 30 日（有働） 
・ 気仙沼中学校出前授業および平成 25 年度第 3 回防災文化講演会 口頭 2014 年 1 月 24 日（坂巻） 
・ （山形県）高畠町 地域の宝再発見事業 ∼体験型講座 ∼  地域の文化財（ふるさとの 宝）をデジ
カメで残そう！ 講演「文書史料の撮影 目的と考え方」を行うと共に、デジタルカメラを用いた古
文書撮影技法のワークショップをおこなった。  2013 年 11 月 09 日 10 人（佐藤大介） 
・ 第 4 回「震災対策技術展」宮城 –自然災害対策技術展−，世界における震災・戦災復興後の都市，
仙台市情報・産業プラザ（AER ビル），2013.8.8 
・ 日本海溝周辺における海底観測の高度化 標記一般講演会の開催・運営 宮城県仙台市・せんだい
メディアテーク 2014 年 01 月∼2014 年 02 月（飯沼） 
・ 第４回震災対策技術展セミナー   第４回震災対策技術展セミナーにおいて企業関係者、 一般参加
者に対して災害医療対応に関するセミナーを行った。  2013 年 08 月 08 日   50 人（江川） 
・ 第２回防災文化講演会（気仙沼市） 宮城県気仙沼市において、市民参加型の防災に関する講演会
を開催した。 2013 年 11 月 16 日 50 人（佐々木） 
・ 平成 25 年度震災復興に係る他県他市町村派遣職員等メンタルヘルス研修（宮城県市町村研修セン
ター）、「職場のメンタルヘルス」・「被災地で体験するストレス」・ワークショップ「被災地での業務
に従事する際の留意点と工夫」、富谷町、2013 年 7 月 8 日（富田） 
・ 平成 25 年度震災復興に係る他県他市町村派遣職員等メンタルヘルス研修（宮城県市町村研修セン
ター）、「職場のメンタルヘルス」・「被災地で体験するストレス」・ワークショップ「被災地での業務
に従事する際の留意点と工夫」、富谷町、2013 年 7 月 16 日（富田） 
・ 平成 25 年度震災復興に係る他県他市町村派遣職員等メンタルヘルス研修（宮城県市町村研修セン
ター）、「職場のメンタルヘルス」・「被災地で体験するストレス」・ワークショップ「被災地での業務
に従事する際の留意点と工夫」、富谷町、2013 年 12 月 16 日（富田） 
・ 平成 25 年度震災復興に係る他県他市町村派遣職員等メンタルヘルス研修（宮城県市町村研修セン
ター）、「職場のメンタルヘルス」・「被災地で体験するストレス」・ワークショップ「被災地での業務
に従事する際の留意点と工夫」、富谷町、2013 年 12 月 18 日（富田） 
・ 宮城県医師会医師研修講習会 平成 25 年度「宮城県医師会医師研修講習会」（仙南地区） 「東北
メディカル・メガバンク機構の活動について」 角田市仙南シンケンファクトリー 2013 年 07 月
06 日（栗山） 
・ 宮城県国保連合会 第 2 回市町村国保 (国保組合)• 保健関係者研修会 「肥満と闘おう～明日の笑
顔のために～」 ホテル法華クラブ仙台 2013 年 12 月 02 日（栗山） 
・ 「津波災害の記憶を巡る」シンポジウム，東北大学災害科学国際研究所等共催，過去の津波災害
文化に関する講演会，宮城県仙台市，2013 年 08 月 08 日（佐藤翔輔） 
・ 「生きる力」市民運動化プロジェクトシンポジウム in 関西，東北大学災害科学国際研究所・関西
大学共催，防災教育に関するシンポジウム，大阪府高槻市，2013 年 12 月 06 日（佐藤翔輔） 
・ 「世界に 3.11 を伝える」国際シンポジウム，東日本大震災の海外発信に関する講演会，宮城県仙
台市，2014 年 02 月 21 日（佐藤翔輔） 
・ 第 3 回「生きる力」市民運動化プロジェクトシンポジウム in 東京－地域の防災力向上を考える
－，東北大学災害科学国際研究所等共催，地域防災に関する実践例に関するシンポジウム，東京
都千代田区，2014 年 02 年 28 日（佐藤翔輔） 
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・ 地域ぐるみの防災教育フォーラム in 長町 仙台市立長町中学校学区内保護者を対象に防災教育フ
ォーラムを主催機関の一つとして開催し、「防災教育，学校と家庭・地域との連携」と題して講演を
行った  仙台市太白区文化センター楽楽楽ホール 2013 年 8 月 6 日 300 人（佐藤健） 
・ 第 4 回「震災対策技術展」宮城 同技術展開催に必要な書類への承認、講演内容の企画・選定、次
回会期日程の選定、その他、本展示会の目的を達成するために必要な事項を行った 東北大学災害
科学国際研究所研究室および AER（仙台市青葉区） 2013 年 6 月 5 日～2013 年 9 月 30 日（佐藤
健） 
・ 平成２５年度宮城県学校安全教育指導者研修会 講師 仙台市 2013 年 11 月 28 日（安倍） 
・ 東北における津波防災情報連絡協議会システム利用者講習会 講師 宮古市中央公民館 2014 年 2
月 18 日（安倍） 
・ 東北における津波防災情報連絡協議会システム利用者講習会 講師 大船渡市市民交流館・カメリ
アホール 2014 年 2 月 19 日（安倍） 
・ 宮城県高校理科教員研修，「高大連携と大学での受け入れ制度」，講演，東北大学片平キャンパス，
2013 年 9 月 27 日（久利） 
・ JAMSTEC 連携企画，「ちきゅう」が解き明かした巨大地震の謎，パネルディスカッション：「ちき




報・実施（1 コマ分の授業「教育心理学」） 金沢大学サテライト・プラザ 2013 年 8 月 3 日 64
人（邑本） 
・ ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI「ことば・心・コミュニケー
ション」 実施代表者（企画・広報・運営全般） 東北大学川内北キャンパス 2013 年 8 月 8 日 
90 人（邑本） 
・ 東京医科歯科大学難治疾患研究所 • 国立環境研究所 東京医科歯科大学難治疾患研究所 • 国立環 
境研究所共催シンポジウム「発達障害研究の最前線」 「東北メディ カル • メガバンクにおける
発達障害研究」 東京医科歯科大学 M&D タワー 2013 年 11 月 23 日（栗山） 
・ 火山学会公開講座，「姿を変える磐梯山」，実験教室，福島県猪苗代町体験交流館 学びいな，2013
年 9 月 28 日（久利） 
・ 九州大学食品機能デザイン研究センター 「緑茶疫学研究の最前線と今後の展望」 九州大学留学
生センター国際ホール 2014 年 01 月 11 日（栗山） 
・ 東北大学サイエンスカフェ，100 回記念パネルディスカッション「これからのサイエンスカフェを
考えよう」，パネリスト，2014 年 1 月 31 日（久利） 
 
●展示会 
・ 国連防災世界会議一年前シンポジウム／展示会場の準備と展示対応／仙台市情報プラザ／2014 年 3
月 1 日 
・ 一関市芦東山記念館冬季特別展「つながる つづける つたえる活動」 災害に備えた歴史資料保
全活動、東日本大震災での一関市における被災歴史資料レスキューに関する展示 2014 年 2 月 9
日∼2014 年 3 月 23 日 20 人（佐藤大介） 
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・ 宮城県丸森町 宗吽院文書調査報告会「宗吽院の史料は語る」展示会 東北大学における講
義で 整理した成果を基に、宗吽院文書の現地での展示会を開催した。 2014 年 3 月 30 日 
80 人（佐藤大介） 
・ 日本地球惑星科学連合 2013 年大会 災害科学国際研究所の団体展示ブースの運営 千葉県千葉市・
幕張メッセ国際会議場 2013 年 05 月 19 日∼2013 年 05 月 24 日（飯沼） 
・ 第 9 回災害に強いコミュニティのための市民フォーラム／2014 年 1 月 17 日／仙台太白区文化セン
ター／ポスター展示（兪） 





・ 古川黎明高校模擬講義 文部科学省 SSH（スーパーサイエンスハイスクール）指定校の「防災科学」
の総合学習「安心 • 安全な建物づくり A」 東北大学ギャラリートンチク 2013 年 06 月 27 日、
10 月 15 日（源栄） 
・ 減災出前授業  減災意識向上のための出前授業 2013 年 05 月 11 日 50 人 世田谷桜小学校（保田） 
・ 減災出前授業 減災意識向上のための出前授業 2013 年 08 月 23 日、2013 年 10 月 23 日 500 人 七
郷中学校 （保田） 
・ 減災出前授業 減災意識向上のための出前授業 2013 年 10 月 29 日～2013 年 10 月 30 日 80 人   天
真小学校（保田） 
・ 減災出前授業 減災意識向上のための出前授業 2013 年 11 月 21 日 50 人 高森小学校 （保田） 
・ 減災出前授業 減災意識向上のための出前授業 2013 年 11 月 27 日 80 人 高森東小学校（保田） 
・ 一日大学 出前講義（口頭）（五十子） 






市立気仙沼中学校 2014 年 01 月 24 日（池田） 
・ 防災講座「風水害から身を守る」 気仙沼市立気仙沼小学校 2013 年 9 月 20 日（安倍） 
・ SSH 事業による生徒研究課題研究の指導•助言等 宮城県仙台第一高等学校  2013 年 10 月 3 日〜
2014 年 1 月 16 日（安倍） 
・ 防災出前授業 講師 気仙沼市立気仙沼中学校 2014 年 1 月 24 日（安倍） 
・ 多賀城高等学校防災講話，「情報を吟味する」，講演，多賀城高等学校 2，013 年 6 月 24 日（久利） 
・ PTA 企画４年生対象，「たてなみ・よこなみ・よーいどん 緊急地震速報のお話」「はたらくふね“ち
きゅう”」，講演，仙台市立通町小学校 2013 年 9 月 2 日（久利） 
・ SSH プレゼンテーション講習会，「情報を吟味する 科学的な情報とは何か？」，講演，古川黎明高
校，2013 年 10 月 20 日（久利） 
・ 東北大学大学院理学研究科連携事業，「地球惑星科学関連分野での分野融合 あなたはどんな貢献
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をしたい？」，講演，秋田県能代高校，2013 年 11 月 6 日（久利） 
・ 東北大学出前授業，「たてなみ・よこなみ・よーいどん 緊急地震速報のお話」「はたらくふね“ちき
ゅう”」，講演，仙台市立馬場小学校，2013 年 11 月 15 日（久利） 
・ １年生向け「異分野融合サイエンス：社会と科学」，「情報を吟味する 科学的な情報とは何か？」，
講演，山形県米沢興譲館高校，2013 年 11 月 18 日（久利） 
・ 出前講義：災害から身を守る常識・非常識 中学生を対象とした防災意識向上のための出前講義を
行った 大分県日出町立日出中学校 2014 年 1 月 24 日 200 名（杉安） 
・ 高校１学年「ＳＳ総合Ｉ」防災地域科学課題研究発表会 都市防災専門家として研究発表の指導助
言を行った 2014 年１月 28 日 100 名（杉安） 




・ 亘理町防災会議，専門委員，2013 年 5 月∼継続中（大野） 
・ 宮城県石巻市，防災アドバイザー，2011 年 05 月 01 日～継続中（今井） 
・ 宮城県亘理町，防災アドバイザー，2013 年 4 月～12 月（今井） 
・ 岩手県，防災アドバイザー，2013 年 10 月～継続中（今井） 
・ ＮＰＯ   防災士会みやぎ   理事  2012 年 04 月 01 日 ∼2014 年 03 月 31 日（保田） 
・ 地方公共団体   岩沼市   岩沼市子ども • 子育て会議委員及び岩沼市次世代育成支援協議会   委
員  （保田） 
・ 2013 年 08 月 01 日 ∼2015 年 07 月 31 日（保田） 
・ 地方公共団体   名取市   名取市第三者検証委員会   委員  2013 年 09 月 01 日 ∼2014 年 03 
月 31 日（保田） 
・ ＮＰＯ 防災•減災サポートセンター 顧問 2009 年 05 月 ∼ 継続中（真野） 
・ 国土交通省 東北地方整備局 宮城県沿岸域河口部•海岸施設復旧における環境等検討委員会 委
員 2013 年 05 月 20 日 ∼2015 年 03 月（真野） 
・ 国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 阿武隈川総合土砂管理検討委員会 委員
2013 年 08 月 06 日∼2014 年 03 月 31 日（真野） 
・ 宮城県 土木部 河川課 北上川（２）圏域河川整備学識経験者懇談会 構成員 2013 年 11 月
∼2014 年 03 月地方公共団体 宮城県 土木部 河川課 五間堀川及び増田川圏域河川整備学識
者懇談会 構成員 2013 年 11 月∼2014 年 03 月（真野） 
・ 国土交通省 東北地方整備局 堤防決壊時緊急対策に関する意見交換会 アドバイザー 2013 年
11 月（真野） 
・ 国土交通省 東北地方整備局 河川部 阿武隈川水系河川整備委員会 委員 2013 年 11 月∼2015
年 03 月（真野） 
・ 国土交通省 東北地方整備局 リバーカウンセラー 2010 年 03 月 ∼ 継続中（有働）  
・ 国土交通省 東北地方整備局 仙台湾南部海岸地区環境等検討懇談会 委員 2011 年 12 月 ∼ 継
続中（有働）  
・ 仙台市広瀬川清流保全審議会 委員 2013 年 02 月 ∼ 継続中（有働） 




・ 宇宙航空研究開発機構(JAXA), 大規模災害衛星画像解析 WG, 委員（越村） 
・ 宇宙航空研究開発機構(JAXA), 観測衛星を利用した防災利用実証活動水害 WG, 委員（越村） 
・ 宮城県津波検討会, 委員（越村） 
・ 損害保険料率算出機構, 災害科学研究会委員（越村） 
・ 高知県石油基地等地震・津波対策検討会, 委員（越村） 
・ 文部科学省, 地震調査研究推進本部, 専門委員（越村）      
・ 東北電力, 津波評価に関する技術検討会, 委員（越村）   
・ 原子力環境整備促進・資金管理センター, 巨大地震・津波等の対策技術検討委員会, 委員（越村） 
・ 気象庁津波予測技術勉強会, 委員（越村） 
・ 国土交通省, 海岸技術懇談会, 委員（越村） 
・ 国土交通省東北地方整備局, 阿武隈川下流域リバーカウンセラー（越村） 
・ 公益財団法人地震予知総合研究振興会/東北地方太平洋沖地震によるガス事業の被害と実施すべき
対策に関する研究委員会専門委員（越村） 
・ 特定非営利活動法人・大規模災害対策研究機構 (CDR) , 理事（越村） 
・ 独立行政法人建築研究所国際地震工学センター, IISEE Training Program 講師（越村） 
・ Antiseismic Systems International Society, 13th World Conference on Seismic Isolation 実行委員会 副委
員長 2011 年 9 月～2013 年 9 月（五十子） 
・ 静岡県防災 • 原子力学術会議 津波分科会委員 2011 年 06 月 ∼ 継続中（後藤） 
・ 原子力安全基盤機構 津波堆積物調査 • 評価分科会 委員 2012 年 07 月 ∼ 2014 年 03 月（後藤） 
・ 文部科学省 地震調査委員会 • 津波評価部会 委員 2013 年 03 月 ∼ 継続中（後藤） 
・ 岩沼市 震災遺構の保存および活用を考える有識者懇談会 委員 2014 年 02 月 ∼ 継続中（後藤） 
・ 岩手県 津波痕跡等調査アドバイザー会議 アドバイザー 2014 年 02 月 ∼ 継続中（後藤） 
・ 国土交通省東北運輸局東北地方交通審議会 委員、政策検討部会長 2007 年 3 月 ∼ 継続中（奥村） 
・ 仙台市都市計画審議会 委員長代理 2008 年 4 月 ∼2014 年 3 月 31 日（奥村） 
・ 宮城県大規模公共事業評価委員会 専門委員 2009 年 3 月 ∼ 継続中（奥村） 
・ 仙台市大規模小売店立地専門委員会 委員 2009 年 3 月 ∼ 継続中（奥村） 
・ 国土交通省社会資本整備審議会道路部会東北地方小委員会 委員 2010 年 5 月 ∼継続中（奥村） 
・ 宮城県国土利用審議会 委員 2011 年 4 月 ∼ 継続中（奥村） 
・ 国土交通省東北地方整備局事業監視委員会 委員 2011 年 7 月 ∼ 継続中（奥村） 
・ 地方公共団体 東北歴史博物館協議会 委員 2005 年 9 月 1 日 ∼2015 年 8 月 31 日（平川） 
・ その他 北東アジア研究交流ネットワーク 副代表幹事 2006 年 1 月 ∼ 継続中（平川） 
・ ＮＰＯ NPO 宮城歴史資料保全ネットワーク 理事長 2007 年 4 月 ∼ 継続中 （平川） 
・ 地方公共団体 仙台市仙台城跡調査指導委員会 委員 2008 年 10 月-継続中（平川） 
・ 地方公共団体 岩沼市史編纂委員会•編集専門委員会 委員 2009 年 4 月 1 日-継続中（平川） 
・ その他 瑞巌寺建造物保存修理事業修理専門委員会 委員 2010 年 2 月 26 日-2017 年 3 月 31 日
（平川） 
・ 地方公共団体 宮城県慶長使節船ミュージアム企画運営委員会   委員  2010 年 4 月-2014 年 3 月
（平川）  
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・ 文部科学省文化審議会 専門委員 2011 年 2 月 27 日∼2014 年 3 月 18 日 （平川） 
・ 地方公共団体 仙台市史編さん専門委員会 委員長 2011 年 4 月-継続中 （平川） 
・ 地方公共団体 岩沼市震災復興会議 アドバイザー 2011 年 9 月-継続中 （平川） 
・ 地方公共団体 東北歴史博物館協議会 委員長 2012 年 2 月∼2015 年 8 月 （平川） 
・ 地方公共団体 宮城県防災会議 専門委員 2012 年 6 月∼2015 年 3 月（平川） 
・ その他 関山街道フォーラム協議会 会長 2012 年 12 月∼継続中（平川） 
・ 文化庁登録美術品（文字資料等部門）調査研究協力者会議 委員 2013 年 3 月∼2015 年 3 月 （平
川） 
・ 地方公共団体 陸前高田市文化財等保存活用計画策定委員会 委員 2013 年 4 月∼2014 年 3 月（平
川）  
・ 地方公共団体 宮城県教育委員会 宮城県防災専門教育アドバイザー 2013 年 6 月 1 日∼2014 年 5
月 31 日（平川） 
・ 地方公共団体 宮城県 震災遺構有識者会議 2013 年 10 月～2015 年 3 月（平川） 
・ 地方公共団体 石巻市震災伝承検討委員会 委員 2013 年 11 月 27 日∼2015 年 3 月 31 日（平川） 
・ 地方公共団体 岩沼市震災遺構の保存及び活用を考える有識者懇談会 委員 2014 年 2 月∼継続中
（平川） 
・ 地方公共団体 福島県相馬市・相馬市史編さん委員会 調査専門員 2006 年 07 月 ∼ 継続中（佐
藤大介） 
・ ＮＰＯ NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワーク 事務局長 2008 年 05 月 10 日 ∼ 継続中
（佐藤大介） 
・ 地方公共団体 相馬市教育委員会 市史編さん室 調査執筆員 2006 年 02 月 ∼ 継続中（蝦名） 
・ ＮＰＯ 宮城歴史資料保全ネットワーク 事務局  2010 年 04 月 ∼ 継続中（蝦名） 
・ 国立歴史民俗博物館 企画展「歴史にみる震災」プロジェクト委員 2013 年４月－継続中（蝦名） 
・ 内閣府「事業継続計画策定促進方策に関する検討会」 委員 2013 年 4 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ 内閣府：「防災ボランティア活動検討会」 有識者委員 2013 年 4 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ 内閣官房地域活性化統合事務局「都市再生の推進に係る有識者ボード・防災ＷＧ」 委員 2013 年
4 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ 内閣府・東京都「一時滞在施設の確保に関するワーキンググループ）」 委員 2013 年 11 月～2014
年 3 月（丸谷） 
・ 内閣府「『防災スペシャリスト要請研修』企画検討会」 委員 2013 年 11 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ 国土交通省「公共交通機関における新型インフルエンザ等対策に関する調査研究検討会」 委員 
2013 年 11 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ 埼玉県防災会議 有識者委員 2013 年 11 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ 内閣府主催の地方公共団体職員向け「防災スペシャリスト研修」 講師(4 回) 2013 年 11 月～2014
年 3 月（丸谷） 
・ 京都府 防災アドバイザー 2013 年 4 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ NPO 法人事業継続推進機構 副理事長 2013 年 4 月～2014 年 3 月（丸谷） 
・ 地方公共団体 宮城県・宮城県文化財保護審議会 委員 2006 年 4 月～継続中（川島）    
・ 地方公共団体 気仙沼市・気仙沼市文化財保護委員会 委員 2003 年 4 月～継続中（川島） 
・ 地方公共団体 気仙沼市・東日本大震災伝承検討委員会 委員長 2013 年 11 月～2014 年 3 月（川
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・ 石川県原子力安全専門委員会委員 平成 26 年２月６日〜平成 28 年 3 月 27 日（遠田） 
・ 総合資源エネルギー調査会臨時委員 平成 25 年 10 月 25 日〜平成 26 年 10 月 24 日（遠田） 
・ 地質環境長期安定性評価確証技術開発委員会委員 平成 25 年 12 月 9 日〜平成 26 年 3 月 31 日（遠
田） 
・ 我が国周辺水域二酸化炭素貯留適地検討会委員 平成 25 年 11 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日（遠
田） 
・ 土木学会原子力土木委員会活断層評価部会委員 平成 25 年 4 月 1 日〜平成 27 年 3 月 31 日（遠田） 
・ ＮＰＯ 艮陵協議会 理事、事務局長 2008 年 01 月 12 日 ∼ 継続中（江川） 
・ ＮＰＯ 外科臨床研究推進機構（NEXTSURG)  副理事長 2012 年 04 月 01 日 ∼ 継続中 （江川） 
・ ＮＰＯ NPO 法人 災害医療 ACT 研究所 賛助会員 2013 年 04 月 20 日 ∼ 継続中（江川） 
・ 地方公共団体 仙台市 防災会議専門委員会原子力防災部会 委員 2012 年 08 月 01 日 ∼ 継
続中（千田） 
・ 宮城県対がん協会 理事／2 年（伊藤） 
・ 宮城県対がん協会婦人科検診診断委員会 委員長／2 年（伊藤） 
・ 宮城県医師会 予備代議員／2 年（伊藤） 
・ 宮城県医師会子宮がん検診精度管理委員会 委員／2 年（伊藤） 
・ 宮城県医師会細胞診検査精度管理委員会 委員／2 年（伊藤） 
・ 婦人科悪性腫瘍化学療法研究機構(JGOG) 子宮体がん委員会委員／2 年（伊藤） 
・ 仙台市医師会子宮がん検診委員会 委員／2 年（伊藤） 
・ NPO 法人婦人科腫瘍関連支援機構 副理事長／2 年（伊藤） 
・ 日本産婦人科医会宮城県支部 理事／2 年（伊藤） 
・ 石巻市，震災復興計画推進事業アドバイザー（防災計画 WG 担当），2012 年～（佐藤翔輔） 
・ 石巻市，地域防災計画津波災害対策編アドバイザー，2012 年～（佐藤翔輔） 
・ 東松島市，防災会議，委員，2012 年～（佐藤翔輔） 
・ 亘理町，防災会議，専門委員，2013 年～）（佐藤翔輔） 
・ 宮城県沖地震対策研究協議会 事務局 2003 年 12 月 06 日 ∼ 継続中（佐藤健） 
・ 宮城県沖地震対策研究協議会 地域づくり部会 委員 2004 年 01 月 ∼ 継続中（佐藤健） 
・ 宮城県沖地震対策研究協議会 災害医療部会 委員 2004 年 12 月 ∼ 継続中（佐藤健） 
・ 宮城県沖地震対策研究協議会 7 つの提案実現化 WG 幹事 2006 年 07 月 19 日 ∼ 継続中（佐
藤健） 
・ 災害に強い学校施設づくり検討部会 委員 2013 年 03 月 11 日 ∼2014 年 03 月 31 日（佐藤健） 
・ NPO 法人防災白熱アカデミィ 理事 2012 年 09 月 01 日 ∼2014 年 08 月 31 日（佐藤健） 
・ 災害に強い学校施設づくり検討部会 委員 2013 年 03 月 11 日 ∼2014 年 03 月 31 日（佐藤健） 
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・ 東日本大震災の教訓を生かした「いのちと地域を守る」 ワークショップ・アド バイザー 2013 
年 03 月 21 日 ∼2014 年 03 月 31 日（佐藤健） 
・ 石巻市教育委員会学校防災推進会議 委員（学識経験者） 2013 年 05 月 28 日 ∼2014 年 03 月 
31 日（佐藤健） 
・ 宮城県防災専門教育アドバイザー  アドバイザー 2013 年 06 月 01 日 ∼2014 年 05 月 31 
日（佐藤健） 
・ 宮城県教育委員会宮城県防災専門教育アドバイザー 2013 年 06 月 01 日 ∼継続中（佐藤健） 
・ 仙台市教育委員会新たな学校防災教育推進協議会委員 座長 2013 年 06 月 03 日 ∼2014 年 03 
月 31 日（佐藤健） 
・ 塩竈市教育委員会防災教育推進協議会 委員長 2013 年 06 月 09 日 ∼2014 年 02 月 28 日（佐
藤健） 
・ 第 4 回「震災対策技術展」宮城実行委員会 委員 2013 年 06 月 13 日 ∼2013 年 09 月 30 日
（佐藤健） 
・ 宮城県広域防災拠点整備検討会議  委員長  2013 年  06 月  14 日  ∼2013 年  10 月 
（佐藤健）31 日 
・ コンパクトシティいしのまき街なか創生協議会 プロジェクトサブリーダー 2013 年 06 月 14 
日 ∼2014 年 03 月 31 日（佐藤健） 
・ 仙台市教育委員会文部科学省指定研究開発学校運営指導委員 委員長 2013 年 07 月 23 日 ～
2017 年 03 月 31 日（佐藤健） 
・ 宮城県教育委員会平成２５年度「実践的防災教育総合支援事業」推進委員会 委員  2013 年 09 月 
10 日 ∼2014 年 02 月 28 日（佐藤健） 
・ 宮城県広域防災拠点整備検討会議 委員長 2013 年 11 月 01 日 ∼2013 年 12 月 31 日（佐藤健） 
・ 東北地方整備局 道路計画研究会，座長，2008 年〜継続中（平野） 
・ 東北地方整備局 最上川水系流域委員会専門小委員会，委員，2010 年〜継続中（平野） 
・ 宮城県 景観審議会，委員，2010 年〜継続中（平野） 
・ 宮城県 環境影響評価技術審査会，委員，2010 年〜継続中（平野） 
・ 宮城県 環境影響評価技術審査会 環境影響評価マニュアル検討部会，委員，2013 年（平野） 
・ 宮城県 再生可能エネルギー等導入地方公共団体支援基金事業に係る有識者評価会，委員，2013 年
〜継続中（平野） 
・ 宮城県 海岸保全基本計画に関わる宮城県沿岸懇談会，委員，2013 年〜継続中（平野） 
・ 東北地方整備局・宮城県 宮城県沿岸域河口部・海岸環境等検討委員会，委員，2012 年〜継続中（平
野） 
・ 宮城県・東北地方整備局 三陸南・石巻地区環境等検討懇談会，委員，2012 年〜継続中（平野） 
・ 東北地方整備局・宮城県 仙台湾南部海岸地区環境等検討懇談会，委員，2012 年〜継続中（平野） 
・ 岩手県 河川・海岸構造物の復旧等における環境・景観検討委員会，委員，2011 年〜2013 年（平
野） 
・ 岩手県一関土木センター 無量光院地区検討部会，部会長，2012 年〜継続中（平野） 
・ 岩手県一関土木センター 平泉駅前検討部会，部会長，2012 年〜継続中（平野） 
・ 石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議，委員，2013 年〜継続中（平野） 
・ 石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 半島部ＷＧ，座長，2013 年〜継続中（平野） 
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・ 石巻市 石巻市復興まちづくり推進会議 中心市街地ＷＧ，委員，2013 年〜継続中（平野） 
・ 石巻市 新蛇田地区被災市街地復興土地区画整理審議会，会長，2013 年〜継続中（平野） 
・ 石巻市 新蛇田南地区被災市街地復興土地区画整理審議会，会長，2013 年〜継続中（平野） 
・ 女川町 復興まちづくりデザイン会議，委員長，2013 年〜継続中（平野） 
・ 南三陸町 復興基本計画推進会議，副委員長，2013 年〜継続中（平野） 
・ 平泉町 景観形成審議会，委員，2006 年〜継続中（平野） 
・ 平泉町 重要公共施設デザイン会議，委員長，2006 年〜継続中（平野） 
・ 平泉町 道の駅「平泉（仮称）」施設設備検討委員会委員，委員長，2012 年〜継続中（平野） 
・ 石巻まちなか創成協議会，委員，2011 年〜継続中（平野） 
・ エンジニア・アーキテクト協会，東北支部長，2010 年〜継続中（平野） 
・ 「景観開花。」実行委員会，委員長，2004 年〜継続中（平野） 
・ 鹿島建設他 石巻地区災害廃棄物処理業務「技術助言委員会」，委員，2012 年〜2014 年（平野） 
・ 岩手県 閉伊川河口水門デザイン，2013 年〜継続中 
・ 国土交通省東北地方整備局北上川下流河川事務所 釜谷水門デザイン，2013 年〜継続中（平野） 
・ 国土交通省東北地方整備局北上川下流河川事務所 野蒜水門デザイン，2013 年〜継続中（平野） 
・ 国土交通省東北地方整備局北上川下流河川事務所 月浜第二水門デザイン，2013 年〜継続中（平野） 
・ 国土交通省東北地方整備局北上川下流河川事務所 （仮称）石井水門デザイン，2013 年〜継続中（平
野） 
・ 国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所 新浜水門デザイン，2013 年〜継続中（平野） 
・ 国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所 閖上水門デザイン，2013 年〜継続中（平野） 
・ 特定非営利活動法人陸前高田市支援連絡協議会 AidTAKATA（２０１３年）（小野） 
・ JICA・みやぎ連携復興センター・いわて連携復興センター・ふくしま連携復興センター・東北大学
災害科学国際研究所による合同調査「震災復興における支援アプローチ調査」 調査幹事（兼，調
査ワーキンググループメンバー） 2013 年 10 月〜2015 年 3 月（池田） 
・ 「カケアガレ！日本」企画委員会 津波避難訓練にかかる企画•調査•アドバイザー 2012 年 8 月〜
継続中（安倍） 
・ 気仙沼市津波避難計画検討委員会 委員 2013 年 2 月 14 日〜2013 年 11 月 23 日（安倍） 
・ 防災科学技術研究所 津波ハザード情報の利活用に関する委員会 委員 2013 年 7 月 3 日〜継続
中（安倍） 
・ NPO よつくらぶ、2008 年～（松本） 
・ 薄磯復興協議委員会、2012 年～（松本） 
・ 海まち・とよま市民会議、2013 年～（松本） 




調査の結果から（計 6 回）、七ヶ浜町仮設住宅コミュニティスペース、2013 年 7 月 23 日～2013 年 9
月 10 日（富田） 
・ 七ヶ浜町おはなしサロン“だんだん（談・暖）” （七ヶ浜町役場）、東日本大震災後のこころと身体
の健康づくり、七ヶ浜町役場水道局２階会議室、2013 年 9 月 24 日（富田） 
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・ 七ヶ浜町おはなしサロン“だんだん（談・暖）” （七ヶ浜町役場）、宮城県の復興（計 4 回）、七ヶ浜
町仮設住宅コミュニティスペース、2013 年 2 月 25 日～2013 年 3 月 25 日（富田） 
・ みやぎ地域メンタルヘルス推進ネットワーク 世話人 2007 年 09 月 01 日 ∼ 継続中（富田） 
・ 七ヶ浜健康増進プロジェクト 東北大学と七ヶ浜町との共同事業として東日本大震災 後のメンタ
ルヘルスに取り組む（調査 • 個別相談 • 方針策定） 2011 年 10 月 ∼ 継続中（富田） 
・ 震災データ活用のためのフューチャーセッション（科学技術振興機構），震災記録のデータ利活用
について様々な企業等が集まりフューチャーセッションのコーディネーターを行った，2013 年 4 月
25 日，60 人（柴山） 
・ 中山小学校防災キャンプ（中山おやじの会），小学生の高学年を対象とした防災マップづくりのコ
ーディネーターを行った，中山小学校，2013 年 8 月 17 日−18 日，50 人（柴山） 
・ 世界防災・減災ハッカソン（レース・フォー・レジリエンス実行委員会），防災・減災に関わるアプ
リケーション開発のコンテストの審査委員，石巻商業高校，2014 年 2 月 9 日，60 人（柴山） 
・ 災害かたりつぎ研究塾 夏合宿 in 東北，東北大学災害科学国際研究所等共催，東北における災害か
たりつぎに関するエクスカーション・研究合宿，宮城県石巻市・東松島市・名取市，2013 年 08 月
09 日-10 日（佐藤翔輔） 
・ 災害かたりつぎ研究塾 秋合宿 in 新潟，東北大学災害科学国際研究所等共催，新潟における災害か
たりつぎに関するエクスカーション・研究合宿，新潟県長岡市・小千谷市，2013 年 11 月 2 日-3 日
（佐藤翔輔） 
・ 災害かたりつぎ研究塾 冬合宿 in 兵庫，東北大学災害科学国際研究所等共催，兵庫における災害か
たりつぎに関するエクスカーション・研究合宿，兵庫県神戸市，2013 年 12 月 7 日 8 日（佐藤翔
輔） 
・ 多賀城高校「災害と生きる力ワークショップ」，東北大学災害科学国際研究所等共催，宮城県多賀
城市，2014 年 01 月 27 日（佐藤翔輔） 
・ 平成 25 年度「実践的防災教育総合支援事業」推進委員会委員として安全担当者研究会を共催した 
宮城県教育庁スポーツ健康課 2013 年 9 月 10 日～2014 年 2 月 28 日（佐藤健） 


























会場：東北大学工学部中央棟 2F 大講義室 
1. 東北地方太平洋沖地震における強震観測と強震動特性 
  大野 晋（災害科学国際研究所 災害リスク研究部門） 
2.  津波常習地の生活文化 
 川島 秀一（人間・社会対応研究部門 災害文化研究分野） 
3.  ジオデザインを用いた復興計画支援の取り組み―相馬市を事例に― 
 花岡 和聖（地域・都市再生研究部門 都市再生計画技術分野） 
4.  ジャカルタ洪水要因の解明に向けた現地調査 
 J.D. Bricker（災害リスク研究部門 国際災害リスク研究分野） 
 呉 修一（災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野） 
 福谷 陽 （寄附研究部門 地震津波リスク(東京海上日動)寄附研究部門） 
 Firmanto Hanan（災害医学研究部門） 




会場：東北大学工学部中央棟 2F 大講義室 
1. 地震・津波研究の期待と課題 －大震災前からの活動を振り返り－ 
 今村 文彦（災害リスク研究部門 津波工学研究分野） 
2. IRIDeS は社会にどのように「映って」いるのか？－発足からの 1 年をふりかえる－ 
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 佐藤 翔輔（情報管理・社会連携部門 災害アーカイブ研究分野） 
3. 海底観測で捉えた 2011 年東北地方太平洋沖地震 －地震・地殻変動・津波－ 
 日野 亮太（災害理学研究部門 海底地殻変動研究分野） 
4. 災害統計確立の重要性について 
 小野 裕一（情報管理・社会連携部門 社会連携オフィス） 
 





 源栄 正人（災害リスク研究部門 地域地震災害研究分野） 
2. リアルタイムシミュレーション・リモートセンシング・ジオインフォマティクスを融合した広域津
波被害把握技術の基盤構築 
 越村 俊一（災害リスク研究部門 広域被害把握研究分野）  
3. アレイ型地中レーダを用いた高台移転に伴う遺跡調査の効率化 
 佐藤 源之（災害リスク研究部門 広域被害把握研究分野）  
4. 生きる力とは何か〜震災時行動の認知科学的分析 
 杉浦 元亮（人間・社会対応研究部門 災害情報認知研究分野）  
5. MR(Mixed Reality)技術による 3D 映像表示システムの開発 
 海野 徳仁（災害理学研究部門 地震ハザード研究分野） 
6. 人間の安全保障に向けた災害感染症への取り組み 
 服部 俊夫（災害医学研究部門 災害感染症学分野） 
7. 震災時ストレスとその後の生活環境変化が婦人科疾患に及ぼす影響の解析 
 伊藤 潔（災害医学研究部門 災害産婦人科学分野） 
8. 歯を用いたヒト内部被曝歴の解析－福島・宮城県在住幼小児の脱落乳歯を用いた線量評価－ 
 鈴木 敏彦（災害医学研究部門 災害医療情報学分野） 
9. 石巻市（市街地部）の物的空間の再・創生のための研究及び実践活動 
 小野田 泰明（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 
口頭発表（ロングスピーチ） 
1. 1611 年慶長奥州地震津波の総合的調査およびデータベース構築 
 今村 文彦（災害リスク研究部門 津波工学研究分野） 
2. 災害対応ゲーミング実験の方法論と実験施設のあり方 
 奥村 誠（人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野） 
3. 内陸活断層の活動性と地震危険度に関する変動地形学的調査研究 
 今泉 俊文（災害理学研究部門 地盤災害研究分野） 
4. 災害関連精神疾患への支援体制整備のための基礎研究 
 富田 博秋（災害医学研究部門 災害精神医学分野） 
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5. 高所の被災・老朽化調査のための超小型飛行・固着離反ロボットの研究 





会場：東北大学工学部総合研究棟 1F 講義室（１０１） 
1. 原発事故による放射能汚染物を用いたコンクリート容器の γ 線遮蔽性能評価 
 鈴木 裕介（災害リスク研究部門 最適減災技術研究分野） 
2. 都市復興を研究する意義と都市復興過程の比較研究 
 村尾 修（地域・都市再生研究部門 国際防災戦略研究分野） 
3. 災害からの再定住プロセスを追う：エスノグラフィー調査（フィールド調査）手法による復興研究 
 井内 加奈子（人間・社会対応部門 防災社会国際比較研究分野） 
4.  東日本大震災後の大学理学分野からの情報発信と市民の情報ニーズ 




会場：東北大学工学部総合研究棟 1F 講義室（１０１） 
1. 原子力災害と被ばく医療 
 細井 義夫（災害医学研究部門 災害放射線医学分野） 
2. 東日本大震災と健康・生活・社会に関するオリジナル個人世論調査結果 
 吉田 浩（人間・社会対応部門 防災社会システム研究分野） 
3. 防潮堤問題を考える 
 平野 勝也（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 
4.  地震波トモグラフィーで地震と火山を解剖する 




会 場：東北大学工学部総合研究棟 1F 講義室（１０１） 
テーマ：巨大災害への備え 
1. 2011 年大津波による大 規模侵食のメカニズム 
 真野 明（災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野） 
2. G 空間情報を活用した次世代防災・被災地支援システム研究会の設立 
 越村 俊一（災害リスク研究部門 広域被害把握研究分野） 
3. 防災教育の推進課題 
 佐藤 健（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 
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4. 火山活動の周期性を考える：入る、融ける、混ざる、噴くの視点 




会場：東北大学工学部総合研究棟 1F 講義室（１０１） 
1. 避難者コミュニティの実態と課題 −双葉郡楢葉町・富岡町避難者調査から 
 松本 行真 先生（情報管理・社会連携部門 社会連携オフィス） 
2. 沿岸生態系の保全を生態学的視点から考える 
 坂巻 隆史 先生（災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野） 
3. Numerical Modeling of Storm Surges and Nearshore Wave Processes 
 Volker Roeber 先生（災害リスク研究部門 国際災害リスク研究分野） 
4．沈み込み帯における温度・水の分布と地震・マグマ生成の関連 




会 場：東北大学工学部総合研究棟 1F 講義室（１０１） 
テーマ：連携 
1. 被災地への人的支援の課題：支援者の経験、能力に着目して 
 奥村 誠（人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野） 
2. 東北地方の産官学民の防災の取組における連携方策 
 丸谷 浩明（人間・社会対応研究部門 防災社会システム研究分野） 
3. 国際連携と災害研に期待される役割 




会 場：東北大学工学部中央棟 2F 大会議室 
1. フィリピン台風災害タスクフォースチーム現地調査報告 
江川 新一（災害医学研究部門 災害医療国際協力学分野） 
 呉 修一（災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野） 
2. 東北大学にも必要と考えられる業務継続計画（BCP)  
丸谷 浩明（人間・社会対応研究部門 防災社会システム研究分野） 
3. 歴史研究から災害研究へ（災害科学国際研究所所長最終講義） 




No. 配信日 配信社 タイトル 掲載教員
1 2013/4/5 河北新報 減災絵本で分かりやすく　防災士会制作　幼稚園などに配布 保田
2 2013/4/7 河北新報 車での避難 こう考える（上）渋滞回避へ減らす必要 今村
3 2013/4/8 毎日新聞 東日本大震災:建築家ら復興議論　まちづくりなど題材に−−仙台 平野
4 2013/4/8 朝日新聞 最新医療、被災地で研究し還元　東北大が組織設立　宮城 栗山
5 2013/4/9 建設新聞社 【釜石市役所】唐丹・鵜住居地区の学校再建の設計プロポーザルを広告
6 2013/4/10 河北新報 海溝付近に不安定滑り／深海で探る巨大地震のなぞ 日野
7 2013/4/11 河北新報 減災意識　ツールで高める
8 2013/4/13 時事通信社 未知の活断層活動か＝広義の「阪神大震災余震」－淡路島中部・東北大教授 遠田
9 2013/4/13 産経ニュース 阪神大震災の余震域南端で発生　気象庁「関連性低い」 遠田
10 2013/4/13 日本経済新聞 兵庫・淡路の地震、「阪神と異なる逆断層型」　気象庁 遠田
11 2013/4/13 朝日新聞 「広い意味で阪神の『余震』可能性」　淡路で震度６弱
12 2013/4/13 毎日新聞 淡路島地震:「南海トラフ」との関連指摘も
13 2013/4/14 毎日新聞 淡路島地震　西日本、続く警戒　「Ｍ５クラス余震も」 今村
14 2013/4/14 毎日新聞 石垣島から見た北方領土:／３　サンゴ礁の巨岩「津波大石」　巨大津波の痕跡、各地に 後藤
15 2013/4/14 朝日新聞 震源、「未知の活断層」原因か　淡路地震、研究者確認 遠田
16 2013/4/15 NHK NEWS WEB 震源は野島断層の南側か 遠田
17 2013/4/15 日刊ゲンダイ 逃げ場なし 未知なる活断層が首都圏を襲う 遠田
18 2013/4/16 河北新報 新型レーダーで迅速化　集団移転など地中文化財調査 佐藤（源）
19 2013/4/18 河北新報 他人事にしない防災のために②　～リアリティの必要性～ 邑本
20 2013/4/21 News Today Japan refuses fo forget Tsunami 今村
21 2013/4/21 聖教新聞 第１０回　教学主張大会　「心の福光プロジェクト」　で講演 小野田
22 2013/4/27 沖縄タイム 震災の教訓大切に－－那覇市の県立博物館・美術館で講演 今村
23 2013/4/27 山形新聞 東根・峰渡りの道を歩く（上）　見直し保存へ動き 平川
24 2013/4/29 毎日新聞 津波の仕組みや防災意識を訴え－－甲府工高／山梨 今村
25 2013/4/30 聖教新聞 防災・減災へ人々の力高める（今村） 今村
26 2013/5/2 河北新報 わがこと防災・減災「備えの死角（４完）経験／思い込み、鈍る避難行動」 越村
27 2013/5/8 河北新報 環境と遺伝、両面で治療／人は分子の集合体か 栗山
28 2013/5/9 にこにこニュース 地震研究者　関東、中部、関西の地震活動活発化の可能性指摘 遠田
29 2013/5/9 建設工業新聞 東北再生・１／被災自治体に研究成果還元 平川
30 2013/5/10 朝日新聞 災害時の必要情報、時系列に　東北大研究所「防災手帳」制作 災害科学国際研究所
31 2013/5/11 朝日新聞 なっとく　くらしスタイル　避難バッグにそろえるものは？ 保田
32 2013/5/11 毎日新聞 日本海中部地震:２６日で３０年　県内で８３人死亡　各地で防災考える催し　／秋田 今泉
33 2013/5/11 読売新聞 被災者の健康、二極化…東北大調査 吉田
34 2013/5/12 NHK NEWS WEB 大地震発生の断層周辺 連鎖に警戒を 遠田
35 2013/5/12 読売新聞 「力になりたい」不明者捜索 佐藤（源）
36 2013/5/12 東京新聞 書評：「漁業と震災(濱田武士著)」について 川島
37 2013/5/13 アイテムポスト 防災拭い（てぬぐい/手ぬぐい/手拭い/災害/津波/地震/記念品/防災訓練） 今村、保田
38 2013/5/13 プレジデント その「普通」の「ひと言」、お互いに同じ認識が得られていますか？ 邑本
39 2013/5/14 産経ニュース 観光客どう守る　避難態勢の強化急務…「予算も時間もない」　南海トラフ「島」の課題 今村
40 2013/5/15 NHK NEWS WEB 使われない復興予算 １兆２６００億円余りに 増田
41 2013/5/15 河北新報 被災地への経済波及期待　国連防災会議、仙台開催決定 災害科学国際研究所
42 2013/5/15 産経新聞 トラフ地震、都が被害想定　島で死者１７７４人　津波３０メートル 今村
43 2013/5/15 防災ニュース 「みんなの防災手帳」宮城県多賀城市へ配布 災害科学国際研究所
44 2013/5/16 朝日新聞 地震から１５分、島襲う津波　南海トラフの東京都想定 今村
45 2013/5/16 毎日新聞 福井・敦賀原発:２号機直下「活断層」認定　◇断層解釈は誤り− 遠田
46 2013/5/17 朝日芸能 直近大地震「次の震源地」（３）内陸直下型地震にも備えよ 遠田
47 2013/5/17 河北新報 議会議事録などデータ化　東京で保管、津波免れる　女川町 平川
48 2013/5/18 中日新聞 「地震・津波対策」検証　知事が財源確保へ方針 今村
49 2013/5/18 防災危機管理NEWS 被災者の声生かした「みんなの防災手帳」全国に先駆けて宮城県多賀城市に配布へ 災害科学国際研究所
50 2013/5/19 河北新報 先人の知恵、現代に還元　東北大と東北芸工大が共同研究 災害科学国際研究所、佐藤（翔）
51 2013/5/20 朝日新聞 （伝える東日本大震災３年）「指定避難所」に潜む過信 今村
52 2013/5/22 ケアマネドットコム 東日本大震災後2年間で、被災地住民の健康格差が拡大 吉田
53 2013/5/24 UNISDR
UNISDR: Statement made by Tohoku University at the Global Platform for Disaster Risk
Reduction (2013)
災害科学国際研究所、今村
54 2013/5/25 朝日新聞 〈８６９年　貞観の地震〉　津波、仙台平野の内陸まで 川島
55 2013/5/25 東海新報社 新しい交通体系考える-大船渡市が検討会議設置-　震災後の変化、従前の課題視野 姥浦





58 2013/5/30 朝日新聞 状況証拠重ね「活断層」認定　敦賀原発で有識者会合 遠田
67 2013/6/3 産経新聞　その他32社 地震頻度高止まり　大震災後の首都圏　巨大地震確率を押し上げ 遠田
94 2013/6/3 河北新報 東北大災害研、初の出版　文理連携、分かりやすく 災害科学国際研究所
96 2013/6/3 Zakzakニュース 首都直下の前兆か　地震頻度高止まり　台湾、フィリピンで不気味な活動 遠田
97 2013/6/4 NHK NEWS WEB 子どもへの震災影響調査 栗山
98 2013/6/5 朝日新聞 政宗の夢、時を経て脚光　日本・スペイン交流４００年 災害科学国際研究所、平川
99 2013/6/5 福島民報 東日本大震災 第三部 未知への挑戦（２１） 進む技術開発 誤差の範囲狭まる 石井
100 2013/6/6 朝日新聞 5月30日掲載記事についての訂正 遠田
101 2013/6/7 NHK てれまさむね まる得情報　もしもに備える非常食 保田
102 2013/6/11 河北新報 車を使い津波避難訓練 １０分で避難所に 宮城・亘理 災害科学国際研究所、佐藤（翔）
103 2013/6/12 FNNローカル 県民防災の日　防災面の課題について専門家に聞きました。 安倍
104 2013/6/13 Volkskrant（オランダ） 沖縄の津波履歴について（Koraal voorspelt binnen tien jaar tsunami bij Riukiu-eilanden） 後藤
105 2013/6/16 中日新聞 「改憲」より「日本再建」　週のはじめに考える 吉田
106 2013/6/17 47NEWS 首都圏の地震頻度、高止まり　巨大地震確率も押し上げ 遠田
107 2013/6/18 河北新報 科学の泉　「巨大津波の実態と今後の対応（１）海底の変動、そのまま海面に」 今村
108 2013/6/19 河北新報 科学の泉　「巨大津波の実態と今後の対応（２）水深が浅くなると高くなる」 今村
109 2013/6/20 河北新報 科学の泉　「巨大津波の実態と今後の対応（３）泥流が構造物を破壊」 今村
110 2013/6/21 青森テレビ 下北半島の津波調査 後藤、今井、蝦名、菅原
111 2013/6/21 河北新報 科学の泉　「巨大津波の実態と今後の対応（４）想定した被害全てが発生」 今村
112 2013/6/22 河北新報 科学の泉　「巨大津波の実態と今後の対応（５）避難行動、世代で違い」 今村
113 2013/6/22 北陸中日新聞 志賀Ｓ－１断層　９月めどに最終報告書　北電側　規制委説得に自信 遠田
114 2013/6/23 高知新聞 カツオ漁が縁で震災復興後押し　学会がセミナー 川島
115 2013/6/23 河北新報 科学の泉　「巨大津波の実態と今後の対応（６完）被害低減へ段階的防御」 今村
116 2013/6/24 河北新報 車で避難９割、渋滞影響２割　震災と昨年の地震　宮城・山元 保田
119 2013/6/24 河北新報 情報手段複数確保を　名取・閖上地区で「むすび塾」 保田
120 2013/6/25 FNNローカル 亘理町と東北大が協定　地形に合った防災計画の策定目指す 災害科学国際研究所
121 2013/6/26 河北新報 「むすび塾」参加者　将来の犠牲減誓い、動く　各地で備え 保田
122 2013/6/26 河北新報 減災対策連携　亘理町と協定 災害科学国際研究所
123 2013/6/26 exciteニュース 第十七巻　伊達政宗は転んでもタダでは起きない 蝦名
124 2013/6/26 宮城県 「震災・復興情報」　広域防災拠点の整備検討・１０月に構想・計画案取りまとめ 佐藤（健）
125 2013/6/29 毎日新聞 防災協定:東北大と亘理町、締結　災害に強い町へ 災害科学国際研究所
126 2013/6/29 河北新報 生活復興プロジェクト正式発表　被災３県で円卓会議　復興庁 増田
127 2013/7/2 読売新聞 姫路市、豪雨避難先２区分　自宅高所と避難所 今村
128 2013/7/2 あおぞらFMニュース 亘理町と東北大学災害科学国際研究所の防災に関する連携協定の締結式が行われました 災害科学国際研究所
129 2013/7/5 毎日新聞 希望新聞:東日本大震災　ＭＥＭＯ　防災・減災、親子でチェック　東京海上日動がサイト公開 今村
130 2013/7/8 朝日新聞 【アーカイブ】再生10年　南西沖地震から：1――2003年7月8日 今村
131 2013/7/9 FNNローカル 津波対策ガイドライン、円滑な避難などソフト面見直しに着手 今村
132 2013/7/9 産経BIZ 産経Biz 汚染土壌ふるいにかけ減容化　放射性セシウムの特性から装置開発 石井
133 2013/7/10 産経ニュース 津波対策見直し　検討部会設置へ　宮城 今村














154 2013/7/11 NHK仙台放送 多賀城高防災科に向け意見交換　-NHK宮城県のニュース-NHKオンライン 災害科学国際研究所
155 2013/7/12 東京書籍　教育・文化ニュース（共同通信社提供） 県立高校の防災系学科新設でアドバイザー任命＝宮城県 災害科学国際研究所、平川
156 2013/7/12 NHK 岩沼市と東北大　防災で協定 災害科学国際研究所
157 2013/7/13 TBC Web Magazine 気仙沼市と東北大災科研が協定締結 災害科学国際研究所
158 2013/7/14 河北新報 減災対策で連携　東北大災害研が気仙沼市と協定 災害科学国際研究所
159 2013/7/15 ハザード・ラボ 人の目線で津波の高さを実感 東北大学がサイト開設 災害科学国際研究所
160 2013/7/16 読売新聞 津波の怖さ　サイトで実感 今村、佐藤（翔）
161 2013/7/16 日経　ケンプラッツ 「ヒトの目線」で津波高を実感、東北大がサイト公開 災害科学国際研究所
162 2013/7/16 読売新聞(Online) 津波の怖さ　サイトで実感 今村、佐藤（翔）
163 2013/7/16 Yahooニュース 若者が投票棄権すると高年齢層に有利　1%投票率下落で1人年13.5万円損する 吉田





166 2013/7/18 日本経済新聞 防災や復興に「歴史学」生かす　被災地の大学で取り組み 災害科学国際研究所、平川
167 2013/7/18 朝れい！ 若者の１％投票棄権→１３万５千円損　東北大院教授試算 吉田
168 2013/7/19 NHK WEB 被災地で３世代の健康調査（栗山） 栗山
169 2013/7/19 産経ニュース 若者の１％投票棄権→１３万５千円損　東北大院教授試算 吉田
171 2013/7/19 GREE 選挙棄権がもたらす損失試算に驚き 吉田
173 2013/7/20 朝日新聞 若者の１％投票棄権→１３万５千円損　東北大院教授試算 吉田
174 2013/7/21 河北新報 津波の高さ目の位置から見て！　東北大災害研がサイト開設 災害科学国際研究所、佐藤（翔）
177 2013/7/21 中日新聞 若者の１％投票棄権→１３万５千円損　東北大院教授試算 吉田
178 2013/7/23 東京書籍　教育・文化ニュース（共同通信社提供） 高校に防災専門学科＝宮城県 災害科学国際研究所
179 2013/7/24 八重山日報 「明和」防災の参考に　先島の津波頻度は突出　後藤氏が講演 後藤
180 2013/7/24 八重山毎日新聞 「遡上高は30メートル前後」　明和大津波研究で後藤氏 後藤
182 2013/7/24 河北新報 広報誌向けの写真を募集　東北大災害研 災害科学国際研究所
183 2013/7/26 毎日新聞 災害相互協力協定:気仙沼市と東北大、津波に強い街を　／宮城 災害科学国際研究所
184 2013/7/28 NHK 災害科学国際研究所の報告会 災害科学国際研究所
185 2013/7/30 河北新報 宮城野原公園拠点化、防災機能集中に懸念も　検討会議 佐藤（健）
186 2013/7/31 建設通信新聞 インフラの信頼性高めよ　奥村誠東北大学災害科学国際研究所教授に聞く 奥村





189 2013/8/4 朝日新聞 震災時の大津波、人の目線で再現　東北大がサイト開設 災害科学国際研究所、佐藤（翔）
195 2013/8/5 NHK ３D映像記録 東日本大震災 津波の傷跡2011-2013 みちのく震録伝
196 2013/8/8 NHK NEWS WEB 東日本大震災復興フォーラム 今村
197 2013/8/9 河北新報 津波の記憶、伝承を　仙台でシンポジウム　東北大災害研 災害科学国際研究所、川島
198 2013/8/9 東京大学　大気海洋研究所 東京大学大気海洋研究所 南琉球列島の津波再来周期を初めて推定 後藤
199 2013/8/9 Yahooニュース 津波の記憶、伝承を　仙台でシンポジウム　東北大災害研 災害科学国際研究所、川島
204 2013/8/9 河北新報　その他4社 石垣・宮古、周期的に津波　サンゴ石の分析で判明 後藤
207 2013/8/13 サイエンスポータル サンゴ化石で津波再来推定 後藤
208 2013/8/14 NHK 専門家調査団が大雨被災地に 災害科学国際研究所、森口
209 2013/8/14 NHK 東北大調査「予測は困難」 災害科学国際研究所、今村
210 2013/8/14 マイナビニュース 南琉球列島は過去2400年間に約150～400年周期で津波被害が発生 - AORIなど 後藤
213 2013/8/16 電氣新聞 南琉球で津波の痕跡確認－東大研究チーム、人的被害も 後藤
214 2013/8/16 読売新聞 仙北・土石流　二次災害　防止策協議 今村
215 2013/8/16 河北新報 仙北・土石流災害から１週間　経過と課題 今村、森口
218 2013/8/20 WEBジャーナル 東大、南琉球列島の津波再来周期を初めて推定 後藤
219 2013/8/21 ミヤギテレビ 防災・減災対策で連携協定 災害科学国際研究所
220 2013/8/21 岩手日報 風土計「「『記憶』こそ復興のキーワードになる」。」 村尾
221 2013/8/22 石巻かほく 防災・減災対策で連携　東松島市と東北大災害研、協定締結　まちづくりや教訓検証 災害科学国際研究所
222 2013/8/22 河北新報 東北大学災害研と防災対策で協定 災害科学国際研究所
223 2013/8/22 NHKあさイチ 救命胴衣　津波に備えて進化　種類も様々　車のシートカバー型 今村
224 2013/8/25 The Asahi Shimbun Japanese hedging bets on surviving tsunami with life vests 今村
225 2013/8/28 UPLAN 無茶苦茶な政府交渉】原発輸出への不透明な税金投入を問う 今泉
226 2013/8/30 河北新報 車の避難、課題を検証　あす大規模津波防災訓練　宮城・山元 災害科学国際研究所
227 2013/8/30 産経ニュース コンベヤー導入で迅速化　石巻魚市場のセシウム検査 石井
228 2013/8/30 読売新聞 心と体のケアノート　人と気持ち分かち合って 富田
229 2013/8/31 河北新報　その他36社 宮城・山元町、車で一斉避難訓練　渋滞を検証 災害科学国際研究所
266 2013/8/31 NHK WEB 魚の放射性セシウム濃度測定に新装置 石井
267 2013/8/31 石巻かほく 魚丸ごと放射能検査　東北大など機器開発　石巻魚市場でお披露目 石井
268 2013/8/31 朝日新聞 放射性物質量、ミンチにせず測定　宮城で新装置開発 石井
269 2013/8/31 河北新報 魚や野菜の放射性物質　丸ごと連続で測定　東北大開発 石井
270 2013/9/1 河北新報 津波想定、車避難を検証　宮城・山元で大規模訓練 災害科学国際研究所
272 2013/9/1 The Japan Times (KYODO) Disaster drill held to prepare for Nankai quake 災害科学国際研究所
273 2013/9/2 河北新報 「防災の日」宮城県内各地で訓練　地域挙げて、いざ行動 災害科学国際研究所
274 2013/9/3 NHK NEWS WEB 地層から３つの大津波の痕跡 平川
275 2013/9/3 日刊　建設工業新聞 建築学会／震災復興でタスクフォース設置／成果や経験生かし具体的行動促す 小野田
276 2013/9/3 毎日新聞 福井・大飯原発:「活断層」否定　奥村晃史・広島大教授、遠田晋次・東北大教授の話 遠田





279 2013/9/4 NHKてれまさむね 災害時の情報提供　ITで一元化　よりスムーズに 佐藤（翔）
280 2013/9/5 INTERNET Watch 東北大学、津波の痕跡をGoogle Earth上で見られる「ヒトの目に映る 3.11 津波浸水」 災害科学国際研究所
281 2013/9/5 日刊　水産経済新聞 水産物の放射能濃度、石巻魚市場が自主検査を開始 石井
282 2013/9/5 日本経済新聞  災害時、医師がチーム指揮　広がるコーディネーター　患者情報を一元集約 江川
283 2013/9/6 FNNローカル 検討会議、広域防災拠点の中間案報告　10月下旬までにまとめへ 佐藤（健）
284 2013/9/7 NHK NEWS WEB 大津波の地層を掘り出し 後藤
285 2013/9/7 河北新報 宮城野原公園防災拠点化　宮城県、後方支援機能を想定 佐藤（健）
287 2013/9/9 NHK NEWS 職員を退避させる独自ルール 今村
288 2013/9/9 産経ニュース 「未来に希望、子供たちに元気」被災地にも歓迎の声「復興を優先してほしい」複雑な表情も 増田
290 2013/9/9 NHK WEB 自治体半数超が独自退避ルール 今村
291 2013/9/10 Yahooニュース オリンピックがやって来る「日本中に力」「不安ある」被災地は複雑 増田
292 2013/9/10 中外日報 原発事故、人類最大の環境汚染 ― 新しい価値観へ転換を 今村
293 2013/9/11 NHK WEB 浸水域 再建進むも対策遅れる 今村
294 2013/9/11 NHK WEB　東北 防潮堤の５７％は未着工 今村
295 2013/9/11 日本経済新聞 魚の放射性物質、効率よく測定　東北大が新装置 石井
296 2013/9/13 日本経済新聞 東北大、津波石分布に基づく琉球列島全域の巨大津波の頻度と規模の地域性を解明 今村、後藤
298 2013/9/13 NHK 岩手 津波防災専門委が防潮堤を視察 今村
299 2013/9/17 石巻かほく 専門家の視点で街の景観を助言　女川町中心部デザイン会議 平野
300 2013/9/18 NHK NEWS WEB 津波堆積物の研究成果発表 災害科学国際研究所、後藤
301 2013/9/18 The Daily Astorian Emergency committee debates tsunami escape pods, city helipad 災害科学国際研究所
302 2013/9/20 マイナビニュース 琉球海溝沿いの地震による津波被害は先島諸島のみに発生している - 東北大 今村、後藤
306 2013/9/24 河北新報 宮城のＮＰＯ、発足１０周年シンポ　仙台・２８日 平川
307 2013/9/24 朝日新聞 シンポ「減災～あすへの備え」１１月２０日開催 平川
309 2013/9/26 福島民報 非破砕式の検査機量産へ　食品の放射性物質測定　福島の２社　従来価格の３分の１ 石井
310 2013/9/27 河北新報 潮路はるかに 慶長遣欧使節船出帆400年 （３４）孫兵衛／治水技術、復興支える 蝦名
311 2013/9/27 NHK WEB 「車で避難」１９の自治体が検討 今村
312 2013/9/28 石巻かほく 石巻・南浜復興祈念公園基本構想　検討委員、決定　来月１日初会合 今村
313 2013/9/30 アリティーヴィー 東北復興カレンダー　国連防災世界会議に向けて！仙台で専門家会合開催 災害科学国際研究所、今村
315 2013/10/1 朝日新聞 （天下逸品）希望　揚げてますと伝えて 災害科学国際研究所
316 2013/10/2 石巻かほく 復興祈念公園（南浜地区）、基本構想策定へ　来年３月まで案とりまとめ 今村
317 2013/10/3 建設通信新聞 石巻市南浜に復興祈念公園/国際コンペを提案/有識者委が初会合 今村
318 2013/10/4 河北新報 「回復力」高める社会に　軽減対策を議論　東北大でシンポ 災害科学国際研究所
321 2013/10/6 NHK WEB 大地震起こす活断層 大半は地表に変化なし 遠田
322 2013/10/7 NHK WEB 大地震でも“見えない”活断層 遠田
323 2013/10/8 建設通信新聞 東北先導モデル66件を選定/来年度から事業実施/復興庁 災害科学国際研究所
326 2013/10/8 VIVA NEWS Menyelamatkan Dokumen Bersejarah Pasca Bencana 天野
327 2013/10/11 ABC Sunshine Coast Rising above the rubble（歴史資料保存・復元について紹介されました） 歴史資料保存研究分野
328 2013/10/12 河北新報 災害時早期復旧を議論　東北大で社会づくりシンポジウム 災害科学国際研究所、今村
330 2013/10/14 MANILA BULLETIN Japan restores age-old docu damaged by quake-tsunami 天野
331 2013/10/16 NHK宮崎 日南で津波対策の勉強会 川島
780
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334 2013/10/24 マイナビニュース 1回30分・週4日・4週間のトレーニングで高齢者の認知機能を改善 - 東北大 野内
337 2013/10/24 マイナビニュース 20歳をピークに低下する認知機能、より効果的な予防策は筋トレ＋有酸素運動 野内
339 2013/10/24 WEBジャーナル 東北大、短期間のサーキット運動介入で高齢者の認知機能が向上することを発見 野内
340 2013/10/24 マイナビニュース 東北大、太陽系形成期に小惑星内部の無重力空間に浮かぶ水滴の姿を解明 中村
343 2013/10/25 産経ヘルス 4週のサーキットトレーニングで認知機能改善　カーブス・東北大共同研究 野内
344 2013/10/26 朝日新聞 津波注意報、岩手・宮城は地震40分後「精査に時間」 今村
345 2013/10/28 毎日新聞 高齢者:運動で認知機能改善…週３日３０分４週間で－－東北大研究 野内
348 2013/10/28 スーパーJチャンネル 検証・未明の津波注意報“その時”・範囲拡大…４分後津波が 今村
349 2013/10/30 マイナビニュース マイナビニュース 東北大など、デング熱の新規病態マーカーを発見 服部





353 2013/11/1 毎日新聞 毎日新聞 希望新聞:東日本大震災　宮城・気仙沼の歴史文化を学ぶ　連続講座「みなとのがっこう」 川島
354 2013/11/2 河北新報 遣欧４００年、意義を発信　仙台で慶長使節記念フォーラム 平川
356 2013/11/2 毎日新聞 慶長遣欧使節:今も続く交流　出発４００年で記念フォーラム　訪問先の４カ国大使ら参加− 平川
357 2013/11/3 NHK 仙台平野４００年前にも大津波 後藤
358 2013/11/5 河北新報 「慶長三陸」「貞観」地震の津波堆積物同時に発見　岩沼 後藤
360 2013/11/7 AERA 東京五輪の新競技場　地震で液状化、津波の懸念も 今村
362 2013/11/9 読売新聞 震災伝承検討委　２７日初会合 平川
363 2013/11/9 石巻かほく 震災伝承検討委員会設置へ　２７日、初会合　遺構の選定・保存検討　石巻市 平川
364 2013/11/9 産経ニュース 震災伝承検討の委員会発足　石巻、大川小は議論対象外 平川
366 2013/11/9 河北新報 米の洪水被害　今度は恩返し　東北大の研究者ら募金口座開設 小原
368 2013/11/10 毎日新聞 防衛問題セミナー:南海トラフ地震で空自司令、宮崎で講演　「最悪の事態に備えて」／宮崎 遠田
369 2013/11/10 河北新報 将来に向けて事例蓄積（被災地の復興過程研究） 村尾
370 2013/11/10 朝日新聞 津波「逃げるが勝ち」　東北大教授講演、防潮堤では限界　／宮崎県 遠田
371 2013/11/11 日刊ゲンダイ 茨城県南部で５弱…これは「首都直下」の前兆なのか 遠田
372 2013/11/11 週間金曜日ニュース ベトナム原発の建設調査に国税二五億円-復興予算流用！使い道不透明 今泉
374 2013/11/12 河北新報 次世代の病気予防法（１）禁煙や食生活、今と変わらず 栗山
375 2013/11/12 建設工業新聞 オランダ大使館ら／岩手県釜石市に「ミッフィーカフェ」開設へ／１５年春完成 小野田
376 2013/11/13 河北新報 次世代の病気予防法（２）体質考え生活見直そう 栗山
377 2013/11/13 宮古毎日新聞 非常時の助け合い確認／伊良部 川島
378 2013/11/14 河北新報 次世代の病気予防法（３）遺伝要因の治療例、徐々に蓄積 栗山





381 2013/11/16 河北新報 河北新報 次世代の病気予防法（５）医師、患者、家族の協力必要 栗山
382 2013/11/17 河北新報 次世代の病気予防法（６完）全人的医療の実現目指す 栗山
383 2013/11/17 三陸新報 地球を感じて防災に　東北大がイベント 災害科学国際研究所、今村、江川
386 2013/11/19 TBSテレビ　朝ズバッ！ 知っておきたい！けさ単！(ニュース)「地震頻発に関する特集」 遠田
387 2013/11/20 FNNローカル 仙台市宮城野区に整備目指す広域防災拠点の方向性固まる(宮城） 佐藤（健）
388 2013/11/21 河北新報 仙台宮城野原広域防災拠点　検討会議が方向性まとめる 佐藤（健）
390 2013/11/21 産経新聞 「人・モノの支援中継地に」　広域防災拠点会議が提言　宮城 佐藤（健）
392 2013/11/21 朝日新聞 首都直下地震、３００兆円の被害　試算、従来想定の３倍 平川
393 2013/11/22 神戸新聞 神戸大、東北大、岩手大が参加　大学の役割考える災害シンポ 佐藤（健）
394 2013/11/23 毎日新聞 シンポジウム:「防災が文化になれば」　研究者ら討論−−神戸大　／兵庫 佐藤（健）
395 2013/11/26 岩手日報 「提案型」の事業者決定　釜石市の復興住宅 小野田
396 2013/11/26 河北新報 大和ハウスＪＶ選出　災害公営住宅の優先交渉権　釜石市 小野田
397 2013/11/27 NHK 石巻市 震災遺構で本格議論へ 平川
398 2013/11/27 FNNローカル 石巻市で「震災遺構」選ぶ検討委員会の初会合(宮城） 平川
399 2013/11/27 TBSテレビ　朝ズバッ！ 関東でＭ５地震連発・地下で何が起きている？ 遠田
400 2013/11/28 産経ニュース 震災遺構でアンケート　石巻市検討委が初会合　宮城 平川
403 2013/11/28 石巻かほく 震災遺構１カ所に絞らず　伝承検討委、初会合　優先順位つけ論議　石巻市 平川
404 2013/11/28 NHK 減災をテーマにシンポジウム 平川
405 2013/11/28 毎日新聞 東日本大震災:復興住宅、ＪＶ選定　釜石市、買い取り方式　交流生むデザイン／岩手 小野田
406 2013/11/29 毎日新聞 多賀城市:「減災都市」を宣言　被災地初、３００人参加しシンポ　／宮城 平川





413 2013/12/3 河北新報 防災ロボット（1）人間が不可能な仕事を代行 田所
414 2013/12/4 河北新報 防災ロボット（２）既存ロボ改造、福島原発投入 田所
415 2013/12/5 毎日新聞 小笠原の火山新島:大地震の前兆か　関東で３週連続Ｍ５ 遠田
417 2013/12/5 マイナビニュース マルチスケールCAEツール「Multiscale.Sim」の最新版を発売 - サイバネット 寺田
419 2013/12/5 河北新報 防災ロボット（３）人体に似た機能、ロボに融合 田所
420 2013/12/6 河北新報 防災ロボット（４）ヘビ型で狭い隙間も調査可能 田所
421 2013/12/6 神戸新聞 東北大が防災啓発　南海トラフ巨大地震見すえシンポ　大阪 災害科学国際研究所、今村
424 2013/12/6 日本経済新聞 震災1000日 明日を拓く（４）　広域防災拠点 佐藤（健）
425 2013/12/7 神戸新聞（紙面） 防災意識どう育む　教育の役割　専門家提案 災害科学国際研究所、今村
426 2013/12/7 読売新聞 震災遺構検討　１８日に初会合 平川
427 2013/12/7 NHK Eテレニュース 避難の切迫性をどう伝えるか　～防災に関する地域会議～ 邑本
428 2013/12/7 NHK 津波被災地の区画整理　半数近くが「内陸移りたい」 姥浦
429 2013/12/7 日本経済新聞 震災1000日 明日を拓く（５）　放射線検査 石井
430 2013/12/7 河北新報 防災ロボット（５）飛行ロボ、軽量化し活躍間近 田所
431 2013/12/9 NHK BS1 BS列島ニュース 震災遺構の有職者会議・１８日初会合へ 平川
432 2013/12/9 河北新報 防災ロボット（６完）研究室卒業、問われる実用性 田所
433 2013/12/11 日経ケンプラッツ 女川駅から真っすぐな歩道で海岸へ、町が復興デザイン案 平野
434 2013/12/11 読売新聞 安心の松原　再生を 今井
435 2013/12/12 建設工業新聞 建設工業新聞 宮城県／震災遺構保存の要否検討へ／１２月１８日に有識者会議初会合 平川
436 2013/12/12 河北新報 震災遺構有識者会議の協議　宮城県「目安１４年度末まで」 平川
437 2013/12/18 NHK NEWS WEB 「震災遺構」検討会議 １４施設を対象に 平川
438 2013/12/18 NHK NEWS WEB 震災遺構　有識者会議初会合 今村
439 2013/12/19 産経新聞 現地、移設含め検討　宮城県　震災遺構有識者会議が初会合 平川
441 2013/12/19 河北新報 震災遺構候補２１施設提示　宮城県有識者会議が初会合 平川
443 2013/12/19 毎日新聞 東日本大震災：震災遺構候補２１カ所　座長「複数保存の判断も」−−有識者会議 平川
444 2013/12/19 日刊建設工業新聞 東北大学、東北整備局／インフラ維持管理・災害対応で連携・協力協定締結 今村
445 2013/12/20 産経新聞 人材不足や人間関係…　苦悩する被災地応援職員　群馬 富田
447 2013/12/20 読売新聞 首都直下地震 被害想定 中枢マヒ 官民で防ぐ 丸谷
448 2013/12/21 福島民報 福島市が共同開発に着手　乳幼児向けホールボディーカウンター 石井
449 2013/12/21 福島民友 乳幼児用ＷＢＣ開発へ　福島市と東北大が14年度 石井
452 2013/12/21 日本経済新聞 グーグル買収の東大ロボ首位　米国防省競技会 田所
453 2013/12/22 朝日新聞 巨大防潮堤は過剰防衛か？まず、まちづくりから考えよう 姥浦
454 2013/12/25 FNNローカル 山元町が東北大学と防災連携協定 災害科学国際研究所
455 2013/12/25 河北新報 防災対策連携　山元町と協定 災害科学国際研究所
456 2013/12/26 毎日新聞 こころの被災:２年９カ月の現場から／３　不眠やＰＴＳＤ、時と共に悪化　震災の記憶消化を 富田
457 2013/12/27 宮崎日日新聞 高鍋町が防災手帳を導入　全世帯に配布へ 災害科学国際研究所
458 2013/12/29 NHK 福島・茨城・関東南部で地震活動続く 遠田
459 2013/12/29 朝日新聞 津波浸水被害、満潮時想定せず　岩手・宮城１２市町村で 今村
460 2014/1/3 河北新報 震災アーカイブの重要性を考える　１１日、東北大でシンポ 災害科学国際研究所
461 2014/1/3 石巻かほく 次の災害でもした方がいいことは？　アンケート結果報告　石巻・街なか創生協力 佐藤（翔）
462 2014/1/9 FNNローカル 東北大・災害科学国際研究所と仙台市が連携協定を締結 災害科学国際研究所
463 2014/1/9 TBCニュース 東北大研究所と仙台市が協定締結　防災・復興で連携強化へ 災害科学国際研究所
464 2014/1/9 ミヤテレニュース 防災・復興で連携強化　東北大・災害科学国際研究所と仙台市が協定 災害科学国際研究所
465 2014/1/10 産経新聞 防災・減災まちづくりで協定　仙台市と東北大災害科学国際研 災害科学国際研究所
468 2014/1/10 河北新報 雲仙・普賢岳噴火後の歩み参考に　東北大で１５日シンポ 災害科学国際研究所
469 2014/1/11 河北新報 「防災・減災のページ」「地下温度構造と水分布 追求」 和田
470 2014/1/12 河北新報 震災記録保存制度の整備を　東北大で国際シンポ 災害科学国際研究所、今村
472 2014/1/12 毎日新聞 東日本大震災：仙台でシンポ　記録・教訓を後世に 災害科学国際研究所
473 2014/1/12 Yahooニュース 震災記録保存制度の整備を　東北大で国際シンポ 災害科学国際研究所、今村
474 2014/1/12 日本経済新聞 ロボットＷ杯も熱い！　物流・災害救援…疲れ知らず 田所諭
475 2014/1/14 河北新報 復興の歩み、定点観測　東北大災害研が写真収録サイト公開 災害科学国際研究所、佐藤翔輔
477 2014/1/14 47NEWS 復興の歩み、定点観測　東北大災害研が写真収録サイト公開 災害科学国際研究所、佐藤（翔）
478 2014/1/15 朝日新聞 被災地の変化、写真で定点観測 災害科学国際研究所、佐藤（翔）
479 2014/1/15 石巻かほく 石巻市震災伝承検討委員会　勉強会や遺構視察　２２日に第２回会合 平川
480 2014/1/16 河北新報 特色ある復興を　東北大でセミナー、陸前高田市長ら講演 災害科学国際研究所
781
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482 2014/1/16 FNNローカル 県の津波対策ガイドライン　「車避難の検討」など明記 今村
483 2014/1/16 NHK 津波からの避難　車でも 今村
484 2014/1/16 KHB 車避難を条件付きで容認 今村
485 2014/1/16 TBC 津波避難は「原則徒歩・車も検討を」 今村
486 2014/1/17 河北新報 津波避難、車も一部容認　宮城県、指針見直し 今村
487 2014/1/17 毎日新聞 津波対策:「車で避難」に条件　県協議会、ガイドライン見直し 今村
488 2014/1/17 産経新聞 宮城県津波対策連絡協　車での避難、一転容認　ガイドライン見直し案承認 今村
489 2014/1/18 週刊文春 東京でもゲリラ豪雪に注意！北極から南下する世界的寒波 岩崎
491 2014/1/20 中日新聞 ＜津波　どう逃げる？＞（上）　タブーの車を探る被災地 安倍
492 2014/1/22 NHK NEWS WEB 有識者委　旧門脇小など視察 平川
493 2014/1/22 岩手日報 揺れる土地区画整理　「計画通り」の未来か 姥浦
494 2014/1/22 NHK WORLD Preparing for Disasters 丸谷
495 2014/1/23 日本経済新聞 （キャンパス発　この一品）減災風呂敷「結」東北大　用途多様、震災の経験生かす 保田
496 2014/1/23 石巻かほく 石巻市震災伝承検討委、門脇小校舎など視察　街中の遺構保存候補７カ所 平川
497 2014/1/23 河北新報 石巻市震災伝承委　惨状、肌で知る　遺構７候補を視察 平川
498 2014/1/23 読売新聞 「心情ふまえ保存検討」石巻・門脇小調査 平川
499 2014/1/24 FNNローカル 東北大研究所、気仙沼市の小学校で「減災」をテーマに出前授業 保田
500 2014/1/24 建設通信新聞 BCP作成例を改訂 丸谷
501 2014/1/24 建設産業新聞 BCP簡易版ひな形を改訂 丸谷
502 2014/1/27 時事通信社 津波避難に携帯端末が活躍＝災害時、地図上で誘導—岩手、東北大が開発進める 今村
504 2014/1/28 FNNローカル 震災遺構　気仙沼市の検討会議が向洋高旧校舎など候補を視察 川島
505 2014/1/28 NHK 震災遺構保存検討の高校視察 川島
506 2014/2/1 石巻かほく 石巻かほく 津波シミュレーション説明会　渡波地区で活発質疑　１００人参加　石巻市 今井
507 2014/2/1 河北新報 震災遺構「歴史・教育重視」　宮城会議、選定基準を確認 平川
508 2014/2/1 産経新聞 高野会館、閖上中も提案　震災遺構候補　次回以降に検討　宮城 平川
510 2014/2/1 NHK NEWS WEB 海面上昇で最大９割の砂浜消失か 有働
511 2014/2/5 仙台放送 「広域防災拠点」整備 第三者委員会が承認 増田
512 2014/2/8 河北新報 東北大災害研と連携　岩手では初の協定　陸前高田 災害科学国際研究所
513 2014/2/8 岩手日報 復興・防災で東北大研究所が助言　陸前高田市が協定 災害科学国際研究所
514 2014/2/8 東海新報社 防災充実へ連携強化　東北大災害科学国際研究所と協定 県内自治体では初 災害科学国際研究所
516 2014/2/8 石巻かほく 遺構保存先進地に学ぶ　石巻市震災伝承検討委が神戸、島原を視察 平川
517 2014/2/10 岩手日報 【大船渡】「心の復興」へ文化活動　つどいで推進誓う 川島
518 2014/2/11 読売新聞 岩手県が委嘱　災害時医療「調整役」２７人 江川
519 2014/2/12 河北新報 災害への備え学ぼう　小３、４年向け副読本、宮城県教委作成 今村
520 2014/2/12 産経ニュース ボランティア活動　考えるフォーラム 杉浦
522 2014/2/13 NHK 放送文化賞に6人 宮本信子さんも 今村
523 2014/2/13 産経ニュース 宮本信子さんらに放送文化賞 今村
524 2014/2/13 NHK BSニュース ＮＨＫ放送文化賞・宮本信子など６人 今村
525 2014/2/13 朝日新聞 宮本信子さんら放送文化賞 今村
526 2014/2/13 NHK東北 ＮＨＫ放送文化賞に２人 今村
527 2014/2/14 河北新報 国連防災会議「１年前シンポ」で啓発　仙台市・来月１日 今村
529 2014/2/15 読売新聞 古文書分析社会の役に～東北大災害科学国際研究所 平川
530 2014/2/17 河北新報 エジプトの宝守りたい　技術者来日、修復法学ぶ 災害科学国際研究所
531 2014/2/17 河北新報 迅速な津波避難探る　仙台でシンポ、１００人参加 災害科学国際研究所、平川、安倍
532 2014/2/19 NHK 巨大地震“海底の観測強化を” 木戸
533 2014/2/19 仙台放送 日本海溝付近の「アスペリティ」裏づけ　震災後の研究成果発表 日野
534 2014/2/19 読売新聞 復興へ　郷土誌生かす 川島
535 2014/2/20 河北新報 海底地殻変動知って　仙台で研究者７人が成果紹介 木戸
538 2014/2/20 Yahooニュース 東北大と宮城教育大、スマホを活用した防災教育アプリ「津波AR」共同開発 災害科学国際研究所
540 2014/2/21 河北新報 津波の怖さスマホで学んで　宮教大など防災教育アプリ開発 災害科学国際研究所
543 2014/2/21 日刊建設新聞 宮城野原の広域防災拠点構想、来年度にも設計着手（県） 佐藤（健）
544 2014/2/21 教材新聞 被災当時の状況がスマホ上で再現できる防災教育アプリ「津波AR」 災害科学国際研究所
545 2014/2/22 河北新報 震災世界に伝えよう　東北大で国際シンポ　現状発信へ手法学ぶ 災害科学国際研究所
547 2014/2/24 産経新聞 都司嘉宣　貞観地震（８６９年）　百人一首に込められた教訓 菅原
548 2014/2/24 時事通信社 震災３年、なお課題多く〔東日本大震災３年〕 姥浦
550 2014/2/26 日本経済新聞 産官学17団体「復興会議」　政投銀が設立、災害対応力を強化 丸谷
551 2014/2/28 時事通信社 燃料、２割が「半日未満」＝業務継続に支障も－自治体防災対策〔東日本大震災３年〕 丸谷
553 2014/2/28 河北新報 宮城、過去４００年　犠牲者出た津波平均５７年に１回 平川
555 2014/2/28 NHKニュース 被災地住民の４人に１人“うつ傾向” 富田
557 2014/2/28 河北新報 東北大・宮城沿岸６市町震災後調査　５％にＰＴＳＤ疑い 富田
559 2014/2/28 産経ニュース 震災でＰＴＳＤ疑い５％　宮城の３７００人調査 富田
565 2014/3/1 河北新報 防災理解へ働き掛けを　東京で東北大災害科学研がシンポ 今村
566 2014/3/2 河北新報 「産学官連携し発信を」　１年前シンポ　国連防災会議 今村
568 2014/3/2 中日新聞 志賀原発　あすから県調査　委員人選　疑問の声 遠田
569 2014/3/5 建設工業新聞 東北大学／東北復興農学センター設立へ／農・水産業復興へ研究・人材育成 災害科学国際研究所
570 2014/3/5 河北新報 断層調べて活動を予測／余震からさぐる次の大地震 遠田
571 2014/3/5 日本経済新聞 都市計画、総合的な調整を「土地集約化が課題-まちづくり、住民主体で-」 姥浦
572 2014/3/6 産経新聞 大防潮堤　長さ３０キロ、暮らしを守る。 今村
574 2014/3/10 河北新報 生活の復興　実感欠く　河北新報社・東北大被災者アンケート 災害科学国際研究所
575 2014/3/10 河北新報 複合災害、避難　臨機応変に　初動対応の在り方探るシンポ 災害科学国際研究所
578 2014/3/10 河北新報 東日本大震災　あす３年　無念の君　忘れない　絶対に 災害科学国際研究所
579 2014/3/10 河北新報 変化把握へ継続調査 佐藤（翔）
580 2014/3/10 河北新報 必要な支援 刻々変化 今村
581 2014/3/11 産経ニュース 東北がぜんたい幸福になる。それが国柄だから 平川
582 2014/3/12 日刊ゲンダイ 首都直下地震 専門家が警鐘「５年以内にＭ７以上が１７％」 遠田
583 2014/3/13 日刊建設工業新聞 東北大学・今村文彦教授ら／津波避難情報システム実用化へ社会実験参加団体募集 今村
584 2014/3/14 河北新報 国連防災世界会議まで１年　３本柱減災意識盛り上げ 小野
585 2014/3/14 朝日新聞 要援護者の付き添いも津波で犠牲　宮城・石巻で調査 今村
587 2014/3/14 NHK News Web 専門家「地震起きやすい地域」 遠田
588 2014/3/14 NHKニュース 宮本信子さんら６人に放送文化賞 今村
589 2014/3/15 読売新聞 山中氏ら京大施設研究者の講演に８５０人 平川
590 2014/3/17 建設通信新聞 連載・地域と日本の明日・震災から3年(1) 増田
591 2014/3/17 河北新報 震災記憶どう継承　遺構保存の重要性指摘　仙台で講演会 保田
593 2014/3/17 朝日新聞 （災害大国　あすへの備え）生かす、津波の教訓 今村、越村
595 2014/3/19 毎日新聞 防災手帳：多賀城市が作成、全国初の全戸配布　東北大監修 災害科学国際研究所
596 2014/3/23 FNNローカル 仙台市で震災の教訓や復興のあり方を考えるフォーラム開催 平川
597 2014/3/24 河北新報 みなし仮設　潜む影（下）移ろう実態／転居報告なし、把握困難 島田
598 2014/3/25 河北新報 震災遺構候補、門脇小が最多　石巻市民アンケート 平川
599 2014/3/26 毎日新聞 東日本大震災:気仙沼で伝承会議　「向洋高」保存など議論−−来月末報告書 川島
600 2014/3/28 毎日新聞 地震津波防災セミナー:適切避難の重要性強調　東北大・今村教授、地域訓練の必要性も訴え 今村
601 2014/3/28 毎日新聞 防災手帳:多賀城市、全戸配布　必要な対策、情報網羅 災害科学国際研究所
602 2014/3/30 八重山毎日新聞 「親子で減災学ぶ」　東北大災害科学研が出前講座 保田
603 2014/3/30 まにら新聞 日本の災害研究者らが台風ヨランダの被災地を訪問し、自治体関係者らに助言 久利、地引
604 2014/3/30 河北新報 被害軽減、研究の使命　東北大災害研退任の平川初代所長に聞く 平川













・University College London (UCL)（英国） 大学間協定 11 月 21～23 日 ロンドン大学東北大学フォー
ラム UCL-東北大減災ワークショップ（講演と共同研究）（遠田） 
・ロンドン大学と東北大学の協定調印式関連交流行事（UK Japan symposium on disasters and UK Japan 
disaster risk reduction workshop）におけるパネリスト 11 月 21～23 日（小野） 
・ドイツ航空宇宙センター 部局間および大学間協定 1 月 共同研究に関する協議（越村） 
・Faculty of Mathematics and Natural Sciences，Syiah Kuala University（インドネシア） 1 月 部局間協定
に向けた共同研究打合せ（村尾） 




・ウォータールー大学（カナダ），Stephan Evans 教授，5 月，共同研究（越村） 
・エクアドル，JICA，5 月，共同研究（越村） 
・ハーバード大学（米国）との震災アーカイブに関する共同研究，受入（2 名）5 月，派遣（2 名）10 月
（今村） 
・受け入れ イリノイ大学（米国） Robert Olshansky 6 月 2～5 日，7 月 29 日～8 月 1 日 共同研究（井
内） 
・渡航 パヴィア大学（イタリア） GEM(Global Earthquake Model)，GEM semi-annual meeting, Marco 
Bernasocchi 博士，Ross Stein 博士，6 月 18～28 日，会議と共同研究（遠田） 
・渡航 中国地震局地質研究所（中華人民共和国・北京） 何宏林教授 6 月 27 日〜7 月 1 日 共同研
究（活断層地形判読作業）（岡田（真）） 
・受入 パジャジャラン大学（インドネシア） Mita  Puspita 研究員 7 月 21～27 日 共同研究（浩） 
・Centro Peruano Japonés de Investigaciones Sísmicas y Mitigación de Desastres (CISMID), Universidad Nacional 
de Ingeniería（ペルー），Miguel Estrada, Associate Professor 7 月 ピスコの復興に関する共同研究調査
（村尾） 
・渡航 ウダヤナ大学（インドネシア・バリ島） イ・マデ・ブティアナ文学部講師 8 月 17～27 日 日
本人社会調査（共同研究）（福谷） 
・渡航 バンドン工科大学インドネシア Dr. Mohammad Farid 講師 8 月 22～26 日 講演・共同研究打
ち合わせ等．（呉） 
・渡航 ニューサウスウェールズ大学（オーストラリア） James Goff教授 8 月 共同研究（後藤） 
・渡航 ハーバード大学（米国） エドウィン・O・ライシャワー日本研究所 アンドリュー・ゴードン
教授ら 10 月 20～22 日 講演・会議・共同研究（佐藤（翔）） 
・渡航 中国地震局地質研究所（中華人民共和国・四川省青川県） 何宏林教授 10 月 22 日〜11 月 1 日 
783
共同研究（活断層調査）（岡田（真）） 
・ユニバーシティ • カレッジ • ロンドン（英国） 大学間 11 月～継続中 災害科学に関する研究交
流と共同研究（奥村） 
・渡航 Institute of Technology Bandung（インドネシア） Prof. Krishna S. Pribadi 11 月 10～23 日 共同
研究（泉） 
・渡航 ドルトムント大学（ドイツ） Stephan Grieving 他２名 11 月 14～17 日 共同研究（井内） 
・渡航 カリフォルニア大学バークレー校（米国） Stephen Mahin 教授 12 月 3～4 日 講演及び共同
研究（五十子） 
・渡航 ウダヤナ大学（インドネシア） イ・マデ・ブティアナ 文学部講師 12 月 26 日～1 月 2 日、日
本人社会調査（共同研究）（福谷） 
・渡航 San Lazaro Hospital（フィリピン） Elizabeth Telan 部長 1 月 20～22 日 共同研究（浩） 
・渡航 フィリピン気象庁（PAGASA）（フィリピン） Dr. Vicente B. Malano 次官 フィリピン公共事業
省（DPWH）Dr. Maritess Quimpo 研究員 1 月 22～23 日 講演・共同研究打ち合わせ等（呉） 
・渡航 ハワイ大学（米国） Lishomwa Ndhlovu 助教・Apichai Tuanyok・ Cecilia Shikuma 1 月 26 日～
2 月 1 日 共同研究（ホルロ） 
・渡航 Scripss 海洋研究所（米国） Mark Zumberge 博士 1 月 27 日〜2 月 1 日 共同研究（日野） 
・渡航 カナダ地質調査所（カナダ） Kelin Wang 博士 2 月 23〜25 日 2011 年東北地方太平洋沖地震
の余効変動のモデル化に関する共同研究（日野・飯沼） 
・米軍保健衛生大学他（米国） Robert Ursano 教授他 2～3 月 災害メンタルヘルス支援体制のあり方
についての共同研究（富田） 
・渡航 GNS 核科学研究所（ニュージーランド） Stuwart Henry 博士 3 月 3〜6 日 共同研究（日野） 
・招待 San Lazaro Hospital Lacuesta Talitha 医師 3 月 5～8 日 共同研究及び学会参加（浩） 
・招待 SACCL, San Lazaro Hospital Elizabeth Telan 所長 3 月 5～8 日 共同研究及び学会参加) （浩） 
・渡航 ウッズホール海洋研究所（米国） Dr. Mark D. Behn 3 月 11～15 日 共同研究とセミナー講演
（和田） 
・渡航 中国地震局地質研究所（中華人民共和国・四川省青川県） 何宏林 教授 3 月 15〜26 日 共同
研究（活断層調査およびトレンチ調査）（岡田（真）） 
・渡航 Stony Brook University（アメリカ） Donovan Finn 他 2 名 3 月 18～25 日 共同研究（井内） 
・渡航 パロサイエンス（米国） 社長 Jerry Paros 博士 3 月 25〜26 日 共同研究（日野） 
・受入 Hangarian Academy of Science Reseachassistant David KARACSONYI（ハンガリー） 3 月 28 日 
〜継続中 共同研究 福島とチェルノブィリの影響評価比較分析 日本学術振興会外国人特別研究員
（欧米短期）（石坂） 
・渡航 米国地質調査所（USGS）（米国） Ross Stein 博士 3 月 23〜30 日 東北地方太平洋沖地震の余
震に関する共同研究（遠田） 
・渡航 University of California, Davis（米国） Prof. John Rundle 3 月 共同研究（泉） 
・復旦大学（中華人民共和・上海） 2010 年～ 共同研究（服部） 
・ハワイ大学（米国・ハワイ州） 2012 年～ 講演・共同研究（服部） 
・渡航 オレゴン州立大学（米国） Harry Yeh 教授 3 月 共同研究（越村） 
784
＜大学間交流＞ 
・カリフォルニア大学バークレー校（米国） 大学間交流 5 月 25 日 早期地震警報システムに関する
技術交流（源栄） 
・ゲッティンゲン大学 大学間交流 9 月 12～13 日 「The 3rd HeKKSaGOn Presidents’ Conference（Disaster 
Prevention: Scientific and Technological Issues Gottingen Germany at the Gottingen University）」への出席・講
演（Simulation Visualization and Information Technologies to Disaster Mitigation）（寺田） 
・ITB 大学間交流 9 月 16 日 ITB において、開催された水災害ワークショップでの講演と今後の両校
の共同研究についての討議（真野） 
・カリフォルニア大学リバーサイド校（University of California, Riverside）（米国） 大学間 10 月 10～11
日 仙台市の姉妹都市であるリバーサイド市で開催された 2013 Long Night of Arts and Innovation にお
ける東日本大震災の被害の実態と早期地震警報システムについての招待講演（源栄） 
・USC リバーサイド校（米国） 大学間 10 月 12 日 工学研究科との研究交流（源栄） 
・UCL 大学間 11 月 20～23 日 UCL において、東北大学と UCL の共同開催防災シンポジウムでの講
演および今後の両校の共同研究についての討議（真野） 
・ロンドン大学（英国） 大学間 11 月 21～11 月 22 日 日英学術交流（源栄） 
 
＜講演・情報交換・学会など＞ 
・ロンドン大学との災害・リスク研究（英国），受入（1 名）4 月，派遣（5 名）11 月（今村） 
・University of Hawaii at Hilo（米国），Walter C Dudley，Professor，5 月，津波研究に関する情報交換（村
尾） 
・渡航 フィリピン Angeles University 教授 6 月 4～7 日 講演 ヒューマンセキュリティー コース
における災害医学の講義（江川） 
・受入 ボストン大学（米国） Mark W. Logue 助教 6 月 24 日 心的外傷後ストレス障害研究での講演
会開催・情報意見の交換（富田） 
・受入 マウントサイナイ大学（米国） Rachel Yehuda 教授 6 月 24 日 心的外傷後ストレス障害研究
での講演会開催・情報意見の交換（富田） 
・渡航 University of New Orleans（米国） Marla Nelson 他１名 7 月 8 日 会議（井内） 
・JICA 研修 中央アジア・コーカサス地域総合防災行政コース 7 月  講演と被災地視察 （マス） 
・The Association of Pacific Rim Universities (APRU) 7 月 Multi-Hazards Summer School（東北大学）での
講師（村尾） 
・渡航 シャクアラ大学（インドネシア） 7 月 学術指導（越村） 
・受入 マウントサイナイ大学（米国） Craig Katz 准教授 8 月 5 日 災害精神医学テキストの翻訳（富
田） 
・HeKKSaGOn University Consortium 9 月 The 3rd Japanese-German, University Presidents’ Conference 
（Göttingen, Germany）での発表（村尾） 
・受入 University of New Southwales（オーストラリア） James Goff 教授・Catherine Chagué-Goff 上席研
究員 10 月 現地調査（菅原） 
・受入 Department of Mechanical Engineering, Bilkent University（トルコ） İlker Temizer 助教授 10 月 16
～18 日 セミナーでの講演（寺田） 
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・受入 エーテボリ大学（スエーデン） Hans Ågren 名誉教授 10 月 17 日 災害メンタルヘルス支援の
講演会・情報意見の交換（富田） 
・受入 ウプサラ大学（スエーデン） Tom Lundin 名誉教授 10 月 17 日 災害メンタルヘルス支援の
講演会・情報意見の交換（富田） 
・専門化機関訪問 APEC Climate Center（韓国） Yong Hee Shin 10 月 28 日 気候変動の専門家との情
報交換・IPCC データを使った分析手法などについての最新情報収集（ケリーン） 
・The Association of Pacific Rim Universities (APRU)  10 月 The 9th Research Symposium on Multi-Hazards 
around the Pacific Rim（台湾大学）での発表（村尾） 
・渡航 米国地質調査所（米国） Ross Stein 博士 10 月 所内特定プロジェクト研究 C(研究代表者；
遠田晋次)の一環で海外の長期地殻変動に関する情報収集（丹羽） 
・渡航 Yonsei University（韓国） Tong-Seok Han 准教授 11 月 13～15 日 セミナーでの講演（Seminar 
on Computational Mechanics: Computational electro-chemo-mechanics for solids deteriorating at multiple scales 
and other recent topics）（寺田） 
・渡航 University of Badjadjaran（インドネシア） Bandung 11 月 18 日 講演（泉） 
・渡航 University College London（英国） David Alexander, Cassidy Johnson 他 11 月 20～23 日 講演
（井内） 
・University School London（英国） 部局間 11 月 20～23 日 共同シンポジウム出席・発表（井内） 
・渡航 ロンドン大学（英国） Peter Sammonds 教授、Ilan Kelman 教授他 11 月 21～25 日 セミナーに
おける災害メンタルヘルス支援の講演・情報意見の交換（富田） 
・渡航 GNS Science（ニュージーランド）・Murrays Bay Intermediate School・University of Canterbury・South 
New Brighton Primary School 11 月 25～27 日 情報収集（佐藤（健）） 




・渡航 ガジャマダ大学（インドネシア） Ikaputra 教授 11 月 30 日〜12 月 1 日 ヒヤリング（平野） 
・Harvard Kennedy School（アメリカ） Arnold Howitt 教授 11 月 東日本大震災後の復興に関する協働
研究打合せ（村尾） 
・受入 大連大学（中華人民共和国） 宋協毅 副学長 12 月 3 日 学術交流（源栄・王） 
・渡航 Ulsan national institute of science and technology（韓国） Dong Keun Yoon 他 10 名 1 月 16～19 日 
講演（井内） 
・渡航 合同調査 フィリピン大学マニラ校（フィリピン） Prof. Cristopher Stonewall P Espina 1 月 16
～22 日 共同研究打ち合わせ 合同調査等（呉） 
・受入 North-Eastern Hill University（インド） Hianbok J. Syiemlieh 教授 1 月 18〜20 日 東日本大震
災の被災地巡検と Workshop on disasters and people’s livelihoods in South Asia における研究交流（池田） 
・渡航 フィリピン大学マニラ校（フィリピン）他 Armando Crisostomo 教授他 1 月 19～23 日 台風
ハイエン後のメンタルヘルス支援調査研究打ち合わせ（富田） 
・台風ハイエン現地調査 1 月（マス） 
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・JICA 研修 集団研修「総合防災行政」及び「防災意識の啓発」(16 名)  1 月 講演と被災地視察 
・ハワイ大学（米国）との総合災害科学に関する交流 派遣（3 名） 1 月（今村） 
・受入 カンタベリー大学（ニュージーランド） 人文科学創造芸術学科長・CEISMIC カンタベリー地
震デジタルアーカイブ事務局長 教授・ポール・ミラー 2014 年 1 月 講演（柴山） 
・渡航 エラスムス大学エラスムスメディカルセンター（オランダ） Albert Hofman, MD, PhD 疫学部長 
2 月 14～15 日 会議（栗山） 
・渡航・Bangladesh/Dhaka Community Hospital College/23 February 2013/ 講演（泉） 
・受入 世界銀行（ワシントン DC 本部） Sustainable Development Network の副総裁代理他、防災を中
心に行っている部局（GFDRR）の幹部約 14 名 2 月（井内） 
・渡航 国立地震火山研究所(PHIVOLCS)（フィリピン） 3 月 5 日 会議（井内） 
・渡航 フィリピンビサヤ地方サマール島 台風ヨランダの避難・警報・啓発活動調査 3 月 7～13 日
（久利） 
・渡航 カンデリ大学（トルコ共和国） Dogan Kalafat・教授 3 月 16～23 日 海域調査（木戸） 
・渡航 San Lazaro Hospital（フィリピン） Dr. Elizabeth Freda O. Telan 3 月 18 日 会議（佐々木） 
・渡航 World Health Organization Jonathan Abrahams（フィリピン）3 月 19 日 会議 （佐々木） 
・受入 中国・韓国・台湾 東南大学・李先寧・教授（他 8 名）、峰南大学・李淳和・教授（他 5 名）、漢
陽大学・Kyung Hoon Shin・教授（他 5 名）、淡江大学・康世芳・教授（他 3 名）、台北科学技術大学・
林鎮洋・教授、清華大学・黄霞・教授（他 7 名） 3 月 19～22 日 国際交流シンポジウム（G-Safety プ
ログラムとの共催）（坂巻） 
・渡航 Angeles University（フィリピン） Dra. Razel Lubo-Kawano 3 月 20 日 会議（佐々木） 
・渡航 ハーバード大学（米国） Northwest University・Byung Woo Kim (Senior Researcher) and Rosa Lee 
(Senior clinical research coordinator / Data analyst)  3 月 24～28 日 学会出席 Risk, Perception, and 
Response Conference』に参加・情報収集・意見交換（ケリーン） 
・Pratt Institute（アメリカ） Jonathan Martin，Associate Professor 3 月 ニューヨークおよびニュージャ
ージーにおける都市開発問題に関する打合せ（村尾） 
・受入 同済大学（中華人民共和） 張博士の科学研究費研究員としての雇用 3 月（五十子） 
・渡航 JICA（エクアドル） 3 月 学術指導（越村） 
 
＜長期的取り組み＞ 
・サンラザロ病院（フィリピン） 2003 年～ 熱帯感染症に関する共同研究・学術交流協定（服部・浩） 
・ロシア科学アカデミーシベリア支部人文学・北方民族問題研究所（ロシア）  部局間  2007 年 11 月
～2014 年 3 月 ロシアサハ共和国永久凍土地帯調査 （奥村） 
・JST-JICA-SATREPS, JAPAN-PERU ペルーの地震・津波減災技術向上に関する研究   PI: Fumio 
Yamazaki (千葉大学) 2009 年 10 月〜2014 年 12 月（マス） 
・クワズール・ナタール大学（南アフリカ） 2009 年～ 学術交流協定（服部） 
・カセサート大学（タイ王国） 部局間（JST-JICA SATREPS） 2010 年 12 月～継続中（有働） 
・パジャジャラン大学（インドネシア） 2012 年～ 学術協定（服部） 
・パジャジャラン大学（インドネシア） 2012 年～ 共同研究・学術協定（浩） 
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・ハワイ大学（米国・ハワイ州） 2012 年～ 共同研究（ホルロ） 
・JST-JICA-SATREPS, JAPAN-CHILE 津波被害予測手法および被害軽減対策の提案 PI: Takashi Tomita 
(PARI) 2012 年 4 月～2016 年 3 月 （マス） 
・テキサス A&M 大学（米国） 大学間 Robin Murphy 教授 共同研究 2013 年 2 月～継続中（江川） 
・ロンドン大学（英国） リスク・減災研究所 Peter Sammonds 研究所長、Tiziana Rossetto センター長
等 2012 年～継続中（サッパシー） 
・ロンドン大学（英国） リスク・減災研究所 Ingrid Charvet 博士 2013 年 6～2014 年 3 月 （サッパ
シー） 
・受入 ハーバード大学エドウィン・O・ライシャワー研究所（米国） Andrew Gordon 教授、Executive 
Director・THEODORE J. GILMAN、Molly Des Jardin 研究員、Nick Kapur、Corinne Curcie 共同研究（柴
山） 
・モンゴル科学アカデミー惑星地球物理研究所（モンゴル） 技術協力・技術移転（源栄） 
・University of British Columbia（カナダ） John S. Richardson 教授、Florida International University（米国） 
John S. Kominoski 助教 共同研究（坂巻） 
・受入 国際協力機構（ミャンマー） 研修員 （井内） 
・Office of the Presidential Assistant for Rehabilitation and Recovery（フィリピン） 共同研究 （井内） 
・ビルケント大学（トルコ） Temzier 准教授 共同研究（加藤） 
・タイ気象局（タイ王国） 共同研究（サッパシー） 
・Regional Integrated Multi-Hazard Early Warning System for Africa and Asia 共同研究（サッパシー） 
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